
大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

東京福祉大学
Special奨学生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

将来社会で活躍できる優秀な人材の養成を目的とし、Special奨学生選抜の上位合格者の学生に経済支援を行う。

免除・減免

4年間で約500万円を免除。4年間の授業料・施設設備費を全額免除。
海外短期研修・留学の参加費が半額免除となります

4年間
※進級の際、成績などの審
査あり。

①年間10名程度
地域の制限なし 入学課 併用可 併用可

東京福祉大学

同窓生・在学生・教職員紹介新入生対象奨学金制度 学校出願時 入学金・授業料減免

本学の同窓生（同窓会加入者）、在学生（同窓会加入者）、教職員による紹介で入学された方に入学金相当額（大学学部昼間部20万円）を免除します。

申請条件
（１）入学希望者と紹介者（東京福祉大学グループ同窓生、在学生、教職員）の関係が家族、親戚、または親しい間柄であること
（２）入学手続き時に同窓会費を納入し、本学同窓会員となる方

免除・減免

入学金相当額（大学学部昼間部20万円）

①１年間
②１回限り

人数制限なし 地域の制限なし 入学課 併用可 併用可

東京福祉大学
学内奨学金制度 入学後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学業・人物ともに優秀と認められた場合、またはその他特別な事情があると認められる場合に支給される奨学金です。2年次以降、申込者を選考し、該当年次の授
業料の全額または半額を免除します。 免除・減免

授業料の全額または半額を免除します。
１年間 年間30名程度 地域の制限なし 入学課 併用可 併用可

東京福祉大学
同窓会奨学金制度 その他 2年次以降

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

本学の同窓生(同窓会加入者)のうち、学業・人物ともに優秀と認められた場合、またはその他特別な事情があると認められる場合に東京福祉大学同窓会より支給
される奨学金です。2年次以降、申込者を選考し、該当年次の授業料の全額または半額を免除します。 免除・減免

授業料の全額または半額を免除します。
１年間 年間5~10名程度 地域の制限なし 入学課 併用可 併用可

東京福祉大学
総合型選抜特待生制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

総合型選抜[課題発表型]および総合型選抜[活動発表型]の受験者のうち、特に優秀な成績を修めたと本学が認めた者

免除・減免

Ａ特待：初年度授業料全額免除(805,000円)
Ｂ特待：初年度授業料半額免除(402,500円)
Ｃ特待：初年度授業料4分の１免除(201,250円)

①１年間
Ａ特待：最大４名
Ｂ特待：最大４名
Ｃ特待：最大８名

地域の制限なし 伊勢崎キャンパス　入学課 併用可 併用可

跡見学園女子大学

跡見学園女子大学後援会修学援助奨学金 在学中 1年次秋学期以降 学費支援

跡見学園女子大学後援会修学援助奨学金は跡見学園後援会からの補助金により、経済上の理由で学業の継続が困難な学部生に対し、学費援助を目的として給
付するものです。

＊募集時期　5月・10月（年2回）
＊対象
1年次秋学期以降に在籍している者で、次の各号のいずれかに該当し、かつ修学の見込みがあると認められる者

第一種奨学金
（1）主たる家計支持者の死亡、失職、病気、事故その他の理由により、学費の納入ができない場合 
（2）天災その他の災害により、学費の納入ができない場合 
第二種奨学金
（1）恒常的低収入その他の理由により、学費の納入ができない場合 
（2）学費納入ができない特段の事情がある場合 

＊給付回数
第一種奨学金 原則1回のみ
第二種奨学金 原則2回まで

＊返還　なし
＊併願
他の奨学金との重複受給は妨げない。ただし、跡見校友会一紫会修学援助奨学金と同年度に重複して受給できない。

給付奨学金

＊給付額
第一種奨学金 大学の授業料の一学期分
第二種奨学金 大学の授業料の一学期分の半額

地域の制限なし 学生サポートセンター学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

跡見学園女子大学

跡見校友会一紫会修学援助奨学金 在学中 2年次以降 学費支援

跡見校友会一紫会修学援助奨学金は、本学校友会「一紫会」が経済上の理由で学業の継続が困難な学部生に対し、学費援助を目的として給付するものです。

＊募集時期　10月（年1回） 
＊対象 2年次春学期以降に在籍している者で、次の各号のいずれかに該当し、かつ修学の見込みがあると認められる者 
第一種奨学金
（1）主たる家計支持者の死亡、失職、病気、事故その他の理由により、学費の納入ができない場合 
（2）天災その他の災害により、学費の納入ができない場合 
第二種奨学金
（1）恒常的低収入その他の理由により、学費の納入ができない場合 
（2）学費納入ができない特段の事情がある場合 

＊給付回数
第一種奨学金 原則1 回のみ
第二種奨学金 原則2 回まで

＊返還　なし
＊併願
他の奨学金との重複受給は妨げない。ただし、跡見学園女子大学後援会修学援助奨学金と同年度に重複して受給できない。

給付奨学金

＊給付額
第一種奨学金 大学の授業料の一学期分
第二種奨学金 大学の授業料の一学期分の半額

地域の制限なし 学生サポートセンター学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

跡見学園女子大学

跡見花蹊記念奨学金 その他 前年度学業成績上位者より選考するため、申請は受け付けていない。 特待生・成績優秀者

跡見花蹊記念奨学金は本学に在学する特に優秀な成績を修めた学生に対し、これを表彰し、奨学金を給付するものです。

＊選考　　各学科・各研究科、学年ごとの前年度学業成績上位者 
＊対象　　学部 2～4 年生、大学院2年生 
＊発表の時期　　6月 
＊返還　　なし 
＊その他　　他の奨学金との重複受給は妨げない。

給付奨学金

＊給付額　　大学の授業料の一学期分相当額

地域の制限なし 学生サポートセンター学生課 併用可 併用可

埼玉医科大学

埼玉医科大学医学部特別奨学金 学校出願時 学費支援

【目的と概要】
　学業優秀な者に対し経済的援助を行うことにより、本学の建学の理念に沿い、将来本学の一員として医学・医療の発展に貢献し活躍できる人材を育成するために
設ける貸与型奨学金制度です。卒業後、貸与期間の 1.5 倍の期間、本学に勤務することにより貸与した奨学金の返還が免除されます。大学入学共通テスト利用選
抜の出願時に申請を受付け、奨学金貸与者を決定いたします。
【申請条件】
　下記の条件を満たす者
①本学に入学を強く希望するもので、2022年度（令和4年度）大学入学共通テスト利用選抜に出願予定の者
②卒業後、直ちに本学に勤務し、医学・医療の発展に貢献する意思を有する者
③高等学校又は中等教育学校等を 2021年3月に卒業（修了）した者、若しくは2022 年 3 月に卒業（修了）見込みの者
【申請方法】
　医学部大学入学共通テスト利用選抜の出願時

貸与奨学金

入学時 350万円、2年次以降　年300万円（総額 1,850万円）

入学後6年間 5名以内 地域の制限なし 大学事務部医学部事務室 併用可 条件有りで併用可

埼玉医科大学

研究医枠奨学金（研究医枠） 在学中 2年次 研修支援制度

【目的と概要】
　将来の研究医と基礎医学を担う研究者を養成するために設ける貸与型奨学金制度です。貸与終了者が、埼玉医科大学医学部基礎医学部門において勤務した期
間の合計が、貸与された月数と同数の期間に達した場合は返還が免除されます。

【返還免除条件】
　埼玉医科大学医学部基礎医学部門において勤務した期間の合計が、貸与された月数と同数の期間に達した場合は返還が免除されます。

貸与奨学金

貸与額　月10万円（総額840万円）

医学部3年次または、4年次
から7年間

3名（医学部2年次修了者） 地域の制限なし 大学事務部医学部事務室 併用可 併用可

埼玉医科大学
毛呂山会育英会奨学金 在学中 特になし 学費支援

家庭の事情などにより学費の支払いが困難となった医学部の学生を支援します。
初期臨床研修修了後に返還を開始していただきます。返還期間や年間返還金額などについては個別に定めます。 貸与奨学金

個別に定める
個別に定める 定員無し 地域の制限なし 大学事務部医学部事務室 併用可 併用可

埼玉医科大学 第 3 種特別待遇奨学生 その他 学年進級時に処理 特待生・成績優秀者
1～5年次の成績優秀者に対して前年度の成績をもとに選抜します。

免除・減免
授業料のうち100万円を免除

当該学年の1年間 10名 地域の制限なし 大学事務部医学部事務室 併用可 併用可

埼玉医科大学
埼玉医科大学保健医療学部　第二種特待生制度 その他 進級時に処理 特待生・成績優秀者

2年～4年生の保健医療学部学生対象

入学後2学年以降の各学年において前年度の成績および人物が特に優れている者 免除・減免

免除額３０万円(実験実習費相当額)

当該学年の1年間

看護学科　各学年3名
臨床検査学科　各学年3名
臨床工学科　各学年2名
理学療法学科　各学年2名

地域の制限なし 大学事務部保健医療学部事務室 併用可 併用可

埼玉医科大学
埼玉医科大学保健医療学部　第一種特待生制度 入学手続時 特待生・成績優秀者

保健医療学部一般入試（前期）合格者対象

保健医療学部の一般入試（前期）合格者のうち、試験の成績が極めて優秀な者 免除・減免

免除額5０万円(授業料の一部および実験実習費相当額)

入学年度の1年間

看護学科　各学年3名
臨床検査学科　各学年3名
臨床工学科　各学年2名
理学療法学科　各学年2名

地域の制限なし 大学事務部保健医療学部事務室 併用可 併用可

埼玉医科大学

埼玉医科大学保健医療学部　薫風園基金奨学金 随時
学費支援
用途を定めない経済的支援

対象学年　全学年
学部　保健医療学部
学科　臨床検査学科・臨床工学科・理学療法学科の3学科

資格・条件
１．経済的な理由により修学の困難な学生
２．奨学金の貸与する必要性が高いと認められる学生
３．他の奨学金制度と併用可能

返還
卒業時に返還計画書を提出、毎月振り込みにより返還する（無利子）。
卒業により奨学金の貸与が終了したら、卒業の翌月から貸与された月数の3倍以内の期間に毎月均等額を返還する。

貸与奨学金

月額30,000円

修学期間である4年間(途中
採用可)

若干名(2～3名程度) 地域の制限なし 大学事務部保健医療学部事務室 併用可 併用可

埼玉医科大学

埼玉医科大学保健医療学部看護学科等奨学金 随時
学費支援
用途を定めない経済的支援
就職支援

対象学年　全学年
学部　保健医療学部
学科　看護学科

資格・条件
１．希望者全員に貸与可能
２．他の奨学金制度と併用可能

返還免除
埼玉医科大学の関連病院の正職員として就職し、貸与期間と同期間勤務すると貸与金額の全額が返還免除される。

貸与奨学金

月額30,000円

修学期間である4年間（年度
途中であっても当該年度の4
月に遡り貸与する）

希望者全員に貸与可能 地域の制限なし 大学事務部保健医療学部事務室 併用可 併用可

埼玉工業大学

特別奨学生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

埼玉工業大学では、一般選抜A日程および大学入学共通テスト利用入試A試験において、奨学生制度を導入いたします。
試験結果で成績優秀者が、選考の対象となります。奨学生に採用された場合、下記の優遇措置が適用されます。
A奨学生 … 初年度授業料等※1の「全額」免除
B奨学生 … 初年度授業料等※1の「半額」免除
C奨学生 … 入学金相当額返還
※1　授業料等は、授業料・実験実習費・施設設備費の合計です。

給付奨学金
免除・減免

工学部
A奨学生：132万円 免除/B奨学生：66万円 免除/C奨学生：22万円 返還
人間社会学部
A奨学生：102万円 免除/B奨学生：51万円 免除/C奨学生：22万円 返還

2年次以降も、各学年末に1
年間の学業成績をもとに審
査を行い、奨学生として優遇
措置が継続します。
また、A奨学生の席次から外
れ、B奨学生の席次に該当し
た場合は、B奨学生の適用と
なります。

地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

城西大学

城西大学・城西短期大学奨学生制度 在学中
学科ごとに各学年１～２名程度　※本奨学金の対象者は学内推薦によっ
て決定されるため、募集は行われません。

特待生・成績優秀者
学費支援

城西大学・城西短期大学奨学生制度

創立者水田三喜男初代理事長の育英理想を実現するために設けられたもので、成績・人物等優秀な者を選考し、授業料の一部として年額300,000円の奨学金が授
与されます。

成績・人物などが特に優秀な学生を各学科から1～２名選抜します。

給付奨学金

年額300,000円

学科ごとに各学年１～２名程
度

各学科1～2名 地域の制限なし 学生サービス課 併用可 併用可

城西大学

グローバルチャレンジ奨学金制度 学校出願時

研修支援制度
学費支援
留学費用支援制度
資格取得支援制度

エントリー資格
①学校推薦型選抜・総合型選抜A日程またはB日程での入学予定者のうち、以下の基準のいずれかを満たしている者。
・実用英語検定準2級以上の資格取得者
・GTEC CBT 750点以上の資格取得者
・GTEC for Students (L&R&W) 500点以上の資格取得者
・TOEIC Listening&Readingテスト400点以上の資格取得者（IP可）

エントリーおよび提出書類
　通常の出願書類とともに下記書類を同封し提出してください。
①学校推薦型選抜・総合型選抜
・学校推薦型選抜(指定校制)・総合型選抜志願票
「グローバルチャレンジ奨学金」エントリー希望欄およびエントリー資格にチェック。
・エントリー資格証明書の写し等

選考方法
①学校推薦型選抜(指定校制)A日程またはB日程での入学予定者のうち、申請基準資格取得状況および高等学校または中等教育学校在学中の成績を判定に使
用する。
②総合型選抜においては、申請基準資格取得状況および各学部・学科の選考内容を判定に使用する。

給付奨学金

200,000円＋短期語学研修参加希望者に10万円を助成

①１年間
②１回限り

①年間50名
地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

城西大学
JEAP留学生のための奨学制度 在学中 1年生～4年生 留学費用支援制度

城西大学海外教育プログラム（JEAP）で長期留学する在学生を経済的に支援する制度で、若干名を選抜する。
給付奨学金

給付額　　年間20万円
１回限り

年間5名程度
地域の制限なし 国際教育センター 併用可 併用可

城西大学

学校法人城西大学　上原育英奨学金 在学中 1年生～6年生 用途を定めない経済的支援

①本学（短期大学を含む）に在籍する正規学生
（本学外国人留学生授業料減免の出願資格を有するものを除く）
②家計基準
給与収入の場合：600万円(税込)以下
その他所得の場合：200万円以下(収入金額から必要経費を差し引いた額)
※父母の年間収入の合算をした金額が上記基準に該当すること
③学業成績
日本学生支援機構が定める第一種奨学金に出願するための学力基準を満たし
修学年限内での卒業の見込みがあること

※募集年度により異なる場合あり、詳細は大学HPを参照

給付奨学金

年額３０万円

１回限り 17名 地域の制限なし 学生サービス課 併用可 併用可

城西大学
城西大学・城西短期大学特待生制度（授業料全額免除：S特待生） 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

本学ならびに学部・学科のアドミッション・ポリシーに合致する知識と意欲を有し、一般入学試験A日程での成績上位合格者
免除・減免

授業料の全額免除
最長4年間（薬学科6年間）

①年間18名
地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

城西大学
城西大学・城西短期大学特待生制度（授業料半額免除：A特待生） 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

本学ならびに学部・学科のアドミッション・ポリシーに合致する知識と意欲を有し、一般入学試験A日程での成績上位合格者
免除・減免

授業料の半額免除
最長4年（薬学科6年）

①24名
地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

城西大学 スポーツ奨励生 学校出願時 入学金・授業料減免
スポーツ推薦受験者より実績等により選抜

免除・減免
入学金と授業料の全額または半額免除

最長4年 最大25名程度 地域の制限なし スポーツ振興センター 併用可 併用可

城西大学

株式会社セキ薬品特別奨学金制度 在学中 1年生～5年生 学費支援

対象
１）フレッシュマン・スカラシップ（２０万円）
薬学科：１年生５名、薬科学科：１年生１名、医療栄養学科：１年生１名
２）ピアサポーター・スカラシップ（１０万円）
薬学科：５年生２名、薬科学科：1 名、医療栄養学科：２、３、４年生より各１名

給付奨学金

対象
１）フレッシュマン・スカラシップ（２０万円）
薬学科：１年生５名、薬科学科：１年生１名、医療栄養学科：１年生１名
２）ピアサポーター・スカラシップ（１０万円）
薬学科：５年生２名、薬科学科：1 名、医療栄養学科：２、３、４年生より各１名

①１回限り

対象
１）フレッシュマン・スカラシップ（２
０万円）
薬学科：１年生５名、薬科学科：１
年生１名、医療栄養学科：１年生
１名
２）ピアサポーター・スカラシップ
（１０万円）
薬学科：５年生２名、薬科学科：1 
名、医療栄養学科：２、３、４年生
より各１名

地域の制限なし 薬学部事務室 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

駿河台大学
入学金免除制度① 入学後 入学金・授業料減免

以下のいずれかに該当する学生。
（1）本学在学生の兄弟姉妹
（2）本学卒業生の子又は兄弟姉妹
入学後、期限までに申請が必要。

免除・減免

入学金200,000円

初年度 対象者全員 地域の制限なし 財務課 併用可 併用可

駿河台大学
特別奨学生制度①（指定校推薦1期・スポーツ推薦1期） 学校出願時 入学金・授業料減免

以下のいずれかに該当する学生。
（1）沖縄県内居住の指定校在学生
（2）スポーツ推薦１期合格者のうち沖縄県内居住者で沖縄県に所在する高校の在校生

免除・減免

入学金200,000円

初年度 対象者全員 沖縄県 入試広報課 併用可 併用可

駿河台大学
特別奨学生制度③（一般Ａ－１方式・共通テスト利用型１期） 入学手続時 入学金・授業料減免

一般Ａ－１方式・共通テスト利用型１期の法学部及び心理学部合格者のうち、試験成績優秀者。
入学手続時に免除。 免除・減免

初年度授業料735,000円
初年度 対象者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

駿河台大学
特別奨学生制度④（一般Ａ－１・Ａ－２・Ｂ・Ｃ方式） 入学手続時 入学金・授業料減免

一般Ａ－１・Ａ－２・Ｂ・Ｃ方式で、沖縄県内居住者または沖縄県内に所在する高校（全日制）の出身者。
入学手続時に免除。 免除・減免

入学金200,000円
初年度 対象者全員 沖縄県 入試広報課 併用可 併用可

駿河台大学
駿河台大学給付奨学金 在学中 全学年対象、毎年６月頃 用途を定めない経済的支援

①修学意欲が高く、経済的理由により修学が困難な学生
②学内で当該年度に２０万円以上の奨学金や授業料減免を受けていない学生 給付奨学金

200,000円
当該学年 ５０名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 条件有りで併用可

駿河台大学
資格取得奨励金 随時 資格取得支援制度

本学の学部に在学中の学生もしくは学部卒業後５年以内の卒業生で「公認会計士試験」「司法試験」「司法書士試験」に合格した者
その他

奨励金
最高200,000円 当該年度 対象者全員 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

駿河台大学
キャリアカレッジ奨励金 随時 資格取得支援制度

本学キャリアカレッジのうち該当の講座を受講し、合格した学生
その他

奨励金
最高20,000円 当該年度 対象者全員 地域の制限なし キャリアセンター 併用可 併用可

駿河台大学 駿河台大学留学奨学金 その他 留学決定後 留学費用支援制度
本学から本学の留学生制度を利用し、海外の提携校に交換・派遣留学生として留学する学生

給付奨学金
200,000円（但し、留学期間によって異なる）

1回限り 対象者全員 地域の制限なし グローバル教育課 併用可 併用可

駿河台大学
父母会奨励金 在学中 全学年対象、毎年１０月頃 課外活動支援制度

文化系課外活動において顕著な成果を収めた個人または学生団体
その他

奨励金
100,000円 当該年度 １０名（団体） 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

駿河台大学

学業成績優秀奨学生 その他 公募無
特待生・成績優秀者
学費支援

２年生以上で前年度までの学業成績および人物共に優秀な学生

給付奨学金

各学部各学年学業成績優秀者上位7名
１位500,000円
２位200,000円
３位・４位100,000円
５～７位50,000円

当該年度 各学部各学年上位７名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

駿河台大学
学部長賞奨励金 その他 公募無 特待生・成績優秀者

部活動・ボランティア活動・地域活動等において前年度に顕著な活動をした学生（学生団体）または2年生以上で学業成績が優秀な学生
その他

奨励金
30,000円 当該年度 各学部6人、合計30人 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

駿河台大学
スポーツ年間特待生 その他 公募無

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

スポーツ競技成績・人物ともに特に優れた学生
給付奨学金

授業料相当額735,000円
当該年度 若干名 地域の制限なし 体育課 併用可 併用可

駿河台大学
特別奨励賞 その他 公募無 課外活動支援制度

本学の名誉を高める顕著な活躍をした学生・学生団体
その他

奨励金
100,000円 当該年度 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

駿河台大学 海外語学演習制度奨励金 その他 手続書類提出後 留学費用支援制度
本学の海外語学演習を履修し、海外研修制度に参加する学生

給付奨学金
50,000円

1回限り 対象者全員 地域の制限なし グローバル教育課 併用可 併用可

駿河台大学 駿河台大学同窓会給付奨学金 入学後 入学金・授業料減免
卒業生の子であって、新規入学する場合に、初年度の授業料半額を同窓会から給付

給付奨学金
授業料の半額367,500円

初年度 対象者全員 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

駿河台大学 駿河台大学学費支援基金奨学金 その他 1～2月 学費支援
経済的な理由により、当該年度の学費の納付が困難な学生

貸与奨学金
当該年度の学費を上限とし、自弁可能な学費の残額

当該年度 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

駿河台大学 特別奨学生制度②（指定校制推薦１期） 学校出願時 入学金・授業料減免
指定校推薦1期合格者のうち出願時点で日本学生支援機構の第一種奨学生予約採用候補者に決定している者

免除・減免
入学金200,000円

初年度 対象者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

駿河台大学
入学金免除制度② 入学手続時 入学金・授業料減免

メディア情報実技型入試合格者のうち試験成績優秀者
入学手続時に免除 免除・減免

入学金200,000円
初年度 対象者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

駿河台大学
入学金免除制度③ 入学手続時 入学金・授業料減免

スポーツ推薦入試合格者で競技成績が特に優秀であると評価された場合
入学手続時に減免 免除・減免

入学金200,000円
初年度 対象者全員 地域の制限なし 体育課 併用可 併用可

駿河台大学
スポーツ特待生 その他 公募無

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

スポーツ成績優秀者に対する学費給付

給付奨学金

成績により異なる

原則4年間 若干名 地域の制限なし 体育課 併用可 併用可

聖学院大学 ルーラ・ロング・コームズ記念奨学金 在学中 秋学期 入学金・授業料減免
全学生対象。主として家計を支えている人の昨年一年間の所得金額が700万円未満。募集期間は9月頃。

免除・減免
年間授業料の３０％

１回限り 年間40名予定 地域の制限なし 学務部学生支援課　奨学金担当 併用不可 併用可

聖学院大学
チャールズ・エリアス・ガルスト奨学金 在学中 春学期 特待生・成績優秀者

4年生、学業成績優秀者対象。正課教育において優秀な成績を収めた学生。6月中旬に発表する。
給付奨学金

年額25万円
１回限り

各学科の４年次における上位１
名の成績優秀者

地域の制限なし 学務部学生支援課　奨学金担当 併用可 併用可

聖学院大学 聖学院大学災害被災者修学支援奨学金 その他 災害時 被災者資金支援
地震・風水害等の自然災害等により被災した学生対象。

免除・減免
年間授業料の２０％～学費全額（新入生は入学金含む）

被災時による 人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課　奨学金担当 併用可 併用可

聖学院大学 女子聖学院短期大学記念国際交流奨学金 在学中 短期海外研修が実施されるとき 留学費用支援制度
聖学院大学が主催する短期海外研修に参加する学生対象

給付奨学金
海外研修費用の１０％が上限

研修参加都度 人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課　奨学金担当 併用可 併用可

聖学院大学
聖学院大学特待生奨学金 在学中 春学期 特待生・成績優秀者

各学科の各学年における成績優秀者を候補者として、選考をおこなう
免除・減免

年間授業料の５０％
１年間

（３）対象学年・学部・資格・条件
に準じて変動

地域の制限なし 学務部学生支援課　奨学金担当 併用可 併用可

東京国際大学
特待生入試奨学金（学費全額免除奨学金） 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

所定の入学試験の結果、学業成績および人物ともに極めて優秀で他の学生の模範となる学部生。

給付奨学金

最大4年間に亘り、入学金を含む学費の全額を給付。

最大4年間 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東京国際大学
特待生入試奨学金(初年度授業料全額免除奨学金） 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

所定の入学試験の結果、全学部共通の基準により極めて優秀な学部入学生。

給付奨学金

初年度授業料の全額を給付。

初年度 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東京国際大学

修学支援奨学金 在学中 2年生以上 学費支援

一定の成績・家計基準を満たす者。応募資格：1.学業成績について：①在籍年次の前年次までの修得単位数が通算標準修得単位数以上であること。2年次生：33
単位　3年次生：66単位、4年次生：99単位　②通算GPAが2.70以上であること。

2.家計について：同一生計の主たる家計支持者及び従たる家計支持者（原則：父母）の課税標準額の合計金額が400万円以下であること。

3.①～⑥に該当する者は応募できない。①学部初年次生②過去に懲戒処分を受けた者③本学が定める修業年限を超えた者④申請年において留年、休学中の者
⑤外国人留学生（在留資格が「留学」の者）⑥本学独自の奨学金を受給している者（学費減免含む）

給付奨学金

申請日の属するセメスター及び次セメスターの2セメスターにつき、所属学科の授業料の50％を
減額する。ただし、国の行う高等教育修学支援新制度により授業料が減免される学生は同制度
により減免後の授業料が本学の修学支援奨学金減免の対象となる。

地域の制限なし 学生課奨学金係 併用可 併用可

東京国際大学

スポーツ等奨学金 その他 入学手続時・在学中(学年2・3・4年)
学費支援
寮制度
入学金・授業料減免

スポーツ分野において卓越した成果を収めた者または成果が期待できる者。

給付奨学金

スポーツ等奨学金:①S奨学金：入学金、当該年度に納入すべき学費全額及び学生寮費②特A
奨学金：入学金及び当該年度に納入すべき学費全額。但し、2年次生以上については入学金を
除く。③A奨学金：入学金及び当該年度に納入すべき学費のうち授業料。但し2年次以上につい
ては入学金を除く。④B奨学金：入学金及び当該年度に納入すべき学費のうち授業料の半額。
但し、2年次以上については入学金を除く。⑤C奨学金：入学金⑥その他：個別に決定した額。

地域の制限なし スポーツ推進課 併用可 併用可

東京国際大学
国際交流奨学金（長期留学奨学金） その他 長期留学申請時

学費支援
留学費用支援制度
入学金・授業料減免

在籍する者で所定の要件を満たし、長期留学試験で特に優秀と認められた者。

給付奨学金

留学先大学の授業料全額あるいは留学期間中の本学学費の全学を免除。ダブルディグリープ
ログラム参加者に対しては、留学2年目の奨学金給付は留学初年度の諸成果により決定する。 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

東京国際大学
ASP(American Studies Program)奨学金① その他 ASP留学申請時

学費支援
留学費用支援制度
入学金・授業料減免

■ASP奨学金①：ASP留学参加学生全員（ASP留学許可者）ただし、申請が必要.

給付奨学金

ASP奨学金①：1年間参加：参加年度の本学学費全額免除1,150,000～1,310,000円
半年参加：参加年度の本学学費半分免除575,000～655,000円 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

東京国際大学
ASP(American Studies Program)奨学金② その他 ASP留学申請時

学費支援
留学費用支援制度

■ASP奨学金②:ASP留学参加時の成績上位者。出発前のTOEICスコア550点以上かつGPAスコア3.5以上
で所属学部長が推薦する学生。 給付奨学金

■ASP奨学金②【ASP留学参加費(1年間)の一部500,000円】
【ASP留学参加費(半年間)の一部250,000円】 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

東京国際大学
国際交流奨学金（セメスター留学奨学金） その他 セメスター留学申請時

学費支援
留学費用支援制度
入学金・授業料減免

本学が企画するプログラムでセメスター留学に参加する学生。

給付奨学金

留学参加学期の本学学費を半額免除（287,500円～387,500円）

地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

東京国際大学
イングリッシュ・トラック・プログラム奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

入学試験における総合評価及び入学後の総合評価が優れている学生を対象とする。

給付奨学金

授業料減免制度：30％・50％・80％・100％免除

地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

東京国際大学
特待生入試奨学金（授業料全額免除奨学金） 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

所定の入学試験の結果、学業成績及び人物ともに極めて優秀で他の学生の模範となる学部学生。

給付奨学金

最大4年間に亘り、授業料の全額を給付。

最大4年間 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東京国際大学
特待生入試奨学金（ASP学費全額免除奨学金） 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
入学金・授業料減免

所定の入学試験の結果、全学部共通の基準により、極めて優秀な学部入学生。アメリカ留学（アメリカンスタディーズ・プログラム＝ASP)渡航前に「TOEIC L&R」550
以上取得を給付の条件とする。

給付奨学金

ASP学費(授業料、施設利用費等)の全額を給付。

ASP参加時 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東京国際大学

特待生入試奨学金（ASP学費半額免除奨学金） 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
入学金・授業料減免

所定の入学試験の結果、全学部共通の基準により、極めて優秀な学部入学生。アメリカ留学（アメリカンスタディーズ・プログラム＝ASP）渡航前に「TOEIC L&R」550
以上取得を給付の条件とする。

給付奨学金

ASP学費（授業料、施設利用費等）の半額を給付。

ASP参加時 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東京国際大学
特待生入試奨学金（ASP寮費、食費全額免除奨学金） 学校出願時

特待生・成績優秀者
寮制度
留学費用支援制度
その他

ASP寮費、食費の全額免除

所定の入学試験の結果、全学部共通の基準により、極めて優秀な学部入学生。アメリカ留学（アメリカンスタディーズ・プログラム＝ASP）渡航前に「TOEIC L&R」550
以上取得を給付の条件とする。

給付奨学金

ASP寮費、食費の全額を給付。

ASP参加時 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東京国際大学
在学生・卒業生兄弟姉妹奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

本学学部・大学院の在学生又は卒業生の兄弟姉妹が入学する場合。出願時に申請のうえ、必要書類を提出。入学制度は問わない。尚、兄弟姉妹の２人以上が同
時に本学学部・大学院に入学する場合は、２人目以降の入学者につき適用。 給付奨学金

入学金の半額を減免。
入学時 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東京国際大学 スポーツ等奨学金(吹奏楽団推薦入試奨学金) 学校出願時 入学金・授業料減免
吹奏楽団推薦入試により本学に入学する場合。

給付奨学金
入学金を免除。

入学時 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東京国際大学
特待生入試奨学金(入学金全学免除奨学金) 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

所定の入学試験の結果、全学部共通の基準により極めて優秀な学部入学生。
給付奨学金

入学金の全額を給付。
入学時 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

東邦音楽大学
東邦音楽大学奨学金 在学中 2年生～4年生 学費支援

東邦音楽大学に在籍する学生で、経済的事由により修学が困難と認められ、人物及び学業成績が優秀である者。２・３・４年次生対象。対象者数若干名。
※Konzertfach(演奏専攻)、パフォーマンス総合芸術文化専攻はお申し込みできません。
※特別社会人入学者（50歳以上）・外国人留学生・長期履修生制度による入学者は他の減免制度があるためお申し込みはできません。

給付奨学金

年額４0万円。

給付期間１年間。 若干名 地域の制限なし 事務本部 併用不可 併用可

東邦音楽大学
東邦令和特別奨学金 入学後 学費支援

学園が設置する学校(東邦音楽学校は除く)に在籍する学生・生徒で、経済的理由により修学が困難と認められ、かつ学業成績優秀である者。２・３・４・年次生対
象。対象者数若干名。
※Konzertfach(演奏専攻)、パフォーマンス総合芸術文化専攻はお申し込みできません。
※特別社会人入学者（50歳以上）・外国人留学生・長期履修生制度による入学者は他の減免制度があるためお申し込みはできません。

給付奨学金

年額24万円を給付。

給付期間１年間。 若干名。 地域の制限なし 事務本部 併用不可 併用可

東邦音楽大学
東邦音楽大学Konzertfach(演奏専攻)奨学金 在学中 2年生～4年生 学費支援

東邦音楽大学Konzertfach(演奏専攻)２・３・４年次生の学生を対象。対象者数若干名。国内外著名なコンクール等において優秀な成績を収めた者、または同等以
上の優れた演奏技術を有する者。 給付奨学金

年額50万円
給付期間１年間。 若干名 地域の制限なし 事務本部 併用不可 併用可

獨協大学
獨協大学一種奨学金 その他 毎年度4月 学費支援

対象学年：問わない
学部：問わない
資格条件：成績については、1年生は高校時の成績、2年生以上は取得単位・GPAにおいて一定の基準を超えていること。
家計については、世帯人数により、父母または家計支持者の年収・所得の上限の目安を設定し、これを超えないこと。

給付奨学金

月額60,000円または月額30,000円（選考により決定）

1年間
人数枠はない。2022年度は月額
60,000円が85名、月額30,000円
が0名。

地域の制限なし 学生課奨学係 併用不可 条件有りで併用可

獨協大学
獨協大学父母の会奨学金 その他 毎年4月 学費支援

対象学年：問わない
学部：問わない
資格条件：成績については、1年生は高校時の成績、2年生以上は取得単位・GPAにおいて一定の基準を超えていること。
家計については、世帯人数により、父母または家計支持者の年収・所得の上限の目安を設定し、これを超えないこと。

給付奨学金

月額30,000円

1年間 75名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用不可 条件有りで併用可

獨協大学
中村甫尚・惠卿奨学金 その他 毎年度4月 学費支援

対象学年：問わない
学部：問わない
資格条件：成績については、1年生は高校時の成績、2年生以上は取得単位・GPAにおいて一定の基準を超えていること。
家計については、世帯人数により、父母または家計支持者の年収・所得の上限の目安を設定し、これを超えないこと。

給付奨学金

月額25,000円

1年間 4名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用不可 条件有りで併用可

獨協大学
獨協大学社会人学生奨学金 その他 毎年度4月 学費支援

対象学年：問わない
学部：問わない
資格条件：社会人入試で入学した者。成績については、1年生は高校時の成績、2年生以上は取得単位・GPAにおいて一定の基準を超えていること。家計について
は、世帯人数により、父母または家計支持者の年収・所得の上限の目安を設定し、これを超えないこと。

給付奨学金

月額60,000円または月額30,000円（選考により決定）

1年間
人数枠はない。2022年度は申請
者なし。

地域の制限なし 学生課奨学係 併用不可 条件有りで併用可

獨協大学
獨協大学国際奨学金(交換留学生奨学金) その他 毎年度4月および9月 留学費用支援制度

対象学年 ：2年生以上
学部 ：問わない
資格条件 ：本学から海外協定校へ派遣する交換留学生であり、大学推薦を必要とする他の奨学金を受給していない者

給付奨学金

月額20,000円
交換留学としての期間（半年
または1年間）

41名程度 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 条件有りで併用可

獨協大学

獨協大学国際奨学金(認定留学生奨学金) その他 毎年度4月および9月 留学費用支援制度

対象学年 ：2年生以上
学部 ：問わない
資格条件 ：本学から海外の大学へ派遣する新規認定留学生で、留学先の授業料基準、本学が定めた経済および成績基準を満たし、大学推薦を必要とする他の奨
学金を受給していない者（注）

（注）過去に獨協大学国際奨学金（交換留学生）または日本学生支援機構の派遣留学生用奨学金を受給した者を除く

給付奨学金

月額20,000円

認定留学としての期間（半年
または1年間）

10名程度 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 条件有りで併用可

獨協大学
獨協大学国際奨学金(外国人学生奨学金) その他 毎年度4月および9月 用途を定めない経済的支援

対象学年：問わない
学部：問わない
資格条件：日本国籍を有せず、かつ特別な選考を経て本学に入学をした者で本学が定める成績基準及び経済基準を満たし、大学推薦を必要とする他の奨学金を
受給していない者

給付奨学金

月額20,000円

半年または1年間 30名程度 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 条件有りで併用可

獨協大学
獨協大学国際奨学金(外国人留学生奨学金) その他 毎年度4月および9月 用途を定めない経済的支援

対象学年 ：問わない
学部 ：問わない
資格条件 ：海外の協定校から受け入れる外国人留学生のうち、所属する協定校から推薦を受け、大学推薦を必要とする他の奨学金を受給していない者（各協定
校より1名のみ）

給付奨学金

月額20,000円

半年または1年間 25名程度 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 条件有りで併用可

獨協大学

獨協大学国際奨学金(外国人学生支援奨学金) その他 毎年度4月および9月 入学金・授業料減免

対象学年：問わない
学部：問わない
資格条件：日本国籍を有せず、特別な選考を経て本学に入学した者で、本学が定める経済および成績基準を満たし、大学推薦を必要とする他の奨学金を受給して
いない者

免除・減免

年間授業料の20％相当額を限度として減免

半年または1年間 10名程度 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

日本工業大学

日本工業大学学業奨励奨学金 在学中
日本工業大学学業奨励奨学金　1年以上在籍する学生

学費支援

本学に1年以上在籍する学生　各学科の推薦によるものであり、学生個人での申請は不可

給付奨学金

ES奨学金　年額50万円
RS奨学金　年額20万円 1年間 若干名

地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 併用可 併用可

日本工業大学

日本工業大学育英資金 入学後 学費支援

１セメスター以上在籍する学生で、以下に該当する方が対象です。
勉学意欲があり、かつ、学年相応の単位を取得し、卒業が見込めること。
人物が良好であること。出願する学期の学費を、納入期限までに納入することができないこと。原則、出願時に独立行政法人日本学生支援機構、その他の奨学金
を受けていないこと。留学生は、出願できません。 貸与奨学金

出願した年度の学費（委託会費を除く）の半額を上限とし、その上限額から出願した学期の自
己資金を差し引いた残額。 在学期間中に２回まで。ただ

し、複数年度にわたって受け
ることはできない。

若干名 地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 併用不可 併用不可

日本工業大学

特別奨学生 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

1年次～4年次
高等学校もしくは中等教育学校を卒業見込み予定の方で、学業成績が優秀（全体の学習成績の状況が4.3以上）で、秀でた特長を有し、本学の教育方針を理解して
いる向上心あふれる方

免除・減免

１年目の学費から９８万円もしくは４９万円免除
その中でも特に優秀な方（特待生）には、１年目の学費から９８万円免除、２年目から４年目の
学費から４９万円免除（加えて自宅外通学者には１年目から４年目まで毎月４万円の生活補助
費、自宅通学者には1年目から4年目まで毎月2万円の定期代補助費）の特典が与えられます

複数年（1～４年間）
98万円免除：7名
49万円免除：14名

地域の制限なし 入試部入試課 併用可 併用可

日本工業大学
入試奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

1年次
特別選抜（単願）（併願）、総合型選抜（課題実践型）（体験講義型）（基礎学力型）、一般選抜、一般選抜英語外部試験利用、共通テスト利用の合格者のうち、入試
成績が優秀で本学に入学する方

免除・減免

年額20万円
１年間

50名以内 地域の制限なし 入試部入試課 併用可 併用可

日本工業大学
奨学振興基金 学校出願時

学費支援
入学金・授業料減免

1年次
特別選抜（単願）（併願）、一般選抜、一般選抜英語外部試験利用、共通テスト利用、学校推薦型選抜（公募制）、総合型選抜の合格者のうち、本学に入学する方で
勉学意欲に富み、将来の学業伸展が期待できると判断された方

免除・減免

年額20～50万円（学費の減免として給付）
1年間

若干名 地域の制限なし 入試部入試課 併用可 併用可

日本工業大学
秋山奨学金 学校出願時

学費支援
入学金・授業料減免

１年次
本学基幹工学部機械工学科へ入学する方 免除・減免

年額30万円から（学費の減免として給付）
１年間

若干名 地域の制限なし 入試部入試課 併用可 併用可

日本工業大学
指定校奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

学校推薦型選抜（指定校）での入学者のうち、入学後のクラス分けテストで優秀な成績を収められた方。
給付奨学金
免除・減免

年額98万円（1年目の授業料全額相当）または49万円（半額相当）

１年間
98万円免除：7名　49万円免除：
14名

地域の制限なし 入試部　入試課 併用可 併用可

文教大学

文教大学奨学金 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし
学費支援
用途を定めない経済的支援

全学部・全学年
奨学生の出願資格は、次の要件を全て満たす者とする。 
(１) 勉学に熱心に励む意思があり、かつ、その努力をしているが学資の支弁が困難な者
(２) 当該学期に文教大学緊急特別奨学金を受給している場合は、授業料の半額未満を受給し
ている者
(３) 別に定める当該学年の標準修得単位数以上を修得しており、入学から出願時までの通算
ＧＰＡが原則１．５以上の者。ただし、ＧＰＡが基準以下だった場合は、クラス、ゼミ、卒
業論文及び卒業研究担当教員又はそれに相当する教員の推薦により、出願を認める場合が
ある。
(４) 出願時点で本学の成績が存在しない場合は、前号の要件は適用しない。
２ 前項にかかわらず、留年した者の出願は認めない。ただし、病気その他やむを得ない事由に
より留年した者は除く。
３ 文教大学入試成績優秀者特待生及び本学以外の他団体から奨学金を給付されている場合でも、
第１項の出願資格を満たす学生は、本学の奨学生として出願することができる。ただし、大学
等の修学支援に関する法律に定める学資支給及び授業料減免の支援対象者は出願不可とする。

給付奨学金

授業料の一部相当額

一括支給・採用年度限り
人数制限なし、予算に応じて選
考

地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用不可 併用可

文教大学

文教大学緊急特別奨学金 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし
学費支援
用途を定めない経済的支援
被災者資金支援

全学部・全学年
下記の要件を全て満たす者
（１）修学の意思があるが、家計急変（※家計急変の事由参照）により、最終延納期限までに学納金が納入できない者
（２）日本学生支援機構の奨学金を貸与中の者または同機構の緊急採用（第一種）・応急採用（第二種）奨学金のいずれかを出願中の者
（３）当該学期に文教大学奨学金を受給している場合は、給付額が授業料の半額未満を受給している者
（４）別に定める家計基準を満たしている者
（５）標準修得単位数を満たしている者 （下表参照）
（６）大学等の修学支援に関する法律に定める学資支給及び授業料減免（以下、「修学支援新制度」）の支援対象者ではない者
※家計急変の事由
・家計支持者が死亡【基準日：死亡日】
・家計支持者が病気又はケガ【基準日：診断日】
・家計支持者が失職・退職（非自発的失業に限る 注１参照）【基準日：退職日】
・家計支持者の経営する会社（あるいは勤務先）が倒産【基準日：倒産日】
・家計支持者の経営する会社が経営不振【基準日：収入が減った月】
・家計支持者が勤務する会社等からの給与の減少【基準日：収入が減った月】
・家計支持者が離別【基準日：離別日】
・家計支持者の自宅住居が全壊（焼）・半壊（焼）【基準：罹災日】
・家計支持者が破産【基準日：破産の手続開始日】

給付奨学金

授業料の半額（半期分）を上限とする。ただし、文教大学奨学金の受給者は、授業料の半額か
ら既に給付済の奨学金の金額を減じた額を上限とする

一括支給・在学中に一度限り
人数制限なし、予算に応じて選
考

地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用不可 併用可

文教大学

文教大学学業成績優秀者奨励金 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし
特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

全学部・2～4年生
奨励金の給付を受ける資格を有する者は、本学の学部に在籍し、本学において前年度の 成績評価を受けた学生とする。
受給者の選考基準は、次の各号の要件を満たすものとする。
（１）各学科・課程の各学年から、前年度の成績評価においてＧＰＡの値が最上位の者１人と する。ただし、学校教育課程にあっては、各学年の最上位から２人とす
る。 
（２）前号において、ＧＰＡの値が同じ者が複数いた場合は、前年度の修得単位数が多い者を 上位とする。なお、ＧＰＡ及び修得単位数とも同じだった場合は、複数
を最上位者とする。
（３）前年度までに別に定める当該学年の標準修得単位数以上を修得していること。

給付奨学金

年間授業料の15％以内を上限とし、毎年度、学生委員会で給付額を決定する。

一括支給・採用年度限り
17名（各学部１名、学校教育課
程のみ2名）

地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用可 併用可

文教大学

文教大学入試成績優秀者特待生 その他 該当する学生を大学で選考するため申請不要

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免
用途を定めない経済的支援

全学部・選考は１年生、支給は4年間
 文教大学入試成績優秀者特待生（以下「特待生」という。）は、文教大学全国入試（以下「全国入試」という。）の合格者のうち、次の各号のいずれかに該当する者
を対象とする。 
（１）全国入試の全ての受験者のうち成績上位50位以内の者（成績上位50位までの者は不合格者を含めて順位を付し、その中に含まれる合格者） 
（２）募集単位（学部の課程または学科）ごとに別表１に定める順位以内の者
※別表１は募集要項参照

免除・減免

特待生とする期間の各年度に支払う年間授業料から40万円（半期20万円）を免除する。

4年間 32名（各学科・課程2名ずつ） 地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用可 併用可

文教大学

チャレンジ育英制度 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし。
学費支援
用途を定めない経済的支援
課外活動支援制度

全学部・全学年
各制度への出願資格は、次のとおりとする。ただし、当該年度に休学している者 又は休学、退学する予定の者を除く。 
（１） 企画奨励 本学の学生又は本学の学生で構成する団体が実施する活動で、次のいずれかに 該当する企画に限る。 ア 地域交流、福祉活動、環境問題等に取
り組む企画 イ 自己の知的好奇心、探究心を極める企画 ウ 課外活動として認められた正規の活動以外の企画 エ その他選考委員会が承認した企画
（２） 論文奨励 本学の学生であること。

給付奨学金

個人、団体を問わず、1件あたり20万円を上限とする。

一括支給・採用年度限り
人数制限なし、予算に応じて選
考

地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用可 併用可

文教大学
文教大学学園在学者等見舞金 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし 被災者資金支援

全学部・全学年
自然災害およびその他予測し難い不慮の事故（盗難を除く。）によって 被害を受けた場合に適用する。ただし、関東直下型の地震による災害を除く。 兄弟姉妹など
で学園に在学する場合は、１家族につき支給する。 給付奨学金

災害の程度により20000円～50000円

一括支給 人数制限なし 地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用可 併用可

文教大学
学生活動一般援助金 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし 課外活動支援制度

全学部・全学年
本学の学生または本学の学友会公認団体
援助金の支給は、次のいずれかとする。 （１）部活動運営費補助 （２）クラブ備品補助 （３）行事支援 （４）その他、校舎責任者が認めたもの 給付奨学金

各年度の予算に応じて支給

一括支給
人数制限なし、予算に応じて選
考

地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用可 併用可

文教大学

父母と教職員の会学生生活援助金 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし
学費支援
用途を定めない経済的支援

対象者：
次の（１）、（２）のいずれも満たす者
（１）父母と教職員の会の正会員の子等で、正会員または保証人の死亡、傷病、失業、罹災等の突発的な事由により学生生活を維持することが困難となった学生
（２）出願年度の4月30日または事由発生時の前日までに該当年度の会費を納入した正会員の子等である学生
条件：
次の（１）～（３）のすべての要件を満たし、基準日以降に学生生活を継続することが著しく困難になった者。
（１）下記の①または②の事由により、収入が減少または支出が増加した者
①2023 年1 月1 日以降に下記の事由により、収入が減少または支出が増加した者。
②新型コロナウイルスの影響により、家計支持者の収入が2019 年～2022年のいずれか1 年と比較して減少した者
（２）以下の家計基準を満たしている者
①収入が減少した場合
家計支持者（原則として父母、またはこれに代わる者）の収入の合計が、家計急変前から2 割以上減少した。
②支出が増加した場合
家計急変による支出増加分が、家計急変前の収入の2 割以上にあたる。
（３）標準修得単位数を満たしており、今後も大学の勉学を継続する意思を持つ者
※標準修得単位数は募集要項参照

給付奨学金

75000円

一括支給・在学中に一度限り 人数制限なし 地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用可 併用可

文教大学
文教大学学園前田学術研究奨励金 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし その他 英語能力向上

文教大学及び文教大学大学院（以下「大学」という。）に在籍する学生のうち、指定する各種資格試験等に合格もしくは基準を満たした者、または指定する講座を受
講し、各種資格試験等に合格した者とする 給付奨学金

資格により50000円～100000円
一括支給 人数制限なし 地域の制限なし 学事部　学生課・教育支援課 併用可 併用可

文教大学

キャリアアップ奨励金制度 在学中 対象学年に該当すれば申請学年の指定はなし 資格取得支援制度

対象：経営学部
対象資格：
(1)第1類
　公認会計士、税理士、中小企業診断士、ITストラテジスト試験、ネットワークスペシャリスト試験、国家公務員採用総合職試験（大卒程度） 
※第1類は以下の条件を満たす必要がある
・会計/経営系資格については、日商簿記検定 2 級に合格していること
・情報系資格については、基本情報技術者試験に合格していること
・国家公務員総合職試験については、実用英語技能検定準 1 級、TOEIC（TOEIC IP でも可）スコア700 以上、もしくは TOEFL iBT スコア 70 以上を保有しているこ
と 
(2)第2類
　日商簿記検定1級、CFP、販売士1級、経営学検定上級、国家公務員採用一般職試験（大卒程度）、国税専門官、地方上級公務員（警察官、消防官等を含む）、実
用英語技能検定1級、行政書士、ビジネス実務法務検定試験1級

※以下の①から⑥までのいずれかに該当する場合には、原則として応募不可
①第 1 セメスターにおいて在学、履修中の者
②応募直前のセメスターにおいて、取得単位が 12 単位未満の者
③取得単位が 12 単位未満のセメスターが、2 回以上ある者
④成績不振についてクラス担任もしくはゼミ担当教員等から面接の呼び出しを受けたにもかか
わらず、これに応じず面接指導を受けない者
⑤本学入学後 4 セメスターを超えて在籍しているのにもかかわらず、ゼミナールを履修してい
ない者
⑥本学入学後 6 セメスターを経過した時点で、取得単位が 80 単位未満の者
（ただし、これらのいずれかに該当しても､特段の事情がある場合には､個別にその事情を考慮して応募を認めることがあります。）

給付奨学金

第１類：専門学校等の受講料額・授業料額の 3 分の 2（学生人1人につき40万円を上限）
第２類：専門学校等の受講料額・授業料額の 5 分の 2（学生一人につき12万円を上限）

一括支給
人数制限なし、予算に応じて選
考

地域の制限なし 学事部　東京あだち教育支援課 併用可 併用可

文教大学
文教大学学生の海外短期留学に係る補助制度 在学中 2学年

学費支援
留学費用支援制度

学則に規程する正規の授業科目を履修し、かつその内容が1セメスターの海外短期留学を行うものである学生に適用。当該科目の履修登録を行い、1セメスターの
間、実際に留学すること、留学先大学等において必要な単位を修得することを条件とし、支給に当たっては選考を行う。

給付奨学金

1名につき100,000円

一括支給・在学中に一度限り 年度により異なる 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

文教大学
海外協定校派遣留学制度における留学先大学の授業料免除 在学中 ２・３・４学年

学費支援
留学費用支援制度

本学の協定校派遣留学制度により留学する派遣留学生であること。
免除・減免

金額に関係なく、派遣留学先大学での授業料が免除となる。
協定校派遣留学期間中の留
学先大学の授業料減免

協定校派遣留学制度を利用する
学生

地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

文教大学
石間奨学金 在学中 4年生 学費支援

越谷校舎に在籍する4年生が対象
勉学に熱心に励む意思があり、かつ、その努力をしているが学費の支弁が困難な者、かつ成績基準を満たしている者で、越谷校舎に在籍する4年生で卒業間近で
ありながら授業料支払いに困窮をきたす学生1名に支給。ただし、高等教育の修学支援制度の受給者は金額の調整あり。

給付奨学金 １回限り 1名 地域の制限なし 学事部　越谷学生課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

文京学院大学
B's ライフ　島田依史子記念奨学金 入学後 学費支援

対象学年：　１～４年生
対象学部：　全学部学科
資　　格：　経済的理由により、学業の継続が困難な人。学業成績、人物、健康がともに良好であること。
条　　件：　独立行政法人日本学生支援機構奨学金、また東京都育英資金からの貸与を受けていないこと。

貸与奨学金

授業料の年額または半期額

地域の制限なし 学生支援グループ

文京学院大学

B's　エデュケーション　教育支援奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

対象学年 ：　１～４年生
対象学部 ：　全学部学科
資格/条件：
・経済的理由により、学業の継続が困難であり、本学が定める給付基準要件を満たしていること。
・申請年度の前期までのGPAが２．９０以上であること。
・人物面において優秀である者。

給付奨学金

年額360,000円

地域の制限なし 学生支援グループ 併用不可 併用可

文京学院大学

スカラシップABC（学業支援特別給付・生活支援特別給付・通学支援特別給
付）

学校出願時 特待生・成績優秀者

対象学年：　１～２年生
対象学部：　全学部学科
資　　格：　文京学院大学に入学を希望し、「全学統一入試」を受験した者。
条　　件：　入学試験合格者の中から特に成績優秀な者。

給付奨学金

学業支援特別給付
入学年度に定められた所属学部・学科の授業料の半額　（2年間）

生活支援特別給付
年額120,000円　（2年間）

通学支援特別給付
年額60,000円　（2年間）

地域の制限なし 学生支援グループ

文京学院大学

B's アブロード　交換留学特別奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

対象学年：　1～4年生
対象学部：　全学部学科
資格/条件：
・アメリカ合衆国　TOEFL（iBT) 61点以上
・カナダ　　　　　TOEFL（iBT) 61点以上
・マレーシア　　　TOEFL（iBT) 61点以上
・中国 　　　 中国語検定3級以上　または　TOEIC 500点以上
・韓国 　　　 ハングル能力検定4級以上
・トルコ　　  TOEIC 500点以上（本学でトルコ語を履修したものを優先）
・台湾　　　  中国語検定3級以上　または　TOEIC 500点以上
・ブルガリア　TOIEC 500点以上

給付奨学金

・アメリカ合衆国　1セメ 300,000円　2セメ　500,000円
・カナダ　　　　　1セメ 300,000円　2セメ　500,000円
・マレーシア　　　1セメ 200,000円　2セメ　300,000円
・中国 　　　 　　1セメ 200,000円　2セメ　300,000円
・韓国 　　　 　　1セメ 200,000円　2セメ　300,000円
・トルコ　　  　　1セメ 300,000円
・台湾　　　  　　1セメ 200,000円
・ブルガリア　　　50,000円

地域の制限なし GSIオフィス

文京学院大学

B's　アブロード　長期語学留学奨学金 入学後
入学金・授業料減免
その他

参加者（選考合格者）全員

対象学年：　1～4年生
対象学部：　全学部学科
資格/条件
・アメリカ合衆国　　　TOEIC420点以上（選考審査）
・オーストラリア　　　TOEIC420点以上（選考審査）
・ニュージーランド　　TOEIC420点以上（選考審査）

給付奨学金

前期、または後期授業料の免除

地域の制限なし GSIオフィス

文京学院大学

B's　アブロード　短期語学留学 入学後 特待生・成績優秀者

対象学年：　1～4年生
対象学部：　全学部学科
対象国
・マレーシア
・アメリカ合衆国
・オーストラリア
・ニュージーランド
・イギリス
・マルタ共和国

  資格/条件：TOEIC450点または英検2級以上（経営学部、人間学部、保健医療技術学部）
　　　　　   TOEIC500点または英検2級以上かつGPA2.0以上（外国語学部）

・中国
  資格/条件   中国語検定4級以上

・カナダ、マレーシア、アメリカ合衆国フィールドワーク
　資格/条件　TOEIC400点または英検2級以上

給付奨学金

奨励金　5万円～10万円（留学費用実績に基づく）

地域の制限なし GSIオフィス

文京学院大学

外国語学部・留学特待生プログラム（GASP A/B） 在学中 1年次の12月頃 特待生・成績優秀者

対象学年：
GASP A 1年（留学特待生プログラム入試に合格した者）
GASP B 1年（1年終了時に書類審査、選抜試験に合格した者）

対象学部：　外国語学部

　　資格：　英語と日本語の運用能力が高く、留学に強い意志と明確な目的意識を持ち、
　　　　　　適性がある学生
　　条件：　GASP A  留学特待生プログラム入試に合格した者
　　　　　　　　　　英語に関しては以下のいずれかの基準を満たすこと
　　　　　　　　　・英検準1級以上
　　　　　　　　　・GTEC　CBTタイプ　1140点以上取得
　　　　　　　　　・TOEFLインターネット版（iBT）57点以上、TOEIC 600点以上のいずれ
　　　　　　　　　　かを取得
            GASP B  1年終了時に書類審査、選抜試験に合格した者
　　　　　　　　　　外国語学部1年次生であること
　　　　　　　　　　英語に関しては以下のいずれかの基準を満たすこと
　　　　　　　　　・TOEFL（iBT）61点以上取得
　　　　　　　　　・TOEFL-ITP（PBT）500点以上取得

給付奨学金

GASP A：在学中4年間の本学の授業料半額免除
GASP B：2～4年時までの3年間、授業料半額免除
上記の免除および、アメリカ、中国留学時の①渡航費用全額、②留学先大学授業料全額、③滞
在費支給（米：10万円/月　中：5万円）を支給する

地域の制限なし

文京学院大学
B'sフィールド（フィールドワーク奨学金） 入学後 留学費用支援制度

対象学年　：2年生以上
対象学部　：人間学部
資格/条件 ：該当科目を履修し、事後学習を終えた者

給付奨学金

欧米　　200,000円
アジア　 50,000円 地域の制限なし

文京学院大学

B's インターンシップ（海外インターンシップ奨励金） 入学後 研修支援制度

対象学年 ：　２・３年生
対象学部 ：　全学部学科
資格/条件：　本学単位認定対象の海外インターンシップに参加し、奨学金の給付の申請
　　　　　　 を行った者のうち、次の給付条件を満たした学生。
    　・外国語学部　　　TOEIC450点以上、英検2級以上、中国語検定4級以上、
　　　　　　　　　　　　ハングル検定5級以上のいずれかの資格を取得した者
　　　・外国語学部以外　TOEIC400点以上、英検2級以上、中国語検定4級以上のいずれか
　　　　　　　　　　　　の資格を取得した者

給付奨学金

・欧米以外の地域　70,000円
・欧米地域　　　 100,000円

地域の制限なし キャリア・社会教育センター

文京学院大学

B's サーティフィケーション（検定試験等奨学金） 入学後 資格取得支援制度

対象学年 ：　1～4年生
対象学部 ：　経営学部
　資格　 ：  経営学部の学生で所定の検定試験に合格し　申請手続きを行った者。
　条件　 ：　情報処理・簿記等の資格試験取得奨励を目的とし、申請件数は２件/人・年を
　　　　　　 限度とする

給付奨学金

受験料相当金額

地域の制限なし
本郷キャンパス教務グループ（経
営学部担当）

文京学院大学
B's コラボレーション（外国語学部・経営学部フィールドワーク奨励金） 入学後 資格取得支援制度

対象学年 ：　2年生以上
対象学部 ：　外国語学部・経営学部
資格/条件：　海外フィールドワーク科目等を履修し、給付条件を満たした学生

給付奨学金

渡航費の約２割　（最高額　40,000円）

地域の制限なし
本郷キャンパス教務グループ（外
国語学部）

4 / 35 



大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

明海大学

明海大学浦安キャンパス学修奨励奨学金制度（入学時に所定の資格を有す
る者）

入学手続時
学費支援
入学金・授業料減免

■対象学年：1年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部
■資格：
＜入学年度の授業料を全額免除＞
外国語学部日本語学科
実用英語技能検定準1級以上、TOEIC L&R 720点以上、TOEFL iBT 78点以上、GTEC 1260点以上、IELTS 5.5以上、日本語検定2級以上のいずれかを取得した者
外国語学部英米語学科、ホスピタリティ・ツーリズム学部ホスピタリティ・ツーリズム学科、保健医療学部口腔保健学科
実用英語技能検定準1級以上、TOEIC L&R 720点以上、TOEFL iBT 78点以上、GTEC 1260点以上、IELTS 5.5以上のいずれかを取得した者
外国語学部中国語学科
中国語検定試験3級以上又は漢語水平考試（HSK）5級以上を取得した者
経済学部経済学科
実用英語技能検定準1級以上、TOEIC L&R 720点以上、TOEFL iBT 78点以上、GTEC 1260点以上、IELTS 5.5以上、日商簿記検定試験1級、経済学検定試験（EREミクロ・マク
ロ含む。）A以上のいずれかを取得した者
不動産学部不動産学科
実用英語技能検定準1級以上、TOEIC L&R 720点以上、TOEFL iBT 78点以上、GTEC 1260点以上、IELTS 5.5以上、日商簿記検定試験1級、宅地建物取引士資格（旧宅地建物
取引主任者）のいずれかを取得した者
＜入学年度の授業料を半額免除＞
外国語学部日本語学科
実用英語技能検定2級、TOEIC L&R 550点以上、TOEFL iBT 57点以上、GTEC 1050点以上、IELTS 4.0以上、日本語検定3級はまたは準2級のいずれかを取得した者
外国語学部英米語学科、ホスピタリティ・ツーリズム学部ホスピタリティ・ツーリズム学科、保健医療学部口腔保健学科
実用英語技能検定2級、TOEIC L&R 550点以上、TOEFL iBT 57点以上、GTEC 1050点以上、IELTS 4.0以上のいずれかを取得した者
外国語学部中国語学科
中国語検定試験4級又は漢語水平考試（HSK）4級を取得した者
経済学部経済学科
実用英語技能検定2級、TOEIC L&R 550点以上、TOEFL iBT 57点以上、GTEC 1050点以上、IELTS 4.0以上、日商簿記検定試験2級、経済学検定試験（EREミクロ・マクロ含
む。）BまたはB+のいずれかを取得した者
不動産学部不動産学科
実用英語技能検定2級、TOEIC L&R 550点以上、TOEFL iBT 57点以上、GTEC1050点以上、IELTS 4.0以上、日商簿記検定試験2級のいずれかを取得した者
■条件：本学が指定する語学および簿記等の資格を入学前の3月末までに取得した者

免除・減免

■全額免除：年額698,000円
■半額免除：年額349,000円

地域の制限なし 浦安キャンパス　入試事務室 併用可

明海大学

明海大学浦安キャンパス学修奨励奨学金制度（入学試験の成績優秀者） 入学手続時
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

■対象学年：1年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部
■条件：
＜入学年度の授業料を全額免除＞
一般入学試験と大学入試センター試験利用入学試験の各方式の成績が、当該学科の合格者の上位10％に該当し、かつ、取得点率が80％以上の者
＜入学年度の授業料を半額免除＞
一般入学試験と大学入試センター試験利用入学試験の各方式の成績が、当該学科の合格者の上位15％に該当し、かつ、取得点率が70％以上の者

免除・減免

■全額免除：年額698,000円
■半額免除：年額349,000円

地域の制限なし 浦安キャンパス　入試事務室

明海大学

明海大学浦安キャンパス学修奨励奨学金制度（入学後の学業成績優秀者） 在学中 2年次～4年次
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

■対象学年：2年次、3年次、4年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部
■条件：
＜当該年次の授業料を全額免除＞
前年度の学業成績が一定の条件を満たし、かつ、当該学科・年次の上位2％以内の者
＜当該年次の授業料を半額免除＞
前年度の学業成績が一定の条件を満たし、かつ、当該学科・年次の上位5％以内の者

免除・減免

■全額免除：年額698,000円
■半額免除：年額349,000円

地域の制限なし 学生支援課

明海大学

明海大学スポーツ奨励奨学金 入学手続時
学費支援
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部（ホスピタリティ・ツーリズム メジャー）
■条件：スポーツで顕著な実績を有し、かつ相当の学業成績がある者で、スポーツ・文化活動特別入学試験で入学した者。
対象種目は原則として、サッカー・ヨット・空手道・女子硬式庭球・陸上競技・女子バレーボールの6種目。
＜4年間の授業料を全額免除＞
次のア～エのすべてに該当する者とする。
ア 全国高等学校総合体育大会または国民体育大会等の団体戦若しくは個人戦に出場した者（全国大会に出場した者と同等の能力があると体育会会長が認めた
者を含む。）で、体育会所属クラブごとに定める基準を満たした者
イ 本学入学後体育会所属クラブに在籍し、中心選手として活躍が期待されると体育会会長から推薦された者
ウ 高等学校在学中、学業の面においても積極的に取り組んだと認められる者
エ 大学卒業後の進路について明確な目標をもっていると認められる者

＜4年間の授業料を全額免除＞
次のア～エのすべてに該当する者とする。
ア 県大会または地域大会等の団体戦若しくは個人戦に出場した者（県大会または地域大会等に出場した者と同等の能力があると体育会会長が認めた者を含
む。）で、体育会所属クラブごとに定める基準を満たした者
イ 本学入学後体育会所属クラブに在籍し、中心選手として活躍が期待されると体育会会長から推薦された者
ウ 高等学校在学中、学業の面においても積極的に取り組んだと認められる者
エ 大学卒業後の進路について明確な目標をもっていると認められる者

免除・減免

授業料の全額または半額免除
※原則、4年間継続給付

地域の制限なし

明海大学
沖縄特別奨学金 入学手続時

学費支援
入学金・授業料減免

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部
■条件：外国語分野や観光分野で我が国の将来を担う意欲のある沖縄県の高校生で、沖縄特別奨学生入学試験で入学した者。

免除・減免

授業料の半額免除（年額349,000円）
※原則、4年間継続給付 沖縄県

明海大学
社会人特別奨学金 入学手続時

学費支援
入学金・授業料減免

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次
■対象学部：経済学部、不動産学部、保健医療学部
■条件：高い学修意欲と問題意識を持つ社会人等で、生涯学習型社会人特別入学試験で入学した者。

免除・減免

授業料の半額免除（年額349,000円）
※原則、4年間継続給付 地域の制限なし

明海大学

明海大学資格取得奨励奨学金 在学中 資格取得支援制度

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部
■資格：
・日本語検定2級
・実用英語技能検定1級・準1級・2級
・中国語検定3級・4級
・経済学検定試験（ERE、EREミクロ・マクロ）B
・日商簿記検定2級
・宅地建物取引士
・TOEIC L&R800+・700+・600+・500+
・総合旅行業務取扱管理者
・秘書技能検定2級
■条件：在学中に本学オープンカレッジにおいて開講する講座のうち、本学が指定する資格試験対策講座を受講し、所定の資格を取得した者。

給付奨学金

指定講座受講料相当額

地域の制限なし

明海大学

歯学部教育後援会奨学金 在学中 修学２年目～ 学費支援

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次、5年次、6年次
■対象学部：歯学部
■条件：経済的理由により修学困難な者。

貸与奨学金

修学2年目から申請可能
普通貸与30,000円／月額
継続貸与（貸与２年目から可能）
　①30,000円／月額
　②50,000円／月額
上記のいずれかを選択

地域の制限なし

明海大学
明海大学学資借入支援奨学金 在学中 学費支援

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次、5年次、6年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部、歯学部
■条件：学費負担者が、本学学生の学生納付金を納付するために金融機関等から借入れを行った場合に、授業料、施設維持費および教育充実費相当額の支払
利息額をその額を限度として奨学金を給付する。

給付奨学金

授業料、施設維持費および教育充実費相当額の支払利息額を限度

地域の制限なし

明海大学
海外留学奨学金 在学中 留学費用支援制度

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部
■条件：5か月～1年の海外留学の許可を得た学生の海外留学中の費用を、大学が一部負担する制度。

免除・減免

本学授業料、施設維持費および教育充実費の２分の１相当額の減額。さらに成績優秀者には、
留学先により10万円～40万円の海外留学特別奨学金を支給する。 ①年間10名程度

②人数制限なし
地域の制限なし

明海大学
海外研修奨学金 学校出願時 留学費用支援制度

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部
■条件：各学部学科が企画した海外研修に参加する学生に対し、奨学金を支給する。

給付奨学金

選考の上、３万円～２５万円

地域の制限なし

明海大学
教育後援会留学研修費援助金 在学中 留学費用支援制度

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部
■条件：海外留学特別奨学金を受給できない者、および海外研修参加者には、浦安キャンパス教育後援会から援助金が支給される。

給付奨学金

■海外留学：１０万円、または２０万円
■海外研修：３万～５万円 地域の制限なし

明海大学
明海大学奨学海外研修派遣制度 在学中 留学費用支援制度

■対象学年：1年次、2年次、3年次、4年次、5年次
■対象学部：外国語学部、経済学部、不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部、保健医療学部、歯学部
■条件：各学科の成績優秀者。

給付奨学金

海外研修に係る費用を大学が全額負担

地域の制限なし

平成国際大学
学業成績優秀者表彰 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

前年度１年間の成績を基に選考されるため、実際の規程では、１～３年生の成績上位者を対象としているが、翌年の６月に表彰式を行うため、奨励金や記念品を受
けられるのは２年生～４年生となります。

給付奨学金

奨励金という形で、特待生を除く全学生から、成績上位者１位に（金賞）１０万円。２位（銀賞）８
万円。３位（銅賞）５万円。
また、上記受賞者を除き、特待生を含めた全学生から、成績上位者３名を金賞～銅賞として表
彰し、少額の記念品を授与する。

地域の制限なし

平成国際大学
学業特待生制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜・大学共通テストで出願すれば選考対象となる。他の入試で合格した者も、一般選抜・大学共通テスト利用選抜を再受験出来き、申請可能。
出願書類と学科試験などの結果を総合して判定。授業料全額または、半額が免除されます。 免除・減免

授業料全額で、624,000円。半額は、312,000円の免除。
地域の制限なし

十文字学園女子大
学 十文字奨学金 在学中

２～４年次対象
年1回

学費支援

本学（大学院を含む）に在学する学生のうち、学業及び人物が優れており、かつ、経済的な理由により修学が困難である者

給付奨学金

１人につき20万円。
ただし、給付が決定した学期に納付すべき授業料及び教育充実費が20万円を下回る場合は、
当該学期に納付すべき授業料及び教育充実費に相当する額とする。

年１回、後期 年度により変動 地域の制限なし 学生支援部学生支援課 併用不可 条件有りで併用可

十文字学園女子大
学

入学時学業特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

給付特待チャレンジ入試及び一般選抜S日程（特待生選抜）の受験者全員を対象とし、席次・得点率が以下の場合、特待生合格とします。
①入学時学業特別特待生：学部席次上位5％以内かつ2科目（２科目型）又は、１科目（１科目型）の総得点率が80％以上の方
②入学時学業一般特待生：学部席次上位5％以内かつ2科目（２科目型）又は、１科目（１科目型）の総得点率が70％以上80％未満の方
③入学時学業科目特待生：全受験者の１科目席次上位20％以内
２科目（２科目型）は高得点の科目が対象。

免除・減免

①入学時学業特別特待生：入学金及び授業料1年次前期分　全額免除
②入学時学業一般特待生：入学金及び授業料1年次前期分　半額免除
③入学時学業科目特待生：入学金免除

入学後

①入学時学業特別特待生：若干
名
②入学時学業一般特待生：若干
名
③入学時学業科目特待生：全受
験者の席次上位20％以内

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

十文字学園女子大
学 在学時学業特待生 在学中 2年次生・3年次生・4年次生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

2年次生～4年次生までに在籍する学生
既定の単位数およびGPAを上回り、かつ前年度のGPA順位が同学科・同学年に所属する学生のうち、上位3％以内の者。

免除・減免

10万円
※ただし、入学時学業特待生が各学年の審査において基準を満たす場合には、20万円を免除
する。

後期授業料から減免 各学科・各学年　若干名 地域の制限なし 学生支援部学生支援課 併用可 併用可

十文字学園女子大
学

修学支援に係る授業料免除制度 在学中 年2回（前期・後期各1回）；1年生前期は原則として対象としない 入学金・授業料減免
修学に熱意のある本学学生（大学院含む）で、経済的理由により授業料納入及び学生生活が困難な者（1年生前期は原則対象としない。）

免除・減免
当該学期に納付すべき学納金のうち、教育充実費を除く金額の全額又は半額

半期につき1回 年度により変動 地域の制限なし 学生支援部学生支援課 併用不可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

西武文理大学

西武文理大学奨学金 在学中 1～4年生 学費支援

【サービス経営学部・看護学部】

対象：学業優秀・品行方正で経済的理由により修学が困難な学生を選考のうえ給付（留学生は除く）

詳しくは、以下のURLでご確認ください。

https://www.bunri-c.ac.jp/univ/campuslife/expenses/
給付奨学金

【サービス経営学部】

給付額：Ａ奨学金　授業料の100％ 810000
　　　　Ｂ奨学金　授業料の50％　405000
　　　　Ｃ奨学金　授業料の30％　243000

【看護学部】

給付額：Ａ奨学金　授業料の50％　500000
　　　　Ｂ奨学金　授業料の30％　300000

単年度

【サービス経営学部】

給付額：Ａ奨学金　授業料の
100％     1名
　　　　Ｂ奨学金　授業料の50％
3名
　　　　Ｃ奨学金　授業料の30％
16名

【看護学部】

給付額：Ａ奨学金　授業料の
50％　　若干名
　　　　Ｂ奨学金　授業料の30％
若干名

地域の制限なし 学生サービス課・看護教学課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

西武文理大学

就職対策支援奨学金 在学中 1～4年生 資格取得支援制度

就職対策支援奨学金
対象：全学部・全学年
条件：
①資格取得奨励金…本学が指定する各種試験において、合格あるいは高得点を獲得すること。
②資格検定試験受験援助奨学金…本学が指定する資格検定試験を受験すること。
③就職支援講座受講援助奨学金…キャリアサポート委員会が主催する「資格取得講座」を受講し、8割以上の出席率を満たすこと。

給付奨学金

①資格取得奨励金…「S奨励金」30万円、「A奨励金」10万円、「B奨励金」5万円、「C奨励金」3
万円、「D奨励金」1万円
②資格検定試験受験援助奨学金…受験料の「５０％」を補助
③就職支援講座受講援助奨学金…当年度最大「2万円」

1年～4年、前期申請分は、9
月以降、後期申請分は4月以
降

制限なし 地域の制限なし 就職課 併用可 併用可

西武文理大学

西武文理大学奨学生奨学金 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
学費支援

本学の入学者選抜の結果に基づき選抜区分ごとにおける成績優秀者を対象とした奨学金制度
奨学生合格者は入学年度の年間授業料が100％減免、50％減免、30％減免もしくは入学金30万円が免除されます。
さらに、授業料減免奨学生は2年次以降毎年、一定基準を満たした方は減免が継続されます。

対象学年：１年生（受験時に申請し、奨学生として入学）
　　　　　２年生以上（新規採用は無し。入学時に採用され、毎年度の継続判定に合格した者）

学　　部：サービス経営学部・看護学部

条　　件：1年生：入学者選抜の結果に基づき選抜区分ごとにおける成績優秀者 
　　　　　2年生以上：人物的に優れ、学年内の通算成績上位者
　

大学HPをご確認ください。
「奨学生奨学金」として記載
https://www.bunri-c.ac.jp/univ/campuslife/expenses/scholarship/

免除・減免

サービス経営学部
授業料の100％(81万円）
　　　　 50％(40.5万円）
　　　　 30％(24.3万円）
　　　　 入学金免除（30万円）

看護学部 50％(50万円）
　　　　 入学金免除（30万円）

大学HPをご確認ください。
「奨学生奨学金」として記載
https://www.bunri-c.ac.jp/univ/campuslife/expenses/scholarship/

https://www.bunri-c.ac.jp/univ/entrance_exam/tuition/

1年次の1年間。なお、授業
料減免は毎年度継続判定が
あり、2年次以降は一定の基
準を満たせば修業年限内の
継続減免を受けられる。（最
長で4年間）

地域の制限なし
採用時：入試広報課　入学後：学
生サービス課

条件有りで併用可 条件有りで併用可

西武文理大学
緊急対応 奨学金 随時

入学金・授業料減免
学費支援
その他

家計支持者の死亡・失職等により学納金の納入に一
時的な支障が生じ、経済的に学業継続困難な一般学
生を対象

家計支持者の死亡・急な失業などにより、学納金の納入に一時的な支障が生じ、経済的に学業継続困難な一般学生（留学生を除く、西武文理大学奨学金A奨学金
を支給されている学生を除く）

免除・減免

授業料の50％

サービス経営学部　405000
看護学部　　　　　500000

修業年限の中で1回のみ 人数：年度により異なる 地域の制限なし 総務課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

西武文理大学
西武文理大学私費外国人留学生奨学金 在学中 1～4年生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
学費支援

サービス経営学部：経済的理由により修学が困難で、学業成績が優秀な私費外国人留学生

給付奨学金

A奨学金 授業料の50％　405000
B奨学金 授業料の35％　283500
C奨学金 授業料の25％　202500

単年度
A奨学金　1名
B奨学金　1名
C奨学金　6名

地域の制限なし 学生サービス課 併用不可 条件有りで併用可

西武文理大学

西武文理大学国際交流奨学金 在学中
留学費用支援制度
入学金・授業料減免
学費支援

英語力の向上と国際支援活動の進展を通して国際人を育成することを目的とし、
選考を経て対象者に給付します。

①派遣留学奨学金
単位認定：上限20単位　渡航先：協定校

②長期語学留学奨学金
単位認定：個別に審査　渡航先：任意の学校
※協定校を含め任意の在外英語教育機関に、休学の上、留学する学生を対象とする。
　　　　（ただし、奨学生募集開始時点で休学中の者は対象としない）

③中期語学留学奨学金
単位認定：個別に審査　渡航先：任意の学校
※協定校を含め任意の在外英語教育機関に、休学の上、留学する学生を対象とする。
　　　　（ただし、奨学生募集開始時点で休学中の者は対象としない）

④短期語学留学奨学金
単位認定：科目ごとに定める　渡航先：大学指定の研修先
※全学若しくは、学部の主催事業に参加する学生を対象とする。

⑤短期海外研修奨学金
単位認定：科目ごとに定める　渡航先：大学指定の研修先
※全学若しくは、学部の主催事業に参加する学生を対象とする。

給付奨学金

①授業料相当額
②30万円
③20万円
④参加費用の半額（上限15万円）
⑤参加費用の半額（上限10万円）

①半期
②9ヶ月以上1年以下
③15週以上9ヶ月未満
④3週以上15週以下
⑤3週未満

①2名
②4名
③4名
④10名
⑤10名

地域の制限なし 学生サービス課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

埼玉学園大学
埼玉学園大学奨学金「さいがくサポート奨学金」 学校出願時 特待生・成績優秀者

指定校推薦型選抜Ⅰ期及び公募推薦型選抜Ⅰ期を受験し、所定の基準を満たしたものに対し、別に実施する採用試験の成績等により選考し、採用された者を埼
玉学園大学奨学生とする。 給付奨学金

年額５０万円
４年間継続可能 各学年１０名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

ものつくり大学
ものつくり大学生活支援奨学金１ その他 出願前7月~9月

学費支援
用途を定めない経済的支援

本学が実施する入学試験の出願資格を満たす方　（入試においてすでに合格している受験生も対象としております。）
給付奨学金

10万円
20名程度 地域の制限なし 学生課学生支援係 併用可 併用可

ものつくり大学
ものつくり大学奨学金 在学中 学部2年生、大学院2年生

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

次の（1）に該当し、（2）または（3）のいずれかに該当する者　（1）本学の学部または大学院に在籍する2年次の学生　（2）学業優秀、人物健康ともに優れ、経済的に
困窮している者　（3）ものつくりに秀で、熱意があり、かつ経済的に困窮している者 給付奨学金

学部生　：30万円　大学院生：45万円　給付は年に1回の一括給付です。

23名 地域の制限なし 学生課学生支援・留学生係 併用可 併用可

ものつくり大学
ものつくり大学さくら奨学金 在学中 3年生、4年生

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

次の各号に該当する者　（1）本学に在籍する3年次・4年次の学生　（2）学業優秀、人物健康ともに優れ経済的に困窮している者　（3）ものつくりに秀で、熱意があ
り、かつ経済的に困窮している者 給付奨学金

12万円　給付は年に1回の一括給付です。

4名 地域の制限なし 学生課学生支援・留学生係 併用可 併用可

ものつくり大学
ものつくり大学同窓会奨学金 在学中 学部2学年以上及び大学院

学費支援
用途を定めない経済的支援

修業年限内での修業が見込め、一層の能力向上を目指す者
給付奨学金

奨学金の給付額は、年額12万円です。
8名以内 地域の制限なし 学生課学生支援・留学生係 併用可 併用可

ものつくり大学
ものつくり大学特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

特待生入試の合格者に対し、授業料を全額又は半額免除する。

第1学年から第3学年までの各学年終了時における成績により、第2学年以降も特待生（授業料減免）を継続可能。
免除・減免

88万円又は44万円の減免

1年間 30名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

ものつくり大学
総合資格学院奨学金 在学中 建設学科3年生、4年生

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

建設学科の3年生及び4年生の学生で次の各号に該当する者
（1）学業成績が優秀で学習意欲に富み、かつ、人物健康とも優れ将来が嘱望される者
（2）家計が経済的に窮している者

給付奨学金

奨学金の給付額は、年額12万円です。

1年間 6名 地域の制限なし 学生課学生支援・留学生係 併用可 併用可

ものつくり大学 女子スカラシップ入試 学校出願時 入学金・授業料減免
受験生・技能工芸学部・女子スカラシップ入試合格者・入学手続き

免除・減免
入学料10万円または20万円

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

ものつくり大学 情報スカラシップ入試 学校出願時 入学金・授業料減免
受験生・技能工芸学部・情報スカラシップ入試合格者・入学手続き

免除・減免
入学料10万円または20万円

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

ものつくり大学 教養スカラシップ入試 学校出願時 入学金・授業料減免
受験生・技能工芸学部・教養スカラシップ入試合格者・入学手続き

免除・減免
入学料10万円または20万円

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

ものつくり大学 専門学科・総合学科特別入試 学校出願時 入学金・授業料減免
受験生・技能工芸学部・専門学科・総合学科特別入試合格者・入学手続き

免除・減免
入学料20万円

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

ものつくり大学 自然災害の被災により災害救助法の適用を受けた学生への救済措置 在学中 1～4年生 入学金・授業料減免
1～4年生・技能工芸学部・4年または10年以内の罹災者・罹災証明書の提出等

免除・減免
学生納付金10万円～160万円

地域の制限なし 学生課学生支援係 併用可 併用可

ものつくり大学
外国人留学生入試 学校出願時 入学金・授業料減免

受験生・技能工芸学部・在留資格「留学」を有する私費外国人留学生として外国人留学生入試に合格・入学手続き
免除・減免

入学料10万円、授業料4割
1年間。ただし、修得単位数
により継続可能。

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

ものつくり大学
ものつくり大学生活支援奨学金 在学中

学費支援
用途を定めない経済的支援

次の（1）（2）の両方に該当する者　（1）家計が経済的に窮している者　（2）学業意思が明らかで、通常の卒業が見込まれる者
給付奨学金

10万円。給付は年に1回の一括給付です。
20名程度 地域の制限なし 学生課学生支援係 併用可 併用可

浦和大学

家計基準による学費減免制度 入学後
学費支援
入学金・授業料減免

◆家計基準による学費減免制度
　　・授業料・施設設備費が最大で４年間半額
　　・世帯全体の給与所得が源泉徴収票の支払い金額で841万円以下に
　　　該当する学生（給与所以外の場合は「確定申告書」等の所得金額が355万円
　　　以下に該当する学生）を対象に、学内で選考を行います。
　　・毎年の申請が必要です。
　　・入学後の継続申請に当たり、別途成績要件があります。

免除・減免

授業料　　：715,000円→357,500円（1/2減免）

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

浦和大学
入試成績による特待生制度 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜・大学入学共通テスト利用入試の受験者及び総合型選抜・学校推薦型選抜で入学手続きを完了した特待生選抜試験の受験者が選抜対象。
免除・減免

授業料：715,000万円の全額・半額・1/4額の免除
最長４年間 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

浦和大学

入学前の資格・検定等取得による特待生制度 入学後 入学金・授業料減免

◆入学前の資格等取得による特待生制度
　　以下の資格等を入学前に取得していることによる、特待生制度

　　　・英語検定（１級、２球）
　　　・ＧＴＥＣ
　　　・漢字検定（２球）
　　　・日本商工会議所簿記検定（１級、２球）
　　　・全国商業高等学校協会簿記検定（１級）
　　　・その他

免除・減免

◆取得資格により、授業料減免。
　　２年間の全額もしくは半額免除。

２年間 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用不可

浦和大学
入学後の学習奨励金給付制度 その他 卒業後 資格取得支援制度

対象学年：卒業年次
対象学部：こども学部学校教育学科
資格　　：在学中に公立小学校教員採用試験に合格したもの全員

給付奨学金

３０万円給付

対象者全員 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

浦和大学
沖縄及び離島在住者対象の授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

沖縄および離島在住であり、かつ、高等学校の評定平均値が優秀である者。
現役生に限る。 免除・減免

授業料１／２免除
２年間 沖縄県 入試広報課 併用可 併用不可

日本薬科大学

特待生・特別奨学生制度 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

入学試験の成績により決定する。
薬学部　薬学科（6年制）
特待生S：年間授業料170万円免除
特待生A：年間授業料110万円免除
特待生B：年間授業料80万円免除
特待生C：年間授業料50万円免除
1年ごとに審査をし、特に問題が無ければ、継続する。（最高6年間）

薬学部　医療ビジネス薬科学科（4年制）
特別奨学生S：年間授業料90万円免除
特別奨学生A：年間授業料60万円免除
特別奨学生B：年間授業料30万円免除
1年ごとに審査をし、特に問題が無ければ、継続する。（最高4年間）

免除・減免 地域の制限なし 入試課・学生課 併用可 併用可

武蔵野学院大学
指定校推薦型選抜特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

３学年１学期または前期までの学習成績の状況が3.0以上で合格した者
免除・減免

入学金の全額〔20万円〕が免除
入学時 人数制限なし 地域の制限なし 教務部入試係 併用可 併用可

武蔵野学院大学
特待生選抜 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

特待生選抜の合格者全員が対象。
選抜方法は　①国語総合（古文・漢文を除く）（100点）　②英語（100点）　③面接（20点） 免除・減免

初年度の授業料、施設設備費、施設維持費の全額（計910,000円）が免除。

初年度 人数制限なし 地域の制限なし 教務部入試係 併用可 併用可

武蔵野学院大学
一般選抜特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜では、当日の試験結果に基づき、特待生としての合格を出す場合があります。

免除・減免

一般選抜特待生A：入学金、授業料、施設設備費、施設維持費の全額（計1,110,000円）が免除
となる。
一般選抜特待生B：入学金、授業料、施設設備費、施設維持費の半額（計555,000円）が免除と
なる。

初年度 若干名 地域の制限なし 教務部入試係 併用可 併用可

武蔵野学院大学
大学入学共通テスト利用選抜特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

大学入学共通テスト利用選抜において、特に優れた成績で合格した場合、特待生としての合格を出す場合があります。

免除・減免

大学入学共通テスト利用選抜特待生A：入学金、授業料、施設設備費、施設維持費の全額（計
1,110,000円）が免除となる。
大学入学共通テスト利用選抜特待生B：入学金、授業料、施設設備費、施設維持費の半額（計
555,000円）が免除となる。

初年度 若干名 地域の制限なし 教務部入試係 併用可 併用可

武蔵野学院大学
早期合格者対象特待生チャレンジ試験 その他 入学手続完了後の指定された期間

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

以下の入学試験に合格した上で、所定の期間までに入学手続を完了し、かつ本試験の受験を希望する者。
○専願総合型選抜（第２回まで）　○併願総合型選抜　　○内部進学者選抜
○指定校推薦型選抜　　　　　　　○併願推薦型選抜　　○公募推薦型選抜 免除・減免

初年度の授業料、施設設備費、施設維持費の全額（計910,000円）が免除。なお、納入済みの
金額は返還する。

初年度

当該制度で受験した者の中で、
学科試験の成績上位３名。試験
科目は「国語総合（古文・漢文を
除く）」「英語」。

地域の制限なし 教務部入試係 併用可 併用可

武蔵野学院大学
特別奨学金 入学後

入学金・授業料減免
資格取得支援制度

入学までに以下のいずれかの資格を取得した者。
○実用英語技能検定　２級以上　　○TOEIC　540点以上　　○TOEFL iBT　56点以上 その他

入学金として支払った金額を奨学金として付与する。したがって入学金免除となった場合は対
象外。 入学時 人数制限なし 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

武蔵野学院大学
2年次以降奨学金制度 在学中 ２年次以降

特待生・成績優秀者
学費支援

前年度の成績優秀者
給付奨学金

1年間分の授業料の全額または一部を支給。
該当年度

学年成績上位５％程度を目安と
する

地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

武蔵野学院大学 ＴOEIC受験料給付 随時 資格取得支援制度
希望者

給付奨学金
TOEIC受験料

随時 人数制限なし 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

武蔵野学院大学 TOEIC Bridge受験料給付 随時 資格取得支援制度
１年生全員および２年生以上の希望者。

給付奨学金
ＴOEIC Ｂridge 受験料。

随時 人数制限なし 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

武蔵野学院大学 海外研修費用支援制度 在学中 ２年生以上。 研修支援制度
２年生以上の、本学が指定する海外研修（３週間）への参加希望者。学内選考を実施し、成績や大学生活の積極度などを総合的に勘案して決定する。

給付奨学金
本学が指定する海外研修（３週間）の費用の全額または一部。

該当する海外研修の期間。 若干名。 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

武蔵野学院大学

海外留学費用支援制度 在学中 ２年生以上。
研修支援制度
学費支援

３年生以上の、本学が指定する海外留学（半年）への参加希望者。学内選考を実施し、成績や面接内容などを総合的に勘案して決定する。

給付奨学金

本学が指定する海外留学（半年）中の本学授業料や留学費用等の全額または一部。具体的な
支給内容は選考結果によって異なる。

該当する海外留学の期間。 若干名。 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

東都大学

特待生制度 入学後 特待生・成績優秀者

1年以上在学した学生の中で、特に学業成績が優秀で品行方正な者を特待生として顕彰する制度。

①特待生の数は、年次ごとに3人以内とする。
②特待生については、当該年度の授業料の50％を免除する。

免除・減免

①当該年度の授業料の５０％を免除する

①年1回
①各学科ごとに入学定員の3％
以内とする。

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東都大学 成績優秀者育英制度 その他 一般選抜Ⅰ期 特待生・成績優秀者
一般選抜Ⅰ期において、合格者の中から成績優秀者（各学科上位）を対象に入学初年度に限り、授業料の半額相当額を育英会として給付します。

給付奨学金
授業料の半額相当額を給付

①入学初年度に限る ①年間20名程度 地域の制限なし 併用可 併用可

日本保健医療大学

特待生制度 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

入試結果（面接試験結果含む）において特に成績優秀な者

区分は以下の３区分とする。
・特待生S
・特待生A
・特待生B

免除・減免

＜特待生S＞
・入学金免除
・授業料全額免除
＜特待生A＞
・入学金免除
・授業料半額免除
＜特待生B＞
・入学金免除

・授業料免除は４年間継続可
能（ただし、継続条件あり）

若干名 地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

江戸川大学

江戸川大学特待生制度（一般選抜特待生） 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜1期1日目を受験し、特に優れた成績を修めた合格者。判定は以下2科目の合計点。国語（国語総合 古文・漢文除く）、英語（コミュニケーション英語Ⅰ・英
語Ⅱ及び英語表現Ⅰ）
合格者のうち、志望学部学科問わず成績上位者13名。

免除・減免

A特待生（5名）初年次学費のうち110万円免除　B特待生（8名）初年次学費のうち55万円減免。

A特待生5名及びB特待生8名の
計13名。

地域の制限なし 入学課 併用可 併用不可

江戸川大学

江戸川大学特待生制度（大学入学共通テスト利用選抜特待生） 入学手続時 特待生・成績優秀者

大学入学共通テスト利用選抜1期を受験し、特に優れた成績を修めた合格者。判定は国語（国語総合 古文・漢文を除く）、外国語（英語）、高得点1科目の合計点。

免除・減免

A特待生（5名）初年次学費のうち110万円免除　B特待生（8名）初年次学費のうち55万円減免。

A特待生5名及びB特待生8名の
計13名。

地域の制限なし 入学課 併用可 併用不可

江戸川大学

総合型選抜・学校推薦型選抜特待生 入学手続時 特待生・成績優秀者

【選考対象者】総合型選抜（1期・2期）または学校推薦型選抜において合格し、2024年1月5日（金）までに入学手続を完了した者。【選考方法】2024年2月6日に実施
する特待生選考試験を受験し、その結果とその時点で既に終了している総合型選抜あるいは学校推薦型選抜面接結果をあわせて総合判定。

免除・減免

A特待生（2名）初年次学費のうち110万円免除　B特待生（2名）初年次学費のうち55万円減免
C特待生（20名）初年次学費のうち20万円減免。

A特待生2名、B特待生2名並びに
C特待生20名の計24名。

地域の制限なし 入学課 併用可 併用不可

江戸川大学

留学奨励資格特待生制度 入学手続時
留学費用支援制度
入学金・授業料減免

・入学試験（編入学除く）に合格し入学手続きを完了した者で、CEFR対照表におけるB1以上の検定試験結果を提出した者は、初年次の学費35万円及び1年次に参
加できる夏季海外研修の中からいずれか1つの費用全額が免除されます。
・本制度による学費免除および海外研修費用免除を受けるには、本学から入学許可書とともに送付される申請書類等を提出し、入学後4月に実施する「海外留学特
別奨学プログラム（グローバル・スタディ・プログラム）」説明会に必ず出席する必要があります。なお、申請書類の未提出や説明会への不参加は、学費及び海外研
修費用の免除を辞退したものとみなします。
・申請方法は、入学手続き後、2024年3月1日（金）～3月22日（金）の期間に申請書類と検定試験結果の証明書類の写しを本学に提出してください。なお、江戸川大
学が他に定める学費等減免及び奨学金との併用はできません。また、本制度適用者は、資格取得支援制度の英語資格（英検、TOEIC等）に関する奨学金の支給
は対象外となります。
・海外留学特別奨学プログラム（グローバル・スタディ・プログラム）に関する詳細は、本学公式ウェブサイト（https://www.edogawa-u.ac.jp/study_abroad/）をご覧くだ
さい。

給付奨学金
免除・減免

初年次の学費35万円及び1年次に参加できる夏季海外研修の中からいずれか1つの費用全額
が免除

人数制限なし 地域の制限なし 入学課 併用可 併用不可

江戸川大学

江戸川大学奨学金 入学後 学費支援

経済的理由により修学の継続が困難な学生を援助するための奨学金制度（貸与型）。
・他の奨学金、減免を受けていないこと
・基準以上の成績を修めていること
・家計状況が基準内であること

貸与奨学金

毎年9月、貸与額60万円（無利子）、卒業後4年間の半年賦

在学中2回まで 10名程度 地域の制限なし 入学課 併用可 併用不可

江戸川大学 江戸川大学経済支援制度 入学後 学費支援
学業優秀かつ修学意欲の高い学生が経済的理由により修学困難となった場合に、当該年度の未納学費全額を免除する制度。

給付奨学金
毎年9月。

原則、在学中1回。 10名程度 地域の制限なし 入学課 併用可 併用不可

江戸川大学

江戸川大学卒業生の子の入学者に係る入学金及び学費等減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

江戸川大学の建学の精神を継承することを目的として、卒業生の子の入学者に対し経済的支援を行う制度。
次のいずれかに該当する入学者
・江戸川大学を卒業した者の戸籍上の子で、本学の正規課程1年次に入学する者
・江戸川短期大学又は江戸川女子短期大学を卒業した者の戸籍上の子で、本学の正規課程1年次に入学する者
・入学手続時に入学課まで連絡
・本学が他に定める学費等減免及び奨学金の併用不可

免除・減免

入学手続時に入学金32万円を全額免除。年間学費110万円のうち半額55万円を入学後4年間
減免。

入学後4年間 人数制限なし 地域の制限なし 入学課 併用可 併用不可

江戸川大学
江戸川大学在学生及び卒業生の兄弟姉妹の入学者に係る入学金及び学費
等減免制度

入学手続時 入学金・授業料減免

江戸川大学が私学としての独自性を鑑み、在学生及び卒業生の兄弟姉妹の入学者に対し経済的支援を行う制度。
・江戸川大学に在学している者の戸籍上の兄弟姉妹で、本学の正規課程1年次に入学する者
・江戸川大学を卒業した者の戸籍上の兄弟姉妹で、本学の正規課程1年次に入学する者
・入学手続時に入学課まで連絡
・本学が他に定める学費等減免及び奨学金の併用不可

免除・減免

入学手続時に入学金32万円を全額免除。年間学費110万円のうち35万円を入学後4年間減
免。

入学後4年間 人数制限なし 地域の制限なし 入学課 併用可 併用不可

江戸川大学

激甚災害に指定された災害により被災された方へ（被災者支援資金関連） 入学手続時 入学金・授業料減免

2023年度に激甚災害に指定された災害により被災された方を対象に、被害の程度に応じて入学検定料・入学金を減免する制度。
【入学検定料減免制度】
次の１及び２の項目を満たしている受験者
１ 次のいずれかに該当する2024年度入学試験受験者
(1)2023年度に激甚災害に指定された災害により被災された方で、主たる家計支持者の家屋の罹災証明書を取得できる方
(2)2023年度に激甚災害に指定された災害により被災された方で、主たる家計支持者が死亡または行方不明となった方
２ 次のいずれかの家計基準を満たしている受験者
(1)主たる家計支持者が給与所得者の場合は、直近の源泉徴収票の支払金額が900万円以下
(2)主たる家計支持者が給与所得者以外の場合は、直近の確定申告書等の所得金額が400万円以下
出願手続きを行う前に入学課まで連絡の上、次の書類を出願書類とともに提出してください。
(1)罹災証明書もしくは家計支持者の死亡または行方不明を証明する書類
(2)直近の源泉徴収票もしくは確定申告書等
出願後の申請は、対象になりません。
【入学金減免制度】
次の１及び２の項目を満たしている合格者
１ 次のいずれかに該当する2024年度入学試験合格者
(1)2023年度に激甚災害に指定された災害により被災された方で、主たる家計支持者の家屋の罹災証明書（全壊・大規模半壊・半壊・一部損壊・居住困難）を取得
できる方
(2)2023年度に激甚災害に指定された災害により被災された方で、主たる家計支持者が死亡または行方不明となった方
２ 次のいずれかの家計基準を満たしている合格者
(1)主たる家計支持者が給与所得者の場合は、直近の源泉徴収票支払金額が900万円以下
(2)主たる家計支持者が給与所得者以外の場合は、直近の確定申告書等の所得金額が400万円以下
入学手続時に個別にご案内いたします。

免除・減免

【入学検定料減免制度】入学検定料の全額
【入学金減免制度】下記を基準とし、個別に審査します。
・１(1)のうち「全壊」「大規模半壊」「半壊」または１(2)に該当する方…入学金の全額32万円
・１(2)のうち「一部損壊」「居住困難」に該当する方…入学金の半額１６万円

人数制限なし 地域の制限なし 入学課 併用可 条件有りで併用可

川村学園女子大学

成績優秀者特待生制度 入学手続時
特待生・成績優秀者
その他

授業料減免

全学部・全学科対象

対象入試の成績によって、授業料(750.000円/年)全額4年間免除
又は授業料の半額(375.000円/年)4年間免除

※検定資格特待生制度との併用はできません。

免除・減免

上記（4）に記載

4年間　※継続に関して成績
の条件あり

全額免除：３０名、半額免除：５５
名

地域の制限なし 事務部（入試広報） 併用可 併用可

川村学園女子大学

検定資格特待生制度 その他 入学前の申請
特待生・成績優秀者
その他

授業料減免

全学部・全学科対象

入学前に英検・TOEIC L&R・TOEFL iBT
いずれかの検定の一定水準以上のスコア取得によって授業料(750.000円/年)全額4年間免除、
又は授業料の半額(375.000円/年)4～2年間免除

※成績優秀者特待生制度の併用はできません。
※編入学選抜は除く。

免除・減免

上記（４）に記載

4.3.2年間　※継続に関して成
績の条件あり

制限なし 地域の制限なし 事務部（入試広報） 併用可 併用可

川村学園女子大学

遠隔地居住者支援制度 在学中 1年次から4年次 学費支援

全学部・全学年

①自宅から大学までおおむね2時間30分以上を要する方。
②次の場所で、一人暮らしをしている方。
　　・我孫子キャンパス：我孫子市内及び隣接市
　　・目白キャンパス　 ：1時間以内で通学できる範囲。
③家計支持者の収入又は所得の基準に基づきます。

給付奨学金

180,000円(前後期各90,000円)

上記（6）に記載 制限なし 地域の制限なし 学生生活支援室 併用可 併用可

川村学園女子大学
学校推薦型選抜　入学金免除制度 その他 入学時のみ その他 入学金

全学部・全学科対象

学校推薦型選抜(指定校)の合格者で、本学が定める条件の方。
免除・減免

入学金250,000円

入学時 制限なし 地域の制限なし 事務部（入試広報） 併用可 併用可

川村学園女子大学

スポーツ特待生制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
その他

授業料減免

(1)全学部・全学科対象

(2)出願条件
　①高等学校もしくは中等教育学校の後期課程在学時における陸上競技での成績優秀者
　　（都道府県大会準決勝進出相当)であること。
　②本学第一志望であり、本学の学部・学科の内容を理解し、本学で学ぶ意欲があること。
　③入学後、本学の陸上競技部に所属すること。

なお、成績優秀者特待生制度と検定資格特待生制度との併用はできません。

免除・減免

陸上競技トラック種目において、全国・地方・都道府県規模の大会において、
準決勝以上で、各々授業料(750.000円/年)を4・2・1年間免除

4.２.1年間　※継続に関して
所属団体での活動継続及び
担当教諭の推薦等の条件あ
り

制限なし 地域の制限なし 事務部（入試広報） 併用可 併用可

川村学園女子大学
六華会奨学奨励金 その他 4年次 特待生・成績優秀者

　
全学部・若干名

人物・成績共に優秀な学生

給付奨学金

80,000円

４年次 上記（4）に記載 地域の制限なし 学生生活支援室 併用可 併用可

川村学園女子大学
川村学園奨学融資金 その他 毎年度一定の時期 学費支援

次の3つの条件をすべて満たす方
①就学上、経済的援助が必要と認められ、かつ、学生本人が学業継続の意志があると認められる。
②成績、素行、出席状況等を考慮し、学長が推薦する。
③奨学融資金の貸与を受けることにより、学業継続が可能となる。

貸与奨学金

単年度では、在学する学年度の学費の額を限度とし、累積融資限度額上限4,000,000円
までを無利子

選考決定後 制限なし 地域の制限なし 学生生活支援室 併用可 併用可

神田外語大学

浜風奨学金 在学中 3年生～4年生 その他 学納金を使途とする経済的支援

以下の全てに該当する者
・4年次の学生であること（申請は3年次の3月から認める）
・学費支弁者の死亡、失職などの事情に起因する経済状況の変化等により学業の継続が
困難になった者
・3年次終了時、卒業見込み証明書発行条件を満たす単位数を修得していること
・GPAが2.0以上であること
・3年次までの学納金を完納していること

貸与奨学金

貸与金額の上限は、諸会費を含めた1年間分の学納金額

一括貸与 若干名 地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

神田外語大学

留学生授業料減免制度 入学後
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

※外国人留学生特別入学試験での入学者を対象としています。

①留学生減免
1～4年次の留学生全員（ただし、国費留学生と留年した学生を除く）

②優秀減免
2～4年次の成績優秀者（各年次最大で6名）
前年度履修した単位数、成績、教員推薦等の条件を満たすこと

③特待減免
2～4年生の成績最優秀者（各年次で最大2名）
前年度履修した単位数、成績、教員推薦等の条件を満たすこと

給付奨学金

①留学生減免
授業料490,000円
施設設備費320,000円

②優秀減免
授業料490,000円
施設設備費160,000円

③特待減免
授業料490,000円
施設設備費80,000円

1年間（1年後に再度申請可
能）

上記に記入の通り 地域の制限なし 国際戦略部 併用不可 併用可

神田外語大学

TOEFL奨学金、TOEIC奨学金 在学中 TOEFL、TOEICで一定以上の得点を獲得した際に給付 資格取得支援制度

年2回（9月・3月）、規定のスコアを新規に達成した学生に奨学金を与える。（入学後の最高点が規定のスコアを満たした学生で、過去に該当スコアを達成したことに
対して奨学金の授与を受けたことのない学生が対象）

給付奨学金

①TOEFL奨学金
580点達成者：30,000円
600点達成者：70,000円
※579点以下からの達成者の場合：100,000円

②TOEIC奨学金
900点達成者：50,000円

TOEFL、TOEICで一定以上
の得点を獲得した際に給付

特になし 地域の制限なし 教務部 併用可 併用可

神田外語大学
給付型海外留学奨学金制度 随時 留学費用支援制度

認定留学（休学による留学は含まない）を利用し、かつ以下の全てに該当する者
・2年次から4年次までの学生であること
・留学の期間が3ヵ月以上1年以内であること
（ただし、本学のダブルディグリー制度を利用した場合に限り、その上限は2年とする）

給付奨学金

交換留学（1学期間：150,000円、2学期間：300,000円）
推薦留学・私費留学（1学期間：250,000円、2学期間：500,000円）

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 国際戦略部 併用可 併用可

神田外語大学
グローバル・リベラルアール学部　入学試験成績優秀者特別奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

一般選抜（一般入試、共通テストプラス入試、および共通テスト利用入試）を受験し合格と
なった者で、その成績が当該入学試験合格者の上位者であること、また2年次修了時まで
に60単位以上を取得していること

給付奨学金

最大200万円（3年次のSUNYへの留学費用相当額を給付）

一括給付 １５名 地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

神田外語大学
グローバル・リベラルアーツ学部　１・２年次成績優秀者特別奨学金 在学中 3年 特待生・成績優秀者

グローバルリベラルアーツ学部2年修了時に60単位以上取得、かつ平均GPAが3.0以上の上位6名
※入学試験成績優秀者特別奨学金の受給者は対象外です。 給付奨学金

100万円
一括給付 6名 地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

神田外語大学

佐野隆治記念奨学金 その他 大学４年次
特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

学業成績及び人物ともに優秀で、且つ次の各号のいずれかに該当する学生または団体
（１）大学が国際人育成を目的として特別に企画・募集する海外研修、留学、インターンシッ
プ、ボランティア活動等に参加する学生または団体
（２）自主的な学習や諸活動における努力やチャレンジ精神の発揮等により、在学期間中に
他の学生の模範となる特に優れた実績等をあげた学生または団体
（３）その他の本奨学金の対象として適当であると認められた学生または団体

給付奨学金

支給額は別に定める

１回限り 人数（団体数）制限なし 地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

敬愛大学
長戸路記念奨学金 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

建学の精神「敬天愛人」を具現化できる学生であり、次の一に該当するものとする
1）成績が優秀な者（自薦不可）
2）課外活動等により、学園の発展および社会に貢献をした者
（ボランティアやスポーツ等を通じて明るく豊かで活力に満ちた社会の実現に寄与し、他の範となる者）

給付奨学金

20万円以内

在学中１回を原則 複数名予定 地域の制限なし 学生支援室 併用可 併用可

敬愛大学
特待生制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

①入学試験成績の優秀な受験生（大学が指定する特待生選考を行う入試を受けた者）
②体育会からの推薦による優秀な受験生

免除・減免

入学金：全額減免
授業料：全額または半額減免

2年間（学業成績等の審査に
より継続できる。また、3年次
以も学業成績次第で卒業年
度まで適用される）

①若干名
②22名以内

地域の制限なし 学生支援室 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

国際武道大学

国際武道大学家計急変者奨学金 在学中 学費支援

1年生～4年生　体育学部生対象

1.学業成績、生活態度及び人物ともに優良かつ勉学に意欲がありながら、次のいずれかの理由により、学業継続が困難となった者
①在学中に、生計維持者の死亡、疾病、倒産、失職、事件、事故等により、突発的に経済的困窮度が高まり、学費の納入が著しく困難となった者
②在学中に、生計維持者が震災、火災、風水害等に被災し、突発的に経済的困窮度が高まり、学費の納入が著しく困難となった者
2.①及び②以外により経済的困窮度が高まり学費の納入及び学生生活が困難となった者

貸与奨学金

4年間に納める学費相当額以内

在学期間 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援センター事務室 併用可 併用可

国際武道大学

兄弟姉妹が複数在学する者に対する学費等減免 入学後 入学金・授業料減免

<1>2024年度以降の入学生
1.入学金免除の要件
①学部又は大学院に兄弟姉妹が在学する入学生
②学部又は大学院に兄弟姉妹が同時に入学する１名を除いた入学生
③学部又は大学院を既に卒業している兄弟姉妹がいる入学生
2.授業料免除の要件
①学部又は大学院に兄弟姉妹が在学している下級年次の者
②学部又は大学院に兄弟姉妹が同時に入学する1名を除いた者

<2>2023年度以前の入学生
1.入学金免除の要件
①学部又は大学院に兄弟姉妹が在学する入学生
②学部又は大学院に兄弟姉妹が同時に入学する１名を除いた入学生
③学部又は大学院を既に卒業している兄弟姉妹がいる入学生
2.授業料免除の要件
①学部又は大学院に兄弟姉妹が在学している下級年次の者
②学部又は大学院に兄弟姉妹が同時に入学する1名を除いた者

免除・減免

<1>1.①②③入学金120,000円
<1>2.①②授業料　初年次383,000円、2-4年次392,000円
<2>1.①②③入学金120,000円
<2>2.①②施設設備費　1-4年次371,000円

兄弟姉妹の在学が重なって
いる期間

人数制限なし 地域の制限なし 学生支援センター事務室 併用可 併用不可

国際武道大学
卒業生子女の入学における学費等減免 入学後 入学金・授業料減免

学部又は大学院の卒業生の子女である入学生

免除・減免

入学金120,000円

1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試・広報室 併用可 併用不可

国際武道大学
国際武道大学島嶼部入学者奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

次の条件を全て備えていることとする。
①本学の学部入学試験に合格し、入学手続きを行おうとする者
②保護者が島嶼部(沖縄県全域、鹿児島県島嶼部、長崎県島嶼部、島根県島嶼部、及び、北海道島嶼部)に在住している者
③学業・人物共に優れ健康な者

免除・減免

初年次　授業料370,000円

1回限り 30名 地域の制限なし 入試・広報室 併用可 併用不可

国際武道大学
災害救助法適用地域の在学生・入学予定者に対する学費等減免 随時

学費支援
入学金・授業料減免

次のいずれかに該当すると認められる者
①「災害救助法適用地域」の被災世帯の在学生または入学予定者
②学費等納付者（家族等）が「災害救助法適用地域」に単身赴任または出張等で重度の被災（死亡・行方不明・重症）をした場合

免除・減免

学費等の全期分または半期分を免除する
（被災の程度に応じ、本学の審査を経て一定の免除をする） 最大1年 人数制限なし 地域の制限なし

在学生は学生支援センター、入学
予定者及び受験者は入試・広報
室

併用可 併用可

国際武道大学

国際武道大学入学時成績優秀者奨学金 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1年生～4年生

A区分　入学試験「大学入学共通テスト利用選抜（前期日程又は後期日程）」において、2科目の合計得
　　　点率が90％以上の優秀な成績を収めた者
B区分　入学試験「大学入学共通テスト利用選抜（前期日程又は後期日程）」において、2科目の合計得
　　　点率が80％以上の優秀な成績を収めた者

免除・減免

A区分　当該年度に納入すべき入学金及び授業料の合計額
B区分　当該年度に納入すべき入学金及び授業料のそれぞれの額に100分の33を乗じて得た
額の合計額
　なお、A区分、B区分とも、2年生以上の奨学金においては、入学金を除き算出した額とする。 4年間

各学年10名以内
地域の制限なし 入試・広報室、企画課 併用可 併用不可

国際武道大学
国際武道大学私費留学生奨学金 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免

1年～4年生

①学業、人物ともに優れた者
②武道、スポーツの普及発展に寄与すると認められる者

免除・減免

2024年度入学生　年額　370,000円
2023年度以前入学生　年額　357,500円

1年間（毎年度審査あり） 24人以内 地域の制限なし 国際室 併用可 併用不可

淑徳大学
淑徳大学特別給付奨学金 在学中 全学年

特待生・成績優秀者
学費支援

全学年を対象とし、経済事情により学業の継続が困難とされる者のうち、学業成績・人物ともに優秀で他の学生の模範となる学生
給付奨学金

授業料に相当する額
1回（次年度応募可） 若干名 地域の制限なし 東京事務部学事担当 併用可 併用可

淑徳大学
淑徳大学一般給付奨学金 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
学費支援

全学年を対象とし、経済事情により学業の継続が困難とされる者のうち、学業成績・人物ともに優秀で他の学生の模範となる学生
給付奨学金

授業料の半額に相当する額
1回（次年度応募可） 若干名 地域の制限なし 東京事務部学事担当 併用可 併用可

淑徳大学
淑徳大学 外国人留学生給付奨学金 在学中

特待生・成績優秀者
学費支援

本学に在籍する私費留学生のうち、以下の条件をすべて満たす学生。
（１）人物・学業成績・技能等が優秀かつ健康で学費納入が困難な学生
（２）在留資格が「留学」の学生 給付奨学金

成績等により決定（次年度応募可）

1回限り 若干名 地域の制限なし 東京事務部学事担当 併用不可 併用可

聖徳大学

高校成績特待制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

受験時、基準に達している者は入学金半額免除
詳細は以下のサイトを参照
https://ouen.seitoku.ac.jp/exam2023/scholarship.html 免除・減免

入学金半額減免

人数制限なし 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

聖徳大学
資格特待制度 その他 申請不要 入学金・授業料減免

受験時、基準に達している者は入学金半額免除
詳細は以下のサイトを参照
https://ouen.seitoku.ac.jp/exam2023/scholarship.html

免除・減免

入学金半額免除

人数制限なし 地域の制限なし 入学センター 併用可 併用可

聖徳大学

在学特別奨学生 在学中 2年生～4年生
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

2年～4年生の全学生対象

経済的に修学困難な学生を対象に在学中の学業成績が特に優れ、かつ人物優秀な学生

Ⅰ種　年間授業料の半額を免除
Ⅱ種　年間授業料の３分の１を免除

生計維持者の年間収入、本人の年間GPAによる出願条件あり。

免除・減免

Ⅰ種　年間授業料の半額を免除
Ⅱ種　年間授業料の３分の１を免除

１年間 年間10名程度
地域の制限なし 教育支援課 併用可 併用可

聖徳大学 後援会助成金 在学中 卒業年次 学費支援
経済上の理由により校納金の納付が困難となった場合、その学生に学業を継続させるため授業料を貸与

貸与奨学金
年間授業料の範囲内

半期ごと 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

清和大学

清和大学特待生 入学後 特待生・成績優秀者

目的：学業、人物ともにすぐれた学生に奨学金を給付し、優秀な人材を育成する。
資格：1種…各年次の成績が抜群で人物がすぐれていること
　　　2種…各年次の成績が優秀で人物がすぐれていること

給付奨学金

1種…清和大学授業料相当額
2種…清和大学授業料相当額の半額

1か年 各学年若干名 地域の制限なし 学務課(学生係) 併用可 併用可

清和大学
清和大学スポーツ特待生 学校出願時 特待生・成績優秀者

競技実績が優れ、スポーツ特待生としてふさわしいと評価できる者
(対象部活：柔道・剣道・硬式野球・女子ソフトボール・陸上競技) 給付奨学金

非公表
4年間 各部による 地域の制限なし 入試広報センター 併用可 併用可

清和大学
清和大学学力特待生 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

学力及び人物が優れている者

給付奨学金

A 特待生 ： 入学料全額と４年間の授業料全額に相当する奨学金を給付
B 特待生 ： 入学料全額と４年間の授業料半額に相当する奨学金を給付
C 特待生 ： 入学料全額と４年間の授業料 1/4 に相当する奨学金を給付

4年間 若干名 地域の制限なし 入試広報センター 併用可 併用可

千葉工業大学
千葉工業大学経済的支援奨学生 学校出願時 学費支援

勉学意欲があるにもかかわらず、経済的困窮により修学の継続が著しく困難であること。同一年度内に家計急変奨学生の給付もしくは授業料の減額措置を受けて
いないこと。過去に留年していないこと。学部3・4年次が対象。

給付奨学金
免除・減免

授業料相当額を限度とする。
地域の制限なし 併用可 併用可

千葉工業大学
千葉工業大学家計急変奨学生 学校出願時 学費支援

勉学意欲があるにもかかわらず、直近1年以内に主たる家計支持者が死亡、生別、失業、長期療養等により経済的に困窮し修学の継続が著しく困難であること。同
一年度内に経済的支援奨学生の給付もしくは授業料の減額措置を受けていないこと。過去に家計急変奨学生の給付を受けていないこと。

給付奨学金
免除・減免

授業料相当額を限度とする。
地域の制限なし 併用可 併用可

千葉工業大学
千葉工業大学災害見舞奨学生 学校出願時 被災者資金支援

居住家屋が火災、風水害、地震等に被災し公的書類（り災証明書）により証明ができること。なお東日本大震災関連は含まない。
給付奨学金
免除・減免

20万円を限度とする。
地域の制限なし 併用可 併用可

千葉工業大学 千葉工業大学学生共済会学生納付金貸与 学校出願時 学費支援
学費支弁者が死亡、生別、失職あるいは病気や事故・災害により高額出費があった場合学費を貸与する。

貸与奨学金
原則として当該学年の学費相当額の2分の1とする（貸与総額は300万円まで）

地域の制限なし 併用可 併用可

千葉商科大学
成績優秀者表彰制度 入学後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

2～4年次生のうち、各年次の前年度終了時における年間GPAが3.50以上であり、また規定以上の単位を修得している者で、かつ当該学部・学科において他の学生
の模範となると認められる者。 免除・減免

1年間の授業料半額免除
地域の制限なし 併用可

千葉商科大学
資格取得特待生授業料減免制度 入学後

入学金・授業料減免
資格取得支援制度

１．日商簿記１級合格者または中小企業診断士1次試験全科目合格者
２．公認会計士論文式試験または税理士試験合格者 免除・減免

１．1年間の授業料半額免除
２．1年間の授業料全額免除 地域の制限なし 併用可

千葉商科大学
文化・スポーツ特待生授業料減免制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

優秀な文化活動実績又はスポーツ活動実績を有し、本学の入学試験において文化・スポーツ特待生に選ばれた者
免除・減免

初年度年間授業料の全額または半額免除。入学後の成績等により継続可能。
地域の制限なし 併用可

千葉商科大学
給費生授業料減免制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

給費生選抜対象入学試験において給費生に選ばれた者
免除・減免

初年度年間授業料の半額免除。入学後の成績等により継続可能。
地域の制限なし 併用可

千葉商科大学

卒業生子女等入学金減免制度 学校出願時 入学金・授業料減免

千葉商科大学、千葉商科大学付属高等学校卒業者若しくは千葉商科大学大学院修了者(以下「本学卒業者等」とする)又は前述学校在学生の2親等以内の受験生
が2024年度入試で出願し、合格した場合。
「2親等以内の者」とは、受験者を中心に考えて、両親、兄弟姉妹及び祖父母となります。このうちのどなたかが受験時に本学卒業者等又は在学生であれば対象と
なります。兄弟姉妹には、兄弟姉妹の配偶者も含むものとします
なお、本学卒業者等には千葉短期大学、巣鴨高等商業学校及び巣鴨経済専門学校の卒業者も含みます。

免除・減免

入学金から10万円減免

地域の制限なし 併用可

千葉商科大学
入試特待生授業料減免制度 入学手続時

入学金・授業料減免
資格取得支援制度

本学入試における商経学部合格者のうち、日本商工会議所の簿記検定1級有資格者（外国人留学生は除く）
免除・減免

初年度年間授業料の半額免除
地域の制限なし 併用可

千葉商科大学
大規模自然災害等に係る学費減免 学校出願時

入学金・授業料減免
被災者資金支援

本学が経済的支援を決定した災害により、学費負担者が所有する自宅家屋が全壊(流失)あるいは大規模半壊した場合。
※罹災証明書により被災状況を確認します。 免除・減免

入学検定料の納入免除、入学金の納入免除
地域の制限なし 併用可

千葉商科大学
一人暮らし支援制度 入学手続時 その他 一人暮らし支援制度

・大学入学と同時に一人暮らしを始める学部生対象。
・自宅から大学までの通学時間が１２０分以上。
・本学指定の学生寮・学生マンションへの入居に限る。
・留学生・編入学生は対象外。

その他

入居初期費用15万円の補助および初年度1年間に限り毎月2万円の家賃補助

地域の制限なし 併用可

千葉商科大学 資格検定試験等支援奨励金給付制度 在学中 1年生～4年生 資格取得支援制度
商経学部、サービス創造学部、人間社会学部、国際教養学部学部生のうち、学部が定めた資格検定試験を受験または合格した者。

給付奨学金
学部、資格検定試験による

学部、資格検定試験による 地域の制限なし 併用可

千葉商科大学 資格取得者等支援奨励金 在学中 1年生～4年生 資格取得支援制度
本学が定める資格検定試験に合格(内定)した者

給付奨学金
資格試験による

地域の制限なし 併用可

千葉商科大学 学生表彰制度 在学中 1年生～4年生 課外活動支援制度
国際、地域、環境、文化、ボランティア、体育、教育等の諸活動で活躍した者

給付奨学金
5,000円相当額給付

地域の制限なし 併用可

中央学院大学

特待生（新入生） 入学手続時
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

入学試験（推薦・受験）において、特に優れた成績をおさめたものおよび入学試験（総合型選抜）において、社会・文化・スポーツなどで顕著な功績をおさめたと認定
された者は、特待生の候補資格を有する。

給付奨学金
免除・減免

新入生第１種特待生　入学金および授業料の年額ならびに施設設備費を納入免除（推薦受験
を除く）
新入生第２種特待生　入学金および授業料の年額を納入免除
新入生第３種特待生　入学金および授業料の年額の２分の１を納入免除
新入生第４種特待生　入学金を納入免除
新入生第５種特待生　授業料の年額の２分の１を納入免除

入学年度のみ

新入生第１種特待生　12名
新入生第２種特待生　11名
新入生第３種特待生　12名
新入生第４種特待生　30名

地域の制限なし 学事部学生課 併用可 併用可

中央学院大学

特待生（在学中/社会・文化・スポーツなど） 在学中
２年～４年　該当者へは書類を郵送　書類に締め切りを明記（目安６月～
７月）

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

１年以上４年以内の在学の者で、社会・文化・スポーツなどで顕著な功績をおさめた者は、特待生の候補資格を有する。

給付奨学金
免除・減免

在学生第１種特待生　授業料の年額および施設設備費を納入免除
在学生第２種奨学生　授業料の年額を納入免除
在学生第３種奨学生　授業料の年額の２分の１を納入免除
在学生第４種奨学生　授業料の年額の３分の１を納入免除
在学生第５種奨学生　授業料の年額の４分の１を納入免除
在学生第６種奨学生　授業料の年額の１０分の１を納入免除

該当年度１年間

在学生第１種特待生　21名
在学生第２種奨学生　12名
在学生第３種奨学生　51名

地域の制限なし 学事部学生課 併用可 併用可

中央学院大学

私費外国人留学生特待生・奨学生 在学中 １～４年
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

私費留学生で、次の①及び③から⑤のすべてに該当する者は、特待生候補資格を有し、②から⑤のすべてに該当する者は、奨学生候補資格を有する。ただし、再
入学者は対象としない。
新入生条件
①入学試験の成績が著しく優れている者
②入学試験の成績が優れている者
③本学以外の機関から受給する奨学金の合計が月額７万円以下の者
④日本語能力試験において２級以上を取得した者、又は、日本留学試験の日本語科目において２００点以上を取った者
⑤入学時において国民健康保険等の社会保険に加入している者
在学生条件
①前年度のGPAが概ね2.0以上の者
②本学以外の機関から受給する奨学金の合計額が月額７万円以下の者
③本語能力試験において２級以上を取得した者、又は、日本留学試験の日本語科目において２００点以上を取った者
④国民健康保険等の社会保険に加入している者

給付奨学金

特待生は入学金および授業料年額に相当する金額の奨学金を支給する。奨学金はその相当
額を納入金から減免することにより奨学金にかえる。
奨学生については、授業料年額の５０％に相当する金額の奨学金を支給する。ただし、奨学金
はその相当額を納入金から減免することにより奨学金にかえる。

１年間
給付奨学金（２５万円・２０万円・
１５万円・１０万円・５万円）
38名　学部生（2022年度）

地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 併用可

中央学院大学

私費外国人留学生の授業料減免 在学中 １～４年・大学院１～２年
学費支援
入学金・授業料減免

在留資格が「留学」、又は「留学」に変更となることが見込まれているものであって、学業及び人物共に優れ、留学生活上の経済的援助が必要であると認められてい
る者とする。
授業料減免を行う外国人留学生の経済的な困窮基準は、当該年度の総収入見込額（母国からの送金、親戚等からの支援、アルバイト収入、奨学金（授業料減免
予定額を含む）、その他の収入の合計額が３００万円以下の者とする。次の各号に該当する留学生は授業料減免の対象としない。
①在留資格が「留学」ビザ以外の者（留学ビザに変更中の者は除く）
②代理徴収金、施設設備費、前期授業料を納入していない者（学費延納の許可者は除く）
③前年度の修得単位が原則２０単位未満の者（卒業見込がある者は除く）
④スポーツ特待生（年間授業料免除者）
⑤新入生特待生（年間授業料免除者）
⑥成業の見込のない者（留年者・留年確定者）
⑦履修登録をしていない者
⑧休学、退学、除籍者（予定者を含む）
⑨学則に違反した者、留学生として不適当と認められる者
⑩申請書類に虚偽がある者

給付奨学金
免除・減免

授業料の３０％（１００円未満は切り捨て）とする。
当該年度の学費納入額に際し、授業料から減免相当額を控除。

1年間 １００名（２０２2年度実績） 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可

中央学院大学

大規模災害罹災学生に対する学生納付金減免 在学中 １～４年
学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

学生納付金減免の内容、選考基準、申請の受付開始時期、減免適用年度、期間等については、本学ホームページおよび学内掲示板、学生ポータルにて公示す
る。

免除・減免

学生納付金減免の内容、選考基準、申請の受付開始時期、減免適用年度、期間等について
は、本学ホームページおよび学内掲示板、学生ポータルにて公示する。

学生納付金減免の内容、選
考基準、申請の受付開始時
期、減免適用年度、期間等
については、本学ホームペー
ジおよび学内掲示板、学生
ポータルにて公示する。

学生納付金減免の内容、選考基
準、申請の受付開始時期、減免
適用年度、期間等については、
本学ホームページおよび学内掲
示板、学生ポータルにて公示す
る。

地域の制限なし 学事部　学生課 併用可 併用不可

中央学院大学

留年生授業料減免 在学中 留年生 入学金・授業料減免

在学期間４年を越えかつ４年生を２回以上繰り返す者

免除・減免

通年で完結する科目に対して一科目８万円の授業料とする。
前期、後期または各セメスターで完結する科目に対して一科目４万円の授業料とする。
ただし、各セメスターで週２時限行なう科目は通年で完結する科目とみなす。
履修登録科目数に前記授業料を乗じ算出した額と年間授業料とを比較し低い金額を納入する
ことができる。

該当年度 制限なし 地域の制限なし 学事部　学生課 併用可 併用可

中央学院大学

特待生・奨学生（在学中/学業成績） 在学中 2年～4年
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

1年以上４年以内在学の者で、前年度の学業成績平均点90点以上の者で、かつ、標準単位数以上を各年次で修得した者は、特待生の候補資格を有する。

１年以上４年以内在学の者で、前年度の学業成績平均点80点以上の者で、かつ、標準単位数以上を各年次で修得し、学費の支弁が困難（家計支持者の収入制限
あり）に該当する者は、奨学生の候補資格を有する。

給付奨学金
免除・減免

特待生　授業料の年額を納入免除
２分の1（奨学生）　授業料の年額の２分の１を納入免除
３分の1（奨学生）　授業料の年額の３分の１を納入免除
４分の1（奨学生）　授業料の年額の４分の１を納入免除
10分の1（奨学生）　授業料の年額の１０分の１を納入免除

該当年度１年間

特待生　8名
２分の1（奨学生）　8名
３分の1（奨学生）　9名
４分の1（奨学生）　9名
10分の1（奨学生）　37名

地域の制限なし 学事部学生課 併用可 併用可

帝京平成大学
帝京平成大学特別奨学生制度 在学中 2年次以降 入学金・授業料減免

高い学修意欲がありながら、入学後家計支持者の死亡、失職（定年退職は除く）、長期入院や療養及び災害等で家計が急変し、経済的に修学を継続することが困
難となった者。 免除・減免

Ａ：授業料から30万円免除
Ｂ：授業料から20万円免除
Ｃ：授業料から10万円免除

地域の制限なし
池袋キャンパス教務課学生支援
係

併用可 条件有りで併用可

帝京平成大学
帝京平成大学冲永特待生制度 在学中 2年次以降

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学業成績が優れ、他の模範となるに相応しいと認められる者。
免除・減免

第1種：授業料から45万円免除
第2種：授業料から35万円免除 地域の制限なし

池袋キャンパス教務課学生支援
係

併用可 条件有りで併用可

帝京平成大学
帝京平成大学短期留学生奨学金貸付制度 在学中 帝京大学ダラムキャンパス短期留学参加時 留学費用支援制度

帝京大学ダラム分校短期留学参加者で、本奨学金の貸付を希望する者(春期、秋期ともに10名まで)。
貸与奨学金

30万円貸付(ダラムキャンパス寮費・食費に充当する。在学期間4年で卒業した場合は、奨学金
の返還を全額免除する。)応募時に通算GPAが2.7を超えている学生は40万円貸付。 春期・秋期　各10名 地域の制限なし 中野キャンパス教務課 併用可 条件有りで併用可

帝京平成大学 帝京平成大学ホリデー留学支援金 在学中 ホリデー留学参加時 留学費用支援制度
帝京平成大学のホリデー留学に参加する者。

給付奨学金
本学ホリデー留学参加費用合計額から、一定の割合を算出し決定する。

地域の制限なし 中野キャンパス教務課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

帝京平成大学
帝京平成大学薬学部特待生制度 その他 受験時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

総合型選抜、一般選抜において本学が定める基準点以上の成績の者。

免除・減免

特待生Ｓ：授業料全額免除
特待生Ａ：授業料半額免除
特待生Ｂ：授業料30％免除
※2年次以降学業成績により継続の審査を行います。

1年次～6年次までの6年間。
ただし、2年次以降は学業成
績により翌年度の継続に関
して審査を行う。

地域の制限なし 池袋キャンパス入試課 併用可 併用可

帝京平成大学
帝京平成大学特待生制度 その他 受験時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

総合型選抜Ⅰ期において、3日以上出願し特待生制度の選考対象となり基準以上の成績を収めた場合、また、一般選抜において、人文社会学部、ヒューマンケア
学部、健康メディカル学部、健康医療スポーツ学部を受験した者で本学が定める基準点以上の成績の者。 免除・減免

特待生Ａ：授業料45万円免除
特待生Ｂ：授業料35万円免除

1年次の一年間（2年次以降
は大学独自の奨学金制度を
申請できる）。

地域の制限なし 池袋キャンパス入試課 併用可 併用可

帝京平成大学
帝京平成大学ちはら台キャンパス学生寮奨学生制度 その他

1年生においては入学手続時、2・3・4年生においては在学中に申請する
こと

寮制度
入学金・授業料減免

学業成績が優れ、他の模範となるに相応しいと認められる帝京平成大学ちはら台キャンパス学生寮ルミエールちはら台の入寮者。入寮対象となるのは、健康医療
スポーツ学部に所属する女子学生。 免除・減免

1年次は寮費から216,000円 (月額18,000円)を免除する。
2年次以降は授業料から216,000円 (月額18,000円)を免除する。

原則として一年間。
ただし、出願資格を満たして
いれば、次年度以降も出願
可能。

地域の制限なし ちはら台キャンパス学務担当 併用可 併用可

帝京平成大学
特定災害の罹災者への支援制度 その他 都度

入学金・授業料減免
その他

授業料延納の許可など
本学の学生で、地震・風水害等特定災害の罹災者。

免除・減免
都度、状況に応じて。

地域の制限なし
池袋キャンパス教務課学生支援
係

併用可 条件有りで併用可

帝京平成大学
帝京大学ダラムキャンパス短期留学奨学特待生制度 在学中 ダラム短期留学参加時（秋期コースのみ） 留学費用支援制度

1～3年次のダラム短期留学参加条件を満たす者で、応募時IELTS Academic5.5以上の英語力保持者。
書類審査及び面接を行い、選定する。 給付奨学金

約160万円
若干名 地域の制限なし 中野キャンパス教務課 併用可 条件有りで併用可

帝京平成大学
帝京平成大学私費外国人留学生授業料減免制度 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

本学に在籍する外国人留学生で、学部の正規課程に在籍し、在留資格「留学」を有する私費外国人留学生
免除・減免

授業料の50％、40％、30％、20％、10％の免除
地域の制限なし

中野キャンパス教務課学生支援
係

併用可 条件有りで併用可

帝京平成大学
帝京大学ちば総合医療センター看護学生奨学金制度 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

・ヒューマンケア学部看護学科、健康医療スポーツ学部看護学科の全学年。
・卒業後、帝京大学ちば総合医療センターにおいて、看護師・助産師として勤務するもの。
　また、奨学金の貸付を受けた期間に相当する期間を帝京大学ちば総合医療センターに看護師・助産師として　　勤務した場合は返還免除が受けられます。ただ
し、この制度は就職が保証されるものではありません。就職採用試験に不合格となった場合、奨学金の返還が必要になります。

貸与奨学金

月額30,000円

1年次から4年次までの4年間 地域の制限なし
帝京大学ちば総合医療センター
（総務課）

併用可 併用可

東京歯科大学
特別奨学金 在学中 全学年

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

特別奨学生となることのできる者は、東京歯科大学歯学部に在学し、学業成績・人物が優秀でかつ健康であり、他の学生の模範にたる者とする。各学年の成績上
位1番から5名程度とする。

免除・減免

特別奨学金の額は、毎年度、委員会を開催し次年度の給付額を決定している

1年間 各学年5名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京情報大学

特待生制度 その他 公募ではなく、大学より毎年選出。 特待生・成績優秀者

新入生の場合
１．総合型選抜（未来創造型）、総合型選抜（課題研究型）の合格者
２．一般選抜、共通テスト利用選抜の合格者のうち成績上位者
３．特待生チャレンジ制度の申込者のうち成績上位者

二年次以降の場合
成績優秀者の中から選抜

免除・減免

授業料半額

１年間
1年生:成績優秀者の中から入学
定員10％を選抜
2年生以上:成績優秀者の中から
入学定員3％を選抜

地域の制限なし

東洋学園大学 東洋学園奨学金 在学中 2年次以上 学費支援
経済的理由により学業の継続が困難で、成績が優秀な学生

給付奨学金
上限45万円/年

１年間 若干名 地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

東洋学園大学

東洋学園大学特待生制度 その他
入試結果による。
①一般選抜入試合格者の上位成績優秀者
②学校推薦型公募制スポーツ推薦方式の上位成績優秀者

特待生・成績優秀者

①一般選抜入試合格者の上位成績優秀者
②学校推薦型選抜公募制：スポーツ推薦方式の上位成績者

免除・減免

①一般選抜入試合格者の上位成績優秀者
　特待生S　360万円/4年
　特待生A　90万円/年
　特待生B　45万円/年
　特待生Ｃ　入学金30万円/年
※特待生Sは1～4年次の授業料　最大減免額360万円　ただし2年次以降の継続については学
業成績により選考
※特待生A～Cは1年次のみ
②学校推薦型選抜公募制：スポーツ推薦方式の上位成績者
特待生C　入学金30万円/年
※1年次のみ

①特待生S：最長4年間※2年
次以降の継続については学
業成績により選考
　特待生A～C：１年間
②特待生C：１年間

いずれも若干名 地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

東洋学園大学
罹災者救援減免制度 在学中 1～4年次 被災者資金支援

天災・人災などにより家屋半壊以上の被害を受けた学生
免除・減免

上限45万円/年
１年間

人数制限なし 地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

東洋学園大学 学費月払い制度 在学中 1～4年次 その他 学納金を月々分割にて納入する制度
学費月払い制度の適用を希望する者（秋学期入学生を除く）

免除・減免
4月～翌2月の11回払い（毎月10万円、無利息）

在学中 人数制限なし 地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

東洋学園大学
入学金免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免

①本学在学生の兄弟姉妹及び本学園（東洋女子歯科医学専門学校、東洋女子短期大学、東洋学園大学）卒業生の子、孫、配偶者または兄弟姉妹などの二親等
以内の親族が入学する場合
②兄弟姉妹、親子、祖父母と孫、夫婦などの二親等以内の親族が同時に入学する場合
※②にのみに該当する場合は、2人目からの入学金を免除します。

免除・減免

入学金　30万円

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

東洋学園大学

留学支援制度 在学中 1～4年次
留学費用支援制度
入学金・授業料減免
その他

海外経験休学サポート制度

①短期留学（A海外文化演習、B国際体験演習（一部））が認められた学生
②長期留学（A国際交流センター特別留学、B協定校留学、C認定留学）が認められた学生
③国際キャリアプログラム（ICP）所属の学生
④休学留学（国際交流センターの定める基準に満たした学生） 給付奨学金

免除・減免

①_A　　　　　　助成金　5万円
①_B　　　　　　助成金　7万円
②共通　　 本学の授業料　90％減免（留学期間分）
②_A　　　　　　奨学金　年間50万円
②_B　　　　　　助成金　半年間15万円、年間30万円
③　　　 留学先の授業料　本学負担
④　　　　　　　 奨励金　半年間10万円、年間20万円

①プログラムごと
②留学期間分（半年間・1年
間）
③1年間
④海外経験期間分（半年間・
1年間）

①年間40名程度
②年間10名程度
③上限20名
④年間10名程度

地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

東洋学園大学
東洋学園大学同窓会奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援

全学年対象で、経済的困窮度が高く、成業の見込みがある者
給付奨学金

20万円/年
１年間

6名 地域の制限なし 入試室 併用可 条件有りで併用可

秀明大学

秀明大学給付型奨学金制度 その他 申請不要（入学試験合格者は自動判定） 特待生・成績優秀者

①学校教師学部・看護学部
対象：入学試験合格者
資格：入試の結果による

②総合経営学部・英語情報マネジメント学部・観光ビジネス学部
対象：入学試験合格者
資格：入試の結果による

給付奨学金

①学校教師学部・看護学部
区分：A奨学金～E奨学金
金額：400万円、300万円、200万円、120万円、30万円

②総合経営学部・英語情報マネジメント学部・観光ビジネス学部
区分：A奨学金～E奨学金
金額：200万円、120万円、80万円、40万円、20万円

①期間：4年間（E奨学金は初
年度のみ）
②期間：4年間（D・E奨学金
は初年度のみ）

①②人数制限なし 地域の制限なし 入試室 併用可 併用可

和洋女子大学

特待生制度（S型） 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜A日程（1日目）と大学入学共通テスト利用選抜Ⅰ期における成績上位者に対し、授業料・施設費を最大4年間免除する（2年次以降の継続条件あり）。全
学科対象。
一般選抜A日程（1日目）は、入試の成績において、2教科・科目の平均得点が80点以上の上位者から各学科ごとに選考。看護学科は、3教科・科目の平均得点が
80点以上の上位者から選考。
大学入学共通テスト利用選抜Ⅰ期は、入試の成績において、2教科・科目の平均得点が70点以上の上位者から各学科ごとに選考。

免除・減免

授業料および施設費（金額は学科により異なる）

最大4年間（2年次以降継続
条件あり）

入学定員（750名）の5％以内（※
N型特待生を含む）

地域の制限なし 入試・広報センター 併用可 条件有りで併用可

和洋女子大学
稗方・むら竹会奨学金 在学中 1－4年生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

成績優秀な学生を対象に家計の状況を考慮し給付する。全学年、全学科対象。
給付奨学金

30万円
一時金 11名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

和洋女子大学
フレンドシップ奨学金 在学中 1－4年生

学費支援
入学金・授業料減免

経済的理由により修学が困難になったボランティア活動に熱意のある学生へ給付する。全学年・全学科対象。
給付奨学金

10万円
一時金（学費充当） 年間100名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

和洋女子大学
育英奨学金 在学中 2-4年生

学費支援
入学金・授業料減免

家計急変により修学が困難になった学生に貸与する。採用は1回のみ。2年生以上、全学部・学科対象。
貸与奨学金

学費の半期分を上限とする希望額。
一時金（学費充当） 年間6名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

和洋女子大学 卒業生等寄附金奨学金 在学中 学科により異なる その他 学科により異なる
学科により異なる。

給付奨学金
学科により異なる。

一時金 学科により異なる。 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

和洋女子大学 海外留学支援金 在学中 2年生以上 留学費用支援制度
認定留学をする学生へ給付する。

給付奨学金
10万円

一時金 前後期各1名 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用可

和洋女子大学
海外学習支援奨学金 在学中 原則2年生以上 留学費用支援制度

国際学部に所属し、海外で学習する原則2年生以上の学生を対象に、成績、語学力により選考する。

給付奨学金

留学期間により10～30万円。

一時金

短期：6名
中期：40名
長期：8名

地域の制限なし 国際学部　国際オフィス 併用可 併用可

和洋女子大学
和洋学園後援会奨学金 随時

学費支援
入学金・授業料減免

全学部全学年対象（特待生等学費の支払いを免除されたものは除く）。学業成績・人物ともに優れ、修学意欲が高い者が、家計急変や災害等により学費の支弁に
支障を来し、修学継続が著しく困難になったもの。再選は認めない。 貸与奨学金

貸与額は、後援会の予算に基づき、年度ごとに定める。
授業料等納入金の6カ月分を上限とする。（授業料等に充当） 一時金

貸与人数は、後援会の予算に基
づき、年度ごとに定める。

地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

和洋女子大学
特待生制度（N型） その他

専願制入試（総合型選抜／学校推薦型選抜）の入学予定者で、特待生
（N型）を希望する者は、特待生選考試験への出願・受験が必要。

特待生・成績優秀者

特待生（N型）を希望する、総合型選抜および学校推薦型選抜の入学予定者に対し、特待生（N型）選考試験として国語と英語の試験を実施。選考試験の成績にお
いて、2教科・科目の平均得点が80点以上の上位者から各学科ごとに選考。特待生（N型）対象者は、授業料の半額を最大4年間免除する（2年次以降の継続条件
あり）。全学科対象。 免除・減免

授業料の半額（金額は学科により異なる）

最大4年間（2年次以降継続
条件あり）

入学定員（750名）の5％以内（※
S型特待生を含む）

地域の制限なし 入試・広報センター 併用可 条件有りで併用可

愛国学園大学
三浦亮一奨学基金 在学中 １～４年生

入学金・授業料減免
用途を定めない経済的支援

１～４年生対象

成績等が優秀な学生や家計急変により学業継続が困難と認められる者
給付奨学金

特に定めていない

前期・後期毎 前期・後期毎に各学年1名程度 地域の制限なし 学務課 併用可 併用可

開智国際大学

新・教育特待プログラム 学校出願時 特待生・成績優秀者

2024年度より、新たな特待制度として以下の4つのプログラムを設けました。
新・教育特待プログラムを希望する場合は、入試特待制度の総合型選抜、または一般選抜の各入試を併せて出願・受験してください（何回受験しても受験料は1回
分のみ）。

①教育深化プロジェクト【教育学部　初等教育専攻】
将来、小学校教諭として活躍できる教員を養成することを目的とし、小学校教員免許取得を目指す者が対象。

②ビジネス英語マスタープログラム【教育学部・国際教養学部】
英検2級以上の英語資格を有し、英語力を飛躍的に高め、将来ビジネスシーンで活用したいと強く望んで入学する全学生が対象。

③英語グローバル人材育成プログラム（アドバンス）【教育学部・国際教養学部】
英語力を基礎から着実に伸ばしたい全学生対象。

④データサイエンス・AI人材育成プログラム【国際教養学部】
文系理系の区別なく、データサイエンスの実践方法を基本から学ぶ意欲のある学生対象。

免除・減免

4年間で2,870,000円～250,000円学費免除（特待区分による）。
詳細は大学HPおよび学生募集要項をご確認ください。

S特待生：原則4年間
A特待生：入学時のみ

人数制限なし 地域の制限なし
アドミッションセンター（入試制度・
オープンキャンパス）・総務会計課
（学費）

併用可 併用可

開智国際大学

入試特待制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

本学の入試特待制度に出願し、受験すること。

①学校推薦型選抜
　【指定校推薦型】　　　高等学校の評定平均値により決定

②総合型選抜
　【AO型（自己推薦）】  実績、意欲などにより決定
　【国際バカロレア型】　国際バカロレアのスコアにより決定
　【特待チャレンジ型】　入試の結果により決定

③一般選抜
　【共通テスト利用型】　共通テストの得点により決定
　【特待型】　　　　　　入試の結果により決定

免除・減免

4年間で3,920,000円～150,000円学費免除（特待区分による）。
特選抜方法により異なりますので、詳細は学生募集要項をご確認ください。

S特待生：原則4年間
A特待生：入学時のみ

人数制限なし 地域の制限なし
アドミッションセンター（入試制度・
オープンキャンパス）・総務会計課
（学費）

併用可 併用可

開智国際大学

語学資格特待制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

指定の資格を保有し、本学の入学試験に合格した者。

①英語資格（英検※）　            2級：A1特待、準1級以上：S3特待
②日本語漢字能力検定（漢検）　2級以上：A1特待

※英検以外の各試験団体のデータを特待選考に使用できます。
詳細は本学募集要項をご確認ください。

免除・減免

S3特待：4年間で2,070,000円入学金・学費免除。
A1特待：入学金全額免除。

S3特待：原則4年間
A1特待：初年度のみ

人数制限なし 地域の制限なし
アドミッションセンター（入試制度・
オープンキャンパス）・総務会計課
（学費）

併用可 併用可

開智国際大学
卒業生子女・弟妹優遇制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

父母が本学の卒業生、または入学時に兄姉が本学に在籍している者が出願時に届け出た場合。

免除・減免

入学金全額免除

初年度のみ 人数制限なし 地域の制限なし
アドミッションセンター（入試制度・
オープンキャンパス）・総務会計課
（学費）

併用可 併用可

開智国際大学
私費外国人留学生奨学金制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

本学の外国人留学生入試の出願資格を有し、下記のAもしくはBの条件を満たす者。
A：授業料を除く年間仕送り額が月平均9万円以下
B：在日している扶養者の年収が500万円未満の場合

免除・減免

4年間で1,110,000円学費免除。

原則4年間 人数制限なし 地域の制限なし
アドミッションセンター（入試制度・
オープンキャンパス）・総務会計課
（学費）

併用可 併用可

開智国際大学
留学生N1特待制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

本学の外国人留学生入試の出願資格を有し、本学が指定する期日までに日本語能力試験JLPTのN1を取得した者。

免除・減免

4年間で2,070,000円学費免除。

原則4年間 人数制限なし 地域の制限なし
アドミッションセンター（入試制度・
オープンキャンパス）・総務会計課
（学費）

併用可 併用可

開智国際大学

各種語学検定試験助成制度 入学後 資格取得支援制度

・TOEIC IP（日本人学生のみ）
・日本語能力試験　JLPT（留学生のみ）
・日本語検定（教育学部1、2年生のみ） 免除・減免

受験料全額 ①4回受験可（国際教養学部
日本人：TOEIC×4回、国際
教養学部留学生：JLPT×4
回、教育学部：日本語検定×
2回、TOEIC×2回）

人数制限なし 地域の制限なし キャリアセンター 併用可 併用可

開智国際大学 公務員試験チャレンジ支援 入学後 就職支援
本学と協力関係にある専門学校もしくは資格スクールに通って公務員試験に合格した場合。

給付奨学金
「入学金」「入学金を除く諸費用の最大半額（最大20万円まで）」を支給。

①１回限り 人数制限なし 地域の制限なし キャリアセンター 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

千葉科学大学

兄弟姉妹学納金減免制度 入学後 入学金・授業料減免

兄弟姉妹と在学期間が重複し、以下を満たす学生
１）戸籍上、兄弟姉妹であること。
２）申請時、兄姉が休学あるいは休学申請を行っていないこと。
３）申請時、兄姉が学納金を滞納していないこと。
４）兄姉が留年していないこと。
５）兄姉が懲戒処分を受けていないこと。

弟妹が入学した初年度のみ下記の通り減免する
　上級年次：授業料半額免除
　下級年次：入学金10万円免除

なお、減免対象学生が同一年次に在籍する場合、兄姉に該当する減免対象学生の授業料を入学した初年度のみ半額免除し、一番下の弟妹に該当する減免対象
学生の入学金を10万円免除とする。

免除・減免

上級年次：授業料半額免除　最下級年次：入学金10万円免除

弟妹が入学した初年度のみ
適用

人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部　学生課 併用可 併用可

千葉科学大学

自然災害による修学困難学生に対する授業料等減免措置に関する制度 随時 入学金・授業料減免

自然災害により家庭事情が急変し、勉学を継続する意志があるにもかかわらず経済的に修学困難となる以下の各号のいずれかに該当する者
１）学費支弁者の居住する家屋が損壊・流出、又は浸水等の被害を受けている場合
２）市町村による避難勧告又は学費支弁者の居住する家屋の立入禁止区域指定が１か月以上の場合
３）学費支弁者が死亡、行方不明、長期療養中若しくは重度な障害を負っている場合
４）その他、災害の状況に応じて理事長が必要と認めた場合

当該災害発生年度に措置の対象となった者に対する措置は、被災程度に応じ下記のとおりとする。ただし、特待生入試制度に基づく特待生の期間は除く。
【年間授業料全額免除】
・学費支弁者の被害程度
１　居住する家屋半壊以上、又は流出
２　市町村による避難勧告又は居住する家屋の立入禁止区域指定が1ヶ月以上
３　死亡、行方不明、長期療養若しくは重度障害
４　居住する家屋の床上浸水

入学以前に被災した者及び当該災害発生年度に申請をしていない者の措置は、下記のとおりとする。
【入学金全額免除・年間授業料半額免除】
・学費支弁者の被害程度
１　居住する家屋半壊以上、又は流出
２　市町村による避難勧告又は居住する家屋の立入禁止区域指定が1ヶ月以上
３　死亡、行方不明、長期療養若しくは重度障害
４　居住する家屋の床上浸水

【入学金全額免除】
・学費支弁者の被害程度
１　居住する家屋の一部損壊
２　居住する家屋の床下浸水

なお、高等教育修学支援制度に係る授業料等減免制度の適用者となった場合、授業料等減免制度を適用し、その残額に上記減免措置を行う。

免除・減免

被害状況に応じて下記減免を適用
【当該年度に被災】
・年間授業料全額免除

【入学以前に被災】
・入学金全額免除および年間授業料半額免除
・入学金全額免除

1年を超えない期間 人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部　学生課 条件有りで併用可 併用可

千葉科学大学

入試特待生制度 学校出願時 入学金・授業料減免

【2022年度入学生 対象実績】

入試得点率に応じて、成績上位者に対して4年間(薬学部6年間)の授業料の免除を行う。
対象入試：特待生推薦入試、一般前期A方式、B方式、共通テスト利用入試（前期）、共通テスト利用入試（パイロットコース）

【特待生推薦入試】
全学部……最大10名。入学金および学友会費を除く1年間全学費免除

【一般前期A方式、B方式、共通テスト利用入試（前期）、共通テスト利用入試】
薬学部……特待生S：6年間の授業料部分を100％免除4名、特待生A：6年間の授業料部分を50％免除7名、特待生B：6年間の授業料部分を30％免除11名
※「入試得点率」を満たした受験生の成績順に該当人数を特待生合格者とします。従って「入試得点率」を満たしていても成績順位によっては下位の特待生種別と
なる場合、もしくは特待生となれない場合があります。
看護学部・危機管理学部……特待生S：4年間の授業料部分を100％免除9名、特待生A：4年間の授業料部分を50％免除16名、特待生B：4年間の授業料部分を
30％免除28名
※「入試得点率」を満たした受験生の成績順に該当人数を特待生合格者とします。従って「入試得点率」を満たしていても成績順位によっては下位の特待生種別と
なる場合、もしくは特待生となれない場合があります。

【注意事項】
　継続には一定の条件があります。
　2023年度の入試特待生については、2023年度千葉科学大学入学試験要項を確認ください。

免除・減免 地域の制限なし 入試広報部 併用可 併用不可

千葉科学大学

特待生制度 在学中 学部2年次以上 特待生・成績優秀者

学部２年次以上であり、学業優秀で健康かつ良識のある学生を対象

１）特待生は、授業料から下記金額が免除される。

薬学部　　　　20万円
危機管理学部　14万円
看護学部　　　14万円

なお、高等教育修学支援制度に係る授業料等減免制度の適用者となった場合、授業料等減免制度を適用し、その残額に対して上記金額を免除する。

２）留年歴のある学生を除いた各学科の在学生数に応じて選出者数を決定し、上位成績優秀者を特待生とする。なお、他の学内授業料等減免制度と重複する場
合、減免金額の大きい減免制度を適用する。

３）期間は１年とする。

免除・減免

薬学部　　　　20万円
危機管理学部　14万円
看護学部　　　14万円

１年間 各学科の在学生数に応じて選出 地域の制限なし 教学支援部　学生課 併用可 併用不可

千葉科学大学

私費外国人留学生学納金減免制度 在学中 1年次より 入学金・授業料減免

在留資格「留学」を有する留学生を対象とする。
ただし、当該年度に次のいずれかに該当する者は除く。
１）公費外国人留学生
２）休学中の者
３）留年した者（ただし、病気等やむを得ない事由により留年した者を除く。）
４）出席が常でない者
５）申請書の「平均収入月額－平均学費月額」（１月当たりの生活費）が87,000円を超える者
６）経費支弁者の年収が800万円を超える者
７）住居の賃料月額が65,000円を超える者

減免額
１）授業料の30％免除
２）本学と教育交流協定を締結している大学等又は学園が業務委託契約を行っている日本語学校等から入学する留学生は、入学金を免除。
ただし、当該大学及び日本語学校等における正規の課程を修了した卒業生（修了生）に限る。

授業料減免の期間は原則として１年間とする。
ただし、標準修業年限４年（薬学部薬学科においては６年間）の期間中は継続できるものとする。

免除・減免

授業料の30％免除
入学金の免除（本学と教育交流協定を締結している大学等又は学園が業務委託契約を行って
いる日本語学校等から入学する留学生を対象）

減免期間は1年間（修業年限
期間中の継続審査あり）

人数制限なし 地域の制限なし 教学支援部　グローバルセンター 併用可 併用不可

千葉科学大学

女子寮 入学手続時 寮制度

原則 新入生の女子生徒のみ対象

入寮期間
・4月1日から翌年2月末までの11ヶ月
　なお、学生から希望があり本学委員会で認められた場合、12カ月に限り入寮継続ができる。

学生寮寮費
入寮費：40,000円（入寮時のみ）
寮　費：781,000円/年額

内訳
室料費：45,000円/月額
管理費：26,000円/月額（共有部分・居室の光熱水費及びインターネット使用料を含む）
合　計：71,000円/月額

食　費：実費（朝食250円、夕食420円・材料費の高騰等で変動の可能性有）

寮費の納入
・入寮時までに寮費（室料費・管理費）を年額一括（11ヶ月）で納入
　なお、寮費は春・秋の分割納入が可能
　春：430,500円（入寮費含む）
　秋：390,500円

その他

入寮費：40,000円（入寮時のみ）
寮　費：781,000円/年額（室料費：45,000円/月額　管理費：26,000円/月額）
食　費：実費（朝食250円、夕食420円・材料費の高騰等で変動の可能性有）

入寮期間：4月1日から翌年2
月末までの11ヶ月

32人（32部屋） 地域の制限なし 教学支援部　学生課 併用可 併用可

ＳＢＣ東京医療大学
特待生制度（初年次） 学校出願時

特待生・成績優秀者
その他

授業料免除

一般兼スカラシップ選抜における合格者の中から、学科試験の合計得点が８割以上を満たしている者から成績上位者を選出。
最大、理学療法学科１０名、整復医療・トレーナー学科５名、看護学科１０名。

免除・減免

授業料　年額7０万円

初年度1年間

理学療法学科１０名、整復医療・
トレーナー学科５名、看護学科１
０名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

ＳＢＣ東京医療大学
高等教育の修学支援新制度に係る授業料減免制度及び給付型奨学金 在学中 全学年

入学金・授業料減免
その他

給付奨学金
文部科学省の高等教育修学支援新制度の利用対象校である。
学業及び家計要件を審査の上対象となった方は、支援区分に応じた授業料の減免及び給付奨学金の受給、1年生は入学金の減免が受けられる。

給付奨学金
免除・減免

給付、減免
金額は支援区分による 原則、修業年限まで。 地域の制限なし 学務課 併用可 併用可

ＳＢＣ東京医療大学
特待生制度（2年次以降） 在学中 2年生～4年生

特待生・成績優秀者
その他

授業料免除

毎年、各学科の成績上位２名ずつを特待生候補とし、人物や学内生活を考慮したうえで特待生とする。
２年次以降の特待生の納入免除範囲は1年間の授業料。 免除・減免

1年間の授業料

1年間
各学科各学年2名を上限とする

地域の制限なし 学務課 併用可 併用可

ＳＢＣ東京医療大学

SBCメディカルグループ　看護師育成修学資金制度 その他
第一期：2023年10月1日～12月31日
第二期：2024年4月1日～7月31日

学費支援
用途を定めない経済的支援
資格取得支援制度

対象：看護学科

応募資格：
（１ ） 現在大学看護学部又は看護学科（ 大学院を除く、短期大学看護学科、看護専門学校など、卒業後の看護師免許の取得を目的とする教育機関に在学中、又
は2024年4 月に当該教育機関に入学予定の方
（２ ）看護師免許取得後、当グループの医療機関に勤務できること
（３ ）心身ともに健康であること

貸与奨学金

貸付開始から正規の修学期間が終了するまでの期間、毎月5 万円　最大4 年間（48か月）で、
合計貸付金額240 万円

貸付開始から正規の修学期
間が終了するまでの期間、
毎月5 万円　最大4 年間（48
か月）

若干名
地域の制限なし 学務課 併用不可 併用不可

植草学園大学

新入生対象スカラシップ制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

①大学入学共通テスト利用入試Ａ日程の受験者
②総合型選抜入試・学校推薦型選抜（公募制・指定校制）入試・植草学園大学附属高等学校特別選抜試験で合格し、手続を完了した者で、①の試験を再度受験す
ることによってスカラシップ制度を利用する者（本学の受験料は免除）
※入学後の学修成績等によっては、適用外となることがあります。また、在学生スカラシップ制度及び本学独自の奨学金制度との重複はできません。 免除・減免

・合格者の成績上位10％以内
　入学金全額免除、授業料1～4年次全額免除

・合格者の成績上位20％以内
　入学金全額免除、授業料1～4年次半額免除

※施設費・教育充実費等は、免除の対象外

原則4年間。ただし、入学後
の学修成績等によっては、適
用外となることがあります。

地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

植草学園大学
学校法人植草学園植草こう特別教育資金 在学中 大学2年次・4年次の5月 学費支援

2年次・4年次在籍者
経済的理由により修学困難な者のうち、次のいずれかに該当するものとします。
①特に成績優秀な者で、大学の長より推薦されたもの
②課外活動等において、特に功績があった者で、大学の長より推薦されたもの

給付奨学金

15万円（限度額）

1回 3名～4名 地域の制限なし 学務課（学生係） 併用不可 条件有りで併用可

植草学園大学
在学生対象スカラシップ制度 その他 1年次～3年次における成績が学部毎に上位5％以内の者を学校が選ぶ

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

①1年次～3年次における成績が学部毎に上位5％以内であること。
②学生生活全般を通じて態度行動が良好であること。
③新入学生スカラシップ制度対象者でないこと。

給付奨学金

200,000円

1回限り 地域の制限なし 学務課（学生係） 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

三育学院大学

三育学院奨学金 在学中 ５月上旬
特待生・成績優秀者
学費支援

出願資格

次の諸条件を満たす者
１．出願時より最低１年以上在学見込みの正規生
２．人物が優秀な者
３．学資の支弁が困難な者
４．学業成績が優良な者

給付奨学金

年額2０万円

年２回，６月および12月の指
定日に分割支給する。

若干名 地域の制限なし 教務・学生課 併用可 条件有りで併用可

三育学院大学

看護学科特待生奨学金【2023年度入学予定者向け】 学校出願時
特待生・成績優秀者
学費支援

出願資格

新入学生の中で次の諸条件を満たす者
１. 正規生志望(指定校・系列校・公募Ⅰ期、AOⅡ期特待)の入学志願者
２. 学業成績が優秀な者
３. 人物が優秀な者
４. 学資の支弁が困難な者

給付奨学金

Ａ種　入学年度１年間の授業料相当額
Ｂ種　入学年度1年間の授業料50％相当額

入学時と1年次10月の2回に
分けて交付。

Ａ種　若干名
Ｂ種　6名以内

地域の制限なし 入試広報課 併用可 条件有りで併用可

三育学院大学

千葉県保健師看護師奨学金（名原壽子奨学金） 在学中 5月上旬の指定された期日
特待生・成績優秀者
学費支援
就職支援

出願資格

１．看護学部正規生　ただし3年次，4年次は保健師課程の正規生
２．人物が優秀な者
３．卒業後直ちに千葉県内において保健師または看護師として就業することを誓約する者
４．学業成績が優秀な者
５．学資の支弁が困難な者

その他

第一種　年間60万円
第二種　年間20万円

年2回，6月及び12月の指定
日に分割支給する

第一種：4名，第二種：8名　原則
として各学年から第一種：1名，
第二種：2名

千葉県 教務・学生課 併用可 条件有りで併用可

三育学院大学

国際看護実習Ⅰ奨学金 在学中 5月上旬
特待生・成績優秀者
学費支援

出願資格

学科の指定する海外大学の海外研修に参加を希望する者で次の条件を満たす者
１．前年度の英語科目GPAが2.30以上の者
２．人物が優良な者
３．海外研修に意欲のある者

給付奨学金

50,000円

７月中旬（2019年度実績） 出願資格を有し，出願する者 地域の制限なし 教務・学生課 併用可 併用可

三育学院大学

国際看護実習Ⅱ奨学金 在学中 4年生
特待生・成績優秀者
学費支援

出願資格

1.前年度の英語科目GPAが2.30以上の者
2.人物が優良な者
3.国際看護実習に意欲のある者

給付奨学金

50,000円

 ７月の指定日に支給する。 出願資格を有し，出願する者 地域の制限なし 教務・学生課 併用可 併用可

三育学院大学

勤労学生奨学金 在学中
在学生は新学年度開始前の学校指定日まで，新入生は入学後1週間以
内。

学費支援

出願資格

次の諸条件を満たす者
１．正規生および１学期に６単位相当以上を履修する科目等履修生
２．学資の支弁が困難な者
３．健康で労作部門の要求に応え得る者
４．人物が優秀な者
５．学業成績が優良な者

免除・減免

Ａ種［最低額　728,000円，最高額　770,000円］
Ｂ種［最低額　546,000円，最高額　577,500円］
Ｃ種［最低額　364,000円，最高額　385,000円］

月額　Ａ種［最低額72,800
円，最高額 77,000円］
Ｂ種［最低額54,600円，最高
額57,750円］
Ｃ種［最低額36,400円，最高
額38,500円］
を10ヶ月にわたって支給す
る。評価に基づき最高50,000
円までの精勤賞を年　度末
に支給する。

Ａ種8～10名，Ａ種に応じてＢ種, 
Ｃ種の枠を決定する（全学）。学
内勤労経験のある在学生を優先
して採用する。

地域の制限なし 教務・学生課 併用可 条件有りで併用可

青山学院大学

入学前予約型給付奨学金　「地の塩、世の光奨学金」 その他 入学前
特待生・成績優秀者
学費支援

本学へ入学を希望する首都圏（東京都（島しょ部を除く）・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外の出身者で学業成績が優秀であるにもかかわらず、経済的理由で進学が
困難な学生

給付奨学金

500,000円(年額)

原則4年間支給 約350名（予定） 地域の制限なし
学費・奨学金課（青山キャンパス）
学生生活課（相模原キャンパス）

青山学院大学

青山学院大学経済支援給付奨学金 入学後 学費支援

成業が見込める者で、経済的理由により学費支弁が困難な者

給付奨学金

年間授業料相当額限度

51名 地域の制限なし
学費・奨学金課（青山キャンパス）
学生生活課（相模原キャンパス）

青山学院大学

青山学院大学経済支援給付奨学金（緊急対応） 入学後 学費支援

本学に在籍する学生で、緊急不測の事態等により学費およびその他の納入金支弁が困難となった者

給付奨学金

年間授業料相当額限度

18名 地域の制限なし
学費・奨学金課（青山キャンパス）
学生生活課（相模原キャンパス）

青山学院大学

青山学院大学経済援助給付奨学金 入学後 学費支援

本学の4年次学生のうち、経済的理由により学費等の支弁が困難となった者

給付奨学金

500,000円(年額)

9名 地域の制限なし
学費・奨学金課（青山キャンパス）
学生生活課（相模原キャンパス）

青山学院大学

青山学院万代基金給付奨学金 入学後 学費支援

経済困窮により、修学が困難となった学生

給付奨学金

年間授業料相当額限度

112名 地域の制限なし
学費・奨学金課（青山キャンパス）
学生生活課（相模原キャンパス）

青山学院大学

青山学院大学産学合同万代外国留学奨励奨学金 入学後 留学費用支援制度

海外留学を志す者

給付奨学金

250,000円～2,000,000円（年額）
1)協定校留学奨励奨学金　500,000円
2)認定校留学奨励奨学金　500,000円～1,000,000円
3)世界トップレベル大学留学奨励奨学金(協定校)
　1)に追加して500,000円
4)世界トップレベル大学留学奨励奨学金(認定校)
　2)に追加して1,000,000円
※1)～4)につき半期留学の場合は、半額給付

1)27名
2)2名
3)10名
4)3名

地域の制限なし
国際センター（青山キャンパス）
国際センター（相模原キャンパス）

青山学院大学

青山学院大学産学合同外国人留学生グローバル奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

学業成績優秀者

給付奨学金

300,000円（年額）
きわめて優秀と認められる学部生（2年次以上）のみ500,000円（年額）
※年度の予算を超過する場合にはひとりあたりの給付額を一律に減額して調整 239名 地域の制限なし

国際センター（青山キャンパス）
国際センター（相模原キャンパス）

青山学院大学

青山学院大学学業成績優秀者表彰 その他 特待生・成績優秀者

2 年次以上の学生で前年における学業成績が優秀と認められる者

給付奨学金

副賞金
50,000円～200,000円 最優秀賞 82名

優 秀 賞 82名
奨 励 賞123名

地域の制限なし
学費・奨学金課（青山キャンパス）
学生生活課（相模原キャンパス）

青山学院大学

青山学院国際交流奨学金 入学後 留学費用支援制度 給付奨学金

300,000円（年額）

派遣 5名
受入 15名

地域の制限なし
国際センター（青山キャンパス）
国際センター（相模原キャンパス）

亜細亜大学

亜細亜大学特待生 その他 合格発表時に大学から特待生候補者に対し通知(本人申請制ではない)
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般入試（学科別）、大学入学共通テスト利用入試、全学統一入試、外国人留学生入試A方式、外国人留学生入試B方式の合格者のうち、各学部の成績上位者
（経営学部　56名以内、経済学部　25名以内、法学部　32名以内、国際関係学部　26名以内、都市創造学部　15名以内）で、いずれも所定の期間内に入学手続き
を完了した者。
※前年度の学業成績が当該学部の上位から5%以内であるときは、各学部教授会の意見を聴いて、2年次以降も継続して特待生として認定し、授業料の全額を免除
する。

免除・減免

入学金および当該年度の授業料を免除
①新入生　経営学部・経済学部・法学部　99万円、国際関係学部・都市創造学部　103万円
②２～4年次　経営学部・経済学部・法学部　76万円、国際関係学部・都市創造部部　80万円
※いずれも令和5年度実績額

①1年間
②2年次以降も前年度の学
業成績が当該学部の上位か
ら5%以内であるときは、各学
部教授会の意見を聴いて、２
年次以降も継続して特待生
として認定

1学年　経営学部　56名以内、経
済学部　25名以内、法学部　32
名以内、国際関係学部　26名以
内、都市創造学部　15名以内

地域の制限なし
(新入生)入試部 アドミッションセン
ター/(2年次以上)学生部 学生セ
ンター

併用可 併用可

亜細亜大学

亜細亜学園奨学金 在学中
①2年生以上
②本人からの申請制ではない(大学で選考)

その他 成績優秀者に対する報奨

学力・人物ともに優れた者で、経営学部　経営学科　2年次以上各学年8名・ホスピタリティ・マネジメント学科　2年次以上各学年4名・データサイエンス学科　2年次
以上各学年1名、経済学部　2年次以上各学年7名、法学部　2年次以上各学年9名、国際関係学部　国際関係学科　2年次以上各学年4名・多文化コミュニケーショ
ン学科　2年次以上各学年4名、都市創造学部　　2年次以上各学年4名 給付奨学金

年額10万円
①１年間
②１回限り
③次年度以降も選考される
場合有り

「（３）対象学年・学部・資格・条
件」のとおり

地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学

東急奨学金(一般学生奨学金) 在学中
①2年生以上
②本人からの申請制ではない(大学で選考)

その他 成績優秀者に対する報奨

学力・人物ともに優れた者で、経営学部　経営学科　2年次以上各学年2名・ホスピタリティ・マネジメント学科　2年次以上各学年1名・データサイエンス学科　2年次
以上各学年1名、経済学部　2年次以上各学年2名、法学部　2年次以上各学年3名、国際関係学部　　国際関係学科　2年次以上各学年1名・多文化コミュニケー
ション学科　2年次以上各学年1名、都市創造学部　2年次以上各学年1名 給付奨学金

年額8万円
①１年間
②１回限り
③次年度以降も選考される
場合有り

「（３）対象学年・学部・資格・条
件」のとおり

地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学

青々会奨学金 在学中
①2年生以上
②本人からの申請制ではない(大学で選考)

その他 成績優秀者に対する報奨

学力・人物ともに優れた者で、経営学部　2年次以上各学年2名、経済学部　2年次以上各学年2名、法学部　2年次以上各学年2名、国際関係学部　2年次以上各学
年2名、都市創造学部　2年次以上各学年1名。

給付奨学金

年額10万円
①１年間
②１回限り
③次年度以降も選考される
場合有り

「（３）対象学年・学部・資格・条
件」のとおり

地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学

太田奨学基金育英奨学金 随時
学費支援
その他

家計急変者支援

①人物、学業成績が優秀で、下記により家計の事情急変により、経済上、教育上援助が必要と認められる学生。
(1)　主たる家計支持者が死亡した場合
(2)　主たる家計支持者が失職した場合(定年退職及び転職のための失職は含まない。)
(3)　主たる家計支持者が病気又は事故等で収入が著しく減少した場合

②家計急変事由発生後１年以内

給付奨学金
免除・減免

①年額30万円以内の奨学金の給付
②①のほか家計困窮度に応じて授業料の全額又は一部を免除 ①当該年度１年以内

②次年度以降も引き続き育
英奨学生として認定されたと
きは、この限りでない。
③最長で12か月間の採用

①人数制限なし 地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学

亜細亜大学派遣留学プログラム奨励金 その他
①派遣留学出発前
②本人からの申請制ではない(大学で選考)

留学費用支援制度

亜細亜大学の派遣留学プログラムにより留学する学生で以下の基準上位者

①AUAP奨励金
TOEIC Listening&Reading Test(本学で１年次の12月に実施するTOEIC Listening&Reading Test IPテストを含む)で600点以上を取得した者(ただし、英語のネイティブ
スピーカー及び英語を公用語とする国の出身者を除く)
②AUASP奨励金
TOEIC Listening&Reading Test(本学で１年次の12月に実施するTOEIC Listening&Reading Test IPテストを含む)で600点以上を取得した者(ただし、英語のネイティブ
スピーカー及び英語を公用語とする国の出身者を除く）
③AUCP奨励金
中国語検定試験(AUCP参加要件である１年次の11月実施対象)の３級以上に合格した者(ただし、中国語のネイティブスピーカー及び中国語を公用語とする国の出
身者を除く）

給付奨学金

①AUAP奨励金　年額150,000円
②AUASP奨励金　年額100,000円
③AUCP奨励金　年額50,000円

※各プログラムはHP参照のこと
AUAP:https://www.asia-u.ac.jp/international/auap/
AUASP:https://www.asia-u.ac.jp/international/auasp/
AUCP:https://www.asia-u.ac.jp/international/aucp/

①１年間
②１回限り

①AUAP奨励金　全学で15名以
内
②AUASP奨励金　全学で10名以
内
③AUCP奨励金　全学で5名以内

地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学

亜細亜学園災害被災者救援奨学金 随時 被災者資金支援

①地震、風水害等で災害救助法の適用を受けた学生で、以下いずれかに該当する者
(1)主たる家計支持者が地震、風水害で死亡又はそれに準じた障害を受けた場合
(2)主たる家計支持者が居住する家屋が、地震、風水害により全壊等の損害を受けた場合
(3)主たる家計支持者が居住する家屋が、地震、風水害により半壊等の損害を受けた場合

②事由発生後１年以内

給付奨学金

(1)入学金・授業料及び施設設備料
(2)入学金及び授業料
(3)入学金及び授業料の半額

①１年間
②１回限り

人数制限なし
ただし、亜細亜学園の経営に重
大な影響を及ぼす天災等の場合
には、奨学金の支給を取り止め
る可能性有り。

地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学

亜細亜学園山口年一奨学金 在学中 1年生～4年生 その他 資格取得者（会計系）への報奨制度

本学在学中に
（1）日商簿記1級に合格した者
（2）税理士試験科目の中の簿記論及び財務諸表論２科目のうちいずれか１科目に合格した者
（3）税理士試験科目の中の簿記論及び財務諸表論２科目に合格した者
（4）税理士（科目免除を除く）又は公認会計士に合格した者
（5）その他(4)と同等以上の資格試験(外国も含む)に合格した者

給付奨学金

（1）日商簿記1級に合格した者：10万円
（2）税理士試験科目の中の簿記論及び財務諸表論２科目のうちいずれか１科目に合格した 
     者：10万円
（3）税理士試験科目の中の簿記論及び財務諸表論２科目に合格した者：20万円
（4）税理士（科目免除を除く）又は公認会計士に合格した者：30万円
（5）その他(4)と同等以上の資格試験(外国も含む)に合格した者：30万円

同じ資格取得での給付は1回
限り

人数制限なし 地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学

亜細亜学園後援会奨学金 随時 その他 家計急変者支援

①人物優秀、学業成績が相当で、下記家計急変事由により、経済上、教育上援助が必要と認められる学生
(1)　主たる家計支持者が死亡した場合
(2)　主たる家計支持者が失職した場合（定年退職及び転職のための失職は含まない）
(3)　主たる家計支持者が病気又は事故等で収入が著しく減少した場合
(4)　その他事務局が必要と認めた場合

②家計急変事由発生後1年以内

給付奨学金

年額30万円以内

①当該年度1年以内
②次年度以降も引き続き後
援会奨学生として認められた
ときは、この限りでない。
③最長で12か月間の採用

人数制限なし 地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学

グローバル人材育成入試入学者を対象とした海外インターンシップ給付金 その他 「（３）対象学年・学部・資格・条件」で挙げる条件を満たした翌年度4月 留学費用支援制度

以下の条件をすべて満たす者
(1)　本学が実施するグローバル人材育成入学試験に合格し、入学した者。
(2)　所属学部の海外インターンシップ科目を履修し、単位を修得した者。
(3)　入学後３年以内にTOEIC Listening&Reading Testにおいて600点以上を取得した者。(ただし、入学時に取得済みの者はこの条件を満たしたこととする。) 給付奨学金

30万円を上限とする海外インターンシップ参加実費補助

在学中１回限り

経営学部　ホスピタリティ・マネジ
メント学科　３名以内、国際関係
学部　国際関係学科及び多文化
コミュニケーション学科　合計10
名以内、都市創造学部　５名以
内

地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可

亜細亜大学
亜細亜大学アメリカプログラム奨学金 その他

①派遣留学出発前
②本人からの申請制ではない(大学で選考)

留学費用支援制度
亜細亜大学アメリカプログラム〈AUAP〉参加者のうち、学業成績による選考基準を満たした者。ただし、独立行政法人日本学生支援機構の海外留学支援制度(協定
派遣）受給者を除く。(AUAPオンライン留学は対象外) 給付奨学金

年額2０万円
在学中１回限り

春学期派遣50名以内、秋学期派
遣50名以内

地域の制限なし 学生部学生センター 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

桜美林大学

グローバル人材育成奨学金 学校出願時
留学費用支援制度
その他

各学期の語学力向上支援費給付と留学時の渡航費
支援

リベラルアーツ学群、グローバル・コミュニケーション学群・ビジネスマネジメント学群　対象

グローバル社会において貢献できる人材を育成することを目的とした奨学金制度

入学後に、本学が指定する語学プログラムや２年次秋に出発する１学年間の長期留学に参加し、卒業時にTOEICL＆R800点以上の取得を目指す。

各学期末に継続審査を実施（成績基準や語学力のスコア判定あり）

給付奨学金

①語学力向上支援金　各学期10万円
②留学時渡航費支援金　75万円（渡航時１回限り）

①正規修業年限内（最大４年
間）
②１回限り

１学年30人以内
地域の制限なし 学務部　学生課 併用可 条件有りで併用可

桜美林大学
国際学生奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

航空・マネジメント学群を除く全学群

①学業・人物ともに優秀で経済困窮にある国際学生の学修支援 免除・減免

①各学期授業料　10～100%減免

①正規修業年限内（最大４年
間）

①10～100人 地域の制限なし 学務部　学生課 併用不可 条件有りで併用可

桜美林大学

学而事人奨学金 在学中 1年生の春学期（空席がある場合のみ２年生以上も募集） 入学金・授業料減免

①2022年4月以降に入学した者（航空・マネジメント学群フライト・オペレーションコースは対象外）

②日本国籍を有する者、または外国籍の場合は「留学」以外の在留資格を有する者

③1年生の場合：高等学校等の調査書における全体の評定平均値が4.3以上の者
　　　　　　　（高等学校卒業程度認定試験合格者等は評定平均値を問わない）
　2年生以上の場合：通算GPAが3.3以上である者
※空席がある場合のみ、2年生以上も募集します

④家計収入が以下の基準を満たすこと
　・給与（年金）所得者　850万円未満（課税/非課税証明書における給与収入額）
　・給与所得者以外　440万円未満（必要経費等差し引き後の金額）

⑤高等教育修学支援新制度の対象者ではないこと

⑥他の学内奨学金を受給していないこと（学群奨学金及び災害等による緊急の奨学金は除く）

免除・減免

授業料を45％減免

採用された次学期以降、正
規修業年限内

１学年　６人以内 地域の制限なし 学務部　学生課 併用不可 条件有りで併用可

桜美林大学

学業優秀者奨学金 在学中 ２年生～4年生 特待生・成績優秀者

前年度の学業成績が特に優秀で他の学生の模範となる学生対象

①２・３・４年生に在籍する者

②通算GPAが3.3以上の者

③前年度の総修得単位数について次のいずれにも該当する者
　・本学で２セメスタ以上履修していること
　・総修得単位数（単位認定等を含む）が32単位以上であり、そのうち成績評価A～Dの合計が16単位以上であること

④他の学内奨学金を受給していないこと（学群奨学金及び災害等による緊急の奨学金は除く）

給付奨学金

20万円（一括給付）

単年度１回限り給付 １学年21人　全体で63人 地域の制限なし 学務部　学生課 併用可 条件有りで併用可

桜美林大学
学群奨学金 在学中 ２年生～4年生 その他

顕著な活躍を見せた学生に対する報奨型奨学金（使
途の指定なし）

２～４年生で各学群１名

学内外問わず桜美林大学生として顕著な活躍を見せた学生
学群からの推薦により採用

給付奨学金

10万円（一括給付）

単年度１回限り給付 各学群で毎年度1人 地域の制限なし 学務部　学生課 併用可 併用可

桜美林大学

外国人留学生学修奨励奨学金 在学中 2セメスタから7セメスタ目 用途を定めない経済的支援

学業成績が優秀な外国人留学生

①申請時における通算在籍セメスタ数（休学期間を除く）が２～７セメスタに該当する者

②在留資格が「留学」である

③前学期までの総取得単位数が、｢履修セメスター数×16」単位以上の者

④他の学内奨学金を受給していないこと（学群奨学金及び災害等による緊急の奨学金は除く）

⑤他から給付を受けている奨学金等の月額が10万円未満であること

給付奨学金

毎月3万円

１年間 １学年6人　全体で18人 地域の制限なし 学務部　学生課 併用不可 条件有りで併用可

桜美林大学

操縦士養成奨学金 在学中 1年次秋学期 その他 飛行訓練開始前に納入する第1回訓練費から減免

航空・マネジメント学群フライト・オペレーションコースに在籍する学生で家計基準の規程に該当する受給希望者を対象

①主たる家計支持者の前年の年収が以下のアまたはイの基準に該当すること。

ア　給与所得者　841万円以下（税引前の金額）

イ　給与所得者以外　355万円以下（必要経費等差し引き後の金額）

なお、扶養する子供の数が2人以上の場合、2人目以降につき100万円ずつ基準を増額する。

免除・減免

300万円

１回限り
設定なし

地域の制限なし 学務部　学生課 併用可 条件有りで併用可

桜美林大学 家計急変家庭修学支援奨学金 随時 入学金・授業料減免
家庭環境の急変（家計支持者の失職、破産、事故、火災、病気、死亡等）により家計収入が著しく減少し、修学の継続が困難となった学生対象

免除・減免
公表しない

公表しない 公表しない 地域の制限なし 学務部　学生課 併用不可 条件有りで併用可

桜美林大学

災害発生時の経済的支援 随時 入学金・授業料減免

本学の学士課程、大学院に在籍する者又は2024年度に入学する者（入学後に支援適用）

学納金支払責任者の居住する住居が、災害救助法の適用地域となっている者

両方満たす学生が対象
免除・減免

被災の程度により調整

被災の程度により調整
設定なし

地域の制限なし 学務部　学生課 併用可 併用可

大妻女子大学

大妻女子大学育英奨学金 在学中 学部1～4年 学費支援

以下のいずれにも該当する者。また、学校法人大妻学院特別育英奨学金との併用は認めない。
(１)大妻女子大学の学生のうち、学業・人物ともに優れた者
(２)本学入学後に家計支持者が死亡もしくは長期療養により、学費の支弁が困難になった者
※採用人数が募集人数を下回った場合に行う臨時募集では、受給資格から（２）を除く。
※今年度のみ高等教育の修学支援制度との併用を認める。

給付奨学金

月額20,000円

1年間
177名（大学院・短大を含む）
※物価上昇等による家計への影
響を鑑み募集人数を増員。

地域の制限なし 学生支援グループ 併用可 条件有りで併用可

大妻女子大学

学校法人大妻学院特別育英奨学金 在学中 学部1～4年 学費支援

以下のいずれにも該当する者。また、大妻女子大学育英奨学金との併用は認めない。
(１)大妻女子大学の学生のうち、学業・人物ともに優れた者
(２)学費の支弁が困難で、勉学意欲の高い者
※今年度のみ高等教育の修学支援制度との併用を認める。

給付奨学金

月額20,000円

1年間 55名（大学院・短大を含む） 地域の制限なし 学生支援グループ 併用可 条件有りで併用可

大妻女子大学
一般財団法人大妻コタカ記念会育英奨学金 在学中 学部1～4年 学費支援

原則として他の奨学金の給与を受けていない者で、以下のいずれにも該当する者。
(１)大妻女子大学に在学中の学生
(２)学費の支弁が困難で、勉学意欲の高い者
(３)学業・人物共に優れた者

給付奨学金

月額20,000円

1年間 10名（大学院・短大含む） 地域の制限なし 学生支援グループ 併用不可 条件有りで併用可

大妻女子大学

災害罹災等による学生納付金の減免 在学中 学部1～4年 入学金・授業料減免

最短修業年限内に在籍する者で原則として日本学生支援機構の奨学金を申請し、他の授業料減免または給付制の奨学金を受けていない者で、以下のいずれか
に該当する者。
（１）天災その他の災害で経済上就学が著しく困難になった者
（２）天災その他の災害により家計支持者（学費負担者）が死亡した者
（３）その他前各号に準ずる事情が生じた者

免除・減免

年間授業料の３０％を限度として減免

採用された当該年度 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援グループ 併用不可 条件有りで併用可

大妻女子大学
学校法人大妻学院石間奨学金 在学中 学部4年 学費支援

以下のいずれにも該当する者。
（１）大妻女子大学の学生のうち、学業・人物ともに優れ、経済的に困窮している者
（２）卒業見込資格を取得した最終学年の者
（３）標準修業年限を超過していない者

給付奨学金

年額400,000円

1年間 1名（短大を含む） 地域の制限なし 学生支援グループ 併用可 併用可

学習院大学 学習院大学新入学生特別給付奨学金 入学後 入学金・授業料減免
学部の新1年生で学費支弁が困難な者のうち、家計基準・学力基準（高校時全体の学習成績の状況（従来の「評定平均値」）3.8以上）を満たす者。

給付奨学金
入学金相当額

入学年度限り 45名程度 地域の制限なし 学生センター学生課 併用可 条件有りで併用可

学習院大学 学習院大学学費支援給付奨学金 在学中 学部1年～4年生 学費支援
学部生で、原則として最短修業年限で卒業が見込まれる者で、学力基準および家計基準を満たす者。

給付奨学金
在籍学部学科の第2期分授業料相当額

1年間 80名程度 高知県 学生センター学生課 併用可 条件有りで併用可

学習院大学
学習院大学学業優秀者給付奨学金 在学中 学部生は2年生以上、大学院生は指定なし 特待生・成績優秀者

本学学生の学業成績優秀者を表彰することを目的としており、学部2年生以上、大学院生（博士前期課程）で各学部長、各研究科委員長からの推薦制。

給付奨学金

学部生・年額10万円、大学院生・年額30万円

1年間
学部生は2年次以上の各学年・
各学科より既定人数
大学院生は若干名

地域の制限なし 学生センター学生課 併用可 併用可

学習院大学 安倍能成記念教育基金奨学金 在学中 学年の指定なし 特待生・成績優秀者
学部生・大学院生（若干名）で、各学部長、各研究科委員長からの推薦制。

給付奨学金
年額45万円

1年間 学部生・大学院生から若干名 地域の制限なし 学生センター学生課 併用可 併用可

学習院大学
学習院大学教育ローン金利助成奨学金 在学中 学年の指定なし その他 教育ローン金利助成制度

①学部生・大学院生・法務研究科生のうち、本学への学費納付を目的として借用した教育ローンの金利を当該年度に支払っている者。
②最短修業年限（休学期間を除く）に卒業又は修了が見込まれる者。 給付奨学金

当該年度に支払った金利のうち、学費を上限とした借入金額に借入時金利を乗じた金額。
複数件借入れしている場合、借入年度ごとに学費を上限とした借入金額に借入金利を算出し、
その合計金額（1年間の給付上限は年額5万円）。

1年間 採用人数の枠なし 地域の制限なし 学生センター学生課 併用可 条件有りで併用可

学習院大学

学習院桜友会ふるさと給付奨学金 学校出願時 学費支援

本学学部一般選抜（共通テスト・コア試験・プラス試験）出願時期に合わせて申請を受け付け、採用候補者を決定し、本学学部一般選抜（共通テスト・コア試験・プラ
ス試験）を受験・合格し、本学に入学後、所定の手続きを行うことで正式に採用されます。

＜申請資格（2024年度 本学学部一般選抜（共通テスト・コア試験・プラス試験）対応）＞
※ 以下①～④の全ての条件を満たすこと。
① 本学第1年次に入学を強く希望する者で、令和６（2024）年度本学一般選抜（共通テスト・コア試験・プラス試験）に出願予定の者。
② 一般社団法人学習院桜友会が指定する次の地域の高等学校または中等教育学校の後期課程（通信制課程を除く）を、令和６（2024）年3月に卒業見込みである
こと。
※1都3県（東京都・埼玉県・神奈川県・千葉県）を除く全国
③ 在籍高等学校等が、令和５（2023）年10月1日以降に発行する調査書において「全体の学習成績の状況が4.0以上」である者。
④ 学習院大学入学前予約型給付奨学金「目白の杜奨学金」申請者でないこと。

給付奨学金

年額50万円×4年間（継続給付審査有）

4年間 10名 地域の制限なし 学生センター学生課 併用可 条件有りで併用可

学習院大学

学習院大学入学前予約型給付奨学金「目白の杜奨学金」 学校出願時 学費支援

本学学部一般選抜（共通テスト・コア試験・プラス試験）出願時期に合わせて申請を受け付け、採用候補者を決定し、本学学部一般選抜（共通テスト・コア試験・プラ
ス試験）を受験・合格し、本学に入学後、所定の手続きを行うことで正式に採用されます。

＜申請資格（2024年度 本学学部一般選抜（共通テスト・コア試験・プラス試験）対応）＞
※ 以下①～⑥のすべての条件を満たすこと。
① 本学第1年次に入学を強く希望する者で、令和６（2024）年度本学一般選抜（共通テスト・コア試験・プラス試験）に出願予定の者。
② 日本国籍を有する者、永住者、定住者、または日本人（永住者）の配偶者若しくは子である者。
③ 高等学校等において、卒業した者の場合は第１年次から第３年次まで、卒業見込みの者の場合は第１年次から第３年次第１学期又は前期までの全体の学習成
績の状況（従来の「評定平均値」）が3.5以上であること。
④ 日本国内（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県以外）の高等学校等（中等教育学校の後期課程を含み、通信制課程を除く）を、卒業した者、及び受験年度に卒業
見込みの者。
⑤ 父母の「2023年度所得証明書（令和４年分の収入・所得証明）」記載の収入・所得金額の合計が、給与・年金収入金額（課税前）800万円未満、その他・事業所得
金額350万円未満の者。
⑥ 「学習院桜友会ふるさと給付奨学金」申請者でないこと。

給付奨学金

年額100万円

1年間（入学年度に限る） 100名 地域の制限なし 学生センター学生課 併用可 条件有りで併用可

学習院大学
学習院父母奨学金 在学中 １~３年生以上 入学金・授業料減免

在学生のうち、在学中学費負担者である父母保証人の死亡等によって、家計が激変したことにより、学費の支弁が困難と認められる者。
※原則として１家族１名を対象とする。
※学習院在学中１年度に限り給付する。

給付奨学金
免除・減免

翌年度の授業料+施設設備費相当額

1年間（学納金より減免） 若干名 地域の制限なし 学生センター学生課 併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

北里大学 北里大学学生表彰による奨学金（北島賞） 在学中 原則として各学年（2年次以上） 特待生・成績優秀者
学祖北里柴三郎博士の高弟、北島多一の偉業にちなみ制定されたもので、前年度の学業成績並びに人物が優秀な者（原則として各学年、各学科２名程度）

給付奨学金
１０万円

1回 各学年各学科2名程度 地域の制限なし 各学部 併用可 併用可

北里大学

北里大学給付奨学金 在学中 2年次生以上 学費支援

対象：２年次生以上

人数：２５名程度

出願資格：
①主たる生計維持者の失職、死亡、災害等による家計状況の急変、またはその他経済的理由により学費支弁等に支障を生じた者
②強い勉学意欲をもち、人物優秀で成業の見込みのある者
③原則として学業成績が各学科及び各専攻単位の上位３分の１以内の者（家計急変申請者は上位４分の３以内）
④原則として日本学生支援機構又はその他の貸与奨学金を受けている者
⑤当該年度の北里大学他の給付奨学生（北里大学学生表彰規定に定めるものを除く）、学費全額免除の特別待遇奨学生（特待生）出願不可

募集期間：原則として年１回（６月頃）

給付期間：原則として採用年度１ヵ年以内※次年度以降も申請可

給付奨学金

原則学費年額の1/2相当額

1回 25名程度 地域の制限なし 教学センター学生課 併用可 併用可

北里大学

北里大学貸与奨学金制度 在学中 A種：原則として2年次生以上、B種：最高学年 学費支援

・A種　対象：原則として２年次生以上　人数：年間３５名程度
・B種　対象：最高学年生　人数：年間若干名

共通事項
出願資格：
①主たる生計維持者の失職、死亡または災害による家計急変その他経済的理由により学費の支弁等に支障を生じた者
②家計の収入が、日本学生支援機構が実施する第二種奨学金の対象となる家計基準（※）を超えないこと。
※目安は、 4 人世帯の場合、年収1,191万円程度（給与所得）もしくは783万円程度（給与所得以外）とする。
（「日本学生支援機構」［2019度］家計基準（第2 種・私立大・自宅外）による
③当該年度の北里大学の学費全額免除の特別待遇奨学生（特待生）は出願不可

募集期間：原則として年 2 回 ( 6月. 11月頃）

貸与期間：採用年度1ヵ年以内  ※次年度以降も申請可

返還方法：卒業半年後から月賦または年賦により最長15年以内に返還（無利息）

貸与奨学金

A種：学費1/2 相当額
B種：学費相当額

1回（募集は年に2回）
A種：35名程度
B種：若干名

地域の制限なし 教学センター学生課 併用可 併用可

北里大学

北里大学PPA給付奨学金制度 在学中 2年次生以上 学費支援

対象：2 年次生以上

人数：６名程度

給付金額：原則学費年額の1/2 相当額
出願資格：
①PPA正会員の子
②主たる生計維持者の失職、死亡、災害等による家計状況の急変、またはその他経済的理由により学費支弁等に支障を生じた者
③強い勉学意欲をもち、人物優秀で成業の見込みのある者
④原則として学業成績が各学科及び各専攻単位の上3位分の1 以内の者（家計急変の場合は3/4以内）
⑤原則として日本学生支援機構奨学金や他の貸与奨学金を受けている者
⑥当該年度の北里大学の他の給付奨学生（北里大学学生表彰規程に定めるものを除く）、学費全額免除の特別待遇奨学生（特待生）は出願不可

募集期間：原則として年１回（6月）

給付期間：原則として採用年度1ヵ年以内   ＊次年度以降も申請可

給付奨学金

原則学費年額の1/2 相当額（医学部生は学費年額の1/ 3相当額）

1回 6名程度 地域の制限なし 教学センター学生課 併用可 併用可

北里大学

北里大学PPA貸与奨学金制度 在学中 学年を問わない
学費支援
用途を定めない経済的支援

対象：学年を問いません。

人数：年間8名以内

出願資格：
①PPA正会員の子
②学費の支弁が困難と認められる者
③勉学の意欲を持ち、人物が優秀で将来成業の見込みのある者
④原則として北里大学奨学金との重複貸与は不可
⑤家計の収入が、日本学生支援機構が実施する第二種奨学金の対象となる家計基準（※）を超えないこと。
※目安は4人世帯の場合、年収1,214万円程度（給与所得）もしくは782万円程度（給与所得以外）とする。（「日本学生支援機機構[平成28年度］家計基準（第2 種・
私立大・自宅外）による）

募集期間：原則として年２回（6・10月）

貸与期間：採用年度１ヵ年以内

返還方法：卒業半年後から年賦により最長10年以内に返還（無利息）

貸与奨学金

年額60万円

1回（募集は年に2回） 8名以内 地域の制限なし 教学センター学生課 併用可 併用可

北里大学

相模原市地域医療医師修学資金貸付制度〔医学部一般入試（相模原市修学
資金枠）〕

学校出願時 学費支援

対象：医学部1 年次生（一般入試受験者）＊出願時に選択

人数：未定

出願資格：在学期間中、貸付制度を継続して活用し、将来、相模原市の総合診療医として医師の業務に従事しようとする意思があり、また同種修学資金や奨学金
等の貸付を受けていない者

募集期間：一般入試の出願時「相模原市修学資金枠」を選択する（別途、相模原市への出願書類の提出が必要）

貸与期間：６年（留年・休学した場合は貸与休止、退学した場合には貸与額全額に利息を付けて返還）

返還免除要件：
次の条件を全て満たせば、返遠が免除されます
①大学卒業年度に実施される医師国家試験に合格すること（不合格の場合は大学卒業2後年以内に医師国家試験に合格する
こと）
②医師国家試験合格後、直ちに相模原市長が指定する医療機関にて臨床研修を開始すること
③臨床研修終了後、引き続き、相模原市長が指定する医療機関にて、総合診療医として７年間（臨床研修の２年間を合わせ
計９年間）従事すること

選考方法：医学部一般入試の相模原市修学資金枠に合格すること

貸与奨学金

入学金、授業料、施設設備費、教育充実費(１年次～６年次の合計：３,８９０万円）

1年次～6年次 未定（昨年度実績2名） 地域の制限なし 医学部学生課 併用可 条件有りで併用可

北里大学

北里大学医療衛生学部こまくさ給付奨学金 在学中 医療衛生学部3年次、4年次生
学費支援
用途を定めない経済的支援

対象：医療衛生学部３年次生、４年次生

人数：年間４名以内

給付方法：採用決定の翌月に一括振込

出願資格：家計状況の急変または経済的理由などにより学費の支弁が困難と認められ、勉学に強い意欲を持ち、人物が優秀で将来成菜の見込みのある、医療衛
生学部第３学年、または第４学年に在籍する者

募集期間：年１回 

給付期間：採用年度１ヵ年以内

給付奨学金

年額60万円

1回 年間4名以内 地域の制限なし 医療衛生学部学生課 併用可 併用可

北里大学

北里大学薬友会給付奨学金 在学中 薬学部2年次生以上
学費支援
用途を定めない経済的支援

対象：薬学部2年生以上

人数：原則10名以内

給付金額：年額10万円以内

給付方法：採用後に一括振込

出願資格：家計状況の急変または経済的理由などにより学費の支弁が困難と認められ、勉学に強い意欲を持ち、人物が優秀で成業の見込みがある者。各学科成
績上位4分の3以内であり、日本学生支援機構奨学金又は他機関奨学金の貸与を受けている者。

募集期間：年１回 

給付期間：採用年度１ヵ年以内

給付奨学金

年額10万円

1回 原則10名以内 地域の制限なし
白金キャンパス大学事務室学生
課

併用可 併用可

北里大学

特別待遇奨学生制度（特待生制度） その他 本人からの申請不可。対象者に通知する。 特待生・成績優秀者

合格発表と同時に本人宛に通知します。
＊特待生が学生の本分に反する行為をしたとき、または成績が不良のときは翌年度から待遇を取り消される場合があります。

①理学部特待生
理学部では一般入試合格者の中から成績上位者（物理学１科名、化学科２名、生物科学科２名）を特待生として選考し、学費の全額を免除します。

②薬学部特待生
薬学部では、センター利用入試、一般入試合格者の中からそれぞれ成績上位者を特待生として選考し、学費の全額または半額を免除します。

③医学部特待生
〔入学時特待生〕
医学部では一般入試合格者の中から次の2 区分による特待生を選考し、学費の一部または全額を免除します

免除・減免

①理学部：学費の全額免除
②薬学部：学費の全額免除または半額免除
③医学部：
〔入学時特待生〕
　　　　　第一種　学費全額免除
　　　　　第二種　６年間で１,９４５０,０００円の免除

1年次～4年次、又は1年次
～6年次（最短修業年限）

地域の制限なし 各学部 併用可 条件有りで併用可

共立女子大学
共立女子大学・共立女子短期大学実務体験奨学金 在学中 1年～3年次

研修支援制度
用途を定めない経済的支援

本学事務局内の業務体験を伴う奨学金。全学生対象（卒業期学生除く）。
給付奨学金

年間36万円を毎月3万円ずつ給付。
1年間（10月～翌年度9月） 約20名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学 廣川シゲ給付奨学金 在学中 1年～4年次 その他 課外活動奨励
学内外における優れた諸活動(研究・受賞・国際交流等)で成果を挙げた学生対象(在学中1回限り)。

給付奨学金
活動内容に応じ 10万、5万、3万 のいずれかを給付。

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学
栗山ヒロ給付奨学金 在学中 2年～4年次

特待生・成績優秀者
その他

国際学部在籍を支援
国際学部に在籍する２年次以上の学生であること。学業成績係数（GPA)が3.2以上の学生(在学中1回限り)。

給付奨学金
10万円を給付。

1名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学 共立女子大学・共立女子短期大学独立行政法人日本学生支援機構貸与奨
学金利用者限定給付奨学金

在学中 1年～4年次
用途を定めない経済的支援
その他

修学のための資金
大学1年～4年次に在籍する日本学生支援機構の貸与奨学金を利用し、高等教育の修学支援制度を利用していない学生。当年度前期の平均出席率が80％以上、
所定の単位数を修得していること、当年度前期までの通算GPAが学年・学部学科別の上位1/2以上であること。 給付奨学金

10万円
50名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

共立女子大学
クワハラタカシ給付奨学金 在学中 3年次以上

特待生・成績優秀者
その他

文芸学部文芸学科英米文学コースの学生を支援
文芸学部文芸学科英語英米文学コースの3年次以上に在籍する学業成績係数(GPA)が3.2以上の学生。(在学中1回限り)。

給付奨学金
年1回10万円を給付。

1名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用不可

共立女子大学
宇都宮信子給付奨学金 在学中 4年次

特待生・成績優秀者
その他

家政学部の卒業期学生を支援
家政学部の卒業期学生のうち、学業成績優秀で他の学生の模範となる者の支援を目的とし、各学科２名に給付。

給付奨学金
2万5千円を給付。

8名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学
共立女子大学・共立女子短期大学国際交流奨学金 在学中

研修支援制度
留学費用支援制度
学費支援

①交換留学奨学金：交換留学生募集要項に基づき応募していること。過去に本奨学金を受給していないこと。 ②規程留学奨学金：留学先に入学許可を得ている、
又は申請等をしていること。前学期までの本学学業成績が国際交流委員会の定める一定の値で、一定の語学力を有すること。過去に本奨学金を受給していないこ
と。 ③海外研修奨学金：海外研修に応募していること。本学において16単位以上を修得していること。過去に本奨学金を受給していないこと。

給付奨学金

①留学期間中の当該学部学科・年度の授業料の半額。 ②留学期間中の当該学部学科・年度
の授業料の半額。 ③各研修1名5万円。 ①②合わせて20名以内　③研修

応募人数による
地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学
共立女子大学ビジネス学部編入生支援給付奨学金 在学中 3年次

特待生・成績優秀者
その他

修学のための資金
共立女子短期大学から共立女子大学ビジネス学部に編入し、3年次に在籍する学業成績係数（GPA）が3.0以上の学生。

給付奨学金
75万円

2名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学
桂由美給付奨学金 在学中 在学中　2年～4年次

研修支援制度
用途を定めない経済的支援

家政学部被服学科2年次以上に在学する学業成績係数(GPA)が2.5以上の学生。課題の提出あり。（在学中1回限り）
給付奨学金

30万円
2名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学
共立女子大学・共立女子短期大学櫻友会就学支援奨学金 在学中 1～2年次

学費支援
用途を定めない経済的支援

大学(1・2年生)で、親元を離れての就学及び遠距離通学などによる経済的理由から就学に支障をきたしている学生。新型コロナウイルスの影響により経済的に困難
になった学生。
出席率、成績、家庭の収入に一定基準あり。

給付奨学金

20万円

25名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学
共立女子大学・共立女子短期大学櫻友会就活支援奨学金 在学中 3～4年次

用途を定めない経済的支援
就職支援

大学(3・4年生)で就職活動のための経費の増加あるいは収入減少のため支障をきたしている学生。新型コロナウィルスの影響により経済的に困難になった学生。
出席率、成績、家庭の収入に一定基準あり。

給付奨学金

20万円

25名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学
共立女子大学・共立女子短期大学櫻友会緊急奨学金 在学中 4年次 学費支援

卒業期学生で、人物が優れ勉学意欲があり、卒業が可能であるにもかかわらず家計困窮により学費支払いが困難になった学生。新型コロナウィルスの影響により
経済的に困難になった学生。
出席率、成績が一定基準以上であること。

給付奨学金

後期学費相当分

2～3名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

共立女子大学
国際交流TOEIC奨励奨学金 その他 前年度に留学をした学生

資格取得支援制度
用途を定めない経済的支援

本学に在籍し「留学規程」による留学をした、留学後TOEIC Listening & Reading Testのスコアが730点以上の学生（在学中1回限り）
給付奨学金

50万円
若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

国立音楽大学
国立音楽大学奨学金 在学中 7月～9月 学費支援

学部生の全学年対象。学業、人物共に優秀かつ経済的理由により就学困難な者。
貸与奨学金

50万円以内（授業履修費等振替）
卒業時の成績が特に優秀な者は全部または一部を免除する「特別返還免除制度」あり 単年度 全学年で80名以内 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学
国立音楽大学応急奨学金 随時 学費支援

学部生の全学年対象。家計急変による就学困難者のための緊急支援として、授業履修費の1/2を貸与。
貸与奨学金

授業履修費の1/2（授業履修費振替）
卒業時の成績が特に優秀な者は全額または一部を免除する「特別返還免除制度」あり 単年度（在学中2回まで） 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学
国立音楽大学特別奨学金 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

学部生の全学年対象。経済的理由により修学困難な者。
貸与奨学金

状況に応じて貸与
卒業時の成績が特に優秀な者は全額または一部を免除する「特別返還免除制度」あり 単年度（在学中1回まで） 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学
国立音楽大学音楽学部特別給費奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

特別給費奨学生として入学試験に合格した、極めて優れた演奏能力を持つ者。
演奏・創作学科（声楽、鍵盤楽器〈ピアノ〉、弦管打楽器専修）全学年対象。

給付奨学金

入学金を除く学費全額、半額、4分の1のいずれかを給付
原則4年間、ただし3年次進
級時に継続審査あり

各学年全額免除：2名以内、半額
免除：4名以内、4分の1免除：4名
以内

地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学
国立音楽大学国内外研修奨学金 在学中

2～4年生（2年生は特別給費奨学生のみ）
12月～1月

特待生・成績優秀者
研修支援制度

研修実施年度（支給時）に学部2（ただし、国立音楽大学音楽学部特別給費奨学生に限る）,3,4年次に在籍する、研究意欲に富み、成績優秀な者。
給付奨学金

国外－50万円以内　国外－20万円以内
単年度

10名程度（特別給費奨学生を除
く）

地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学
国立音楽大学国内外研修奨学金（特別研修給付） 入学後

特待生・成績優秀者
研修支援制度
課外活動支援制度

学部全学年対象。学外のコンクール等で高い評価を得た者。

給付奨学金

国外－個人：25万円、団体：50万円
国内－個人：15万円、団体：25万円 単年度 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学
岡田九郎記念奨学金 その他 学内推薦のため、申請不可。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

ピアノを専攻する3,4年次に在籍し、前年度の専攻成績が特に優秀な者。
給付奨学金

45万円（授業履修費振替）
単年度 各学年1名 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 条件有りで併用可

国立音楽大学
中館耕蔵奨学金 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

学部4年生で卒業見込みがあり、経済的な理由で修学を継続することが困難な者。
貸与奨学金

学費相当額。卒業時の成績が特に優秀な者は全額または一部を免除する「特別返還免除制
度」あり。 単年度 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学
（名称非公開） 在学中 4年生。6月～7月

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

卒業見込みがある学部4年生に在籍する学生のうち、人物、学業成績共に優秀、健康であり経済的支援を必要とする者。

給付奨学金

50万円（授業履修費振替）

単年度。 2名 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学
被災学生への就学支援制度 その他

学費支援
入学金・授業料減免

激甚災害に指定された災害で被災した学生に対する就学支援。支援については、罹災証明書を添付した申請書に基づき判断する。
免除・減免

罹災状況に応じて学費を減免
地域の制限なし 学務部学生支援課

国立音楽大学

国立音楽大学銀杏寮 学校出願時 寮制度

自宅からの通学が困難な女子学生のための学生寮がキャンパス内にある。入寮申請は入学試験出願時のみ。2025年3月末閉寮予定。

その他

寮費（2022.4現在）
1年次－77万8千円（年額）
2年次以降－67万8千円（年額）
【内訳】入寮費：10万円（入寮時のみ）
　　　　寮費：2万9千円（月額）
　　　　食費：33万円（年額）

地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

国立音楽大学

諸活動助成 その他 課外活動支援制度

本学公認団体（サークル団体）以外の団体が行う諸活動について、その団体に所属する学生（学部生）が負担する費用の一部を申請に基づき助成する。
【対象となる団体の条件】　当年度中に学生の費用負担がある次の催物を開催する団体
　・本学教員が指導して行う術科クラスの発表会
　・本学教員が指導して行うゼミ・専修・専攻・運営会・学科単位の発表会及び研究発表会
　・コースの発表会及び研究発表会　等

その他 地域の制限なし 学務部学生支援課

国立音楽大学

公認団体助成 その他 4月 課外活動支援制度

サークル活動の団体で、本学公認団体または準公認団体に認められている団体を対象に、希望する団体へ申請に基づき助成金を支給する。
【公認団体の条件】
・本学学部生の部員が10名以上
・本学専任教員が顧問
・団体の名称、目的、設立趣旨、学生代表者（役員）、団体規則等を定め、所定様式により提出する
・団体としての活動歴が3年以上あること（ただし、活動歴1年以上で準公認団体としての申請可能、準公認団体となり2年以上活動を継続すれば公認団体としての
申請が可能）

その他 地域の制限なし 学務部学生支援課

国立音楽大学 同調会奨学金 その他 学内推薦のため、申請不可。 用途を定めない経済的支援
学部3,4年生で、成績優秀で経済的理由により修学困難な学生。

給付奨学金
20万円

単年度 各学年2名以内 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

慶応義塾大学

学問のすゝめ奨学金 その他
入学試験（一般選抜）を受験する前年11月頃。一般選抜出願前に奨学生
候補者採用結果を発表する（入試前予約型）。

学費支援

慶應義塾大学の学部第1学年に入学を強く希望する東京・神奈川・千葉・埼玉以外の高等学校等出身者。
人物及び学業成績が優秀であるにもかかわらず、経済的理由により本学への入学に困難を来している者。

給付奨学金

年額60万円（ただし医学部は90万円、薬学部は80万円）
・入学初年度は、上記金額に入学金相当額（20万円）を加算
・入学2年目以降は成績優秀者の奨学金額を以下のとおり増額
医学部 年額150万円、薬学部 年額120万円、理工・総合政策・環境情報・看護医療学部 年額
90万円、その他学部 年額80万円
※本奨学金に採用された学生が、国の「高等教育の修学支援新制度」の対象となっている場合
の取扱いは、以下のWEBサイトを参照ください。
https://www.students.keio.ac.jp/other/prospective-students/scholarship-gakumon.html

在学中（1年生～4年生（医学
部・薬学部薬学科は1年生～
6年生※毎年の継続審査あ
り）

550名以上（予定） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 慶應義塾大学給費奨学金 在学中 2年生以上 学費支援
経済的に修学困難であると認められ、勉学の意欲を持ち、成績・人物ともに優秀な者。

給付奨学金
年額50万円もしくは25万円

1年間（再申請可） 250名程度（2023年度予定） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 慶應義塾大学修学支援奨学金 在学中 全学年 学費支援
勉学の意欲を持ちながらも、急激な家計状況の変化あるいは継続的な困窮のため経済的に修学が困難な者。原級者も申請可。

給付奨学金
学費の範囲内(年額10万円～40万円程度）

1年間（再申請可） 100名程度（2023年度予定） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学
慶應義塾創立150年記念奨学金（海外学習支援） 在学中 全学年 留学費用支援制度

勉学の意欲を持ちながらも、経済的理由によりグローバルな学習活動に参加することが困難な者。対象となるプログラムは、海外短期留学、私費留学、語学研修、
海外インターンシップ、海外フィールドワーク、国際学会発表等。 給付奨学金

参加プログラム・渡航先の国や地域に応じて年額10万円～40万円
1年（年度内1回支給、再申
請可）

70名程度（2023年度予定） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学
慶應義塾維持会奨学金 在学中 全学年 学費支援

人物・学業成績ともに優秀で、かつ経済的理由により学業に専念することが困難な者。出身高校の所在地が東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県以外の道府県の者
を優先的に支援する。 給付奨学金

年額50万円（医・理工・看護医療・薬学部は80万円）
1年間（再申請可） 135名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学
東日本大震災被災学生復興支援奨学金 在学中 全学年 被災者資金支援

家計支持者もしくは学費負担者である学生本人が、2011年3月11日に発生した東日本大震災による各種災害に被災し、経済的に学業の継続が困難になった者。
給付奨学金

学費の範囲内(被災状況により異なる）
1年間（再申請可） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 地域三田会奨学金 在学中 各奨学金により異なる その他 各奨学金により異なる
人物・学業成績ともに優秀な者。その他の応募条件は各奨学金により異なる（出身地域を限定するものも有）。

給付奨学金
年額10万円～20万円

1年間（再申請可） 各奨学金により異なる 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 不動産三田会奨学金 在学中 全学年 学費支援
人物・学業成績ともに優秀で、かつ経済的理由により修学が困難な者。

給付奨学金
年額10万円

1年間（再申請可） 15名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 「2000年記念教育基金」教育援助一時金 在学中 全学年 その他 家計急変
家計支持者の死亡・失職等により家計状況が急変し、経済的に学業の継続が困難になった者。

給付奨学金
授業料の範囲内

1年間（再申請可） 25名程度 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 ゴールドマン・サックス・スカラーズ・ファンド 在学中 全学年 学費支援
人物・学業成績ともに優秀で、かつ経済的理由により修学が困難な者。

給付奨学金
年額50万円

1年間（再申請可） 10名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 110年三田会記念大学奨学基金 在学中 ３年生以上（医学部・薬学部薬学科は５年生以上） その他 家計急変
人物・学業成績ともに優秀で、かつ、家計状況の急変により、経済的に学業の継続が困難になった者。

給付奨学金
年額50万円

1年間（再申請可） 3名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 111年三田会記念大学奨学基金 在学中 2年生以上 その他 学生の範となる活動を行っている者
人物・学業成績ともに優秀で、学生の範となる活動を行っている者。

給付奨学金
年額50万円

1年間（再申請可） 5名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学
118年三田会記念大学奨学金（経済支援） 在学中 2年生以上 その他 家計急変

家計支持者の死亡・失職等により家計状況が急変し、経済的に学業の継続が困難になった者。

給付奨学金

年額30万円

1年間（再申請可）
5名（118年三田会記念大学奨学
金（海外学習支援）と合わせた
2023年度予定数）

地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学
118年三田会記念大学奨学金（海外学習支援） 在学中 全学年 留学費用支援制度

「留学」の認定を受けており、留学先大学から入学許可を得ている者。

給付奨学金

年額10万円

1年間（再申請可）
5名（118年三田会記念大学奨学
金（経済支援）と合わせた2023年
度予定数）

地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 121年三田会記念大学奨学基金 在学中 2年生以上 その他 家計急変
家計支持者の死亡・失職等により家計状況が急変し、経済的に学業の継続が困難になった者。

給付奨学金
年額30万円

1年間（再申請可） 2名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 1998年三田会記念大学奨学金 在学中 2年生以上 学費支援
人物・学業成績ともに優秀で、かつ経済的理由により修学が困難な者。

給付奨学金
年額50万円

1年間（再申請可） 37名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 木下雄三奨学基金 在学中 全学年 学費支援
人物・学業成績ともに優秀で、かつ経済的理由により修学が困難な者。

給付奨学金
年額50万円

1年間（再申請可） 7名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学 1999年三田会記念大学奨学金 在学中 2年生以上 学費支援
人物・学業成績ともに優秀で、かつ経済的理由により修学が困難な者。

給付奨学金
年額50万円

1年間（再申請可） 詳細未定 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

慶応義塾大学
ゴールドマン・サックス博士課程進学支援奨学金 在学中 最終学年 学費支援

人物・学業成績ともに優秀で、高度な研究を継続する意志が強いにも関わらず、社会的制約によって博士課程への進学が困難であったり、進学することへの不安
があり、断念せざるを得ない状況にある者。 給付奨学金

学費相当額
在学期間中かつ標準修業年
限まで

1名（2023年度実績） 地域の制限なし 学生部福利厚生支援担当 併用可 併用可

工学院大学
入学試験成績優秀者奨学金（S日程） 入学手続時 特待生・成績優秀者

1年生の全学部生
給付奨学金

年間学費相当額
１年次のみ 合格者のうち上位10%以内の成

績の者
地域の制限なし 学事部　学生支援課 併用可 条件有りで併用可

工学院大学
入学試験成績優秀者奨学金（A日程） 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1年次から継続　対象は全学部
免除・減免

年間学費の半額相当額
1年次から複数年次　最大4
年間

各学科における合格者のうち上
位10％以内の成績の者

地域の制限なし 学事部　学生支援課 併用可 条件有りで併用可

工学院大学
入学試験成績優秀者奨学金（大学入学共通テスト利用前期日程） 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1年次から継続　対象は全学部
免除・減免

年間学費の半額相当額
1年次から複数年次　最大4
年間

各学科における合格者のうち上
位10％以内の成績の者

地域の制限なし 学事部　学生支援課 併用可 条件有りで併用可

工学院大学
入学試験成績優秀者奨学金（探究成果活用型選抜） 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

1年次から継続　対象は全学部
免除・減免

年間授業料の半額相当額
1年次から複数年次　最大4
年間

各学科における合格者のうち成
績優秀者1名

地域の制限なし 学事部　学生支援課 併用可 条件有りで併用可

工学院大学
学園百周年記念奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援

全学部生
貸与奨学金
免除・減免

年間学費相当額

１回限り 若干名 地域の制限なし 学事部　学生支援課 条件有りで併用可 併用不可

工学院大学 学園奨学金 在学中 4年生 学費支援
最高学年にあつて学資不足のため、修学を継続することが困難になった学生

貸与奨学金
年間学費相当額を限度

１回限り 若干名 地域の制限なし 学事部　学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

工学院大学
工学院大学後援会給付奨学金 随時

学費支援
入学金・授業料減免

大学後援会会員の子弟で、主たる家計支持者の死亡により修学困難な者で、この奨学金により卒業または修了までの修学を継続することが可能な者
給付奨学金
免除・減免

年間学費相当額
最高額年次のみ 人数制限なし 地域の制限なし 学事部　学生支援課 併用可 併用可

国学院大学

國學院大學成績優秀者奨学制度 在学中 2年生以上 特待生・成績優秀者

学部学生2年生以上（前年度の学業成績に基づく)ただし、前年度履修単位数が1年次28単位、2年次34単位、3年次30単位未満のものは対象外。

給付奨学金

学部もしくは学科ごとに成績が上位の者から順に採用上限人数まで採用とし、以下の条件によ
り奨学金額を決定して支給する。

前年度成績GPA3.80以上の者：授業料相当額
前年度成績GPA3.79以下3.50以上の者：30万円
前年度成績GPA3.49以下の者：15万円

年１回 若干名 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

国学院大学
國學院大學フレックス特別給付奨学金制度 在学中

学部1～4年生
毎年4月頃

学費支援
フレックスAコースの神道文化学部生1～4年生であり、共通・夜間授業時間帯（月～金5～7限、土1～7限）の科目のみを履修する者

給付奨学金
40万円

年１回 人数制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用不可 併用可

国学院大学
國學院大學神道文化学部神職子女奨学金制度 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援
資格取得支援制度

神道・宗教特別選考制度入学者、2年以上は、新入生時受給者の各学年上位20名上限

給付奨学金

①新入生のうち自宅通学者　年額20万円
②新入生のうち自宅外通学者　年額40万円
③2年次生以上　年額10万円

①１年間
②１回限り

①神道・宗教特別選考制度入学
者
②2年以上は、新入生時受給者
の各学年上位20名上限

地域の制限なし 神道研修事務課 併用可 併用可

国学院大学
國學院大學セカンドキャリア奨学金制度 入学手続時

学費支援
入学金・授業料減免
資格取得支援制度

セカンドキャリア特別選考制度入学者であり、かつ中学校、高等学校の保健体育教諭、小学校教諭の免許状を取得し、健康やスポーツ分野でのリーダーを目指す
者。 免除・減免

入学金及び年間学費相当額（原則4年間対象）

年１回（原則4年間対象） 人数制限なし 地域の制限なし たまプラーザ事務課 併用不可 併用可

国学院大学
大規模災害学費減免制度 随時 被災者資金支援

大規模災害により被災し、修学が困難になった学部学生1～4年生で、日本学生支援機構奨学金の受給者もしくは採用予定者
免除・減免

①新入生入学金全額
②学費等の全額・7割・半額・3割・1割減免 随時 人数制限なし 地域の制限なし 学生生活課/たまプラーザ事務課 併用可 併用可

国学院大学
滝川市地方創生支援奨学金制度 在学中 3年生

学費支援
就職支援

國學院大學北海道短期大学部在学中に、「國學院大學北海道短期大学部豊かな地域創生人材養成奨学金」を受給した者、かつ卒業後、滝川市の公共団体と地
元産業界、職業団体等に就職を希望し、地域貢献に寄与する者。 給付奨学金

授業料の半額（原則2年間対象）
原則2年間対象 人数制限なし 北海道 学生生活課/たまプラーザ事務課 併用可 併用可

国学院大学
カピー奨学金 在学中

1年生～4年生
毎年9月頃

学費支援
用途を定めない経済的支援

学部学生（1 年～4 年）で向学心があり、経済的理由により就学困難な者
給付奨学金

年額３０万円
１年間

若干名 地域の制限なし 学生生活課/たまプラーザ事務課 併用可 併用可

国学院大学

ふるさと奨学金 在学中

令和2年度以降入学者のみ対象。
学年によって、募集時期が異なる。
※令和5年度は前期募集で令和5年度入学者以外の在学生、後期募集で
令和5年度入学者を対象とした。

学費支援
用途を定めない経済的支援

家計が困窮している地方出身者（1都3県を除く）であり、自宅外通学者。かつ学業成績良好な者。令和4年度は、令和2年度以降入学者のみ対象。

給付奨学金

年額20万円

年１回 人数制限なし 地域の制限なし 学生生活課/たまプラーザ事務課 併用可 併用可

国学院大学
国家公務員採用総合職試験支援奨学金制度 在学中 学部学生２年生の後期に試験実施 就職支援

学部学生２年生後期に実施する選考試験に合格し、本学指定の外部セミナー等を指定した期間を通して受講できる者
給付奨学金

本学指定の外部セミナー等の受講料及びセミナー教材費
①１年間
②１回限り

上限10名 地域の制限なし キャリアサポート課 併用可 併用可

国学院大学
教員採用候補者選考試験支援奨学金制度 在学中 教職課程履修者の学部学生３年生以上、４月頃 就職支援

教職課程履修者の学部学生３年生以上（子ども支援学科は２年生以上）で成績上位の者。
本学の指定する講座等を受講し、教員採用試験を受験すること。 給付奨学金

本学指定の講座等の受講料及び教材費相当額
1回限り 70名程度 地域の制限なし

教職センター/たまプラーザ事務
課

併用可 併用可

国学院大学
公認会計士試験支援奨学金制度 在学中 1年生後期

資格取得支援制度
就職支援

日商簿記検定２級に合格した者で、学部学生１年生後期に実施する選考試験に合格し、本学指定の外部セミナー等を指定された期間を通して受講できる者。
給付奨学金

本学指定の外部セミナー等の受講料及びセミナー教材費
1.5年間 上限10名 地域の制限なし キャリアサポート課 併用可 併用可

国学院大学
教育ローン利子補給制度 在学中

1年生～4年生
毎年9月頃

学費支援
本学入学の際及び在学中に、教育ローンを借り入れた学部学生１～４年生

給付奨学金
５万円程度

１年間
若干名 地域の制限なし

学生生活課／たまプラーザ事務
課

併用可 併用可

国学院大学
國學院大學留学生奨学金制度 在学中

学費支援
用途を定めない経済的支援

学部留学生1～４年生で日本国の査証資格「留学」を取得している者のうち、学業継続の意志が高く、学費に対する援助を必要とする者であることを前提とし、1年次
生にあっては入学試験の総合評価と前期成績を、2年次、3年次、4年次生にあっては前年度の成績を参考とする。 給付奨学金

20万円程度
1年間 若干名 地域の制限なし 学生生活課 併用不可 併用可

国学院大学 特例給費奨学金制度 随時 用途を定めない経済的支援
入学後、家計が急変した学部学生1～4年生

給付奨学金
50万円限度

1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

国学院大学
國學院大學協定留学奨学金（給費） 随時 留学費用支援制度

本学が実施する協定留学に参加する者
※留学前年度におけるJASSOの定める成績評価係数が2.30以上であること 給付奨学金

月額３～８万円（留学期間中/コースにより給付額が異なる）
留学期間中に月額支給。 若干名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

国学院大学  國學院大學協定留学「標」奨学金制度（給付） 随時 留学費用支援制度
本学が実施する２学期間の協定留学に参加する学部学生のうち、特に優秀と認められた者

給付奨学金
20万円 選考後、留学開始前に支

給。
若干名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

国学院大学
國學院大學認定留学奨学金制度 随時 留学費用支援制度

本学が実施する認定留学に参加する者（累積GPAの要件等あり）
給付奨学金

1学期間につき20万円。
選考後、1学期間ごとに支
給。

若干名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

国学院大学
國學院大學認定留学天翔奨学金制度 随時 留学費用支援制度

本学が実施する2学期間の認定留学に参加する学部学生のうち特に優秀と認められた者（JASSOの定める要件等あり）
給付奨学金

40万円
選考後、留学開始前に支
給。

若干名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

国学院大学
國學院大學セメスター留学助成金制度（給費） 随時 留学費用支援制度

本学が実施するセメスター留学に参加する者。
※留学先大学での学費が免除される者には、給付なし。 給付奨学金

年間授業料の半額相当額
セメスター留学参加費に充
足。

若干名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

国学院大学 國學院大學セメスター留学学習奨励金制度（給費） その他 出願締切：３月頃 留学費用支援制度
本学が実施するセメスター留学により優れた学修成果を収めた者。

給付奨学金
１０万円。 採用者決定後（4月頃）、支

給。
若干名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

国学院大学  國學院大學短期留学グローバル・チャレンジ奨学金制度（給付） 随時 留学費用支援制度
本学が実施する短期留学に参加する学部学生のうち、優れた学修成果を収めた者。

給付奨学金
10万円 短期留学後に選考及び支

給。
年間最大25名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

国際基督教大学
ICUトーチリレーHigh Endeavor奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

・本学学部への入学を強く希望する者
・入学選考において成績優秀と認められた者
・父母の収入・所得金額を合算した金額が、800万円未満（給与・年金収入金額）または350万円未満（自営
　業等、事業所得金額）の者

免除・減免

年間授業料及び施設費の3分の1

原則4年間
＊毎年度継続審査あり

24名（2024年度入学者選抜全
体）

地域の制限なし 学生サービス部学生グループ 併用可 条件有りで併用可

国際基督教大学
ICU Peace Bell奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
寮制度
入学金・授業料減免

・本学学部への入学を強く希望する者
・人物・学業・入学選考における成績のいずれも優秀と認められた者
・父母の収入・所得金額を合算した金額が、800万円未満（給与・年金収入金額）または350万円未満（自営
　業等、事業所得金額）の者

免除・減免

入学金、授業料および施設費、入寮費および寮費（7、8月を除く）
原則4年間免除（修業年限
内）
*毎年度継続審査あり

14名（2024年度入学者選抜全
体）

地域の制限なし 学生グループ 併用可 条件有りで併用可

国際基督教大学
ICUトーチリレー在学生奨学金 在学中 毎年度1回（11～12月） 入学金・授業料減免

・経済的な理由で修学が困難である者。
・直近3学期間の通算GPAが3.0以上の者。
・留年している者、外国人留学生は応募資格無し。

免除・減免

年間授業料及び施設費の3分の1

1学期間 学部：104名程度 地域の制限なし 学生グループ 併用可 条件有りで併用可

国際基督教大学

ICU奨学融資制度 在学中 全学年 学費支援

・融資が行われる学期にICUの学部・大学院に本科学生として在籍し、科目を履修すること。
・日本国籍を有すること（永住及び定住有資格者は可能）。外国人留学生は応募資格無し。
・申請手続きに必要な日本語能力を有し、全ての手続きを学生本人が行うことができること。
・応募時の平均GPAが1.5以上（1年生の第一学期、博士後期課程学生は不要）であること。
・標準修業年限内であること。標準終業年限を超えて在籍する者（留年生）は応募資格は無し。

貸与奨学金

授業料・施設費

1学期間

＊前学期に募集
制限なし 地域の制限なし 学生グループ 条件有りで併用可 条件有りで併用可

国際基督教大学
大規模災害特別措置 学校出願時 被災者資金支援

入学志願者及び入学予定者で東日本大震災及び長野県北部の地震、2016年熊本地震、2018年7月豪雨、2018年北海道胆振地方東部地震、2019年台風15号及
び19号による災害救助法適用地域他において、主たる家計者が震災による人的被害を受けた方。収入の制限があるものについては、募集の要項でご確認くださ
い。

免除・減免
入学検定料、入学金、授業料・施設費（1～3学期分）
*災害や被災の程度により、減免内容が異なる。 入学初年度 制限なし 地域の制限なし アドミッションズ・センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

国際基督教大学

ICU Cherry Blossom奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

以下の条件をすべて満たしていること。
(1) 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県以外に設置された学校教育法第 1 条に定められた国内高等学校等出身者
注）高等学校（特別支援学校の高等部を含む）もしくは中等教育学校、高等専門学校の第 3 学年、専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であること。その他
の文部科学大臣が定める基準を満たす者に限る）で文部科学大臣が別に指定する者
※通信制高等学校の出身者は、学校所在地にかかわらず、一都三県（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以
外に居住する者
※高等学校卒業程度認定試験合格者は、本奨学金の対象外です。
※高等学校等コード表において東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県以外に設置されている学校が対象です。
(2) 一般選抜／総合型選抜／学校推薦型選抜に本科学生（一般選抜は転編入本科学生を含む）として出願を予
定している者で本学への入学を強く希望する者
(3) 卒業した、または卒業見込みの高等学校等より、調査書の発行を受けられる者
(4) 父母の「所得証明書」に記載の収入・所得金額を合算した額が以下の者
　給与・年金収入金額（税込み）900万円未満　/  事業所得、その他所得金額414万円未満

＊学部入学者選抜受験者対象

免除・減免

年間授業料及び施設費の3分の2

原則4年間
＊毎年度継続審査あり

約20名 地域の制限なし 学生サービス部学生グループ 併用可 条件有りで併用可

国士舘大学 学業優秀奨学生 在学中 2年生以上が対象 その他 奨学生D：授業料の5割減免
本学に1年以上継続して在学する者で、学業成績が特に優秀な者から選考（外国人留学生を除く）

免除・減免
奨学生規程により納入金を減免する。

当該年度のみ 各学部若干名 地域の制限なし 学生部　学生・厚生課 併用可 併用可

国士舘大学 修学援助奨学生 入学後 その他 奨学生D:授業料5割減免
家計支援者が死亡、後遺障害その他事由により、納入金の支払いが困難と認められた者とし、その事由が入学手続後に生じた者の中から選考。

免除・減免
奨学生規程により納入金を減免する。

当該年度のみ 各学部若干名 地域の制限なし 学生部　学生・厚生課 併用可 併用可

国士舘大学

運動技能優秀奨学生 学校出願時 その他

奨学生A：入学金・授業料・施設整備費・教材費減免
奨学生B:授業料・施設整備費・教材費減免
奨学生C：授業料減免
奨学生D：授業料の５割減免

入学を希望する者の中で、本奨学制度に出願し、各種スポーツの全国大会もしくは国民体育大会において、優勝または入賞した者及びこれと同等の技能を有する
者の中から選考。

免除・減免

奨学生規程により納入金を減免する。

①原則4年間
②１回限り

各学部若干名 地域の制限なし 学生部 学生・厚生課 併用可 併用可

国士舘大学 成績優秀奨学生 学校出願時 その他 奨学生A：入学金・授業料・施設整備費・教材費減免
入学を希望する者の中で、デリバリー選抜・大学入学共通テスト利用選抜Ⅰ期受験者を対象に、成績上位者の中から選考

免除・減免
奨学生規程により納入金を減免する

原則4年間 50名 地域の制限なし 入試部 併用可 併用可

駒澤大学
駒澤大学新人の英知（一般選抜特待生）奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

2月実施の一般入学者選抜T方式（グローバル・メディア・スタディーズ学部はS方式）で受験し、特に優秀な成績で合格した方を対象に学業奨励及び人材育成を目
的として給付。出願時に、当該学部学科に入学することを確約できる者が申込みの条件。採用人数64名。 給付奨学金

授業料相当額
地域の制限なし

駒澤大学
駒澤大学全学部統一日程選抜奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

全学部統一日程選抜合格者の中から特に優秀な成績で合格した方を対象に勉学奨励及び人材育成を目的として給付。全学部統一日程選抜に出願したすべての
受験生が対象。全学部統一日程選抜で本学に入学した入学者選抜合格得点上位者から選考。採用人数200名。 給付奨学金

年額30万円（前期・後期分割支給）
地域の制限なし

駒澤大学
駒澤大学百周年記念奨学金 学校出願時 学費支援

学業基準●学部1年生：高校卒業時評定平均値3.5以上●学部2年生以上：前年度までのGPA1.4以上
家計基準●経済的困窮度の高い学生から順番に採用 給付奨学金

年額50万円（前期・後期分割支給）
地域の制限なし

駒澤大学
駒澤大学駒澤会奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

駒澤大学百周年記念奨学金に申請し不採用者となった学部2年生以上の中から、GPA値が高い順から採用
給付奨学金

年額20万円（前期・後期分割支給）
地域の制限なし

駒澤大学 駒澤大学同窓会奨学金 学校出願時 学費支援
駒澤大学百周年記念奨学金に申請し、不採用となり、駒澤大学駒澤会奨学金にも不採用となったもののうち、家計状況の困難な程度が高い順から採用

給付奨学金
10万円（前期・後期分割支給）

地域の制限なし

駒澤大学 学業成績最優秀者奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者
学部2年生以上（2・3年次生は前年度の成績（GPA値）、4年次生は1年次から3年次までの成績(GPA値)を選考基準）。本人の申請不要

給付奨学金
年額50万円（一括支給）

地域の制限なし

駒澤大学
自己推薦選抜（総合評価型）奨学金 学校出願時 学費支援

●自己推薦選抜（総合評価型）を受験し、合格すること。●申請者世帯（父母）の年間収入・所得金額合算額が、給与所得者の場合は500万円以下、給与所得者以
外の場合は、事業所得300万円以下であること。●国の授業料減免および給付型奨学金の受給予定者ではないこと。
※国の高等教育の修学支援新制度（授業料減免・給付型奨学金）に採用された場合は、本奨学金の採用を取り消します。

給付奨学金

年額50万円（分割支給）

地域の制限なし

駒澤大学 大規模自然災害被災学生の授業料減免 学校出願時 被災者資金支援
激甚災害によって家計支持者の収入が途絶えたこと、若しくは、減少した場合、当該年度の授業料の全額又は半額を免除する。

免除・減免
授業料相当額（全額または半額）

地域の制限なし

駒沢女子大学
学校法人駒澤学園奨学金 在学中 全学年対象

学費支援
被災者資金支援

経済的理由により修学が困難な学生に対し書類選考を行い、奨学生としてふさわしいと判断された場合に給付する。
給付奨学金

年間授業料の半額以内の額
1年間 23名程度 地域の制限なし 大学短大事務部学生支援課 併用不可 併用可

駒沢女子大学
在学生スカラシップ制度 その他 2年次以上の学生対象に選考する（公募しない）

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

2年次以上の学生で、入学後の勉学に精励し、優秀な学業成績を修めた者に対し、授業料を減免する制度。原則としてGPAが3.0以上で、単位修得数や生活態度な
どの人物評価を併せて総合的に評価する。 免除・減免

年間授業料の半額
1年間

各学類、学科の入学定員の5%を
上限とする

地域の制限なし 大学短大事務部学生支援課 条件有りで併用可 併用不可

駒沢女子大学
新入学生スカラシップ制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜Ａ日程の筆記試験2科目の合計得点率が原則として7割以上であること。
免除・減免

年間授業料の半額もしくは全額
1年間

各学科、各学類の入学定員の
５％を上限とする

地域の制限なし 入試センター 条件有りで併用可 併用不可

順天堂大学
医学部学費減免特待生制度 入学手続時 特待生・成績優秀者

対象：医学部一般選抜A方式2次試験合格者の成績上位10名

免除・減免

・1年次は入学金200万円のみ納金（授業料、施設設備費、教育充実費を免除/1年次の寮費、
諸会費、教材費は減免対象外）
・2～6年次の学費は各年100万円とする
※減免額は在学時の学業成績に応じて変更となる場合あり

順天堂大学
基礎医学研究者養成奨学金

①入学後
②在学中

その他 将来、研究医を志す学生の支援が目的

①研究医特別選抜の入学者（2名）
②入学後に基礎研究医養成プログラムの特別コースに進み、4年次以降の希望者

博士号を取得後、本学の教員（助教/特任助教）として採用され、奨学金貸与期間と同年数を本学医学部にて研究を継続することで、奨学金の返還が全額免除

その他

月額10万円
（①1～6年次および大学院修了まで、②4～6年次および大学院修了まで）

順天堂大学 入学試験総合成績上位者奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者
対象：スポーツ健康科学部共通テスト利用選抜（前期）、一般選抜の総合成績上位者

給付奨学金
入学手続納入金のうち、初年度の学費の一部を免除

順天堂大学 順天堂大学スポーツ奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者
対象：スポーツ健康科学部トップアスリート特別選抜の合格者で学業継続に堅固な意志があり、競技活動に特に期待できると認められる方

給付奨学金
学費の一部を給付

順天堂大学
特待生制度 入学手続時 特待生・成績優秀者

対象：医療看護学部の入学試験において学力試験および人物見識が特に優秀な合格者
　　　  ・一般選抜（A・B日程）各区分若干名
　　　　・共通テスト利用選抜（3科目・4科目・5科目・一般選抜併用方式）各区分若干名

免除・減免

1年次の授業料と施設設備費に相当する額120万円を全額免除

順天堂大学 特待生制度 在学中 特待生・成績優秀者
対象：医療看護学部に入学後の学業成績および人物見識が優秀な学生(各学年若干名)

免除・減免
次年度の学費について、施設設備費30万円を全額免除

順天堂大学 特待生制度 入学手続時 特待生・成績優秀者
対象：保健看護学部の入学試験において学力試験および人物見識が特に優秀な合格者

免除・減免
1年次の授業料と施設設備費に相当する額120万円を全額免除

順天堂大学

順天堂大学医学部附属静岡病院奨学金 在学中 その他
順天堂大学医学部附属静岡病院に看護師として学校
卒業後に勤務する学生に対する奨学金

対象：看護師養成校に在学中の方※卒業学年からの申込は不可
順天堂大学医学部附属静岡病院で貸与期間に相当する年月を勤務した場合は、返済を全額免除

貸与奨学金

年間60万円/月額5万円
貸与が確定した年度より在
学している学校を卒業する年
度まで※貸与限度期間は4
年間

順天堂大学
学費減免制度（特待生A） 入学手続時 特待生・成績優秀者

対象：国際教養学部入学試験において学力試験および人物見識が極めて優秀な合格者（若干名）
免除・減免

初年度授業料の100万円を減免
※学校推薦型選抜（外部試験利用特待生）の合格者は全員適用

順天堂大学 学費減免制度（特待生B） 入学手続時 特待生・成績優秀者
対象：国際教養学部入学試験において学力試験および人物見識が特に優秀な合格者（若干名）

免除・減免
初年度の授業料を50万円に減免（半額減免）

順天堂大学 学費減免制度 在学中 特待生・成績優秀者
対象：国際教養学部入学後の学業成績及び人物見識が優秀な学生（若干名）

免除・減免
次年度の学費について、授業料を50万円に減免（半額減免）

順天堂大学 学費減免制度（特待生） 入学手続時 特待生・成績優秀者
対象：保健医療学部の入学試験において学力試験及び人物見識が特に優秀な合格者(各学科若干名)

免除・減免
初年度の授業料と施設設備費に相当する額130万円を全額免除

順天堂大学 学費減免制度 在学中 特待生・成績優秀者
対象：保健医療学部入学後の学業成績及び人物見識が優秀な学生（各学科若干名）

免除・減免
次年度の施設設備費30万円を減免

順天堂大学 学費減免制度 入学手続時 特待生・成績優秀者
対象：医療科学部総合型選抜（探究育成型）において学力試験および人物見識が特に優秀な合格者(各学科2名)

免除・減免
初年度の授業料を50万円に減免（半額減免）

順天堂大学 学費減免制度 入学手続時 特待生・成績優秀者
対象：健康データサイエンス学部総合型選抜（育成型：プログラミング力育成）において学力試験及び人物見識が特に優秀な合格者(2名)

免除・減免
初年度の授業料を50万円に減免（半額減免）

昭和大学

シンシアー奨学金 在学中 2年生～4年生
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

2年～4年生の全学部学生対象

①成績が優秀な者
②優れた医療人を目指す資質のある者
③課外活動等を積極的に行っている者
④医歯薬学部の学生においては、昭和大学特別奨学金給付を目指す者
⑤他機関から学費等に関する奨学金を支給されていない者

給付奨学金

①医学部・歯学部　300万円、薬学部140万円、保健医療学部105万円
②学費相当額を給付

①当該年度1年間
①医学部5名、歯学部・薬学部・
保健医療学部　各3名づつ　合計
14名

地域の制限なし 学事部学生課 併用不可 併用可

昭和大学

特別奨学金 在学中 5～6年生
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

医・歯・薬学部の5・6年生対象

①成績が優秀な者
②卒業後直ちに、本学大学院へ進学する者
③本学附属病院または本学以外の病院において臨床研修を行い、臨床研修修了後、引き続き本学大学院研究科に在籍する者
④本学大学院修了後、引き続き本学において4年以上専任教育職員として教育・研究・診療に従事する者。

給付奨学金

①医学部・歯学部　年額300万円、薬学部　年額140万円 
②学費相当額

①5・6年次2年間
①医学部15名、歯学部5名、薬
学部10名　合計30名
②5年次および6年次　合計60名

地域の制限なし 学事部学生課 併用可 併用可

昭和大学

特待生 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜入試(Ⅰ期)の上位合格者、保健医療学部リハビリテーション学科理学療法専攻・作業療法学専攻の総合型選抜入試及び学校推薦型選抜入試の合格者
が対象。

免除・減免

初年度の授業料を免除。

初年度のみ

一般選抜入試Ⅰ期上位合格
者・・医学部83名、歯学部42名、
薬学部95名　保健医療学部 看
護学科38名、リハビリテーション
学科 理学療法学専攻13名・作業
療法学専攻8名。
総合型選抜入試・・保健医療学
部リハビリテーション学科 理学療
法学専攻8名・作業療法学専攻8
名
学校推薦型選抜入試・・保健医
療学部リハビリテーション学科 理

地域の制限なし 学事部入学支援課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

昭和女子大学
人見記念奨学金（給付） 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

成績優秀者奨学生で、学習態度・生活態度が模範的であり、本学の委員会活動、他学生に対する貢献度など、その影響力が大である者。成績優秀者奨学生のう
ち、各学科各学年1名。学科からの推薦により決定する。 給付奨学金

年額20万円（後期学納金に充当） 年度内1回限り。複数年度で
対象となった場合は最大３回
まで給付される。

各学科学年1名 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
人見記念奨学金（貸与） その他 前期学納金利用：3月中旬、後期学納金利用：9月中旬 学費支援

経済的事情のため学生の本分である勉学と人間形成の修養が困難な者、真面目で意志強固な者。（保証人の審査あり）
貸与奨学金

学納金
1回限り。※上限500万円以
内で複数回利用可能。

人数制限なし 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
昭和学園奨学金 その他 ボストン校への留学プログラム費納入時期 留学費用支援制度

経済的事情のため学生の本分である勉学と人間形成の修養が困難な者、真面目で意志強固な者。（保証人の審査あり）
貸与奨学金

ボストン留学納付金
1回限り。上限500万円として
複数回利用可能。

人数制限なし 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
成績優秀者奨学金 在学中 ２年生～4年生 特待生・成績優秀者

2年次以上の学生で、前年度の成績がGPA2.5以上で各学科各学年上位3%の席次まで。学科からの推薦で決定する。

給付奨学金

年額20万円（後期学納金に充当） 年度内1回限り。複数年度で
対象となった場合は最大３回
まで給付される。

年間130名程度 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学

経済的支援奨学金 在学中 2年生・3年生・4年生 学費支援

次のすべての条件を備えている者を対象とする。
① (Ａ)～(Ｃ)のいずれかに該当する者。
(Ａ)1年以内に主たる家計支持者が死亡した者
(Ｂ)1年以内に主たる家計支持者が災害・就業困難など家計が急変した者
(Ｃ)その他経済的な理由で学費の納入が困難な者
②学部に在学する正規学生2年・3年・4年生で、生計維持者が日本国内発行の各種証明書を提出できる者を対象とする。
③高等教育の修学支援新制度の家計基準に該当しない者で日本学生支援機構の第一種奨学金の家計基準を満たす者
④世帯(父母合算)収入上限841万円以内の者(給与所得以外の場合上限400万円以内)
⑤日本学生支援機構奨学金の家計基準を参考に順位付けを行い、困窮度を指標とし、上位40名程度とし、かつ総給付額800万円以内を対象とする。
⑥前年度の成績が、GPA2.5以上で標準単位数以上修得済の者。

給付奨学金

年額20万円（後期学納金に充当）

年度内１回限り。複数年度で
申請でき、対象となった場合
は最大３回まで給付される。

40名程度 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用不可 併用可

昭和女子大学
3人以上在学者奨学金 入学後

学費支援
その他

本学園に3名以上の兄弟姉妹が同時に在籍している
学生に対する奨学金。

本学園に3名以上の兄弟姉妹が同時に在籍している期間が対象。3番目以降の入学者に給付。
給付奨学金

授業料の半額
在籍している間 人数制限なし 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学 認定留学生奨学金 在学中 学費支援
私費認定留学参加者のうち留学先で正規科目の履修をする学生対象

給付奨学金
所属学科の授業料相当額

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用不可

昭和女子大学
稲穗奨励基金 在学中 その他

学業以外のクラブ・サークル等の課外活動や学生個
人の自主活動で優れた業績をあげた者に対する支
援。

学業以外のクラブ・サークル等の課外活動や学生個人の自主活動で優れた業績をあげた学生、または団体。

給付奨学金

活動の業績による（5万円、10万円目安）
年度内１回限り。複数年度申
請でき、対象となった場合は
複数回給付される。

人数制限なし 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
水上奨励基金 在学中 その他

日本語日本文学科に在籍する学生で、日本文化と関
わりのある領域において優れた活動あるいは業績を
示した学生、または団体に対する支援。

日本語日本文学科に在籍する学生で、日本語・日本文学・書道・芸能など広く日本文化と関わりのある領域において優れた活動あるいは業績を示した学生、または
団体。

給付奨学金

活動の業績による（3万円・5万円・10万円目安）
年度内１回限り。複数年度申
請でき、対象となった場合は
複数回給付される。

人数制限なし 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
光葉緑奨学金 在学中 2年生～4年生 その他 遠方から本学に入学した学生に対する支援。

北海道、四国、九州、沖縄地方の出身の学部2年次、3年次、4年次の学生で、
勉学と人格形成に励んでいると認められた者（編入学初年度は対象外）
成績はGPA2.5以上。

給付奨学金

5万円 年度内１回限り。複数年度で
申請ができ、対象となった場
合は最大３回まで給付され
る。

年間20名
地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
光葉同窓会会長賞（親子三代賞） 入学後 その他

本学の教育方針に賛同する家族を称えることを目的と
する支援。

大学院、学部（日本女子高等学院、日本女子専門学校を含む）、短大を卒業した母及び祖母のいる新入生。
給付奨学金

5万円
１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
小島海外留学支援基金 在学中 留学費用支援制度

ビジネスデザイン学科または現代教養学科の学生。
入学時に21歳未満で、ひとり親または両親がいない学生で1セメスター以上の長期プログラムに参加する者。
前年度の成績が本人の属する学科・学年の上位1/2以内。
日本学生支援機構第一種奨学金の家計基準を満たしていること。

給付奨学金

50万円もしくは20万円(留学先宿泊費免除の場合)

１回限り
年間2名

地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
石間奨学金 在学中 4年生 学費支援

経済的困窮により卒業が困難な者。
11月末時点で学費未納で、就職または大学院進学が決定しており、卒業に要する単位を110単位以上修得している者。
日本学生支援機構第一種奨学金の家計基準を満たしていること。

給付奨学金

年額30万円(後期学納金に充当)

１回限り
年間2名

地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用可

昭和女子大学
MAKOTO奨学金 在学中 1年生(継続条件を満たしている場合4年間給付される) 学費支援

学部1年生。経済的困窮により、修学が困難な者、家計支持者の年収(合算)が400万円以下の者、1年次前期の成績が所属学科・学年の上位1/2以内の席次である
者。 給付奨学金

4年間の学費相当額(留学が必須の学科は別途ボストン留学費用1セメスター分) 4年間※進級の際、成績など
の審査あり。

1名
地域の制限なし 教学支援センター学生支援課 併用可 併用不可

昭和薬科大学

柴田奨学基金 入学後
学費支援
用途を定めない経済的支援

①種　別：第一種 （無利子）
　対　象：品行方正、学業優秀で経済事情が困難な者 

②種　別：第二種 
　対　象：品行方正、昨年度までの学業成績が平均水準以上で、5年次後期以降に家計急変に
　　　　　より就学継続が困難となった者 

③種　別：第三種 
　対　象：品行方正、前年度の学業成績が上位20%以内で、4年次以降に家計急変により就学
　　　　　継続が困難となった者

貸与奨学金

①学部　　月額35,000円　3月と8月を除き年10回貸与。
　大学院   月額57,000円　3月と8月を除き年10回貸与。
②学部 年額 50 万円以内を一括貸与し、学生納付金に充当。2 回まで貸与。
③学部 1 回の納付金額を上限とし、年 1 回貸与し、学生納付金に充当。3 回まで貸与。

①最低修学期間
②５年次後期以降２回前
③4年次以降3回まで

①人数制限なし
②１０名程度
③３～５名程度

地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

昭和薬科大学

特待生制度 在学中 1年生～5年生 特待生・成績優秀者

新入生(１年次）～5年次

①新入生(１年次）：入学試験上位者

②２年次から５年次：成績上位者

免除・減免

①１年間授業料全額免除
②１年間授業料半額免除

①１年間
②１年間

①公募制入学試験の成績上位
者１０位、B方式入学試験の成績
上位５０位、C方式入学試験の成
績上位５位の中で入学した学生
②各学年成績上位２位

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

女子美術大学 女子美奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
経済困難、学業・性行良好（全学年、留学生除く）

給付奨学金
年額40万円、単年度

1年間 90名（併設短期大学部含む） 地域の制限なし

女子美術大学 女子美術大学・女子美術大学短期大学部アイシス奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
経済困難、学業・性行良好（全学年、留学生除く）

給付奨学金
年額　10万円、単年度

1年間 10名（併設短期大学部含む） 地域の制限なし

女子美術大学
女子美同窓会奨学金 在学中 2年次以降 特待生・成績優秀者

2年次以上または専攻科生、学業優良
給付奨学金

年額　18万円、単年度
1年間

大学・短大合わせて20名（留学
生含む）

地域の制限なし

女子美術大学 創立者横井・佐藤記念特別奨学金 在学中 2年次以上または専攻科の学生から研究室推薦に基づき選考。 特待生・成績優秀者
2年次以上または専攻科生、成績優秀

給付奨学金
年額　50万円、単年度

1年間 6名 地域の制限なし

女子美術大学
学校法人女子美術大学教職員による学生・生徒支援奨学金 在学中 卒業年次生 学費支援

卒業学年、家計急変による学費納入困難
免除・減免

年額　60万円以内。未納学費に充当。
1年間

大学院・大学・短大合わせて3名
以内

地域の制限なし

女子美術大学 女子美海外留学奨学金 入学後 留学費用支援制度
協定海外留学生または認定海外留学生として留学する学生。

給付奨学金
金額は期間・地域により異なる

地域の制限なし

女子美術大学 大規模自然災害被災学生授業料等減免 その他 被災者資金支援
全学年、大規模自然災害による被災学生、入学希望者、入学検定料、授業料等の減免支援。

免除・減免
災害毎に定める。

地域の制限なし

女子美術大学
二つの星女子美予約奨学金 その他 高校在学中：11月上旬 学費支援

女子美術大学又は女子美術大学短期大学部に入学を強く希望する学業成績が優秀で経済的支援が必要な者
給付奨学金

年額40万円
１年間 40名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可

白百合女子大学
白百合女子大学奨学金 在学中 2～4年 学費支援

学業品行ともに優秀で、経済的に学業の継続が困難と認められる学生（正規課程）の支援を目的とする単年度の給付奨学金。学部生は2年次から申込み可能で、
最短修業年限までが対象。 給付奨学金

２５０，０００円

1回 40名程度 地域の制限なし 学生生活課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

白百合女子大学
白百合女子大学同窓会奨学金 在学中 全学年 学費支援

学業・品行ともに優秀で、家計支持者の死亡・破産・倒産・失業及び災害などによる家計の急変が原因で、経済的に学業の継続が困難となった学生（正規生）の援
助を目的とする給付奨学金。在学中における奨学金給付は、１回を原則とする。 給付奨学金

３５０，０００円
1回 7名程度 地域の制限なし 学生生活課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

白百合女子大学
白百合女子大学外国留学規程内規に基づく奨学金 在学中 2～4年

学費支援
留学費用支援制度

本学が協定又は認定した学位授与権を持つ外国の大学、またはこれに相当する高等教育機関へ留学し、所定の単位を　修得した学生（正規生）に奨学金を給付す
るもの。奨学金額は留学した期間によって異なり、連続して１年間留学した者には授業料の１/２相当額を給付し、連続して６ヶ月以上１年未満留学した者には授業
料の１/４相当額を給付する。

給付奨学金

※留学期間により異なる
留学期間が１年間の場合　：　３５０，０００円
留学期間が６ヶ月以上１年未満の場合　：　１７５，０００円

1回 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

白百合女子大学
被災者支援特別措置 在学中 全学年 被災者資金支援

大規模自然災害により被災した学生に対する制度。以下のすべてにあてはまる者を対象とする。
（1）本学の正規課程の在学生（次年度入学生を含む）であること
（2）家計支持者が対象の災害に係る災害救助法適用地域に居住し被災したこと
（3）災害状況（家計支持者が所有する自宅家屋等への罹災等）を証明できること

免除・減免

550,000円～1,450,000円

1回 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

白百合女子大学 白百合女子大学同窓会特別奨学金 在学中 2～4年 特待生・成績優秀者
本学に在学する２年生以上の学部学生であり、学業成績、人物ともに優秀であること。

給付奨学金
150,000円

1回 20名程度 地域の制限なし 学生生活課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

杉野服飾大学 杉野学園新入生奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免
本学に入学する者の内、経済的に困難で人物成績ともに優れた者。評定平均4.0以上。心身共に健康な者。経済的に困難な者（日本学生支援気候の収入基準額に
準ずる）

免除・減免
入学金（300,000円）免除

①入学時１回限り 若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

杉野服飾大学
同窓生特別免除制度 学校出願時 その他 選考料免除

本学（大学・短大・専門）の卒業生・在校生の親族で本学に入学を希望する者。入学後所定の手続きにより選考料相当額を給付。本学の卒業生・在校生の親族（子
女、兄弟姉妹、孫） 免除・減免

選考料相当額
出願時１回のみ 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

杉野服飾大学 全国ファッションデザインコンテスト奨励金 学校出願時 入学金・授業料減免
本学主催の全国ファッションデザインコンテスト高校生の部において優秀な成績を収めた者（入選者）で本学に入学を希望する者。

免除・減免
入学金300,000円

入学時1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

杉野服飾大学
杉野学園奨学金 在学中 毎年11月頃1年生から4年生まで

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

学業を継続する意思がありながら経済的に困難で人物成績ともに優れた学生に給付。
給付奨学金

200,000円
①１年間(1回限り） 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

杉野服飾大学 杉野学園緊急奨学金 随時 用途を定めない経済的支援
突然の災害や、やむを得ない突発事由により経済的に困難で人物・成績ともに特に優れた学生に給付。

給付奨学金
200,000円

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

成蹊大学

成蹊大学地方出身学生予約型奨学金（成蹊大学吉祥寺ブリリアント奨学金） その他 出願前（第1回：6月～7月、第2回：11月～12月）
学費支援
用途を定めない経済的支援

・全学部1年次生～4年次生対象（※2年次生以降は継続審査あり）

・AOマルデス入学試験、一般選抜の入学試験を受験する者

・学業成績・人物ともに優秀であって、学資の援助を必要とする地方出身者(東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県以外が対象)

給付奨学金

・年額45万円

4年間（※2年次生以降は継
続審査あり）

300名（採用候補者数） 地域の制限なし 学生部 併用不可 条件有りで併用可

成蹊大学
成蹊大学給付奨学金 在学中 1年次生～4年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

・全学部1年次生～4年次生対象

・学業成績・人物ともに優秀であって、学資の援助を必要とする者
給付奨学金

・年額30万円

1年間
1年次生：50名
2年次生以上：100名

地域の制限なし 学生部 併用不可 条件有りで併用可

成蹊大学
岡野奨学金 在学中 2年次生～4年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

・全学部2年次生以上対象

・学業成績、人物ともに優秀であって、学費の援助を必要とする者
給付奨学金

・年額9万円

1年間 10名 地域の制限なし 学生部 併用不可 条件有りで併用可

成蹊大学
関育英奨学金 在学中 2年次生～4年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

・主として電気、原子力関係を専攻する理工学部2年次生～4年次生対象

・学業成績、人物ともに優秀で学資の援助を必要とする者
給付奨学金

・年額12万円

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部 併用不可 条件有りで併用可

成蹊大学
清水建設奨学金 その他 学部推薦制のため、申請不要 特待生・成績優秀者

・全学部3年次生、4年次生対象

・前年度の学業成績、人物ともに極めて優秀であり、奨学金を給付することにより、学業の進展を期待することができる者。学部推薦による。
給付奨学金

・20万円

1年間 28名 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

成蹊大学
成蹊大学入学試験特別奨学金 その他

S方式に合格した方全員が対象となる。対象者には大学から必要書類を
送付予定。

学費支援
用途を定めない経済的支援

・一般選抜の入学試験（S方式）合格者全員が対象
給付奨学金

・授業料の2分の１の額
1年間 S方式合格者全員 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

成蹊大学 成蹊大学学業成績優秀者奨励奨学金 その他 学部推薦制のため、申請不要 特待生・成績優秀者
・全学部2年次生～4年次生の学業成績上位者が対象

給付奨学金
・年額10万円

1年間 120名 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

成蹊大学
成蹊大学社会人入学生奨学金 その他 2年次生～4年次生（該当者には大学から通知予定）

学費支援
用途を定めない経済的支援

・AOマルデス入試社会人特別受験に合格した全学部2年次生～4年次生対象

・前年度の学業成績・人物ともに優秀であって、学資の援助を必要とする者
給付奨学金

・年額30万円

1年間 15名 地域の制限なし 学生部 併用不可 条件有りで併用可

成蹊大学
成蹊会育英奨学金（貸与） 在学中 2年次生～4年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

・全学部2年次生～4年次生対象

・学業成績、人物ともに優秀かつ健康で、経済的理由により修学が困難な者

給付奨学金
貸与奨学金

・月額5万円（地方出身者に対して月額3万円を給付する生活支援制度あり）

3年間 15名 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

成蹊大学
成蹊会育英奨学金（給付） 在学中 2年次生～4年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

・全学部2年次生～4年次生対象

・学業成績、人物ともに優秀かつ健康で、経済的理由により修学が困難な者
給付奨学金

・月額4万円

最大3年間 10名 地域の制限なし 学生部 併用不可 条件有りで併用可

成蹊大学

大規模自然災害被災における納付金減免 在学中 1年次生～4年次生
入学金・授業料減免
被災者資金支援

・全学部1年次生～4年次生対象

・本学在学期間中に発生した災害により、保証人の居住地が災害救助法の適用を受け、当該被災により経済上就学が著しく困難になった本学学部生のうち、次の
いずれかの要件に該当している方
①次のいずれかの基準を満たす者
・罹災証明書において、保証人の居住する家屋が半壊、中規模半壊、大規模半壊又は全壊と記載がある場合
・収入に関する証明書において、保証人が著しい収入減と確認できる場合
・警戒区域に保証人の居住する家屋があり、避難所又は他の地域での生活を余儀なくされている場合
②罹災証明書において、保証人の居住する家屋が一部損壊又は準半壊と記載がある場合

免除・減免

①納付金全額減免
②納付金2分の1の額を減免

①当該学期限り。ただし、保
証人のその後の経過及び状
況を改めて確認し、半期に限
り減免の継続可能。
②当該学期限り。

①人数制限なし
②人数制限なし

地域の制限なし 学生部 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

成城大学

成城大学応急奨学生 在学中 学部1～4年生
学費支援
入学金・授業料減免

＜対象学年・学部＞
１～４年生の学部生対象

＜条件＞
家計の急変により学業の継続が困難となった者
但し、修学支援新制度受給者は、受給額との差額となる

免除・減免

授業料の半額相当（当該年度）

当該年度 制度2と併せて40名 地域の制限なし 学生部学生課奨学金担当 条件有りで併用可 併用可

成城大学

成城大学奨学生 在学中 学部2～4年生
学費支援
入学金・授業料減免

＜対象学年・学部＞
２～４年生の学部生対象
但し、＜制度１＞で回答した「成城大学応急奨学生」に採用されていない者

＜条件＞
経済的理由により修学に困難がある者
但し、修学支援新制度受給者は、申請不可

免除・減免

授業料の半額相当（当該年度）

当該年度 制度1と併せて40名 地域の制限なし 学生部学生課奨学金担当 併用不可 併用可

成城大学

成城大学提携教育ローン援助奨学金 入学後 学費支援

＜対象学年・学部＞
大学・大学院の学生。対象学年は特に定めていない。
ただし、当該学生の修業年限に相当する年数を限度とする。

＜条件＞
経済的理由により、提携金融機関の教育ローンを利用して、授業料その他の校納金等を納付した者。

給付奨学金

在学中に支払った利息（年利率5.0%上限）

給付対象年度の翌年度5月
末日

定数なし 地域の制限なし 学生部学生課奨学金担当 併用可 併用可

成城大学

大規模災害等被災者への特別措置 入学後
入学金・授業料減免
学費支援

＜対象学年・学部、大学院＞
新入生(入学志願者および入学試験合格者)及び在学１年生以上

＜条件＞
日本国内の大規模な天災及びその他の災害等により、その授業料等負担者が被災し、経済的に入学又は学業の継続が困難となった者

免除・減免

学校法人成城学園が決定した特別措置の内容による

当該年度 定数なし 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

成城大学

成城大学澤柳奨学金（１年次） その他 入学時 特待生・成績優秀者

＜対象学年・学部＞
1年生

＜資格・条件＞
入試成績上位合格者

給付奨学金

①・②に共通して
特に優秀な者：授業料全額相当
優秀な者：授業料半額相当
但し、修学支援新制度受給者は、受給額との差額となる

当該年度
4学部併せて108名

地域の制限なし 入学センター 条件有りで併用可 併用可

成城大学

成城大学澤柳奨学金（２年次以降） その他 申請ではなく、学部からの推薦による 特待生・成績優秀者

＜対象学年・学部＞
2年生以上

＜資格・条件＞
2年次以上に在籍する者で、人物・学業ともに優秀な者

給付奨学金

1年間の留学：授業料全額相当
後期期間の留学：授業料半額相当

当該年度 4学部併せて72名 地域の制限なし 学生部学生課 条件有りで併用可 併用可

成城大学

成城大学認定留学生の授業料免除 入学後 入学金・授業料減免

〈対象学年・学部〉
大学・大学院の学生。対象学年は定めていない。

〈資格・条件〉
本学の認定留学制度を利用し、1年間または後期期間の留学を行う者

免除・減免

1年間の留学：授業料全額相当
後期期間の留学：授業料半額相当

留学期間と同じ 定数なし 地域の制限なし 国際センター 条件有りで併用可 併用可

成城大学

川上宏奨学金 在学中 5月下旬～6月下旬 その他 研究の奨励

＜対象学年・学部＞
成城大学文芸学部マスコミュニケーション学科及び成城大学大学院文学研究科コミュニケーション学専攻博士課程（前期・後期）に在籍する学生（全学年）

＜資格・条件＞
所定の申請書、指導教員の推薦書の提出

給付奨学金

川上宏奨学基金の運用果実（令和元年度は総額30万円）

1回限り
選考委員会が都度決定(令和2年
度は5名）

地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

成城大学
私費外国人留学生授業料等免除 その他 新入生：入学手続時、在学生：前年度1月頃 入学金・授業料減免

大学・大学院の学生。対象学年は定めていない。
経済的理由により授業料等の納入が困難であり、かつ学業優秀と認められる者。 免除・減免

授業料の5割
入学金、施設費、学習図書整備費、その他の納入すべき費用全額

1年間（継続を希望する場合
は年度毎に申請が必要）

定数なし 地域の制限なし 国際センター 併用不可 併用可

成城大学

成城大学社会イノベーション学部外国留学等支援金 その他
秋開始留学：留学する年の3月15日まで
春開始留学：10月15日まで

学費支援

＜対象学年・学部＞
社会イノベーション学部（学年指定なし）

＜資格・条件＞
以下のすべてに該当する者
・「社会イノベーション特殊演習」を履修し単位を修得した者
・演習の単位を修得したのちに、別に定める外国留学等によって単位修得を行う者

給付奨学金

一人３０万円

在学期間において1回を限度 最大10名 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

聖心女子大学
聖心女子大学奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援

学部又は大学院に在学し、家計の都合その他の理由により、授業料の納入が困難と認められる者。
貸与奨学金

授業料等の全額もしくはその一部とする。但し、特段の事由が認められる場合は、予算の範囲
内で授業料等の２倍を限度として貸与 1年間

学部の学生は４０人以内、大学
院の学生は１５人以内

地域の制限なし 学生部　学生生活課 併用不可 併用可

聖心女子大学
聖心女子大学振興基金修学支援奨学金 在学中 1年生～4年生

学費支援
用途を定めない経済的支援

学部1～4年次（外国人留学生を除く）に在学し、経済的な支援が必要と判断される者。
給付奨学金

授業料の一部
1年間 5名以内 地域の制限なし 学生部　学生生活課 併用不可 併用不可

聖心女子大学
聖心女子大学振興基金奨学金 在学中 2年生 特待生・成績優秀者

学部２年次に在学し、学業成績が優秀と認められる者。
給付奨学金

授業料の一部
1年間 3名以内 地域の制限なし 学生部　学生生活課 併用不可 条件有りで併用可

聖心女子大学 聖心女子大学特別奨学金 在学中 3年生 特待生・成績優秀者
学部３年次に在学し、学業成績が優秀と認められる者。

給付奨学金
授業料の一部

1年間 3名以内 地域の制限なし 学生部　学生生活課 併用不可 条件有りで併用可

聖心女子大学
大規模自然災害及び感染症等の影響に関わる学費減免 在学中 １年生～4年生

学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

本学の学部又は大学院に在学し、大規模自然災害や感染症等の影響で家計が急変した者のうち、大学に認められた者。

免除・減免

当該年度の学費相当額以内の額

1年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生部　学生生活課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

聖心女子大学
一般入試（3教科方式）成績優秀者奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜(３教科方式)の入学試験の成績が特に優秀な者。

給付奨学金

授業料の一部または全部
4年間
※1年毎成績などの審査あり

授業料全額の者は毎年度１０名
以内、授業料一部の者は毎年度
５０名以内

地域の制限なし
学生部　学生生活課　／学務部
入試課

条件有りで併用可 併用不可

聖心女子大学
エリザベス・ブリット基金奨学金（同窓会給付） 在学中 2年生～4年生

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

学部2～4年次（新編入生・外国人留学生を除く）に在学し、成績優秀で、経済的な支援が必要と判断される者。

給付奨学金

授業料全額

1年間 2名以内 地域の制限なし 学生部　学生生活課 併用不可 併用不可

聖心女子大学 宮代会特別奨学金（同窓会給付） 在学中 4年生 特待生・成績優秀者
学部4年次に在学し、学業成績が優秀と認められる者。

給付奨学金
50万円

1年間 3名 地域の制限なし 学生部　学生生活課 併用不可 併用不可

聖心女子大学 聖心女子大学振興基金留学支援奨学金 在学中 2年生～4年生 留学費用支援制度
学部２～４年次に在学し、本学規定による特定の留学の許可を得た者。

給付奨学金
当該留学に係る渡航費（往復）及び滞在費の一部

１年間 3名程度 地域の制限なし 学生部　国際連携課 併用不可 併用可

清泉女子大学 清泉女子大学奨学金 入学後 学費支援
１～４年生・経済的にその必要ありと認められ、向学心を有する者に対しての貸与。

貸与奨学金
授業料の全額又は半額。

１年間 授業料全額２０名/半額６名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

清泉女子大学 発展協力会奨学金 入学後 学費支援
１～４年生・経済的にその必要ありと認められ、向学心を有する者に対しての貸与。

貸与奨学金
授業料の全額。

年度ごと ７名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

清泉女子大学 泉会奨学金 入学後 学費支援
１～４年生・経済的にその必要ありと認められ、向学心を有する者に対しての貸与。

貸与奨学金
授業料の全額

年度ごと 春季２０名/秋季７名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

清泉女子大学 麗泉会奨学金 在学中 4年 学費支援
４年生・経済的にその必要ありと認められ、その年卒業が見込まれるもの。

貸与奨学金
当該年度の授業料未納額の範囲内

４年次 ４名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

清泉女子大学
エルネスティナ・ラマリョ記念奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

人物・向学心にすぐれ、経済的にその必要ありと認められる者に対して給付。
給付奨学金

授業料の範囲内（300000円）
年度ごと ５名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

清泉女子大学 中島太郎教授記念奨学金 在学中 3年次 資格取得支援制度
教職課程を履修している学生で、強く教職につくことを希望し、学業品行ともに優れたもので、経済的に必要ありと認められる者に対して給与。

給付奨学金
教職課程履修費

３年次 ５名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

清泉女子大学
国際交流基金国外留学生奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

国外留学制度に基づき国外大学に留学する学生で、学業成績が優秀であり、将来国際社会に寄与すると認められる者に対して給与
給付奨学金

当該大学の授業料の一部
留学時 ５名 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用可

清泉女子大学 入試特別奨学生・入試奨学生 学校出願時 特待生・成績優秀者
入試特別奨学生・入試奨学生として、認められた者。年に1度継続の成績確認あり。

免除・減免
授業料・施設費の全額又は半額

年度ごと ２０名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

清泉女子大学 発展協力会成績優秀者表彰 在学中 ３年次 特待生・成績優秀者
２年次迄の成績優秀者

給付奨学金
１０万円

３年次 各学科２名合計１０名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

聖路加国際大学
聖路加同窓会奨学金 在学中

学部1～4年
募集開始時（6月頃）

用途を定めない経済的支援
対象学年：全学年
資格：将来母校を大切にし看護を通じて社会に貢献したいと学業に励む志を持つ学生 給付奨学金

年額20万円
1年間、在学中1回限り 1名 地域の制限なし 大学事務課学生係 併用可 併用可

聖路加国際大学
小澤道子記念奨学金 在学中

学部3・4年生
募集開始時（6月頃）

用途を定めない経済的支援
学業成績優秀でかつ経済的に修学の継続が困難な学部3・4年生対象
在学中1回限り 給付奨学金

年額20万円
1年間
在学中1回限り

5名 地域の制限なし 大学事務課学生係 併用可 併用可

聖路加国際大学
聖路加国際大学貸与奨学金 在学中

学部1～4年
募集開始時（7月頃）

用途を定めない経済的支援

全学年対象
学業人物優秀かつ健康であって修学上経済的に困難な者。
無利子　最短修業年限まで支給。

貸与奨学金

月額3万円

最短修業期間 若干名 地域の制限なし 大学事務課学生係 併用可 併用可

聖路加国際大学
聖路加国際大学グローカル奨学金 学校出願時

学費支援
用途を定めない経済的支援

・出願時の住所が東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県以外の者
・修学上経済的に困難な者
・学業成績が優秀な者
・聖路加国際大学特待生奨学金との併用不可

給付奨学金

年額100万円

最短修業期間 3名 地域の制限なし 大学事務課学生係 併用可 条件有りで併用可

聖路加国際大学
聖路加国際大学特待生奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

学部に入学を許可された学生で修学上経済的に困難で成績が優秀な者
聖路加国際大学グローカル奨学金との併用不可 給付奨学金

年額158万円

最短修業期間 2名 地域の制限なし 大学事務課学生係 併用可 条件有りで併用可

聖路加国際大学
聖路加国際大学災害特別奨学金 在学中 全学年対象 被災者資金支援

災害救助法が適用された地域で被災した在学生に対する経済的支援
保証人が被災の場合も適用

給付奨学金

被災状況により
1．158万円（授業料の1年分相当）
2．79万円（授業料の半期分相当）
3．10万円（お見舞金）

1回 制限なし 地域の制限なし 大学事務課学生係 併用可 併用可

専修大学
スカラシップ入試奨学生 学校出願時

特待生・成績優秀者
その他

学術奨励等
1年次生が対象。人物に優れ入学試験の成績が特に優秀であるとともに、本学への入学を強く希望する者であって、スカラシップ入学試験制度により入学を認めら
れたもの。（1年次100名） 免除・減免

授業料相当額および施設費相当額。
原則4年間継続して支給。 100名 地域の制限なし 入学課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

専修大学
新入生特別奨学生 入学手続時

特待生・成績優秀者
その他

学術奨励等
１年次生が対象。帰国生入学試験、外国人留学生入学試験、公募制推薦入学試験、英語資格取得者入学試験、AO入試の成績が特に優秀な者。

給付奨学金
1,2,3年次の3年間継続で授業料の半額相当額を支給する。

3年間 地域の制限なし 入学課 併用可 併用可

専修大学
新入生学術奨学生 入学後

特待生・成績優秀者
その他

学術奨励等
1年次生が対象。入学後、各学部において実施する奨学生試験の成績が特に優秀な者。

給付奨学金
1年次の1年間につき支給する。一部法学部・文学部・人間科学部30万円、当該学部以外およ
び二部15万円。 1年間 未定 地域の制限なし 教務課 併用可 併用可

専修大学
学術奨学生 在学中 2,3,4年次

特待生・成績優秀者
その他

学術奨励等
2,3,4年次生が対象。前年度の学業成績が特に優秀な者。

給付奨学金
30万円

2,3,4年次の当該年度1年間 未定 地域の制限なし 教務課 併用可 併用可

専修大学
自己啓発奨学生 随時

課外活動支援制度
その他

学術奨励等
在学生で、学術、文芸、スポーツ、自治・社会活動などに明確な目的を有し、その分野で優れた業績を達成し、さらに高い目標に挑戦する個人またはその団体。

給付奨学金
個人20万円、団体50万円を限度額として活動状況に応じて支給額を定める。採用時に一括支
給する。 1年間 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

専修大学
指定試験奨学生 在学中 毎年11月と1月頃募集

資格取得支援制度
その他

学術奨励等
在学生で、公認会計士の短答式試験、または当該試験の論文式試験に合格した者。

給付奨学金
短答式試験合格者に10万円、論文式試験合格者に30万円を一括支給する。

1年間 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

専修大学
利子補給奨学生 在学中 毎年6月、12月頃募集 学費支援

在学生で、勉学意欲があるにもかかわらず、経済的理由により入学または修学の継続が困難なために金融機関からの教育ローンを組んでいる者。
給付奨学金

金融機関の教育ローン適用者に対して、授業料など学費資金借り入れに対する当該年度の利
子分の一部を一括支給する。 1年間 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

専修大学
家計急変奨学生 その他

事由発生より3ヶ月以内に出願。ただし長期療養は6か月を経過してから
の出願。

学費支援
在学生で、勉学意欲があるにもかかわらず、在学中に主たる家計支持者の死亡、失業（解雇・倒産）、長期療養（6か月以上療養）などに基づく経済的困窮により、
修学の継続が著しく困難になった者。 給付奨学金

授業料の40％相当額を一括支給する。ただし、在学中一度のみ申請可能。
1年間 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

専修大学
災害見舞奨学生 その他 事由発生より3ヶ月以内に申請

学費支援
被災者資金支援

在学生で、当該学生が居住している家屋または主たる家計支持者が生活の本拠として居住している家屋その他の建造物などが火災、風水害、地震などに被災し、
損害を受けたことにより経済的困窮度が高くなった者。 給付奨学金

20万円を限度額として一括支給する。
1年間 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

専修大学 育友会奨学生 その他 分納による直近の学費の納入期限日 学費支援
在学生で、学費の工面について努力を行ったにもかかわらず学費の納入が困難であり、継続して在学を強く希望する者。

給付奨学金
分納による直近の学費1期分に相当する額を一括支給する。ただし、在学中一度のみ申請可
能。

1年間 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

専修大学

専修大学進学サポート奨学生 学校出願時 学費支援

以下の１～７の全ての条件を満たしている者。

１．東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県以外にある国内の高等学校および中等教育学校の出身者（通信制除く）で、かつ家計支持者（父母。父母がいない場合は代
わって家計を支えている人）が上記1都3県以外に居住し（単身赴任者除く）、入学後は本学に自宅外から通学する者。

２．日本国籍を有する者、または、永住者、定住者、日本人（永住者）の配偶者・子。

３．令和6年3月卒業見込み者または令和5年3月以降に卒業した者。

４．調査書の発行が受けられる者で、全体の学習成績の状況が【3.5以上】の者
　　・中等教育学校の場合は後期課程におけるすべての教科・科目の学習成績の状況
　　・卒業見込み者は、最終学年1学期または前期までの値（第2回に申請の場合は2学期までのものでも可）
　　・卒業者は、最終学年3学期または後期までの値

５．令和6年度大学入学共通テスト利用入学試験（前期・後期）、一般選抜（全国・前期・後期入学試験）のいずれかで本学を受験する者。

６．父母の「最新（令和4年中）の所得証明書」記載の収入・所得金額を合算した金額が以下の者。
　　・給与・年金収入金額（課税前）800万円未満
　　・その他、事業所得金額350万円未満
　　※複数種類の収入・所得がある場合、合算して総合的に判断。

７．本制度申請時点で、国の「高等教育の修学支援新制度（日本学生支援機構の給付奨学金）の採用候補者になっていない者。

第1回申請期間　令和5年11月6日（月）~24日（金）
第2回申請期間　令和5年12月4日（月）~令和6年1月10日（水）
いずれも当日消印有効。

給付奨学金

授業料の半額相当額を4年間に限り継続支給。（毎年度、学業成績状況等により継続の可否の
審査を行い、給付を取り消すこともある）

原則4年間継続支給 200名 地域の制限なし 学生生活課 併用不可 条件有りで併用可

専修大学 校友会奨学生 随時 学費支援
在学生で、経済的支援を必要とし、継続して在学を強く希望する者。

給付奨学金
20万円を上限額とし、採用時に一括支給。

1年間 制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

創価大学

創価大学給付奨学金 在学中 １～４年次 学費支援

対象：学部在学生（外国人留学生・特別奨学生・法曹会奨学生を除く）で成績基準、収入基準の両方を満たしている者。
成績基準：
初回採用者の場合：通算ＧＰＡ2.0以上で学年別の単位数を満たしている者。
２回目以降採用者の場合：通算ＧＰＡ2.7以上で学年別の単位数を満たしている者。
収入基準：
主たる家計支持者の年収が、給与・年金所得の場合は収入金額（課税前）が600万円未満、事業所得の場合は所得金額が250万円未満である者。

給付奨学金

文系学部40万円、理工・看護学部50万円を秋学期に一括給付

１年間 80名以内 地域の制限なし 学生部学生課奨学金係 併用不可 条件有りで併用可

創価大学

創価大学牧口記念教育基金会学部生奨学金 在学中 １～４年次 学費支援

対象：学部在学生（外国人留学生・特別奨学生・法曹会奨学生を除く）で成績基準、収入基準の両方を満たしている者。
成績基準：
初回採用者の場合：通算ＧＰＡ2.0以上で学年別の単位数を満たしている者。
２回目以降採用者の場合：通算ＧＰＡ2.7以上で学年別の単位数を満たしている者。
収入基準：
主たる家計支持者の年収が、給与・年金所得の場合は収入金額（課税前）が600万円未満、事業所得の場合は所得金額が250万円未満である者。

給付奨学金

200,000円を秋学期に一括給付

１年間 110名以内 地域の制限なし 学生部学生課奨学金係 併用不可 条件有りで併用可

創価大学

創価大学創友会奨学金 在学中 １～４年次 学費支援

対象：学部在学生（外国人留学生・特別奨学生・法曹会奨学生を除く）で成績基準、収入基準の両方を満たしている者。
成績基準：
初回採用者の場合：通算ＧＰＡ2.0以上で学年別の単位数を満たしている者。
２回目以降採用者の場合：通算ＧＰＡ2.7以上で学年別の単位数を満たしている者。
収入基準：
主たる家計支持者の年収が、給与・年金所得の場合は収入金額（課税前）が600万円未満、事業所得の場合は所得金額が250万円未満である者。

給付奨学金

200,000円を秋学期に一括給付

１年間 75名以内 地域の制限なし 学生部学生課奨学金係 併用不可 条件有りで併用可

創価大学
創価大学特別奨学生 その他 該当入試受験者から選抜 特待生・成績優秀者

公募推薦入試、一般入試A：大学入学共通テスト利用入試（前期３科目・４科目計）、一般入試B：ハイブリッド型入試、一般入試C：大学独自問題型入試（3科目）の
入試成績優秀者を採用。
特別な申請等の手続きは必要なし。

給付奨学金

文系学部40万円、理工・看護学部50万円を４年間給付（継続審査有）

４年間（継続審査あり） 130名程度 地域の制限なし アドミッションズセンター 併用可 条件有りで併用可

創価大学
Learning Agreement（LA）奨学生 学校出願時 特待生・成績優秀者

一般入試A：大学入学共通テスト利用入試（前期３科目・４科目計）において、高い得点率での合格を条件に、奨学金の給付を先行確約する。
また、グローバル・シティンズンシップ・プログラム（GCP）もしくは法学部グローバル・ロイヤーズ・プログラム（GLP）、経済学部HOPE希望者には、入学後に実施する
各プログラムの選考試験を免除したうえで、受験前に受講を先行確約する。

給付奨学金

文系学部40万円、理工・看護学部50万円を４年間給付（継続審査有）・入学前に70万円給付
（創友会ふるさと給付奨学金） ４年間（継続審査あり） 若干名 地域の制限なし アドミッションズセンター 併用可 条件有りで併用可

創価大学
創価大学特待生奨学金 在学中 １～４年生の在学生から選抜 特待生・成績優秀者

各学部の成績優秀者。各セメスター毎に審査。
特別な申請手続き等は必要なし。 給付奨学金

150,000円を採用時に一括給付。
１セメスター 100名（年間200名） 地域の制限なし 学生部学生課奨学金係 併用可 併用可

創価大学
創価大学法曹会奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者

法学部ＧＬＰ選抜試験優秀者上位5名以内。
特別な申請手続き等は必要なし。 給付奨学金

授業料、教育充実費の半額分を給付
１年間 ５名以内 地域の制限なし 法学部事務室 併用可 条件有りで併用可

創価大学 創価大学国際奨学金 その他 留学時 留学費用支援制度
交換留学、認定留学の合格者。

給付奨学金
50,000円～700,000円（地域によって異なる）

留学時１回 100名程度 地域の制限なし 国際部国際課 併用可 併用可

創価大学 創価大学国際奨学金（海外短期研修） その他 海外短期研修参加時 留学費用支援制度
海外短期研修参加者。

給付奨学金
10,000円～50,000円（研修先によって異なる）

留学時１回 300名程度 地域の制限なし 国際部国際課 併用可 併用可

創価大学
兄弟姉妹同時在籍者への給付奨学金 その他 入学時のみ 学費支援

兄弟姉妹が創価大学・創価女子短期大学に在籍している新入生 
※兄弟姉妹が大学院または通信教育部に在学している場合、および編入学、転入学、再入学した時の学生は除く 給付奨学金

兄弟姉妹の同時在籍が２人目の場合、新入生に対し入学後「入学金半額相当額」を給付
兄弟姉妹の同時在籍が３人目以降の場合、新入生に対し入学後「入学金全額相当額」を給付 入学時１回 対象者全員 地域の制限なし 学生部学生課奨学金係 併用不可 併用可

創価大学
創友会ふるさと給付奨学金 その他 入学前のみ 特待生・成績優秀者

創友会員の子・孫、または地域の受験生で、創価大学を志望し受験する者。
ただし、大学入学共通テスト利用入試（前期３科目／４科目方式）での出願、受験が条件。
各県の創友会総支部長の推薦のある者。

給付奨学金

70万円（入学前に一括給付）

入学前１回
各県１名（加えて方面採用枠若
干名）

地域の制限なし 創友会事務局 併用可 併用可

大正大学
人材育成奨学金 在学中 1～4年生

特待生・成績優秀者
その他

学業成績及び人物ともに優秀で修学意欲があり、将来
に期待できる者に対する奨学金

対象学年：1～4年生
学部：全学部
資格：学業成績及び人物ともに優秀な者で修学意欲があり、将来に期待できる者
条件：1年生：春学期の学業成績（GPA）3.0以上、２～4年生：前年度の学業成績（GPA）3.0以上

給付奨学金

20万円

採用時 最大85名 地域の制限なし 学生支援部学生課 併用可 条件有りで併用可

大正大学
ガモール奨学金（実務体験奨学金） 在学中 1～4年生 その他

大正大学魅力化プロジェクトにコア学生として参加する
学生に対する奨学金。

対象学年：全学生
学部：全学部
資格：大正大学魅力化プロジェクトにコア学生として参加する学生に対する奨学金。

給付奨学金

上限月額2万円

プロジェクト実施中 対象者に準拠 地域の制限なし 学生支援部学生課 併用可 条件有りで併用可

大正大学

チャレンジ支援奨学金 在学中 1～4年生 その他

①自ら新しいことにチャレンジする意思を持ち、自己の
企画の実現を通じて社会に新しい価値の創造を志す
者に対する奨励金。
②卒業後の進路・将来の職業と関連付け、社会や地
域の活動への参加を通じて自己の成長を促進し、夢
の実現を志す者に対する奨励金。

対象学年：学部 1 年生～ 4 年生
　　　　　大学院修士課程 1 年生～ 2 年生、博士課程 1 年生～ 3 年生
以上の内、以下のいずれかに該当する者（※個人、団体は問わない。）

①自ら新しいことにチャレンジする意思を持ち、自己の企画の実現を通じて社会に新しい価値の創造を志す者
②卒業後の進路・将来の職業と関連付け、社会や地域の活動への参加を通じて自己の成長を促進し、夢の実現を志す者

給付奨学金

上限10万円

採用時 若干名 地域の制限なし 学生支援部学生課 併用可 条件有りで併用可

大正大学
海外特別留学奨学金 在学中 1年生～4年生 留学費用支援制度

1～4年生の全学部生対象

・「大正大学学生留学規程」に準拠して海外留学を認定された者
　※海外留学期間中の本学における学費等については、当該納期授業料を免除するが、諸費は全額を納入するものとする。

免除・減免

留学期間の本学授業料を免除

採用時 若干名 地域の制限なし 教務部 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大正大学
海外語学研修奨励金 在学中 1年生～4年生 留学費用支援制度

1～4年生の全学部生対象

・海外語学研修選考試験に合格し研修に参加する者
給付奨学金

2万円/1名

採用時 若干名 地域の制限なし 教務部 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大正大学

大正大学授業料特別減免制度 在学中 学部全学年 学費支援

対象学年：1～4年生
学部：全学部
資格：（1）保証人（学費支給責任者）が、自然災害又は火災等の非常災害により、甚大な被害を受け経済状況が急変し学生の修学継続が困難になった場合。
（2）保証人の死亡等により、著しく家計が急変し学生の修学継続が困難になった場合。
条件：・給与所得者の場合、年間収入金額841万円以下
　　　・給与所得者以外の場合は、年間所得金額355万円以下

免除・減免

年間授業料の10～100％以内

採用時 審査により決定 地域の制限なし 学生支援部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大正大学
学術文化奨励制度（アカデミックコンテスト） 在学中 学部全学年 その他 学内アカデミックコンテスト受賞者に対する奨励金

応募資格 ：2023年度現在、大正大学に在籍する学部学生（留学生を含む）
（ただし、9月卒業の学生、大学院生、大学院研究生、科目等履修生は除く） 給付奨学金

審査により決定
採用時 審査により決定 地域の制限なし 学生支援部学生課 併用可 条件有りで併用可

大正大学
古本募金奨学金制度 在学中 学部4年生 研究費支援

対象：学部4年生で卒業論文、卒業研究、卒業制作を執筆、制作する者
（既に卒業論文・卒業研究・卒業制作の執筆、制作を終了した者は除く）
（令和5年9月卒業予定者は除く）

給付奨学金

上限2万円

採用時 若干名 地域の制限なし 学生支援部学生課 併用可 条件有りで併用可

大正大学
チャレンジ型入試奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

1学年100名
チャレンジ型一般選抜の成績優秀者

免除・減免

試験結果により授業料を全額免除、半額免除、30％免除とする。
1年次～4年次まで
ただし、継続にはGPA基準あ
り

全額免除10名
半額免除10名
30％免除80名

地域の制限なし 学生支援部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大正大学
地域戦略人材育成入試奨学金 学校出願時 入学金・授業料減免

地域戦略人材育成入試の合格者

給付奨学金

50万円
1年次～4年次まで
ただし、継続にはGPA基準あ
り

1学年8名 地域の制限なし 学生支援部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大正大学
地域人材推薦・紹介型入試奨学金 学校出願時 学費支援

地域人材推薦・紹介型入試の合格者

給付奨学金

50万円
1年次～4年次まで
ただし、継続にはGPA基準あ
り

1学年若干名 地域の制限なし 学生支援部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

大東文化大学
入学前予約採用型奨学金（桐門の翼） 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【条件】
・選考対象となる入学試験に出願した者
・対象の入学試験において優秀な成績を収めた者 免除・減免

【4年間】授業料全額免除
原則4年間
※進級時に学業成績等を含
めた継続審査あり。

100名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

大東文化大学
温故知新報奨金 その他 学部推薦 特待生・成績優秀者

【条件】
・学業成績が特に優秀と認められる者
・最短修学年限内である者
・休学中の者は対象外とする。

給付奨学金

20万円

単年度
各学部各学科の2年生以上の各
学年あたり1名

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

大東文化大学

教育ローン利子補給金 入学後
学費支援
その他

教育ローン利子補給金

【条件】
・本学が提携する金融機関の教育ローンを利用し、学費を納入した学生（科目等履修生・委託研修生・研究生・交流学生は除く）を対象に、在学中の利息分を給付
する。
・給付奨学金（大学院）、スポーツ奨学金のいずれかを給付されている者、休学中の者および給付申請の翌年度に1年以上の海外留学が決定ないし予定されてい
る者は対象外とする。

給付奨学金

5万円以内

単年度 80名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

大東文化大学
特別修学支援金 随時

学費支援
その他

家計急変による経済的支援

【条件】
・主たる家計維持者または学費支弁者が死亡・離別・破産・解雇・退職（自己都合不可）するか、または著しい収入の減少が認められる者
・給付奨学金（大学院）、スポーツ奨学金のいずれかを給付されている者は対象外とする。

給付奨学金

50万円

単年度
学部生および大学院生合わせて
30名以内

地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

大東文化大学
学生災害見舞金 随時

学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

【条件】
・本学の学生または主たる学費支弁者が災害に罹災し修学継続が困難になった者
・給付奨学金（大学院）、スポーツ奨学金、特別修学支援金のいずれかを給付されている者、奨学金留学により海外留学中の者、休学中の者は対象外とする。

給付奨学金
免除・減免

被害状況に応じて1万円から学費全額相当額まで

単年度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

高千穂大学
学費等免除奨学金制度 随時 学費支援

1～4年生
全学部
入学後に発生した経済状況の急変により修学が困難となった学生で、所定の単位を取得している者

免除・減免

930,000円～1,100,000円（該当年度授業料・施設設備費・教育充実費）

1年間 上限なし 地域の制限なし 学務部　学生課 併用可 併用可

高千穂大学
学業成績優秀者賞 その他 申請不要

特待生・成績優秀者
学費支援

2年生以上
全学部
前年度の学業成績、かつ人物ともに優秀な者（学業成績については別途条件あり）

免除・減免

680,000～880,000円（該当年度授業料相当額）

1年間 上限なし 地域の制限なし 学務部　学生課 併用可 併用可

高千穂大学
小池厚之助賞 その他 申請不要 特待生・成績優秀者

2～4年生
全学部
在学生の学業成績上位で人物優良な者（学業成績については別途条件あり）

給付奨学金

50,000円

一時金
商学部、経営学部は各学年10名
まで
人間科学部は各学年5名まで

地域の制限なし 学務部　学生課 併用可 併用可

高千穂大学 海外短期・中期留学奨学金 その他 申請不要 留学費用支援制度
高千穂大学で実施している海外留学プログラムに合格した者。

給付奨学金
留学先大学の授業料

留学実施時期 各留学プログラム定員まで 地域の制限なし 教育研究事務課 併用可 併用可

高千穂大学 海外長期留学奨学金 その他 申請不要 留学費用支援制度
高千穂大学で実施している海外留学プログラムに合格した者

給付奨学金
留学先大学の授業料

留学実施時期 留学プログラムの定員まで 地域の制限なし 教育研究事務課 併用可 併用可

高千穂大学
公的資格取得支援奨学金 その他 4月・10月 資格取得支援制度

・大学が指定する前提資格を保有する者
・所定の単位を取得済の者
・上位資格取得のため専門学校等の通学講座を受講し、8割以上出席した者

給付奨学金

受講料の半額（上限１０万円）
申請が承認された後一括で
支給

若干名 地域の制限なし 教育研究事務課 併用可 併用可

高千穂大学
特待生制度 その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

英語・国語（Ⅰ期）、ベスト2教科、大学入学共通テスト利用Ⅰ期（2教科型）、大学入学共通テスト利用Ⅰ期（3教科型）の各合格者の中で、得点率80％以上の成績
上位5名ずつ合計20名を特待生として認定。 免除・減免

１年次の授業料６８万円（経営学部起業・事業承継コースは７８万円）を、全額免除。
入学時のみ 20名 地域の制限なし 入試広報部　入試課 併用可 併用可

高千穂大学 被災された方に対する入学検定料及び入学者に対する授業料に係る特別措
置

学校出願時 入学金・授業料減免
東日本大震災、東京電力福島第一原子力発電所事故及び、激甚災害で被災された方の経済的負担を軽減し、受験者の進学機会の確保を図るために、①被災状
況による授業料の減免制度、②入学検定料の免除を用意しています。 免除・減免

①入学年度春学期の授業料を減免する
②全入学試験の入学検定料を全額免除する

①春学期
②１回限り

①人数制限なし
②人数制限なし

地域の制限なし 総務部　総務課 併用可 併用可

高千穂大学
チャレンジ特待生制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学校推薦型選抜および総合型選抜（第1～3回）の合格者のうちの希望者に対し、一般選抜（英語・国語Ⅱ期）を受験し、得点率80％以上の成績上位5名を特待生と
して認定。 免除・減免

１年次の授業料６８万円（経営学部起業・事業承継コースは７８万円）を、全額免除。
入学時のみ 5名 地域の制限なし 入試広報部　入試課 併用可 併用可

多摩大学 特別給費生奨学金制度 入学手続時 特待生・成績優秀者
詳細はホームページ（https://www.tama.ac.jp/guardian/scholarship/scholarship-1.html）または本学選抜要項をご確認ください。

給付奨学金
①最大86万円

地域の制限なし 入試課 併用不可 併用不可

多摩大学

多摩チャレンジ奨学金制度(首都圏外学生給付型奨学金) 学校出願時 特待生・成績優秀者

学業成績が優秀な首都圏(東京都※・神奈川県・埼玉県・千葉県)以外の国内高等学校出身者。
※島しょ部除く
詳細はホームページ（https://www.tama.ac.jp/guardian/scholarship/scholarship-1.html）または本学選抜要項をご確認ください。 給付奨学金

年額40万円
7月下旬、12月下旬に半額ずつ支給。

入学後1年間
入学後の2年目以降も審査を
受けることで4年間の継続受
給が可能。

一般選抜、一般選抜大学入学共
通テスト利用方式の合格者のう
ち、基準に達した者には奨学金
を給付します。

地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可

多摩大学

成績優秀者奨学金制度 入学後 特待生・成績優秀者

学業及び成績が優秀で人物及び健康ともに優れ、他の模範になる学生を対象に給付される奨学金。

給付奨学金

区分1：各学期分の授業料
区分2：5万円

各学期毎

経営情報学部
区分１：各学期毎に、1年生から3
年生まで各学年1名
区分２：各学期毎に、1年生から3
年生まで各学年20名
グローバルスタディーズ学部
区分１：各学期毎に、1年生から3
年生まで各学年1名
区分２：各学期毎に、1年生から3
年生まで各学年10名

地域の制限なし 教務課 併用可 併用不可

多摩大学

海外留学奨学金 入学後 留学費用支援制度

学業成績が優秀で人物及び健康ともに優れ他の模範になり、将来グローバルな活躍が期待でき、海外留学及び海外でのインターンシップを希望している学生を対
象に給付される奨学金。

給付奨学金

経営情報学部：最大30万円
グローバルスタディーズ学部：最大40万円
短期留学、海外インターンシップ：10万円以内

経営情報学部
区分1：10万円以内 短期留学・
海外インターンシップ　28名以内
区分2：30万円以内 長期留学　6
名以内
グローバルスタディーズ学部
区分1：10万円以内 短期留学・
海外インターンシップ　20名以内
区分2：40万円以内 長期留学
14名以内

地域の制限なし 国際交流センター事務課 併用可 併用可

多摩大学

被災学生学費減免措置制度 在学中 被災者資金支援

大規模災害が発生した場合、罹災された地域（災害救助法が適用された市区町村）に居住されている受験者に対して、入学金の減免・入学後の学費もしくは授業
料の減免（罹災状況による）等の対応を行ない進学および就学支援を行なっています。ただし、世帯の収入金額※により適用されない場合があります。

免除・減免

被害状況 減免額
災害により保証人が死亡、行方不明、長期療養中または重度な障害を負っている場合 入学金
全額および1年間の学費全額
災害により家屋が全壊し、被害を受け罹災証明が交付された場合 入学金全額および1年間の
学費全額
災害により家屋が半壊、流出等の損壊または浸水等の被害を受け罹災証明が交付された場合
（一部損壊は除く） 入学金全額および1年間の授業料半額
災害により避難生活等を余儀なくされている場合 入学金全額および1年間の授業料半額
災害に伴い保証人が失業等をして著しい家計急変があり、学費納付が困難である場合 入学金
全額および1年間の授業料半額

地域の制限なし 入試課 併用可 併用不可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

玉川大学
ファーストイヤー奨学金 在学中 大学1年次生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

春学期の学業成績が優れ、就学継続の意思が強固で、教育上経済的な援助が必要である者
大学1年次生対象
全学部・全学科定数合計20名

給付奨学金

年額30万

採用年度 20名 地域の制限なし 学生支援センター学生支援課 併用可 条件有りで併用可

玉川大学
玉川奨学金 在学中 大学2年次生以上(単年度制)

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

学業的・人物的にも優れ、就学継続の意思が強固で、教育上経済的な援助が必要である者
大学2年次生以上
※編入学初年度の学生は申請不可
全学部・全学科定数合計50名強

給付奨学金

年額30万

採用年度 約50名 地域の制限なし 学生支援センター学生支援課 併用可 条件有りで併用可

玉川大学
SAE海外留学奨学金 在学中 全学年(SAE海外留学プログラム参加年度) 留学費用支援制度

SAE海外留学プログラムに参加する学生で、学業的・人物的にも優れ、留学の意思と留学を通しての勉学の目的が強固・明確である者
大学全学生が対象
全学部・全学科定数合計15名

給付奨学金

年額 50万円　100万円　150万円
＊留学先授業料による
在学期間中、採用は一回のみ

採用・留学年度 15名 地域の制限なし 国際教育センター 併用可 条件有りで併用可

玉川大学
玉川給付型奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

全学部・全学科で定数合計50名を限度とする
本学が実施する玉川給付型奨学金入学試験に合格し、所定の入学手続きを経た学業成績の優秀な者
ただし学期ごとに継続手続き及び審査あり

給付奨学金

玉川給付型奨学金入学試験の選考基準により、授業料の全額、半額相当額、3分の1相当額を
入学後に給付

最短修業年限　※但し学期
ごとに継続手続き及び審査
有り

50名 地域の制限なし 入試広報部 入試課 併用可 条件有りで併用可

玉川大学 玉川応急奨学金 在学中 大学全学年 用途を定めない経済的支援
家計の急変により教育上経済的な援助が必要で、学業的・人物的にも優れ、就学継続の意志が強固であると認める者。大学全学生が対象（在学期間、採用は一回
のみ）

給付奨学金
年額30万

採用年度 特に定めず 地域の制限なし 学生支援センター学生支援課 併用可 条件有りで併用可

玉川大学
小原応急奨学金 在学中 大学卒業年次 用途を定めない経済的支援

家計の急変により教育上経済的な援助が必要で、学業的・人物的にも特に優れ、就学継続の意志が強固であると認める者
大学卒業年次生対象 給付奨学金

年額60万円
採用年度 4名 地域の制限なし 学生支援センター学生支援課 併用可 条件有りで併用可

玉川大学
経済支援奨学金 在学中 大学2年次生以上 用途を定めない経済的支援

就学継続の意思が強固で学業優秀にも関わらず、学費の支弁が困難で、経済的援助が必要である者
大学2年次生以上
若干名

給付奨学金

年額50万

採用年度 若干名 地域の制限なし 学生支援センター学生支援課 併用可 条件有りで併用可

玉川大学
TeS奨学金 在学中 大学卒業年次

学費支援
入学金・授業料減免

家計の急変により学費負担が困難で、学業的、人物的に優れている者の中から、認定所得が低い者若干名。
大学卒業年次生対象。 免除・減免

卒業年次授業料、教育研究諸料、施設設備金
採用年度 若干名 地域の制限なし 学生支援センター学生支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

玉川大学
国公立大学併願スカラシップ奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

全学部・全学科で定数合計50名を限度とする
本学が実施する国公立大学併願スカラシップ入学試験に合格し、所定の入学手続きを経た者が対象
ただし学期ごとに継続手続き及び審査あり

免除・減免

授業料を国公立大学の授業料と同額とし、教育研究所料、施設設備金も免除とする。
（国公立大学の授業料に変動があった場合にはその金額に準じて変更を行う）

最短修業年限※但し学期ご
とに継続手続き及び審査有
り

50名 地域の制限なし 入試広報部 入試課 併用可 条件有りで併用可

玉川大学
課外活動奨学金 在学中 体育会・文化会クラブ所属者 課外活動支援制度

学業・人物的にも優れ、課外活動において顕著な成績を収め、クラブ部長から推薦される者
体育会・文化会クラブ所属者
若干名

給付奨学金

年額50万

採用年度 若干名 地域の制限なし 学生支援センター学生支援課 併用可 条件有りで併用可

玉川大学
スポーツ特待生奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

スポーツ選抜総合型入学審査に合格した者
給付奨学金
免除・減免

年額30万円～初年度納付金 最短修業年限※但し学期ご
とに継続手続き及び審査有
り

若干名 地域の制限なし 玉川アスレチックデパートメント 併用可 条件有りで併用可

多摩美術大学
創立80周年記念奨学金 在学中 学部2～4学年・大学院博士前期課程2学年 特待生・成績優秀者

美術学部および博士前期課程
前年度学内成績最優秀者（入学年度は除く）
各学科・専攻・コースで原則1名

給付奨学金

300,000円

1年間 約30名 地域の制限なし 学生課 併用可

多摩美術大学
学業成績優秀者奨学金 在学中

学部2～4学年・大学院博士前期課程2学年
特待生・成績優秀者

美術学部および博士前期課程
前年度学内成績優秀者（入学年度は除く）
各学科・専攻・コース、学年別

給付奨学金

200,000円

1年間 約230名 地域の制限なし 学生課 併用可

多摩美術大学
特別優秀顕彰奨学金 在学中 学部2～4学年・大学院博士前期課程2学年

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

美術学部および博士前期課程
学内外活動等で顕著な実績をあげた者（入学年度は除く）
各学科・専攻・コースで原則1名

給付奨学金

100,000円

1年間 約30名 地域の制限なし 学生課 併用可

多摩美術大学 交換留学生奨学金 その他 交換留学決定時 留学費用支援制度
本学から海外協定校へ交換留学する者（学部1年生は除く）

給付奨学金
200,000円

20名程度 地域の制限なし 国際交流センター 併用可

多摩美術大学
ワークスタディ奨学金 その他 4月に説明会を実施

学費支援
用途を定めない経済的支援

経済的に修学困難な学生で、JASSO等の貸与型奨学金を貸与中もしくは申請中、またはJASSO給付奨学金を受給中もしくは申請中であり、授業の空き時間や休
業期間に計画的に一定時間以上、作業に従事できる者（博士後期課程は除く）
年間120時間程度の作業あり

給付奨学金

200,000円
(前後期2分割) 1年間※半期毎に給付 約40名 地域の制限なし 学生課 併用可

多摩美術大学

緊急支援制度 随時
学費支援
入学金・授業料減免

・主たる家計支持者の死亡や後遺障がいによる失職等
・主たる家計支持者の家屋等が甚大な被害を受けた場合
いずれの場合もJASSO等の奨学金を貸与中もしくは申請中であること
（新入生は後期より申請可能、在学延長者、国費留学生および激甚災害は除く）
年間授業料の半額減免
＊9月以降は、半期授業料の半額減免

免除・減免

年間授業料の半額
593,500円
(後期～296,750円)

在学中1回のみ 20名を限度 地域の制限なし 学生課 併用不可

多摩美術大学
激甚災害特別支援制度 随時

学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

激甚災害により
・主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊、流失した場合
・主たる家計支持者が死亡又は行方不明の場合
学費の半額～全額減免

免除・減免

【学費】の半額～全額

地域の制限なし 学生課

多摩美術大学
兄弟姉妹授業料減免制度 在学中 学部1～4学年・大学院博士前期課程1～2学年

学費支援
入学金・授業料減免

本学の正規課程に同時に兄弟姉妹が在籍する場合
（一方が休学・留年した場合および在学延長者は除く）
それぞれ年間授業料の20％減免

免除・減免

年間授業料の20％
（237,400円） 1年間 約50名 地域の制限なし 学生課 併用不可

中央大学
中央大学学長賞・学部長賞給付奨学金 在学中 ２～４年次 特待生・成績優秀者

各学部に在学する2～4年次で、学力・人物共に優秀な学生
給付奨学金

学長賞：授業料の1/2相当額　学部長賞：学部により異なる
1年間

学長賞奨学金は各学部1名、学
部長賞奨学金は学部により異な
る

地域の制限なし 奨学課 併用可 条件有りで併用可

中央大学
中央大学予約奨学金 その他 出願前（11月頃）に申請が必要である

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

本学への入学を希望する、学業成績が優秀な首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外の国内高等学校等出身者/父母年収合計800万円以下（税込み）
（事業所得の場合は355万円以下） 給付奨学金

授業料の1/2相当額。

4年間（ただし継続審査あり） 約100名 地域の制限なし 奨学課 併用不可 条件有りで併用可

中央大学

各学部給付奨学金 在学中 1～4年次

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援
課外活動支援制度
資格取得支援制度

各学部により異なる。成績優秀者向け奨学金の他、学生の諸活動奨励、自己推薦・留学支援などがある。

給付奨学金

学部により異なる

学部により異なる 学部により異なる 地域の制限なし 各学部事務室 併用可 条件有りで併用可

中央大学
中央大学経済援助給付奨学金（所得条件型） 在学中 原則1～4年次

学費支援
用途を定めない経済的支援

修学意思があるにもかかわらず経済的理由により修学が困難な学生かつ、学部生（5年次以上で学費減免を受けている学生を除く）で本学が定める収入基準、成
績基準を満たす学生 給付奨学金

法学部、経済学部、商学部、文学部生：135,500円　理工学部生：193,500円　総合政策学部生：
169,500円　国際経営学部生：155,000円　国際情報学部生：167,500円　（2023年度前期募集実
績、変更の可能性あり）

半期（前期・後期の両方に申
請可能）

約500名 地域の制限なし 奨学課 併用不可 条件有りで併用可

中央大学
長期留学支援奨学金 在学中 2年次以上 留学費用支援制度

当該年度の長期留学（交換留学・ISEP・認定留学）派遣留学生として推薦され、留学先大学において正規学生としての登録を完了し、留学期間1学期以上1年未満
の留学をする者。また、派遣年度の所属学部・大学院の本学授業料（大学院生：在学料）及び実験実習料を超える学外奨学金を受給しない者。 給付奨学金

留学形態・留学先学費・留学期間に応じて決定
1学期以上1年間まで 未定 地域の制限なし 国際センター事務室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

中央大学 中央大学文化・スポーツ活動等奨励給付奨学金 在学中 1～4年次 課外活動支援制度
学内または学外における課外活動等において優れた実績を収めた学生、または今後の成果が期待できる学生（全学年）

給付奨学金
学費相当額を限度とし、奨励内容により異なる

1年間 2023年度58名採用 地域の制限なし 奨学課 併用可 併用可

中央大学 中央大学指定試験奨学金 在学中 5年次以上 資格取得支援制度
大学で指定する国家試験（公認会計士試験・国家公務員総合職試験）を受験する修学延長学生

給付奨学金
学費減免後の授業料・実験実習料の4/5相当額

1年間 50名程度 地域の制限なし 奨学課 併用不可 併用不可

津田塾大学
梅子スカラシップ（学業） その他 学科から推薦

特待生・成績優秀者
その他

上記回答の中の“特待生”は除外
・2年生以上
・学力、人物共に優れている者 給付奨学金

100,000円
1年間に1度 約20名 地域の制限なし 併用可 併用可

津田塾大学
Atsuko Onda Craft ＆ Yasuko Onda Chikada Scholarship 在学中 学部生

特待生・成績優秀者
学費支援
その他

上記回答の中の"特待生"は除外

①学部生　※大学院生は含まない
②学業成績優秀者
③経済的理由により授業料の支弁が困難である者

給付奨学金

年額１００万円

1年間 最大3名 地域の制限なし 併用可 併用可

津田塾大学
課外活動奨励金 その他 出願締切：6月中旬 課外活動支援制度

・団体が5名以上の津田塾大学生により構成されている　・団体の活動実績が1年以上ある（或いは新規サークル立ち上げ）
給付奨学金

①１年間
②１回限り

団体数制限なし 地域の制限なし

津田塾大学
津田カレッジローンA 学校出願時 学費支援

・学力が優秀でありながら、経済的理由で修学が困難な学生
・原則、日本学生支援機構奨学金の推薦に漏れた者 貸与奨学金

授業料相当額
地域の制限なし

津田塾大学 津田カレッジローンB 学校出願時 学費支援
・日本学生支援機構奨学金の推薦に漏れた者

貸与奨学金
30万円

地域の制限なし

津田塾大学

津田スピリット 学校出願時 学費支援

【申請資格】

以下の1～5の条件、すべてを満たす必要があります。

1.一般入学試験（A・B・C方式）で津田塾大学を受験する者。
 ※複数の方式を併願する場合、申請は一度で構いません。
 ※学芸学部・総合政策学部、両学部を併願する場合でも申請は一度で構いません。
 ※他大学との併願は可能です。

2.1都3県（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外に設置された通信制を除く国内高等学校もしくは中等教育学校の出身者。（通信制高等学校出身者および高卒
認定の場合、1都3県以外居住者）
上記の学校を2019年3月卒業見込みの者または2018年3月以降に卒業した者
（高卒認定者は1999年4月2日以降生まれの者）

3.「平成30年度所得証明書（平成29年分の収入・所得がわかるもの）」に記載の収入・所得を父母（父母がいない場合は代わって家計を支えている人）を合算した金
額が、以下の者
 1) 給与所得の場合・・・所得証明書等における収入金額（控除前）：657万円未満

 2) 給与所得以外の場合・・・所得証明書等における所得金額： 286万円未満
 ※上記1,2双方の収入・所得がある場合は、合算して総合的に判断します。

4.高校の調査書で、全体の評定平均値が【3.5以上】の者。
・卒業見込者は、最終学年1学期または前期までの値。
・卒業者は、最終学年3学期または後期までの値。

5.日本国籍を有する者、特別永住者又は永住者、定住者、日本人（永住者）の配偶者・子

給付奨学金

50万円/年間

1年間に1度 上限30名 地域の制限なし 併用可 併用可

津田塾大学

緊急時対応奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

全学年対象

① 家計維持者が会社の倒産・解雇等により失職した場合（定年退職、自己都合退職を除く）。
② 家計維持者が死亡または離別した場合。
③ 家計維持者が破産した場合。
④病気、事故その他の事情による急激な支出の増大もしくは収入の減少が生じた場合。
⑤ 火災、風水害、震災等の災害により、災害救助法、天災融資法等の適用を受ける被害またはこれらの災害に準ずる被害を受けたことによる急激な支出の増大も
しくは収入の減少が生じた場合。

給付奨学金
貸与奨学金

40 万円。ただし、うち20 万円を給付奨学金、20 万円を貸与奨学金とする。

①１年間
②１回限り

人数制限なし 地域の制限なし 併用可 併用可

津田塾大学

海外留学（派遣・受入）奨学金 その他
派遣：5～6月および11～12月
受入：入学許可書発行後、留学開始前

留学費用支援制度

派遣：
・学部2年生以上で留学期間が1年以上の本学学生（学部生・大学院生）

受入：
・本学協定校からの受入交換留学生

なお、派遣、受入ともに、JASSO給付型奨学金（海外留学支援制度）との併給不可、他の留学のための奨学金（月額5万円以上）との併給不可。
※受入は2022年度については、応募可能なJASSO給付型奨学金（海外留学支援制度）なし。

給付奨学金

50万円/人を上限とする。

派遣生：一時金
受入生：支給合計金額を月
割りにして支給。支給（＝留
学）期間は1年もしくは半期
のいずれか。

予算状況による。 地域の制限なし 国際センター事務室 併用不可 条件有りで併用可

津田塾大学

海外活動奨励金 在学中 5～6月および11～12月 課外活動支援制度

●対象学年：前期募集は1～4年生を対象、後期募集は1～3年生を対象
●対象学部：全学部
●資格：長期休暇期間中に海外でのボランティア活動等へ参加する本学学生
●注釈：在学中の受給は1回のみ。1年生優先枠あり。
英語スコアや成績に関する要件は、募集要項にて確認のこと。

なお、本学の学生が行う海外活動については、応募対象となるJASSO給付型奨学金（海外留学支援制度）は無い。従い、下記「質問（１３）JASSO給付型奨学金対
象校」では、「併給不可」を選択している。

給付奨学金

8万円/回を上限とする。

一時金。
年間を通しての募集人数は50名
としているが、予算状況による。

地域の制限なし 国際センター事務室 併用不可 併用不可

津田塾大学

海外語学研修奨学金 在学中 5～6月および11～12月 研修支援制度

●対象学年：前期募集は2～4年生を対象、後期募集は1～3年生を対象
●対象学部：全学部
●資格：長期休暇期間中に海外での短期語学研修等へ参加する本学学生
●注釈：在学中の受給は1回のみ。
対象言語や、その他対象となるプログラムの条件は、募集要項にて確認のこと。

なお、海外語学研修については、本学主催の1プログラムを除き、応募可能なJASSO給付型奨学金（海外留学支援制度）はない。上記1プログラムに関しても、本奨
学金とJASSO給付型奨学金との併給は不可となる。従い、下記「質問（１３）JASSO給付型奨学金対象校」では、「併給不可」を選択している。

給付奨学金

8万円/回を上限とする。

一時金。
年間を通しての募集人数は60名
としているが、予算状況による。

地域の制限なし 国際センター事務室 併用不可 併用不可

津田塾大学

開発途上国奨学金 在学中 5～6月 研究費支援

●対象学年：全学年における学部生・大学院生
●対象学部：全学部及び全研究科
●資格：開発途上国の人々の生活向上等プロジェクトに参加する本学学生
●条件：帰国後、毎年5万円を4年間で返還すること。

なお、本奨学金の対象となる活動を行う学生が、応募可能なJASSO給付型奨学金（海外留学支援制度）はない。従い、下記「質問（１３）JASSO給付型奨学金対象
校」では、「併給不可」を選択している。

貸与奨学金

20万円

一時金。 毎年1名を募集人数としている。 地域の制限なし 国際センター事務室 併用不可 併用可

津田塾大学 一時貸付金 在学中 1年生～4年生 用途を定めない経済的支援
・1か月以内に返還

貸与奨学金
上限3万円/回（一時金）

地域の制限なし

津田塾大学
卒業生の寄付による派遣留学奨学金 在学中 6～7月 留学費用支援制度

●対象学年：学部2年生以上および大学院生
●海外の学位授与機関への留学を計画している、もしくは海外の学位授与機関からの入学許可をており、次年度の秋学期までに留学を開始できる本学学生 給付奨学金

100万円/人を上限とする。
一時金。 若干名 地域の制限なし 国際センター事務室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

津田塾大学

経済的理由により修学が困難な私費外国人留学生の授業料減免措置 その他 年度ごとに申請（毎年5月上旬頃を申請締切とする） その他 授業料減免

津田塾大学及び津田塾大学大学院の正規の課程（以下「本学の正規課程」という。）に在学し、かつ、出入国管理及び難民認定法別表第１に定める「留学」の在留
資格（年度途中に、「家族滞在」等から「留学」に変わる者を含む。）を有する者とし、国費外国人留学生制度に定める国費外国人留学生及び外国政府の派遣する
留学生以外の者を対象とする。
ただし、
・当該学生の修業年限を上限とする。
・休学または留学をする場合は、休学・留学期間中の学費減免措置を適用し、本規程を重複して適用しないものとする。

授業料減免を申し出る学生は、本学が定める申請書類を期日までに提出する。
本人の経済的理由に加え、学業成績並び学問研究への熱意等を考慮して選考を行う。
なお、経済的な理由において、次の２項目に基準金額を設ける。
・本国からの仕送り額が、月額90,000円以下であること。
・在日扶養者の収入額が、年額5,000,000円以下であること。

免除・減免

授業料の半額を減免する。

申請が認められた当該年度
について減免を行う（申請は
年度ごとに行う）。

人数制限なし。 地域の制限なし 国際センター事務室 条件有りで併用可 条件有りで併用可

津田塾大学

パイオニア・スカラシップ 在学中 学部2年生以上、大学院生 留学費用支援制度

（１）本学学部 2 年生以上または大学院生（交換留学生、科目等履修生、研究生は除く）で、 海外の学士以上の学位授与機関へ 1 学期以上の留学をする者 
（２）学業成績に優れ、行動力、創造性、発信力等の卓越した力を有する者 
（３）出願年度及びそれ以前に本学学生懲戒規程に定める懲戒処分を受けていない者 
（４）留学に際しては、原則として留学終了後本学に帰学し、本学での学業を全うし学位を取得する者 
（５）海外の学位授与機関から入学許可を得ており、かつ海外における実践的な活動（インタ ーンシップ、ボランティアなど）を計画している者   

給付奨学金

上限200万円

一時金 年度につき2名程度 地域の制限なし 国際センター事務室 併用不可 条件有りで併用可

帝京大学
奨学特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

Aコース：薬・経済・法・文・外国語・教育・理工学部の一般選抜Ⅰ期、Ⅱ期合格者で、成績上位100名
Bコース：薬・経済・法・文・外国語・教育・理工学部の一般選抜Ⅰ期、Ⅱ期合格者で、Aコース合格者を除く成績上位100名
Cコース：薬・経済・法・文・外国語・教育・理工・医療技術・福岡医療技術学部の一般選抜Ⅰ期合格者で、Aコース・Bコースの合格者を除く成績上位300名 免除・減免

Aコース：入学金半額・1年次授業料全額免除
Bコース：入学金半額・1年次授業料半額免除
Cコース：1年次授業料年額のうち20万円減免
※Aコース、Bコースは2年次以降も前年度成績により、減免が継続される。

1年間（Aコース、Bコースは2
年次以降も前年度成績によ
り、減免が継続される。）

Aコース100名
Bコース100名
Cコース300名

地域の制限なし
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

帝京大学
“自分流”奨学金制度 在学中 1～4年次（医・薬は1～6年次）

特待生・成績優秀者
学費支援

家計が急変し、経済的に修学が困難となった、医・薬・経済・法・文・外国語・教育・理工・医療技術・福岡医療技術学部生。海外からの留学生は対象外。
免除・減免

10万円減免。
1年間 地域の制限なし

帝京大学

後援会奨学金 在学中 1～4年次
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

家計が急変し経済的に修学が困難となった経済・法・文・外国語・教育・理工（情報科学科通信教育課程を除く）・医療技術学部(スポーツ医療学科健康スポーツ
コース・トップアスリートコース、柔道整復学科）の学部生。

給付奨学金

経済（経済学科、国際経済学科、経営学科、観光経営学科)・法・文・外国語・教育・医療技術学
部(スポーツ医療学科健康スポーツコース、トップアスリートコース）は30万円以内。
経済（地域経済学科）・理工（情報科学科通信教育課程を除く）・医療技術学部（柔道整復学科）
は40万円以内。

1年間

経済（経済学科、国際経済学科、
経営学科、観光経営学科)・法・
文・外国語・教育・医療技術学部
(スポーツ医療学科健康スポーツ
コース、トップアスリートコース）：
60名程度

経済（地域経済学科）・理工（情
報科学科通信教育課程を除く）・
医療技術学部（柔道整復学科）：

地域の制限なし

帝京大学 帝京大学医学部海外臨床実習奨学金 在学中 5年次 留学費用支援制度
医学部6年次（選考は5年次）で選択制臨床実習において海外臨床実習の派遣が決定した者。

給付奨学金
海外臨床実習にかかる費用（旅費、宿泊費、実習参加費等）を実習終了後に最大30万円支給。

6年次 3名 地域の制限なし

帝京大学
帝京大学成績優秀者奨学金制度 　第一種奨学生 在学中 2年次以降

特待生・成績優秀者
学費支援

2年次以降の薬・経済・法・文・外国語・教育・理工・医療技術・福岡医療技術学部生で成績上位者。
免除・減免

学納金年額のうち20万円減免
1年間 学科により異なる。 地域の制限なし

帝京大学
帝京大学成績優秀者奨学金制度 　第二種奨学生 在学中 2年次以降

特待生・成績優秀者
学費支援

２年次以降の経済・法・文・外国語・教育・理工・医療技術学部（スポーツ医療学科健康スポーツコース、トップアスリートコース）生で成績上位者。
免除・減免

学納金年額のうち10万円減免。
1年間 学科により異なる。 地域の制限なし

帝京大学
帝京大学入学金返還制度（兄弟姉妹） 入学後 入学金・授業料減免

兄弟姉妹に帝京大学の学部在学生を持つ入学者で、薬・経済・法・文・外国語・教育・理工・医療技術・福岡医療技術学部生。ただし、入学者と入れ替わりで在学生
が卒業する場合は対象とならない。
兄弟姉妹が同一年度に入学する場合は、1名分の入学金が返還の対象となる。

その他

納入済入学金を全額返還。

地域の制限なし

帝京大学 資格取得支援制度 随時 資格取得支援制度
全学部対象。在学中に対象となる資格を取得した者。

給付奨学金
資格により異なる。

地域の制限なし

帝京大学

帝京大学地域医療医師確保奨学金 在学中 1年次後期
学費支援
就職支援

医学部が対象。

①～③の条件を兼ね備えた者（出身地不問）
①福島県、千葉県、茨城県、静岡県（本学と連携している都道府県）の医師修学資金を申請し、本学を卒業後、県が指定する医療機関に指定された期間を勤務す
る意思のある者、または帝京大学医学部附属病院分院に指定された期間、勤務する意思のある者。②高等学校もしくは中等教育学校を2022年3月に卒業した者。
または2023年3月卒業見込みの者。③成績優秀にして、かつ心身健全である者。

貸与奨学金

貸与額：1年次546万円（入学金全額、授業料の半額および初年度の医学教育維持費）、2年次
以降210万円（入学年次の授業料の半額および当該年度の医学教育維持費）
※返還免除あり。

学則の定める正規の在学期
間の範囲（6年）

4名程度 地域の制限なし

帝京大学

帝京大学公衆衛生学研究医養成奨学金 在学中
研究費支援
就職支援

医学部が対象。

本学医学部・大学院医学研究科一貫プログラムによる公衆衛生学研究医養成コースに登録
し、コースとして設定した教育活動に参加する意思がある者。
本学医学部卒業後、本学大学院医学研究科に進学して、公衆衛生学に関する研究で博士の学位を取得し、大学院修了後定められた期間、公衆衛生学に関する研
究に従事する意思がある者。
成績優秀にして、かつ心身健全である者。

貸与奨学金

貸与額：1年～3年次［月額5万円］、4年～6年次［月額10万円］、大学院博士課程4年間［月額5
万円］、初期臨床研修2年間［月額10万円］

医学部6年間および大学院4
年間。途中学年からの貸与
が決定した場合は貸与決定
学年から大学院4年までの期
間。大学院入学前に本学附
属病院にて初期臨床研修を
する場合は初期臨床研究の
2年間を加える。

3名 地域の制限なし

帝京大学
帝京大学入学金返還制度（卒業生子女） 入学後 入学金・授業料減免

両親のいずれかに帝京大学の卒業生を持つ薬・経済・法・文・外国語・教育・理工・医療技術・福岡医療技術学部入学者。なお、両親とは入学者の実父母または義
父母を指す。本学以外の大学等を卒業し本学大学院を修了した者、本学グループ内の他の大学・短期大学・専門学校または高等学校などを卒業したものは対象
外。

その他
納入済入学金を全額返還

地域の制限なし

東海大学
【松前重義記念基金】学部奨学金（１種） その他 大学が指定するものに与える奨学金 特待生・成績優秀者

第2～第8セメスターの学部学生（医学部医学科を除く）を対象に、前学期までの学業成績、人物などを審査し、特に優秀な学生に対して給付します。
給付奨学金

春学期：20万円
秋学期：20万円 セメスター毎　1回 270名 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
【松前重義記念基金】学部奨学金（２種） その他 大学が指定するものに与える奨学金 特待生・成績優秀者

学部生（医学部医学科を除く）より募集し、前学期までの学業成績、人物などを審査し、優秀な学生に対して給付します。1年次は秋学期から、2年次以降は学期ごと
に募集します。 給付奨学金

春学期：10万円
秋学期：10万円 セメスター毎　1回 約1300人 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
ワークスタディ奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

人物・学業成績に優れ、経済的に修学困難な学生に対し、本学内でのさまざまな学内関連業務を行うことにより給付します。
給付奨学金

月額2万5千円（年額30万円）
①１年間
②毎月

①年間200名程度 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
学修サポート給付型奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

事前に申請し、大学入学共通テスト利用選抜（前期）に合格し入学した成績優秀者に対して、奨学金を給付します。
※対象学科：医学部医学科および工学部航空宇宙学科航空操縦学専攻を除く学科・専攻
※各学期終了後に学業成績などによる継続審査を行います。

給付奨学金

4年間で160万円（各年40万円）
①4年間
②毎学期

①年間50名程度 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
【松前重義記念基金】自己研鑽奨学金 入学後 課外活動支援制度

文化活動、スポーツ活動、社会活動、ボランティア活動などの各分野において優れた計画を持ち、その実現に努力している学生に対して、その計画が達成できるよ
うに支援するため給付します。 給付奨学金

個人：30万円以内
グループ：50万円以内 ①年間10名程度 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
【松前重義記念基金】建学記念奨学金（建学記念論文） 入学後 特待生・成績優秀者

本学が指定する課題について独創力豊かな論文を提出した学生を対象に、審査の上、優秀者に対して給付します。

給付奨学金

最優秀賞：20万円
優秀賞：10万円
入　選：5万円

１回限り 年間10名程度 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
キャンパス間留学奨学金 入学後 留学費用支援制度

キャンパス間留学が許可され、人物・学業成績ともに優れた学生に対して給付します。
（セッションコースを除き、在学中1回に限る） 給付奨学金

28万円もしくは14万円（留学タイプまたは居住形態による）
※ 短期間の場合は2万円 1回 年間30名程度 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学 国際交流奨学金 入学後 留学費用支援制度
本学と協定を結んだ外国の大学への留学が許可され、人物・学業成績ともに優れた学生に対して給付します。

給付奨学金
派遣先大学および留学期間により異なります。

1つの留学につき1回 年間50名程度 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
応急奨学金 入学後 学費支援

天災や火災により家屋が被災または主たる家計支持者の死亡・失職・入院などで家計が急変し、修学困難な第5セメスター以上（医学部医学科は5年次以上）の学
生に対して貸与します。 貸与奨学金

当該学期に納付すべき学費相当額以内（60万円以内）
次学期に限り再申請可、貸与金は無利子 随時 随時 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学

東海大学医学部医学科特別貸与奨学金 入学手続時 学費支援

人物・学業成績ともに優れ、特定地域医療機関への就職を希望する医学部医学科学生に対して貸与します。
本学が指定する特定地域医療機関（臨床研修を本学医学部付属病院とし、その後本学医学部付属病院機関）において、原則として卒業後ただちに６年間の勤務を
果たした場合、返還が免除されます。

 ※ 毎年、学業成績を確認します。特に2年次・3年次終了時の学業成績で継続審査を行います。日頃の学修が大切となりますので、学業成績の上位を維持するこ
とが求められます。
 ※ 付属病院群に勤務するためには、採用試験（マッチング）があり、合格することが必要です。採用されなかった場合は、免除になりませんので、奨学金を返還して
いただきます。また、臨床研修修了後に専門医取得を目指す医師を「専攻医」と呼び、本学では臨床助手として採用します。各診療科に採用定員があり、採用され
なかった場合は、免除になりませんので、奨学金を返還していただきます。

貸与奨学金

年額200万円

①１～6年間
②１回限り

①年間12名程度
②人数制限あり

神奈川県 奨学金担当 併用可 条件有りで併用可

東海大学
工学部航空宇宙学科航空操縦学専攻留学奨学金 その他 大学が指定するものに与える奨学金

学費支援
留学費用支援制度

ノースダコタ大学の実機訓練課程履修者全員に対して給付します。
給付奨学金

ノースダコタ大学への留学期間中の各セメスターにつき50万円（総額150万円）
１回限り 地域の制限なし 奨学金担当 条件有りで併用可 条件有りで併用可

東海大学
医学部医学科奨学金（2種） 在学中 2年生～6年生 特待生・成績優秀者

2年生以上の医学部医学科学生に対し、前年度の成績を審査し、学業成績、人物ともに優秀な学生に対し給付します。※医学部医学科奨学金2種(公募)・（ひまわ
り）との併用不可 給付奨学金

年額120万円（各学期60万円）
１年間 年間10名程度

地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
望星奨学金 入学後 学費支援

医学部看護学科に在籍し，学業，人物ともに優れ，医学部付属病院機関への就職意志があり，経済的支援の必要ある学生に対して貸与します。
貸与奨学金

月額3万円（年額36万円）
１～4年間

年間65名程度 地域の制限なし 病院運営企画室 併用可 併用可

東海大学
佐藤兼蔵貸与奨学金 入学後 学費支援

医学部に在籍する学生で家計支持者の死亡・失職・入院などで家計が急変し、修学困難となった学生に対して貸与します。
貸与奨学金

医学科は年額300万円、看護学科は年額100万円（無利子、長期返還）
１年間

年間若干名 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
神奈川県地域医療医師修学資金 学校出願時 学費支援

地域医療等に従事する明確な意思を有し、神奈川県が定める県内出身者の条件を満たし、卒業後、一定期間（初期臨床研修を含む9年間）、神奈川県の指定する
地域医療機関への従事を希望する者。一定期間の勤務を果たした場合、返還が免除されます。 貸与奨学金

年間120万円（6年間で720万円）
6年間

5名 神奈川県 奨学金担当 併用可 条件有りで併用可

東海大学 後援会奨学金 随時 被災者資金支援
天災や火災等の災害により家計が急変し、就学困難となった学生に対して奨学金を給付する。

給付奨学金
一時金として5万円または10万円、もしくは月額1万円～5万円（最長1年間）

随時 随時 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
医学部医学科奨学金（1種） その他 大学が指定するものに与える奨学金 特待生・成績優秀者

2年生以上の医学部医学科学生に対し、前年度の成績を審査し、学業成績、人物ともに優秀な学生に対し給付します。※医学部医学科奨学金2種（公募）・（ひまわ
り）との併用不可 給付奨学金

年額120万円（各学期60万円）
①１年間
②１回限り

年間10名程度
地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
医学部医学科奨学金（ひまわり） 入学後 学費支援

学費納入が困難な2年次以上の医学部医学科学生に対し、学業成績、人物、経済状況を審査し給付します。※医学部医学科奨学金（1種）（2種）との併用不可
給付奨学金

年間120万円（各学期60万円）
１年間 年間10名程度

地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学 【松前重義記念基金】松前重義留学生奨学金（１種） その他 大学が指定するものに与える奨学金 特待生・成績優秀者
学業成績、人物ともに特に優れた私費外国人留学生に対して給付します。

給付奨学金
入学金・授業料相当額

セメスター毎　１回 年間100名程度 地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東海大学
静岡県医学修学研修資金 学校出願時 研修支援制度

地域医療等に従事する明確な意思を有し、卒業後、一定期間（初期臨床研修を含む9年間）、静岡県の指定する地域医療機関への従事を希望する者。一定間の勤
務を果たした場合、返還が免除されます。 貸与奨学金

年間240万円（6年間で1,440万円）
①6年間

3名 静岡県 奨学金担当 併用可 条件有りで併用可

東海大学
医学部医学科特別選抜奨学金 学校出願時 学費支援

医学部医学科特別選抜（展学のすすめ）
※入学者全員に奨学金を給付いたします。 給付奨学金

150万円（入学年度のみ）
地域の制限なし 奨学金担当 併用可 併用可

東京音楽大学
特別特待奨学生 その他 出願制ではありません。 特待生・成績優秀者

入学試験、学期末試験等における実技試験若しくは国内外の音楽活動において極めて優秀な成績を修めた者または音楽の才能が格段に秀でた者で、人物ともに
優れ、本学の他の学生の模範となり、将来の音楽界においても活躍が期待されると認められる者 免除・減免

学費全額または理事会の定める額
1年間 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京音楽大学

給費奨学金 その他 出願制ではありません。 特待生・成績優秀者

学士課程、修士課程、博士後期課程学生対象

①特別奨学生
入学試験の成績または実技等の学業成績が極めて優秀であり、人物も優れ、将来広く音楽界において貢献できる見込みのある者

②準特別奨学生
特別奨学生の対象者に準ずると認められる者

③甲種奨学生
入学試験の成績または実技等の学業成績が優秀であり、人物も優れ、将来広く音楽界において貢献できる見込みのある者

給付奨学金

①全学費相当額
②50万円～100万円
③30万円

1年間 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京音楽大学 入学奨学金 入学後 学費支援
当該年度に学士課程または修士課程に入学した学生（外国人留学生、編入学性を除く）で、経済的理由により入学金の支弁が困難と認められる者

給付奨学金
入学金相当額

1回限り 年間40人程度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京音楽大学
家計急変者奨学金 随時 学費支援

学士課程または修士課程に在学する学生（外国人留学生を除く）で、本学の在籍中に家計支持者の急変（死亡もしくは重度の身体障害（1級）認定）によって住民税
非課税世帯及びそれに準ずる世帯となり、修学が極めて困難と認められる者 給付奨学金

授業料の全額もしくは一部
1年間 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京音楽大学
大規模自然災害罹災学生授業料減免 随時

学費支援
被災者資金支援

学士課程、修士課程、博士後期課程に在学する学生で、大規模自然災害により被害を受け、家屋の全壊又は半壊程度の損傷を受けた者
免除・減免

理事会の定める額
1年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京音楽大学 複数就学者授業料減免 入学後 学費支援
本学の学士課程、修士課程、博士後期課程、付属高等学校に、同一生計の家庭から複数で就学している学生・生徒

免除・減免
授業料の20%(最高学年の学生・生徒を除く）

1年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京家政大学
長期留学生に対する授業料減免 在学中 １～4年生 入学金・授業料減免

対象学年：１～4年
学部：全学部
資格・条件：本学主催の6か月以上の長期留学に参加する学生

免除・減免

6か月は半期分の授業料、10か月は1年分の授業料

留学期間に準ずる 制限なし 地域の制限なし グローバル教育センター 併用可 併用可

東京家政大学

新入生成績優秀者奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者

【学年】1年
【学部】全学科・科
【資格】統一地区・1期および大学入学共通テスト利用入試A/B日程の合格者の中から、本学が成績優秀と認めた者で入学手続き完了者
【条件】①成績優秀者奨学金を希望する意思を表現し、本学への入学意思のある者
　　　　②勉学に明確な目標を持ち、本学への入学を強く希望する者
　　　　③人物に優れ入試の成績が特に優秀である者

免除・減免

授業料の半額に相当する額

1年次後期授業料減免
各学科・科によって異なる（1～3
名）

地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

東京家政大学
在学生特待生奨学金制度 在学中 2～4年生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

2年生以上の学生の内、学業、人物とも優秀で、かつ学業以外の分野でも活動するなど、奨学生としてふさわしいと認められる者。成績により次年度以降の採用あ
り。 給付奨学金

後期授業料免除
採用年次の後期授業料免除

各学科・科によって異なる（1～3
名）

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京家政大学
渡辺学園奨学金 在学中 1～4年

学費支援
用途を定めない経済的支援

学年・学部は問わない
学業・人物ともに優秀で、奨学金支援が必要であると認められる者 給付奨学金

12万円
一括支給 18名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東京家政大学
遠藤奨学金 在学中 1～4年

学費支援
用途を定めない経済的支援

学年・学部は問わない
学業・人物ともに優秀で奨学金支援が必要であると認められる者 給付奨学金

12万円
一括支給 2名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東京家政大学
木曽山奨学金 在学中 1～4年

学費支援
用途を定めない経済的支援

学年・学部は問わない
学業・人物共に優秀で、奨学金支援が必要と認められる者 給付奨学金

12万円
一括支給 2名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東京家政大学
土居奨学金 在学中 1～4年生

学費支援
用途を定めない経済的支援

学年・学部は問わない
学業・人物共に優秀で、奨学金支援が必要と認められる者 給付奨学金

12万円
一括支給 2名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東京家政大学
橋口奨学金 在学中 1～4年生

学費支援
用途を定めない経済的支援

学年・学部は問わない
学業・人物共に優秀で、奨学金支援が必要と認められる者 給付奨学金

12万円
一括支給 2名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東京家政大学
緑窓会奨学金 在学中 1～4年生

学費支援
用途を定めない経済的支援

各学科から1名
学業・人物共に優秀で、奨学金支援が必要と認められる者 給付奨学金

12万円
一括支給 18名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東京家政大学
後援会奨学金 在学中 1～4年生

学費支援
用途を定めない経済的支援

各学年・学科・専攻から成績優秀者1名
学内推薦により決定 給付奨学金

12万円
一括支給 64名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京家政大学
石川梅子（むめ）奨学金 在学中 1～4年生

学費支援
用途を定めない経済的支援

服飾美術学科の学生を1名含む8名
学業・人物共に優秀で、奨学金支援が必要と認められる者 給付奨学金

5万円
一括支給 8名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東京家政大学
齋藤奨学金 在学中 1～4年生

学費支援
用途を定めない経済的支援

家政学部栄養学科及び栄養学部栄養学科・管理栄養学科　より1名
学業・人物共に優秀で、奨学金支援が必要と認められる者 給付奨学金

5万円
一括支給 1名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東京家政大学
中地・阿部奨学金 在学中 3年生 その他 図書カード2.5万円

児童学科3年、児童教育学科3年
学業・人物共に優秀で、奨学金支援が必要と認められる者 給付奨学金

図書カード2.5万円
一括支給 4名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京家政大学
140周年記念・中里喜子奨学金 在学中 2～3年生

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

服飾美術学科2、3年生より2名
看護学科、リハビリテーション学科、子ども支援学科より各1名
学業・人物共に優秀で、かつ学業以外の分野でも活動するなど、奨学生としてふさわしいと認められる者

給付奨学金

12万円

一括支給 5名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東京家政大学
細井愛子奨学金 在学中 1～4年生 入学金・授業料減免

学年・学部は問わない
成績基準を満たし、修学支援が必要であると認められる者 免除・減免

後期授業料より25万円減免
採用年次の後期 25名 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

東京家政大学
緑窓会・新型コロナ対応学生支援奨学金 在学中 1～4年生

学費支援
入学金・授業料減免

学年・学部は問わない
家計・学業・人物基準の条件により選考し、修学支援が必要であると認められる者 免除・減免

年間授業料及び年間施設設備維持充実費の半額
採用年次の後期 応募者数により変動 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

東京家政大学 後援会ドリームプラン奨学金 在学中 1～4年生 課外活動支援制度
社会的に有意義でオリジナリティにあふれるユニークな計画を持つ個人またはグループに対して、資金の一部または全額を奨学金として給付

給付奨学金
1つの計画につき上限30万円とし、在学中一回まで受給可能とする

一括支給 応募者の人数やプランによる 地域の制限なし 後援会事務局 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

東京経済大学
東京経済大学奨学金 在学中 2年次以上

特待生・成績優秀者
学費支援

2年次以上で人物・学業ともに優れ、かつ、学費の支弁が困難な学生。
2年次：45単位以上（前年度に30単位＋2年次第一学期に15単位）　GPA通算2.20以上
3年次：75単位以上　GPA通算2.20以上
4年次：105単位以上　GPA通算2.20以上

給付奨学金

月額30,000円（年間36万円）

1年間 最大100名 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

東京経済大学

東京経済大学葵友会大学奨学金 在学中 2年次以上
特待生・成績優秀者
学費支援

2年生以上で人物・学業ともに優れ、かつ、学費の支弁が困難な学生。
大学の同窓会組織である葵友会主催の行事へ参加できる者。
本学入学後にTOEIC IPテスト・公開テスト等を受験し、スコアの提示ができる者。
2年次：45単位以上（前年度に30単位＋2年次第一学期に15単位）　GPA通算2.20以上
3年次：75単位以上　GPA通算2.20以上
4年次：105単位以上　GPA通算2.20以上

給付奨学金

月額35,000円（年間42万円）

1年間 9名 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

東京経済大学

TKU進一層賞 入学後
課外活動支援制度
資格取得支援制度

・学芸部門：学術論文や文芸作品等を作成する本学に在学する学部等学生（大学院および休学中の学生を除く）
・資格取得部門：本学の指定資格に合格した本学の学部等学生及び大学院生（休学中の学生・卒業生を含む。一部資格に条件あり）
・課外活動部門：体育会・文化会・その他の学生活動で活躍をした本学に在学する学部等学生及び大学院生（団体を含む。休学中の学生を除く）
・ゼミ学外活動部門：本学のゼミナールに所属し活動する本学の学部学生（休学中の学生を除く）

給付奨学金

学芸部門：特賞100,000円～奨励賞5,000円（図書カード）
資格取得部門：100,000円～3,000円（図書カード）
課外活動部門：体育会・文化会・その他でそれぞれ、最優秀団体賞　300,000円以内　最優秀個
人賞　150,000円以内
ゼミ学外活動部門：最優秀団体賞　300,000円以内　最優秀個人賞　150,000円以内

詳細は7月頃に掲載される募
集要項に記載

詳細は7月頃に掲載される募集
要項に記載

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京経済大学

安城（あんじょう）記念奨学金 在学中 2年次以上
特待生・成績優秀者
資格取得支援制度
その他

公務員試験合格や大学院進学支援

各種の国家試験・難関資格等に挑戦する、進取の気性を持つ、学業成績優秀な学生（新入生を除く）。
単位の基準は、２年次45単位以上、３年次75単位以上　４年次105単位以上
・公認会計士試験：「GPA」評価が、応募時に全学年通算2.0以上であること。次のいずれかに該当する者。公認会計士試験の短答式試験に合格した者、または日
商簿記検定試験１級に合格した者。
・税理士試験：「GPA」評価が、応募時に全学年通算2.0以上であること。次のいずれかに該当する者。税理士試験科目の一部に合格した者、または日商簿記検定
試験１級に合格した者。
・司法試験：「GPA」評価が、応募時に全学年通算2.0以上であること。次のa.～c.いずれかに該当する者。（大学院生はc.のみ）a.本学キャリア・サポート講座の「法学
検定スタンダード講座」を受講し、３年次までに講座内の確認テストの上位１割以内又は上位3位までの成績を得た者。確認テストを1科目でも受けていない場合は
応募できない。b.法学検定スタンダードに正答率70パーセント以上で在学中合格した者。c.司法書士試験、宅地建物取引士又は行政書士試験に、在学中合格した
者。
・司法書士試験：「GPA」評価が、応募時に全学年通算2.0以上であること。その他の条件は「司法試験」に準ずる。
・公務員試験：応募時に全学年通算3.0以上、または学部・学科・学年の上位１割以内であること。応募時3年次以上で、公務員試験対策講座を受講又は受講済み
の者。
・大学院進学（法科大学院は除く）：応募時に全学年通算3.0以上、または学部・学科・学年の上位１割以内であること。次のいずれかに該当する者。a.学部３年次で
大学院飛び級入学制度を認められた者。b.学部４年次で大学院入学試験を受験し、合格した者。

給付奨学金
その他

奨学生採用者には 最高 50 万円を限度として奨学金を支給（支給金額は申請内容に応じ
て選考委員会が決定）。

第1次応募の決定者12月、
第2次応募の決定者3月を予
定

人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京経済大学
入試特待生制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜・共通テスト利用選抜での上位合格者（各学部等に条件あり。計200名。）、スカラシップ選抜での合格者等が対象。第2年次以降は、前年次終了時の学業
成績が所定の基準を満たせば、最長４年間継続可能。 免除・減免

第1年次の授業料免除。第1年次の資格取得支援のキャリア・サポート講座が無料（同時に2講
座まで）。最長4年間継続可能（継続条件あり）。 最長4年間 計200名 地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

東京経済大学 学生緊急経済支援制度 在学中 1年生～4年生 学費支援
本学入学後、災害または家計支持者の死亡・病気等により家計が急変し、授業料の支弁が困難になった学生（事由発生から6ヶ月以内）。

給付奨学金
事由内容により学費の一部を給付（50万円、25万円、10万円）

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京工科大学
学長賞 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

全学部全学年を対象

各学部、各学年において成績優秀者を奨励金とともに表彰

給付奨学金

1位…30万円
2位以下(人数は入学定員に応じた人数)…15万円

各年度 人数は入学定員に応じた人数 地域の制限なし 学務課 併用可 併用不可

東京工科大学
奨学生入試 入学後 特待生・成績優秀者

指定入試形態(奨学生入試)における合格者
給付奨学金

年額130万円
在学期間中
ただし、資格喪失条件あり

全学部合計103人
各部により異なる

地域の制限なし 大学事務局　学務課 併用可 併用可

東京工科大学 法人設置校卒業者　入学金減免 入学後 入学金・授業料減免
親族が法人設置校のOB・OGの場合に、入学金の一部を入学後に返還

免除・減免
250000

1回限り 制限なし 地域の制限なし 大学事務局　学務課 併用不可 併用可

東京工科大学
同窓会奨学金 在学中 1年生～4年生 用途を定めない経済的支援

1年～4年生の全学部生対象

給付奨学金

100000

年度に1回のみ 2名 地域の制限なし 大学事務局　学務課 併用不可 併用不可

東京女子大学

東京女子大学予約型給付奨学金 その他 一般選抜の出願前（１１月） 用途を定めない経済的支援

以下の条件をすべて満たす者
①本学への入学を希望し、一般選抜で本学を受験する者
②日本国内の高等学校または中等教育学校（いずれも通信制を除く）を卒業した者または卒業見込みの者
③学業成績優秀な者
④経済的に援助が必要な者

給付奨学金

入学金相当額

１年間 100名 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

東京女子大学 東京女子大学給付奨学金 在学中 1～4年次 用途を定めない経済的支援
学業成績優秀であり、かつ、経済的に援助を必要とする者。受給期間は1年間。継続を希望する場合は毎年申請する。

給付奨学金
1年次…20万円、2～4年次…40万円

１年間 約40名 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

東京女子大学 安井てつ給付奨学金 在学中 2～4年次 用途を定めない経済的支援
東京女子大学給付奨学金に申請した2～4年次のうち、各学年最も成績が優秀な者。

給付奨学金
50万円

1年間 ３名 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

東京女子大学
東京女子大学同窓会奨学金 入学後 学費支援

人物、学業成績が優秀であり、経済的理由により学業継続が困難な事情にある者（1年次）。受給期間は最短修業年限。

貸与奨学金

年間授業料相当額

最短修業年限 ７名 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

東京女子大学

「挑戦する知性」奨学金 学校出願時

学費支援
寮制度
留学費用支援制度
入学金・授業料減免
その他

入学前教育にかかる費用

以下の条件をすべて満たす者
①東京女子大学を第一志望として、知のかけはし入学試験に合格し入学する者
②学校長の推薦を受けた者（１校につき１名）
③経済的に進学が困難な者
受給期間は４年間だが、毎年学業成績等による継続審査を行う。
家計急変時の採用制度あり。

給付奨学金

学納金相当額（入学金、授業料、教育充実費等）および桜寮入寮者には寮経費相当額（入寮
費、寮舎費・寮運営費）、国際英語学科の学生には、必修の留学先授業料相当額

4年間 約10名 地域の制限なし 学生生活課 条件有りで併用可 併用可

東京女子大学
新渡戸稲造国際奨学金 在学中 2年次、3年次、4年次

学費支援
留学費用支援制度

人物・学業成績が優秀であり、本学の留学制度で、世界大学ランキング上位100位までの大学に1年間留学する者。
給付奨学金

2023年度は留学先大学授業料、渡航費用、準備金の一部
その他（留学期間中） 若干名 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用不可

東京女子大学
東京女子大学国際交流奨学金 在学中 1年次、2年次、3年次、4年次 学費支援

成績・人物ともに優秀であり、外国の大学に授業料相互免除の適用を受けずに本学の留学制度で留学する者。
給付奨学金

留学制度により、半期325,000円または250,000円。オンライン留学の場合は留学制度により、
半期195,000円または150,000円。 留学期間中 人数制限なし 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用不可

東京女子体育大学
藤村学園育英奨学生 入学後 学費支援

経済的支援の必要のある学生で、学業成績と学業以外の活動において、優れた資質、素質を有し、着実に実績を積んでいる将来有為な学生に対し、学資を支援す
る制度。世帯の収入総額が700万未満 給付奨学金

3つのランク（最低20万円～最高35万円）で支給。
①年間30名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京女子体育大学
スポーツ奨学生 その他 年度末 課外活動支援制度

スポーツ活動において優秀な成績を収めた学生に対して奨学金を授与し、競技活動を奨励・支援する制度。
給付奨学金

Ａ（15万円）・Ｂ（10万円）・Ｃ（5万円）の3つのランクで支給。
①年間30名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

東京女子体育大学

スポーツ特別奨学生 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
その他

施設設備費減免

建学の精神及び教育理念に沿って本学の社会的地位の基盤に貢献しうる学生で、国際大会・国民体育大会・全国大会において、優秀な成績を収め、将来が期待
できる学生を支援する制度。

給付奨学金
免除・減免

ランク別に以下の金額を免除する
　【Ａランク】（初年度）① 入学金30万円　② 授業料76万円　③ 施設設備費30万円
　  　　　   （次年度）① 授業料76万円
　【Ｂランク】（初年度） ① 入学金30万円　② 施設設備費30万円
　【Ｃランク】（初年度） ① 入学金30万円

①年間20名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 入試課 併用可 条件有りで併用可

東京女子体育大学
藤村学園スカラシップ奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援

一般選抜および共通テスト利用選抜において優秀な成績を修めた学生に対し、奨学金として学費の一部を給付する。
給付奨学金

入学初年度授業料の半額程度
若干名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

東京女子体育大学
藤村トヨ奨励金 在学中 年度末 特待生・成績優秀者

学業成績その他の活動を含め、建学の精神に則り模範となる学生に対し、表彰及び奨励金を授与する制度。
給付奨学金

5万円
①年間15名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京神学大学
入学時奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

資格：本学の入学にあたって、本奨学金受給者として本学教授会の認めた者。
条件：教職者になることなく卒業、退学、学籍喪失する場合には、全額返還の義務あり。 給付奨学金

平均支給額：270,000円（2023年度実績）
入学時のみ１回。 非公表 地域の制限なし 学生課 併用可

東京神学大学
一般奨学金 在学中

前期分：前年度12～1月
後期分：当該年度6～7月

入学金・授業料減免

対象：全学年。但し、前期は新入生・新編入生を除く。
選考基準：経済的に修学が困難な者で、本学奨学金委員会の認めた者。
条件：教職者になることなく卒業、退学、学籍喪失する場合には、全額返還の義務あり。

給付奨学金

平均支給額：109,474円（2023年度実績） 前期分は前期授業料に充
当、後期分は後期授業料に
充当。

非公表 地域の制限なし 学生課 併用可

東京神学大学
指定奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

対象：全学年。
選考基準：経済的に修学が困難な者で、本学奨学金委員会の認めた者。 給付奨学金

平均支給額：年額240,000円（2023年度実績）
１年間 非公表 地域の制限なし 学生課 併用可

東京薬科大学

成績優秀者授業料等減免制度 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【薬学部】
B方式Ⅰ期の合格者のうち成績上位者に対し最長3年間の授業料全額を免除。
①A特待（10名）：授業料を3年間免除
②B特待（10名）：授業料を2年間免除
③C特待（16名）：初年度授業料を免除
※A特待、B特待については、1年ごとに継続可否の審査。

【生命科学部】
一般公募制推薦入試（併願制）の合格者のうち、
④成績上位者（学部最大7名）に対し、入学年の授業料等（授業料・施設費）を全額免除
⑤全額免除者を除く成績上位者（学部で最大16名）に対し、入学年の授業料等を半額免除

B方式Ⅰ期の合格者のうち、
⑥成績上位15名（分子：5名・応用4名・医科6名）に対し、入学年の授業料等を半額免除

免除・減免

①4,020,000円、②2,680,000円、③1,340,000円、④1,590,000円、⑤⑥795,000円

①３年間、②２年間、③④⑤
⑥１年間（入学年度）

①②各１０名、③１６名、④７名、
⑤１６名、⑥１５名

地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

東京薬科大学
特別奨学金 在学中 薬学部2～6年生、生命科学部2～4年生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

年次採用予定数：薬学部2年生以上各学年10名、生命科学部2年生次以上各学年5名
　　　　　　　　薬学部6年生は総合薬学演習試験の成績上者30名
対象者：年度ごとに在学中の成績が特に優秀な者について、学年毎に審査のうえ、学費の一部免除。 免除・減免

薬学部2～5年次生及び生命科学部2～4年次生は40万を学費から減免。
薬学部6年次生は成績により10万又は5万の授業料の返還。

奨学生採用の年度限り

薬学部2年生以上各学年10名、
薬学部6年生は30名、生命科学
部2年生以上各学年5名

地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

東京薬科大学

一般奨学金 在学中 全学年対象 学費支援

年度採用予定数：薬学部10名、生命科学部6名
対象者：1年生は高校の評定平均3.5以上の者、別途家計基準あり
　　　　2年生以上は一定以上の学力がある者、別途家計基準あり
※東京薬科大学一般奨学金と日本学生支援機構奨学金（第一種）との併用はできない。
※年度途中で制度変更になる場合もある。

貸与奨学金

年額60万円を一括貸与

採用から最短修業年限まで
年間　薬学部10名、生命科学部
6名

地域の制限なし 学生サポートセンター 併用不可 条件有りで併用可

東京薬科大学
災害等（不測事態）奨学金 在学中 全学年対象

学費支援
被災者資金支援

対象者：災害等の不測事態により学費納入が困難になった者
貸与奨学金

学費の年額もしくは半額
原則当該年度限り、貸与 予算の範囲内で定める 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用不可 条件有りで併用可

東京薬科大学 緊急時奨学金 その他 最終学年の後期学費納付期限以降 学費支援
対象者：卒業見込みのある、最終学年の後期学費の延納または分納申請者。

貸与奨学金
最終学年度の後期学費額を上限とする

１回限り （3）の条件に合致する人数まで 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

東京薬科大学 応急援助奨学金 在学中 全学年対象 学費支援
対象者：保証人が亡くなり家計が急変した者

給付奨学金
40万円

1回限り (3)の条件に合致した人数まで 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

東京薬科大学
卒業生の子女または兄弟姉妹の入学金返還 入学手続時 入学金・授業料減免

卒業生の子女または在学生の兄弟姉妹の方が本学に入学した場合には、入学後、申請により入学金を全額返還
免除・減免

薬学部入学金：40万円
生命科学部入学金：26万円 入学年度1回のみ 人数制限なし 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

東京薬科大学
入学時学習奨励奨学金 その他 入試の成績により決まるため、申請はなし。 特待生・成績優秀者

一般入学試験のうち薬学部B方式、生命科学部B方式による入学者で入学試験成績が上位の者（①薬学部男子20名、②薬学部女子20名、③生命科学部20名）に
対して、入学時の必修科目の教科書代実費相当額（上限あり）を給付。ただし、成績優秀者授業料等減免制度に採用された者は対象外とする。 給付奨学金

入学時の必修科目の教科書代で、①②薬学部7万円（上限）、③生命科学部5万（上限）までの
実額相当額を支給 入学年度１回のみ 合計60名まで 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

東京理科大学

新生のいぶき奨学金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

本学昼間学部への入学を志願する、以下の条件すべてに該当する者
・入学を希望する学科の所在するキャンパスに、自宅からの通学が困難な者
・前年の世帯収入が、給与所得世帯においては700万円未満、給与所得世帯以外においては292万円未満の者
・理学部第二部を除く以下に掲げるいずれかの入学試験を受験し、入学を希望する者
    ・A方式入学試験
    ・B方式入学試験
    ・C方式入学試験
    ・グローバル方式入学試験
    ・S方式入学試験
    ・学校薦型選抜(指定校制)
    ・学校推薦型選抜(公募制)
    ・総合型選抜(女子) 
・日本国籍を有する者、永住者、定住者、又は日本人(永住者)の子

給付奨学金

薬学部　年額80万円
理学部第一部、工学部、創域理工学部、先進工学部　年額60万円
経営学部　年額40万円
※国が実施する「高等教育の修学支援新制度」との併給は一部可能とし、世帯収入に応じた基
準「支援区分」に応じた奨学金額を別途設定。

標準修業年限の間(原則4年
間(薬学部薬学科は6年間))  100人程度 地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 条件有りで併用可 併用可

東京理科大学
乾坤の真理奨学金(BS) その他

受験生に募集する奨学金ではなく、入学試験の成績優秀者の中から若
干名を採用候補者として大学が選抜する。

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

理学部第二部を除く一般入学試験(A方式又はB方式)を受験し、4月に入学する成績優秀者

給付奨学金

薬学部　年額80万円
理学部第一部、工学部、創域理工学部、先進工学部　年額60万円
経営学部　年額40万円

標準修業年限の間(原則4年
間(薬学部薬学科は6年間))  若干名 地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 併用可 併用可

東京理科大学

東京理科大学家計急変奨学金（こうよう会奨学事業） 在学中 対象期間に家計急変が生じた学生 用途を定めない経済的支援

対象期間に家計急変が生じた学生対象

給付奨学金

以下の金額を上限として、状況に応じて奨学金額を決定し給付する。
【学部】
薬学部　年額80万円
理学部第一部、工学部、創域理工学部、先進工学部　年額60万円
経営学部　年額40万円
【大学院生(修士課程・博士後期課程・博士課程・専門職学位課程)】
授業料の半額

同一家計急変事由で１回限
り

若干名 地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 併用不可 併用可

東京理科大学
大澤賢一奨学金 在学中 理学部第二部（数学科・物理学科）2年生（編入生除く）

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

理学部第二部（数学科・物理学科）に在籍する2年生で、1年次の学業成績が優れ、経済的支援を必要とする者。

給付奨学金

30万円

1回限り 各学科1人（合計2人） 地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 併用可 併用可

東京理科大学

関智弘奨学金 在学中
工学部電気工学科2年生
工学部電気工学科3年生
工学研究科電気工学専攻修士課程１年生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

工学部電気工学科2年生
１年次の学業成績が優れ、経済的支援の必要性が認められる者。

工学部電気工学科3年生
2年次の学業成績が優れ、経済的支援の必要性が認められる者で、これまで本奨学金に採用されたことがない者に限る。

工学研究科電気工学専攻修士課程１年生
工学部電気工学科を卒業した者で、学部3年次までの学業成績が優れ、経済的支援の必要性が認められる者。

給付奨学金

30万円

1回限り

工学部電気工学科2年生　3人
工学部電気工学科3年生　2人
工学研究科電気工学専攻修士
課程１年生　2人
（合計7人）

地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 併用可 併用可

東京理科大学
森野義男奨学金 在学中 薬学部（薬学科・生命創薬科学科）2年生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

薬学部（薬学科・生命創薬科学科）に在籍する2年生で、1年次の学業成績が優れ、経済的支援を必要とする者。

給付奨学金

50万円

1回限り 各学科1人（合計2人） 地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 併用可 併用可

東京理科大学

鵠志会奨学金 在学中
Ⅰ部体育局柔道部の活動において優秀な成績や功績が認められる者で
学業成績が優秀な者

用途を定めない経済的支援
課外活動支援制度

Ⅰ部体育局柔道部の活動において優秀な成績や功績が認められる者で学業成績が優秀な者。

Ⅰ部体育局柔道部に所属又は既に引退した本学の学生で、柔道部に貢献し、以下の（１）～（５）のいずれか複数に該当する者
（１）柔道部の活動において優秀な成果や功績が認められる者
（２）学業成績が優秀な者
（３）実家からの通学が困難な者
（４）柔道部の活動によりアルバイト等ができない者
（５）主将を務めた経験を有する者

給付奨学金

15万円

1回限り 1人 地域の制限なし 学生支援部　学生支援課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

東邦大学
入学時の教育充実費減免制度 入学後 その他 教育充実費

薬学部
一般入試、共通テスト利用入試、一般入試（共通テスト併用）合格者のうち、総合成績の優秀な者 免除・減免

教育充実費の全額または一部を免除
約50名 地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学
授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

看護学部
一般入試の成績優秀者上位（10名以内） 免除・減免

初年度授業料全額または半額免除
10名以内 地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学
スカラシップ制度（初年度） 入学後 学費支援

理学部
一般入試（A）、一般入試（B）、共通テスト利用入試の成績優秀者 給付奨学金

入学年度に限り最高100万円を奨学金として給付
地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学

在学生対象の特待生制度 在学中 入学生を除く 特待生・成績優秀者

各学部により異なる

免除・減免

各学部により異なる 医学部　約15名
薬学部　25名
理学部　18名
看護学部　6名
健康科学部　3名

地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学
健康科学部入学時納付金の減免制度 入学後 入学金・授業料減免

健康科学部
一般入試および共通テスト利用入試の合格者上位6名以内 免除・減免

初年度学納金のうち、授業料の全額または一部を免除
6名以内 地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学
東邦大学青藍会(父母会)貸与奨学金 在学中 学年は問わない 学費支援

全学部
本学在学中に家計が急変したことにより学納金の納付が困難で、かつ本学を卒業したいという強い意志を持ち、学習態度等でそれを示すことができる者 貸与奨学金

応募条件によって異なる
若干名 地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学 東邦大学薬学部鶴風会（同窓会）貸与奨学金 在学中 ６年生 学費支援
薬学部鶴風会に入会している学部生(最終学年)で、経済的理由により学業の継続が困難と認められた成績良好な者

貸与奨学金
授業料及び薬学部教育充実費（通年または半期）を貸与

若干名 地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学 東邦大学理学部鶴風会（同窓会）貸与奨学金 在学中 4年生 学費支援
理学部鶴風会に入会している学生（鶴風会準会員で原則として4年次対象）で、授業料等学資の支弁が困難な者

貸与奨学金
最終学年の納付金（授業料、教育充実費）の半額を上限に貸与

約3名 地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学 東邦大学理学部鶴風会（同窓会）給付奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援
理学部鶴風会に入会している学生(鶴風会準会員)で、授業料等学資の支弁が困難な者のうち、学業成績が優秀で学習意欲のある者

給付奨学金
100万円を上限として給付

1名 地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学 東邦大学理学部鶴風会（同窓会）入学時奨学金 入学後 入学金・授業料減免
当該年度入学生のうち、本学理学部卒業生の子女・子弟または在学生の兄弟姉妹の者

給付奨学金
入学金相当額を給付

要件を満たす者全員 地域の制限なし 併用可 併用可

東邦大学 東邦大学看護同窓会貸与奨学金 在学中 1年生～4年生 学費支援
看護同窓会に入会している学生(同窓会準会員)で、経済的理由などにより授業料その他学資の支弁が困難な者のうち、学業成績が優秀で勉強意欲のある者

貸与奨学金
毎年60万円、4年を限度とする

若干名 地域の制限なし 併用可 併用可

東洋大学
東洋大学学業成績優秀者奨学金 その他 出願制ではありません。 特待生・成績優秀者

2年～4年生。学業成績及び人物ともに優秀な者。学業成績等に基づき学部で選考の上、6月末～7月頃、対象者に通知。

給付奨学金

30万円。

採用年度1年間のみ。支給は
一括。

採用人数は各学科の2年生以上
の各学年につき１名。ただし、学
科の入学定員が100名を超える
ごとに１名を追加。合計280名程
度。

地域の制限なし 学生部学生支援課 併用可 併用可

東洋大学
東洋大学経済的修学困難者奨学金「エール」 在学中 7月頃に申請受付予定 学費支援

1年～4年生。修学意欲があるにもかかわらず、経済的に修学が困難な者。
給付奨学金

学部・学科に応じて10万円～25万円
採用年度1年間のみ。支給は
一括。

500名程度 地域の制限なし 学生部学生支援課 条件有りで併用可 併用可

東洋大学
東洋大学生計維持者の逝去に伴う奨学金 随時 学費支援

1年～4年生。修学意欲があるにもかかわらず、生計維持者の逝去に伴い家計急変に見舞われた者。
給付奨学金

1年間の授業料の半額相当額。
採用年度1年間のみ。支給は
一括。

予算の範囲内 地域の制限なし 学生部学生支援課 併用可 併用可

東洋大学 東洋大学特別被災奨学金 随時 被災者資金支援
1年～4年生。災害救助法の適用を受けた災害のうち、本学が支援を決定した災害により生計維持者の住家が被災した者。入学前年度に被災した場合を含む。

給付奨学金
被災状況に応じて当該学期学費の1/3～全額相当額

1つの災害につき1回限り。 予算の範囲内 地域の制限なし 学生部学生支援課 併用可 併用可

東洋大学
東洋大学生計維持者の失職に伴う奨学金 随時 その他

生計維持者の失職に伴い家計急変に見舞われた学生
に対する学資支援。

学部1年～4年生。生計維持者が失職したことにより、経済的に困窮している通学課程に在学している学部生。
給付奨学金

所属学部・学科に応じて10万円～25万円。
採用年度1年間のみ。支給は
一括。

予算の範囲内 地域の制限なし 学生部学生支援課 併用可 併用可

東洋大学
東洋大学独立自活支援奨学金 学校出願時 その他 学費等減免と大学事務局等での就労環境の提供

「独立自活」支援推薦入試合格者の第2部・イブニングコース（夜）の学生。学校法人東洋大学事務局等で勤務し、成績基準を充足し、人物が優良である者。

給付奨学金

入学検定料免除、年間の授業料及び一般施設設備資金の半額相当額を給付。 最短修業年限（4年間）。ただ
し、毎年、成績基準充足の審
査あり。

毎年度8名 地域の制限なし 学生部学生支援課 併用可 条件有りで併用可

東洋大学

東洋大学交換留学奨学金 在学中 対象者へ大学より通知 留学費用支援制度

交換留学生選考試験に合格した者。対象学年は交換留学出願要件に準じる。

給付奨学金

①1年間留学の場合：年間授業料相当額、②1学期間留学の場合、年間授業料半額相当額 ①1年間留学の場合：2回（留
学開始の前月および留学終
了後にそれぞれ半額ずつ）。
②1が期間留学の場合：1回
（留学開始の前月）

交換留学生全員（東洋大学海外
留学促進奨学金「グローバル
リーダー型」「トップ大学型」受給
者および国際学部グローバル・イ
ノベーション学科生を除く）

地域の制限なし 国際部国際課 併用可 併用可

東洋大学

東洋大学認定留学奨学金 在学中 対象者へ大学より通知 留学費用支援制度

認定留学生選考に合格した者。対象学年は認定留学出願要件に準じる。

給付奨学金

①1年間留学の場合：年間授業料相当額、②1学期間留学の場合、年間授業料半額相当額 ①1年間留学の場合：2回（留
学開始の前月および留学終
了後にそれぞれ半額ずつ）。
②1が期間留学の場合：1回
（留学開始の前月）

認定留学生全員（東洋大学海外
留学促進奨学金「グローバル
リーダー型」「トップ大学型」受給
者を除く）

地域の制限なし 国際部国際課 併用可 併用可

東洋大学 東洋大学協定校語学留学奨学金 その他 対象者へ大学より通知 留学費用支援制度
協定校語学留学出願時に別に定める語学能力試験の得点基準を満たしている者。対象学年は協定校語学留学出願要件に準じる。

給付奨学金
年間授業料の4分の1相当額

1回（留学開始の前月） 地域の制限なし 国際部国際課 併用可 併用可

東洋大学
東洋大学海外留学促進奨学金 在学中 奨学金タイプにより異なる 留学費用支援制度

チャレンジ型、アクティブ型、グローバルリーダー型、トップ大学型の4つのタイプがあり、申請時期や選考方法は異なる。出願時の過去1年以内に所定の語学試験
のいずれかを受験し、基準のスコアを取得していること。 給付奨学金

7万円～300万円
在籍期間中2回まで（単年度
給付は1回まで）

奨学金タイプにより異なる 地域の制限なし 国際部国際課 併用可 併用可

東洋大学
東洋大学私費外国人留学生授業料減免 入学後 入学金・授業料減免

1年～4年生の在留資格「留学」かつ所定の経済要件及び学業要件を満たした私費外国人留学生対象
免除・減免

1年次は授業料の30％。2～4年次は学業成績に応じて授業料の20％～40％。
学期ごと 人数制限なし 地域の制限なし 学生部学生支援課 併用可 併用可

東洋大学
塩川正十郎奨学金 その他 出願性ではなく大学選抜。 特待生・成績優秀者

在留資格「留学」かつ学業成績、人物ともに傑出しており、母国の発展に寄与する意思を有する学部2年生以上の私費外国人留学生。
給付奨学金

月額10万円。
1年間 各学年2名。 地域の制限なし 学生部学生支援課 併用可 併用不可

東洋大学

東洋大学SDGs留学生アンバサダー制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
寮制度
入学金・授業料減免

外国人留学生オンライン利用入学試験＜タイプＡ＞及び＜タイプＢ＞の合格者のうち、出願時に本制度の利用を希望し、以下の認定条件等を満たし、かつSDGs行
動計画書の内容が特に優れていると認められた学部生。
＜認定条件＞
①在留資格「留学」で入学予定の私費外国人留学生。
②以下の英語能力基準のいずれかを満たす者。
・TOEFL iBT（R）（Home Edition含む）タイプA:94点以上 / タイプB:79点以上
・IELTS（TM）（Academic Module）タイプA:6.5以上 / タイプB:6.0以上
・TOEIC（R） タイプA:L&R 780点以上かつSW310点以上 / タイプB:L&R 780点以上
③出願書類「SDGs行動計画書」の内容が特に優れている者。

免除・減免

入学学部・学科の以下の費用を減免する。
（１）入学金の全額
（２）授業料
・１年次：SDGs留学生奨学金の適用により、授業料の70%相当額
・２～４年次：SDGs留学生奨学金の適用により、授業料の60%相当額
（３）実験実習費の全額
（４）一般施設設備資金の全額

１か年で3回まで更新可※と
する。
※更新基準：SDGsの活動実
績（年次活動報告）

年間最大20名 地域の制限なし 学生部学生支援課 併用不可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

日本大学
日本大学特待生 在学中 ２年次以上 特待生・成績優秀者

【全学部生対象】

学業成績・人物ともに優秀な２年次以上の学生 給付奨学金

甲種　授業料１年分相当額の半額及び図書費１２万円
乙種　授業料１年分相当額の半額

１年間

甲種　７２名
乙種　３８９名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 各学部教務課

日本大学
日本大学創立１３０周年記念奨学金 入学後 学費支援

【全学部生対象】

第２種
給与所得者の場合は，支払金額合計が８００万円以下。それ以外の場合は，所得金額合計が３５０万円以下。最低修業年限で卒業できる単位を保有している者

給付奨学金

年額３０万円

１年間
３３３名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 本部学生部学生課

日本大学
日本大学小澤奨学金 入学後

資格取得支援制度
就職支援

【法学部・経済学部・商学部生対象】

国家試験受験希望者
給付奨学金

年額１２万円

１年間
９名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 各学部学生課

日本大学
日本大学オリジナル設計奨学金 入学後 就職支援

【理工学部・生産工学部・工学部生対象】

国家公務員採用総合職試験受験希望者
給付奨学金

年額２０万円

１年間
３名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 各学部学生課

日本大学
日本大学校友会奨学金（奨学金付教育ローン） 入学後 学費支援

【全学部生対象】

経済的理由により学業継続が困難な者
給付奨学金

在学中の利子相当額
※本学指定の金融機関と教育ローンを締結し，利子相当額を本学校友会が給付することによ
り，在学中の元金返済を据え置きます。

在学中
０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 本部学生部学生課

日本大学

日本大学法学部奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度

【法学部生対象】

第１種　学業成績が特に優秀であり，人物が優れている者

第２種　優秀な資質をもちながら経済的理由によって学費の支弁が困難な者

第３種　学業及び人物がともに優秀で，協定校等へ正規生として海外留学し，専門的研究者を志す者

給付奨学金

第１種　授業料１年分相当額の４０％

第２種　第一部生３０万円，第二部生１５万円

第３種　往復航空運賃（エコノミークラス）を上限
１年間

第１種　１２名
第２種　第一部生２５名，第二部
生５名
第３種　　２名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 法学部学生課

日本大学
日本大学法学部永田奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
資格取得支援制度
就職支援

【法学部生対象】

学業成績・人物が優秀で，国家試験（司法試験・国家公務員採用総合職試験等）の受験を志す者
給付奨学金

年額１２万円

１年間
４名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 法学部学生課

日本大学
日本大学法学部山岡奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
資格取得支援制度
就職支援

【法学部生対象】

学業成績・人物が優秀で，国家試験（司法試験，国家公務員採用総合職試験等）の受験を志す者
給付奨学金

年額１２万円

１年間
３名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 法学部学生課

日本大学
日本大学法学部杉林奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
資格取得支援制度
就職支援

【法学部生対象】

学業成績・人物が優秀で，弁理士試験の受験を志す者
給付奨学金

年額１２万円

１年間
１５名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 法学部学生課

日本大学
日本大学法学部校友会奨学金 入学後 学費支援

【法学部生対象】

第１種　経済的理由により学費等の支弁が困難な者 給付奨学金

第１種　年額３０万円（第二部の学生は年額１５万円）

１年間

第１種　７名（うち２名は第二部の
学生）

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 法学部学生課

日本大学
日本大学法学部後援会奨学生 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【法学部生対象】

第１種　学業及び人物ともに優秀で，経済的な理由により学費の支弁が困難な者
給付奨学金

第１種　授業料１年分相当額の半額

１年間
第１種　１９名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 法学部学生課

日本大学

日本大学文理学部奨学金 在学中 ２年次以上
特待生・成績優秀者
学費支援

【文理学部生対象】

第１種　学業及び人物ともに優秀な者

第３種　修学意志が堅固な者で，不測の事態発生等の経済的事由により，学費等の支弁が困難な者

給付奨学金

第１種　年額２４万円

第３種　学費相当額を限度 １年間

第１種　５４名

第３種　　０名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 文理学部学生課

日本大学
日本大学文理学部後援会奨学金 入学後 学費支援

【文理学部生対象】

経済的な理由により学費等の支弁が困難な者
給付奨学金

年額２４万円

１年間
１００名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 文理学部学生課

日本大学
日本大学文理学部校友会奨学金 入学後 学費支援

【文理学部生対象】

経済的事由により学資等の支弁が困難な者
給付奨学金

年額２４万円

１年間
１５名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 文理学部学生課

日本大学

日本大学経済学部奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援

【経済学部生対象】

第１種　経済的理由により修学が困難で入学時の成績が特に優秀な者

第２種　第１種奨学生であった者で経済的理由により修学が困難で引き続き学業成績が優秀な者

第４種　経済的理由により修学が困難で学業及び人物が優秀な者

給付奨学金

第１種　授業料１年分相当額

第２種　授業料１年分相当額の半額

第４種　年額４８万円（後学期採用者は年額２４万円）
１年間

第１種　０名

第２種　０名

第４種　7名（後学期採用者０名）

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 経済学部学生課

日本大学

日本大学経済学部後援会奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援

【経済学部生対象】

後援会費を納入していること

第１種　学業及び人物が優秀で経済的理由により修学が困難な者

第２種　自然災害や諸般の事情により特に家計が急変し修学が困難且つ学業及び人物が優秀な者

給付奨学金

第１種　年額３０万円（後学期採用者は年額１５万円）

第２種　年額４８万円

１年間

第１種　１２２名（後学期採用者０
名）

第２種　９名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 経済学部学生課

日本大学
日本大学経済学部校友会奨学金 在学中 ２年次以上 特待生・成績優秀者

【経済学部生対象】

学業及び人物が優秀な者
給付奨学金

年額１２万円

１年間
９名

（２０２２年度採用者）
地域の制限なし 経済学部学生課

日本大学
日本大学経済学部校友会資格等取得奨学金 入学後 資格取得支援制度

【経済学部生対象】

経済学部で指定した各種資格を取得した者
給付奨学金

資格ごとに設定

１年間
１３１名

（２０２２年度採用者）
地域の制限なし 経済学部学生課

日本大学
日本大学商学部後援会奨学金 入学後 学費支援

【商学部生対象】

経済的理由により修学困難な者
給付奨学金

年額１５万円または３０万円

１年間
８名

（２０２２年度採用者）
地域の制限なし 商学部学生課

日本大学
日本大学商学部校友会奨学金 入学後 学費支援

【商学部生対象】

経済的理由により修学困難な者
給付奨学金

年額１５万円または３０万円

１年間
１９名

（２０２２年度採用者）
富山県 商学部学生課

日本大学
日本大学商学部校友会準会員奨学金 入学後 学費支援

【商学部生対象】

経済的理由により修学困難な者
給付奨学金

年額１５万円または３０万円

１年間
０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 商学部学生課

日本大学
日本大学商学部絆奨学金 学校出願時 学費支援

【商学部生対象】

経済的理由により修学困難な者
給付奨学金

年額１５万円または３０万円

１年間
１７名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 商学部学生課

日本大学
日本大学商学部奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

【商学部生対象】

学業成績が特に優秀な学生
給付奨学金

授業料１年分相当額の半額

１年間
９名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 商学部学生課

日本大学
日本大学商学部資格等取得奨励金 入学後 資格取得支援制度

【商学部生対象】

商学部で指定した各種資格等を取得した者
給付奨学金

資格ごとに設定

１年間
２３４名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 商学部学生課

日本大学

日本大学芸術学部奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
被災者資金支援

【芸術学部生対象】

第１種　優良な資質をもちながら経済的理由により修学が困難である者

第２種　専攻分野において特に優れた業績を認められた者

第３種　災害に罹災し甚大な被害を受けた場合，もしくは不慮の理由で家計が急変し学費等の支弁が困難である者
第４種　留学等により海外渡航する者

給付奨学金

第１種　年額３０万円を限度

第２種　年額３０万円・５０万円

第３種　授業料１年分相当額を限度

第４種　年額２０万円を限度

１年間

第１種　　２１名

第２種　　１名

第３種　　６名

第４種　　０名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 芸術学部学生課

日本大学

日本大学国際関係学部奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援

【国際関係学部学生対象】

第１種　学業及び人物ともに優秀な学生（２年次以上を対象）

第２種　緊急の経済的理由により学費等の支弁が困難な者（全学年対象）

給付奨学金

第１種　授業料１年分相当額の半額

第２種　授業料１年分相当額の半額 １年間

第１種　３名

第２種　０名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 国際関係学部学生課

日本大学
日本大学国際関係学部柳川海外交流奨学金 入学後

研修支援制度
研究費支援
留学費用支援制度

【国際関係学部生対象】

ドイツにおいて研究・研修する者
給付奨学金

留学在籍料１年分相当額

１年間
０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 国際関係学部学生課

日本大学

日本大学三島後援会奨学金 入学後
留学費用支援制度
その他

通学費用補助金・家賃補助

【国際関係学部生対象】

第１種　自宅通学不可能な者または遠隔地からの新幹線定期券通学者

第２種　派遣交換留学生，ティーチング・インターンシップ・プログラム派遣学生，ダブル・ディグリー・プログラム派遣留学生，中期留学生
給付奨学金

第１種　新幹線定期券通学補助　１２万円（半期）
　　　　アパート補助　　　　　１２万円（半期）

第２種　プログラムにより異なる 半年又は１年間

第１種　新幹線定期券通学補助
０名
　　　　アパート補助　　　　　８７名

第２種　０名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 国際関係学部学生課

日本大学

日本大学国際関係学部校友会奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

【国際関係学部生対象】

第１種　人物が優れ，２年次以上に在学中で学業成績が優秀な者

第２種　人物が優れ，１年次に在学中で入学時成績及び最終学校の学業成績が優秀な者

給付奨学金

第１種　年額２５万円

第２種　年額２５万円 １年間

第１種　７名

第２種　３名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 国際関係学部学生課

日本大学
日本大学三島同窓会奨学金 入学後

課外活動支援制度
就職支援

【国際関係学部生対象】

国家試験（外務省専門職員試験・国家公務員試験）合格者または学術・文化・スポーツ・社会活動等において顕著な成果を収め，著しく大学の名誉を高めた者
給付奨学金

年額２～６万円

１年間
０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 国際関係学部学生課

日本大学
日本大学理工学部奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【理工学部２年次以上の学生対象】

第１種　学業及び人物が優秀で，学資支弁が困難である者
給付奨学金

年額４０万円

１年間
第１種　３２名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 理工学部学生課

日本大学

日本大学理工学部後援会奨学金 入学後 学費支援

【理工学部生対象】

学資支弁が困難な者

後援会費が納入済みである者

給付奨学金

年額５０万円

１年間
４０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 理工学部学生課

日本大学
日本大学理工学部校友会奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【理工学部生対象】

学業成績及び人物ともに優秀で，貸与奨学金を受けている卒業見込者
給付奨学金

年額２０万円

１年間
１０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 理工学部学生課

日本大学
日本大学理工学部校友会特別奨学金 入学後

学費支援
被災者資金支援

【理工学部生対象】

自然災害等の罹災あるいは家計急変等のため特に学費等の支弁が困難である者
給付奨学金

年額５０万円

１年間
２名

（２０２１年度採用数）
地域の制限なし 理工学部学生課

日本大学

日本大学生産工学部奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援

【生産工学部生対象】

第１種　特に学業及び人物優秀な者

第２種　優秀な資質をもちながら，経済的理由など諸般の事情により学業継続が困難な者

給付奨学金

第１種　年額５０万円

第２種　前学期３０万円・後学期３０万円 １年間

第１種　９名

第２種　２名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 生産工学部学生課

日本大学
日本大学生産工学部校友会奨学金 入学後 学費支援

【生産工学部生対象】

経済的理由から修学困難な者
給付奨学金

年額１０・２０・３０万円

１年間
４名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 生産工学部学生課

日本大学

日本大学工学部奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

【工学部生対象】

第２種　１年次生のうち，入学時の成績が優秀な者

第４種　学業成績及び人物が優秀な者

給付奨学金

第２種　授業料１年分相当額

第４種　年額１０万円 １年間

第２種　０名

第４種　１２名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 工学部学生課

日本大学
日本大学工学部後援会奨学金 入学後 学費支援

【工学部生対象】

経済的理由により修学が困難な者
給付奨学金

前学期２５万円・後学期２５万円

１年間
４０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 工学部学生課

日本大学
日本大学工学部五十嵐奨学金 在学中 ４年次生 特待生・成績優秀者

【工学部生対象】

学業及び人物が優秀な者
給付奨学金

年額１０万円

１年間
１２名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 工学部学生課

日本大学
日本大学工学部北桜奨学生 入学後 学費支援

【工学部学生対象】

緊急の経済的理由により学費等の支弁が困難な者
給付奨学金

年額２４万円

１年間
４名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 工学部学生課

日本大学
日本大学医学部土岐奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

【医学部生対象】

学業及び人物が優秀な者
給付奨学金

年額２０万円

１年間
１名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 医学部学生課

日本大学
日本大学医学部永澤奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

【医学部生対象】

学業及び人物が優秀な者
給付奨学金

年額２０万円

１年間
０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 医学部学生課

日本大学
日本大学医学部同窓会６０周年記念医学奨励金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【医学部生対象】

学業及び人物ともに優秀で，入学後第一保証人の事故等により経済的に修学困難な者
給付奨学金

年額３０万円

１年間
１名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 医学部学生課

日本大学

日本大学医学部同窓会就学奨学金 入学後 学費支援

【医学部５・６年次の学生対象】

給付　学部指定の金融機関と教育ローン契約を締結し，また学費等の支弁が困難であり，学業及び人物がともに優れている者

貸与　不測の事態により学費等の支弁が困難であり，学業及び人物がともに優れている者

給付奨学金
貸与奨学金

給付　利子相当額
貸与　学費相当額

１年間

給付　０名
貸与　０名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 医学部学生課

日本大学
日本大学医学部特定医療奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【医学部５・６年次の学生対象】

学業及び人物がともに優秀で，臨床研修後，本学医学部付属病院において特定医療を担当する診療科（小児科・産科・救急科など）の医師を志す者。（返還免除
有）

貸与奨学金

年額６０万円（返還免除制度有）

１年間
１名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 医学部学生課
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

日本大学

日本大学歯学部佐藤奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援
課外活動支援制度

【歯学部生対象】

第１種　２年次以上の学生で学業及び人物が優秀な者

第２種　２年次以上の学生で課外活動・学校行事等に顕著な功績がある者

貸　与　高学年の学生で学費の支弁が困難で，学業及び人物が優れている者

給付奨学金
貸与奨学金

第１種　１０万円，２０万円
第２種　１０万円
貸　与　授業料１年分相当額以内

１年間

第１種　１０万円：２５名，２０万
円：５名

第２種　２名

貸　与　０名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 歯学部学生課

日本大学
日本大学歯学部同窓会奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

【歯学部２年次以上の学生対象】

学業及び人物が優秀な者または課外活動に顕著な成果を収めた者
給付奨学金

年額５・１０万円

１年間
５万円：３名，１０万円：０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 歯学部学生課

日本大学

日本大学松戸歯学部鈴木奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援
課外活動支援制度

【松戸歯学部生対象】

第１種　２年次以上の学生で学業及び人物が優秀な者

第２種　経済的理由により，学費の支弁が困難であり，学業成績が優秀で人物が優れている者

貸　与　５年次以上の学生で，学業成績及び人物が良好で，学費の納入が困難な者

給付奨学金
貸与奨学金

第１種　年額１０万円

第２種　年額２４万円

貸　与　授業料１年分相当額以内
１年間

第１種　３０名

第２種　　２名

貸　与　　０名

（２０２２年度採用数）

地域の制限なし 松戸歯学部学生課

日本大学
日本大学松戸歯学部大竹奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

【松戸歯学部生対象】

学業成績・人物が優秀な者，または課外活動において顕著な成果を収め，学部等の発展に貢献したと認められる者
給付奨学金

年額１０万円

１年間
１名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 松戸歯学部学生課

日本大学
日本大学生物資源科学部奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

【生物資源科学部生対象】

入学試験の成績並びに高等学校在学時の学業及び人物ともに優秀な者
給付奨学金

授業料・施設設備資金相当額

１年間
１６名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 生物資源科学部学生課

日本大学
日本大学生物資源科学部大森奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

【生物資源科学部学生対象】

最終学年のうち学業及び人物ともに優秀な者
給付奨学金

年額２０万円

１年間
１２名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 生物資源科学部学生課

日本大学
日本大学生物資源科学部後援会奨学金 入学後 学費支援

【生物資源科学部生対象】

経済的理由により修学困難な者
給付奨学金

年額２５万円以上６０万円以内

１年間
１５名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 生物資源科学部学生課

日本大学
日本大学生物資源科学部校友会奨学金 入学後 学費支援

【生物資源科学部生対象】

経済的理由により修学困難な者
給付奨学金

年額２５万円以上６０万円以内

１年間
１３名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 生物資源科学部学生課

日本大学
日本大学薬学部奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【薬学部生対象】

第２種　経済的理由により学費等の支弁が困難であり，学業及び人物が優秀な者
給付奨学金

第２種　年額３０万円

１年間
９名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 薬学部学生課

日本大学
日本大学薬学部校友会奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【薬学部生対象】

学業及び人物が優秀で，学費の支弁が困難な者
給付奨学金

年額２０万円

１年間
２名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 薬学部学生課

日本大学
日本大学薬学部校友会準会員奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【薬学部生対象】

経済的理由で学費の支弁が困難であり，学業成績及び人物が優れている者
給付奨学金

年額３０万円

１年間
７名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 薬学部学生課

日本大学
日本大学薬学部校友会（桜薬会）奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【薬学部生対象】

学業成績優秀で学費の支弁が困難な者
給付奨学金

年額２０万円

１年間
５名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 薬学部学生課

日本大学
日本大学薬学部マツモトキヨシ奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【薬学部生対象】

学業及び人物が優秀で，学費の支弁が困難な者
給付奨学金

年額３０万円

１年間
６名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 薬学部学生課

日本大学
日本大学薬学部編入生（一般）修学奨励金 入学後 特待生・成績優秀者

【薬学部生対象】

編入学試験（一般）及びその後の成績が特に優秀で人物が優れている者
給付奨学金

年額５０万円

１年間
０名

（２０２１年度採用数）
地域の制限なし 薬学部学生課

日本大学
日本大学薬学部岩崎壽毅奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【薬学部生対象】

経済的理由により学費等の支弁が困難であり，学業成績が優秀で，人物が優れている者
給付奨学金

年額３０万円

１年間
１０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 薬学部学生課

日本大学
日本大学通信教育部奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

【通信教育部２年次以上の正科生の学生対象】

学業及び人物が優秀で経済的理由から修学困難な者
給付奨学金

授業料１年分相当額を上限

１年間
１２名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 通信教育部学生課

日本大学
日本大学通信教育部坂東奨学金 在学中 ２年次以上 特待生・成績優秀者

【通信教育部２年次以上の正科生の学生対象】

学業及び人物ともに優秀な者
給付奨学金

授業料１年分相当額の半額を上限

１年間
１名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 通信教育部学生課

日本大学
日本大学工学部校友会奨学金 入学後 学費支援

【工学部生対象】

経済的理由により学費等の支弁が困難な者
給付奨学金

年額２５万円

１年間
０名

（２０２２年度採用数）
地域の制限なし 工学部学生課

日本医科大学

日本医科大学新入生奨学金 入学後
特待生・成績優秀者
学費支援

対象
本学医学部学生
第１学年（入学後に申請）
　
申請資格・条件等
・学生の就学及び将来、医師及び研究者として医療に貢献する優秀な人材の育成に資することを目的として、学業その他において他の模範となる学生を対象とす
る。
・奨学生として採用された際、要件を満たす連帯保証人及び保証人を選任できること。

奨学生の選考は、委員会において次に掲げる事項について審査して行う。
　(1)　学業成績(1年生については入学試験成績)
　(2)　家庭の経済事情
　(3)　人物考査
　(4)　健康状態
　(5)　その他特殊事情

貸与奨学金

150万円を上限とし、学内審査において決定する。

1年間 10名程度(令和5年度) 地域の制限なし 武蔵境校舎事務室 併用可 併用可

日本医科大学
特待生制度 その他 入学時のみ

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜の成績上位者（前期35名、後期3名）のうち入学した者を特待生として、入学時の授業料2,500,000円を免除する。また、グローバル特別選抜の成績上位
10名のうち入学した者を特待生とし、1年次と２年次の授業料を免除する。
※地域枠受験者は本学特待制度に該当しない。 免除・減免

①一般選抜の成績上位者（前期35名、後期3名）　1年間で授業料250万円を免除。
②グローバル特別選抜成績上位10名　2年間で授業料500万円を免除。

①一般選抜の成績上位者
（前期35名、後期3名）　1年
間
②グローバル特別選抜成績
上位10名　2年間

①一般選抜の成績上位者　38名
②グローバル特別選抜成績上位
者　10名

地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

日本医科大学

日本医科大学奨学金 在学中

申請可能年次：1年次～5年次
(貸与希望年度の前年度中に申請する)

貸与対象：第2学年～第6学年

特待生・成績優秀者
学費支援

対象
本学医学部学生
第2年～第6年(貸与希望年度の前年度中に申請)
　
申請資格・条件等
・学生の就学及び将来、医師及び研究者として医療に貢献する優秀な人材の育成に資することを目的として、学業その他において他の模範となる学生を対象とす
る。
・奨学生として採用された際、要件を満たす連帯保証人及び保証人を選任できること。

奨学生の選考は、委員会において次に掲げる事項について審査して行う。
　(1)　学業成績
　(2)　家庭の経済事情
　(3)　人物考査
　(4)　健康状態
　(5)　その他特殊事情

貸与奨学金

学費相当額を限度とし、学内審査において決定する。

1年間 30名程度(令和5年度) 地域の制限なし 学事部教務課 併用可 併用可

日本医科大学
日本医科大学父母会奨学金 在学中

申請可能年次：1年次～5年次
(貸与希望年度の前年度中に申請する)

貸与対象：第2学年～第6学年

特待生・成績優秀者
学費支援

対象
第2学年～第6学年(貸与希望年度の前年度中に申請)

経済的に困窮し、かつ学業人物ともに優れた学生に対し、学納金の一部を無利子で貸与する。

貸与奨学金

学費相当額を限度とし、学内審査において決定する。

1年間 10名程度(令和5年度) 地域の制限なし 学事部教務課、父母会事務局 併用可 併用可

日本医科大学

日本医科大学特別学資ローン制度 在学中

申請可能年次：1年次～5年次
(融資希望年度の前年度中に申請)

融資対象：第2学年～第6学年

学費支援

対象
第2学年～第6学年(融資希望年度の前年度中に申請)

本学が保証人となることにより、学費相当額を上限として金融機関から融資を受けることができる。

学生の選考については、次に定める基準に基づき書類審査及び面接を行う。
　(1)　家庭の経済状況
　(2)　学業成績
　(3)　授業の出席状況

その他

学費相当額を限度とし、学内審査において決定する。

1年間 5名程度(令和5年度) 地域の制限なし 学事部教務課 併用可 併用可

日本歯科大学
生命歯学部（東京）特待生制度 その他 申請なし

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

生命歯学部（東京）の入学試験（一般選抜・共通テスト利用ともに前期）の成績が特に優秀で、品行方正等ほかの学生の模範となりえる若干名。
免除・減免

入学金（入学時のみ）、授業料、教育充実費、施設維持費を、毎年度すべて半額とする。
①１年間
②１回限り

若干名
地域の制限なし

生命歯学部　教務・学生部（入試
課）

併用不可 併用可

日本歯科大学
新潟生命歯学部特待生制度 その他 申請なし

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

新潟生命歯学部の入学試験（一般選抜、共通テスト利用）の成績が特に優秀で、品行方正等ほかの学生の模範となりえる約15名。うち校友子弟枠と遠隔地居住者
枠（北海道・四国・鳥取・島根・九州・沖縄）を設ける。
※総合型選抜または学校推薦型選抜試験で新潟生命歯学部に合格した方は、一般選抜入試（前期または後期）または共通テスト利用入試（前期のみ）を受験する
ことで、特待生の選考対象となる。該当生は、合格時に発表。

免除・減免

入学金（入学時のみ）、授業料、教育充実費、施設維持費を、毎年度すべて減免する。

６年間
約15名（校友子弟枠、遠隔地居
住者枠含む）

地域の制限なし 新潟生命歯学部　入試課 併用不可 併用可

日本歯科大学
学術奨励制度 その他

申請なし
年度末成績審査時決定

特待生・成績優秀者

優秀な人材を育成することを目的として、学力・人物とも優れた者に支給。

給付奨学金

年度末に選考を行い、各学年1名に30万円、その他10名以内に10万円を支給。 各学年10名以内（1名に30万円、
その他の者に10万円） 地域の制限なし 併用可

日本歯科大学
育英奨学制度 随時 用途を定めない経済的支援

１年～６年生対象
在学中、不幸にして学費出資者の死去等で修学が困難になった場合、学生の経済的援助を行うことを目的として支給。 給付奨学金

毎月7万円、年額84万円。
卒業するまでの在学期間。
最大６年間。

人数制限なし 地域の制限なし 併用可

日本社会事業大学
障害学生奨学金給付制度 学校出願時 学費支援

全学年障がい学生対象。
身体等の障がいに起因して、修学上特別な経済的支出を必要とする学生を対象に、その費用の一部を奨学金として給付する 給付奨学金

年間教育充実費相当額。
地域の制限なし 学生支援課

日本社会事業大学
障害学生に対する学習環境支援等経費 学校出願時 学費支援

全学年障がい学生対象。
視覚障害1級、聴覚障害2級で援助を必要とする者。 給付奨学金

別途定める年間実支給限度額。
地域の制限なし 学生支援課

日本社会事業大学
学生寮 入学手続時 寮制度

社会福祉学部全学年が対象。
入寮希望者は、入寮案内に従い、必要書類を添えて申込むこと。
希望者多数の場合、選考あり。

その他

「松窓寮」（男子・女子）がある。
寮費については、問い合わせてください。 地域の制限なし 学生支援課

日本獣医生命科学
大学

日本獣医生命科学大学貸与給付奨学金 在学中 卒業年次を除く学部生に、年末頃に応募受付を開始する。
特待生・成績優秀者
学費支援
被災者資金支援

本学では、以下のような内容の奨学金制度を設けています。給付と貸与の 2種類があります。詳細は学生支援課に相談してください。

◎対象学年
全学年（全学部学科の学部生）

◎応募資格
・在学中に父母等保証人（学費負担者）が死亡・傷病・失業等に遭い、経済的に著しく修学が困難となった者。 
・災害（地震・風水害・火災等）に遭い、経済的に著しく修学が困難となった者。
・家計の急変その他の理由により経済的に著しく修学が困難となった者。
・その他成績等を考慮して選考します。

給付奨学金
貸与奨学金

授業料と実習費の年額２分の１の金額を支援

1年間、在学中2回まで申請
可

若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

日本女子大学 日本女子大学学業成績優秀賞・研究奨励賞 在学中 ２～４年次 特待生・成績優秀者
学部２～４年次　前年度までの学業成績が優れ、人物ともに優秀な者

免除・減免
授業料後期分免除

対象年度の後期 各学科２～４年次１名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子大学 森村豊明会奨励賞 在学中 ４年次後期 特待生・成績優秀者
学部４年次（当該年度内に卒業論文を提出できる要件をそなえている学生）　専門の各分野で特に際立った成果をあげ、将来の社会貢献をめざしている者

給付奨学金
５０万円

４年次後期 ２名以上４名以内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子大学
桜楓会新入生奨学金 在学中 １年次

学費支援
用途を定めない経済的支援

学部新１年次　卒業生の団体による奨学金制度
学業・人物ともに優秀であり、桜楓会の活動に貢献できる者 給付奨学金

年間５万円（４年間で総額２０万円）
４年間

５名以内（学部学生４名・大学院
学生１名）

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子大学
日本女子大学桜楓奨学金 在学中 ２～４年次

学費支援
用途を定めない経済的支援

学部２～４年次　経済的理由により学業継続が困難で、かつ成績、人物ともに良好な者
（日本学生支援機構の給付奨学金対象者を除く） 給付奨学金

３０万円 対象年度の前期または後期
（後期支給となる場合もあり
ます）

３０名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

日本女子大学
日本女子大学育英奨学金 在学中 １～４年次 学費支援

学部１～４年次　家計急変等により学費補助を必要とする者
緊急採用：主たる家計支持者が失職・死亡等により学費納入が困難になった者
応急採用：緊急採用に該当しない最終年次生で卒業要件を満たしているが、学費納入が困難と判断された者

貸与奨学金

学費半年分相当額

原則一回限り 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子大学
日本女子大学泉会学業支援給付奨学金 在学中 ３年次後期

学費支援
用途を定めない経済的支援

学部３年次　経済的事情による学業継続困難で、かつ成績、人物ともに良好で学業への意欲が高く、日本学生支援機構の貸与奨学金を受給中の者
（日本学生支援機構の給付奨学金対象者を除く） 給付奨学金

３０万円
３年次後期 １０名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

日本女子大学
日本女子大学特別活動給付奨学金 在学中 ２年次以上 その他 正課外活動における奨励

学部２年次以上　女子教育、社会活動、学術、文化、芸術、スポーツ等の分野で優れた業績をあげた人物・学業ともに良好な者
（授業の活動ならびにサークル活動における成果を除く） 給付奨学金

２０万円
対象年度の後期 １名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子大学
日本女子大学泉会spring新入生奨励金 在学中 １年次

特待生・成績優秀者
寮制度
その他

学生生活の支援

学部新1年次　首都圏（１都３県（東京・千葉・埼玉・神奈川））以外の国内高等学校出身者で、学業・人物ともに優秀で学寮に入寮した者

給付奨学金

２０万円
１年次前期または後期（後期
支給となる場合もあります）

１５名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子大学

世界トップ１００大学留学奨学金 在学中 協定大学留学出願時
留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援

対象学年：出願時１年～３年
条件：以下の大学への出願者
A：ウェルズリーカレッジ・マウント・ホリヨーク・カレッジ（但し、交換留学が成立し、留学先大学の授業料が免除される場合は対象としない。）
B：ウォリック大学、ブリストル大学、ノッティンガム大学、ヨーク大学、ランカスター大学
C：マギル大学

給付奨学金

A：400万円
B：300万円
C：200万円 留学出発前に一括授与 計２名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 条件有りで併用可

日本女子大学

協定大学留学奨学金 在学中 協定大学留学出願時
留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援

対象学年：出願時１年～３年の協定大学留学学生

給付奨学金

1年交換枠：50万円
1年派遣枠：100万円
短期交換枠：25万円
短期派遣枠：50万円
＊採用人数により減額の可能性あり

留学出発前に一括授与 １５名程度 地域の制限なし 国際交流課 併用可 条件有りで併用可

日本女子大学
認定大学留学奨学金 在学中 認定大学留学出願時

留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援

対象学年：出願時１年～３年の認定大学留学学生

給付奨学金

1年留学：40万円
短期留学：20万円
＊採用人数により減額の可能性あり

留学出発前に一括授与 １５名程度 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

日本女子大学
協定大学留学学生優秀賞 その他 申請不要。協定大学留学出願学生の中から国際交流委員会が審査

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援

対象学年：出願時１年～３年の協定大学留学学生のうち学業・人物ともに最も優秀な学生
＊長期留学・学部コース留学学生を優先とする。 給付奨学金

３０万円

留学出発前に一括授与 １名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

日本女子大学
泉会奨励金 在学中 在学中：協定大学留学学内選考合格後

留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援

対象学年：出願時１年～３年の協定大学留学学生
給付奨学金

２０万円
留学出発前に一括授与 指定なし 地域の制限なし 国際交流課 併用可 併用可

日本女子大学
泉会賞（公認サークル対象） その他 学生支援課が定める時期 課外活動支援制度

正課授業と同様に教育的効果の大きな意味を持つ課外活動の活性化のために、その活動を奨励・表彰するもの。
日本女子大学として公式の試合及びコンクールに参加し優秀な成績をあげる等、功労が顕著な公認サークル、または社会活動や文化活動などを通じて功績が認
められる公認サークル。

その他

順位付けをし、それぞれ最優秀賞７万円、優秀賞５万円、優良賞３万円が授与される。

年１回
個人ではなくサークルに対して支
給

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子大学
泉会賞（課外活動功労賞） その他 学生支援課が定める時期 課外活動支援制度

正課授業と同様に教育的効果の大きな意味を持つ課外活動の活性化のために、その活動を奨励・表彰するもの。
学生三団体（学生自治会・クラブ連合会・学園祭実行委員会）の役員等で、課外活動における功労が顕著と認められる者。 その他

３万円
１回 ３名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子大学
日本女子大学上代タノ奨学金 在学中 ４年次 特待生・成績優秀者

４年次
学業成績、人物ともに良好な、日本女子大学大学院への進学が決定している者 給付奨学金

２０万円
4年次後期 ４名（各学部１名ずつ） 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

日本女子体育大学
二階堂学園奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

学業・人物ともに優秀かつ健康であって、経済上学費の補助を必要とする者。
給付奨学金

月額2万5千円
1年間 27名程度 地域の制限なし 学生支援課（学生生活支援担当） 併用不可 条件有りで併用可

日本女子体育大学
松徳会奨学金 在学中 2～4年生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

本学学生の模範となるような優れた人物のうち、前年度学業において特に優秀な成績を収めた者または前年度スポーツ・舞踊部門で特に優秀な成績を収めた者。
給付奨学金

学業部門：年額30万円
スポーツ・舞踊部門：年額25万円 1年間

学業部門：5名以内
スポーツ・舞踊部門：2名以内

地域の制限なし 学生支援課（学生生活支援担当） 併用可 条件有りで併用可

日本女子体育大学
日本女子体育大学入学試験成績優秀奨学生 その他

一般選抜（前期または後期）の大学入学共通テスト方式における合格者
のうち、成績上位者（総得点が80％以上の者）が自動的に該当。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

入学試験における学力試験成績が特に優秀な者を「入学試験成績優秀奨学生」とし、経済的支援として入学手続時納付金の一部を免除。
一般選抜（前期または後期）の大学入学共通テスト方式における合格者のうち、成績上位者（総得点が80％以上の者）。 免除・減免

入学金：免除
対象者の条件に該当する者全員 地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

日本赤十字看護大
学

日本赤十字看護大学伊藤・有馬記念金外国留学奨励金 入学後
留学費用支援制度
課外活動支援制度

大学が主催する海外留学、海外研修、ボランティア、クラブ等の課外活動の他、個人で海外活動を計画しているもの（但し観光が目的の活動は除く）
給付奨学金

年額20万円以内
地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

日本赤十字看護大学大嶽康子記念奨学金 入学後 学費支援
経済的理由により修学が困難なもの

給付奨学金
年額20万円を限度として給付する

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

日本赤十字看護大学保護者会奨学金 入学後 学費支援
経済的理由により修学が困難なもの（＊一世帯の総収入500万円以上の場合は応募の対象外）

給付奨学金
年額20万円を限度として給付

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

日本赤十字看護大学保護者会海外留学奨学金 入学後
留学費用支援制度
課外活動支援制度

大学が主催する海外留学・研修参加学生
給付奨学金

年額5万円を限度として給付
地域の制限なし

日本赤十字看護大
学 特待生制度B その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

前年度の学業成績のうち、履修した必修・選択科目がすべて「Ｂ」以上でかつ再履修科目がない者の中で、必修科目の評点（点数）の平均点が上位 の者。各学部
の人数は次のとおり。
【看護学部】上位５人以内
【さいたま看護学部】上位３人以内

免除・減免

当該年度の年間授業料の半額（60万円）を免除する。

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学 日本赤十字看護大学松下清子記念奨学金（海外研修・国際交流支援） 入学後

留学費用支援制度
課外活動支援制度

①本学及び学外団体主催の各種海外研修プログラム、海外ボランティア、インターンシップ、セミナー参加などの海外活動に参加するもの（但し観光が目的の活動
は除く）
②当該年度に渡航する者で目的及び計画が明確で、効果が期待できるもの
③経済的理由により自費での参加が困難なもの

給付奨学金

年額20万円以内

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

大規模災害被災学生奨学費 在学中 入学金・授業料減免
新入生は学費負担者が入学した年度の前３カ年間から年度の申請日まで、在学生においては年度の申請日までに、学費負担者が災害救助法適用地域において
被災し、その影響で家計が急変したため経済支援が必要と認められる者。 免除・減免

半期授業料
地域の制限なし

日本赤十字看護大
学 特待生制度A その他 申請不要

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般入学者選抜試験の成績が上位の者。各学部の人数は次のとおり。
【看護学部】上位３人以内
【さいたま看護学部】上位２人以内

免除・減免

1年次の年間授業料の全額（120万円）を免除する。

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

日本赤十字看護大学同窓会奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
経済的理由により修学困難なもの

貸与奨学金
50万円

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

一般財団法人日本赤十字社看護師同方会奨学資金 入学後 用途を定めない経済的支援
経済的理由により修学困難なもの

貸与奨学金
月額3万円

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

日本赤十字社奨学金制度 入学後 学費支援
卒業後看護師として当該病院（貸与を受けた病院）に直ちに勤務する意思のあるもの

貸与奨学金
年間60万～84万円（病院により異なる）

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

日本赤十字看護大学保護者会奨学金学業成績優秀者奨学金 その他 申請不要 用途を定めない経済的支援
2～4年生の成績優秀者上位5名以内「当該年度の特待生及び編入生除く」

給付奨学金
年額3万円

地域の制限なし

日本赤十字看護大
学

日本赤十字看護大学伊藤・有馬記念基金学生奨学金 入学後 学費支援
経済的理由により修学が困難な学生

給付奨学金
年額20万円以内

地域の制限なし

日本体育大学
学費減免制度（公募） 在学中 申請締切：7月上旬 その他 後学期施設整備費、教育充実費の免除

対象学年：2年～4年生
学部：全学部
資格：日本学生支援機構等、奨学金の貸与を受けてもなお学費納入が困難で学業成績が平均水準以上の者 免除・減免

後学期施設整備費、教育充実費の免除

単年度
年間60名程度

地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

日本体育大学
一般奨学生 その他

申請不要
①1年次は前学期中に該当者に通知
②2年次以降は学費納付時に該当者に通知

特待生・成績優秀者

対象学年：①1年生　②2～4年生
学部：全学部（①②共通）
資格：学業成績が特に優秀かつ心身ともに健康な者であって、大学の審査を経て指定された者（①②共通）

免除・減免

①入学金、施設整備費の全額
②施設整備費、教育充実費の全額 1年間 50名程度 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

日本体育大学
同一家族複数在学校生の学費一部免除 その他 申請締切：入学した年度の6月末まで 入学金・授業料減免

対象学年：1年生
学部：全学部
資格：同一の扶養者により扶養されている兄・姉が本学に在学する入学生（双子入学の場合はどちらか一方）

免除・減免

入学金全額

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

日本体育大学
メイドー・ＭＣＳ・長谷川奨学金 その他 申請締切：前年度後学期 課外活動支援制度

対象学年：2～4年生
学部：全学部
資格：課外活動等の大学生活において目標に向けて強い志を持って取り組んでいる者。

給付奨学金

年額25万円

1年間 原則8名以内 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 条件有りで併用可

日本体育大学
雄渾奨学金 在学中 申請締切：10月中旬 用途を定めない経済的支援

対象学年：全学年
学部：全学部
資格：奨学金の貸与を受けている者で、かつ経済的困窮し修学困難な者

給付奨学金

年額20万円

1年間 45名以内 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 条件有りで併用可

日本体育大学
学費減免制度（家計急変） 随時 その他 施設整備費、教育充実費の免除（該当学期）

対象学年：全学年
学部：全学部
資格：一年以内に家計急変があり、日本学生支援機構奨学金の給付奨学金(第一種奨学金を含む)及び、第二種奨学金を併用してもなお学費納入が困難な者

免除・減免

施設整備費、教育充実費（該当学期）

1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

ルーテル学院大学
特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜（スカラシップ型）の合格者の中から、成績優秀者３名を特待生として採用します。特待生は初年度の学生納付金から50万円を免除し、２年目以降も一定
の成績をおさめれば30万円の免除が継続されます。 免除・減免

初年度の学生納付金から50万円を免除し、２年目以降も一定の成績をおさめれば30万円の免
除が継続されます。 最短修業年限 ３名 地域の制限なし 入試事務局 併用可 併用不可

ルーテル学院大学
指定校優秀者給付奨学金 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学校推薦型選抜（指定校推薦型）の合格者の内、学業成績の評定平均値が３.８以上で、成績優秀者５名
免除・減免

初年度授業料50万円を免除
初年度のみ ５名 地域の制限なし 入試事務局 併用可 併用不可

ルーテル学院大学
キャリアアップ入学金免除奨学金 学校出願時

入学金・授業料減免
その他

社会人支援
編入学または２５歳以上の入学者は、入学金20万円が免除されます。総合型選抜、一般選抜で合格された場合も、入学年度の４月１日現在で満２５歳以上であれ
ば、本奨学金が適用されます。 免除・減免

入学金20万円が免除
初年度のみ 対象者全員採用 地域の制限なし 入試事務局 併用不可 併用不可

ルーテル学院大学
児童福祉給付奨学金 学校出願時

入学金・授業料減免
その他

児童養護施設出身者の経済的支援
児童養護施設及び里親家庭出身者で本学への入学予定者

免除・減免
授業料10万円、施設費10万円
合計20万円免除 最短修業年限

各学年３名とし、学部全体で最大
１２名

地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用不可

ルーテル学院大学
家族入学金免除奨学金 入学手続時

入学金・授業料減免
その他

卒業生支援
本学卒業生、在学生の二親等以内の入学者

免除・減免
入学金20万円全額免除

入学年度のみ 対象者全員 地域の制限なし 入試事務局 併用可 併用可

ルーテル学院大学 私費外国人留学生学生納付金減免奨学制度（特待留学生制度） 学校出願時 入学金・授業料減免
出入国管理及び難民認定法の定める 「留学」の在留資格を有する者及び有する見込みのある者

免除・減免
入学金の50％減免、授業料の50％減免

最短修業年限 特になし 地域の制限なし 学生支援センター 併用不可 併用不可

ルーテル学院大学
修学支援給付奨学金 在学中 1年生～4年生

入学金・授業料減免
被災者資金支援

入学後の家計状況の変化に伴う経済的理由、または激甚災害等の特別な事情により、学業の継続が困難な者
免除・減免

授業料２０万円～全額
在学中に２年間申請可能 ５名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用不可

ルーテル学院大学 林坦氏記念後援会奨学金（無利子） 在学中 用途を定めない経済的支援
学部・大学院・神学校に在籍し、経済的理由により著しく修学困難な者

貸与奨学金
原則40万円（年額）

２年間 １０名以内 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

ルーテル学院大学

他者と協働し社会に貢献する意欲をもつヒューマンケア専門家養成のための
奨学制度

その他 未定　後日HPにて公表
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

①高校時代に一定期間*、特定の団体等に所属するか、特定のボランティア先において、対面等での継続的なボランティア活動等の社会貢献活動の経験があるこ
と。授業の一環としてのボランティア活動ではなく、自主的に参加した活動を対象とする。
*地域の清掃や社会福祉施設のイベント補助等1日限りや２、3日間限定の参加といった単発の活動ではなく、継続的に活動を行なった実績。（合計で、7日以上活
動をしていること）
例：毎週１回半年以上の障がい児施設におけるボランティア活動や、災害支援のための１週間の集中的なボランティア活動など
②評定平均3.6以上（卒業見込み者は高校3年１学期までの成績で可）
③全日制・定時制在籍、または通信制の場合通学コースなどに在籍し、週3日以上、学校に通学している者。
④他者と協働し社会に貢献する意欲もったヒューマンケア専門家になるという志をもっていること
⑤2024年3月に卒業見込みの者もしくは既卒者で2024年4月1日の時点で23歳未満の者。

免除・減免

入学金を含む４年間の学生納付金全額免除（最長４年間。）
※　但し、毎年継続審査があります。

①4年間
※但し、毎年継続審査があり
ます。

①年間20名程度（国際的視野を
もつヒューマンケア専門家育成
のための奨学制度と併せて）

地域の制限なし 入試事務局 条件有りで併用可 併用不可

ルーテル学院大学

国際的視野をもつヒューマンケア専門家育成のための奨学制度 その他 未定　後日HPにて公表
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

次の各号のすべてに該当する者。
①英検準２級以上
②国際的視野をもったヒューマンケア専門家になるという志をもっていること
③2024年3月に卒業見込みの者もしくは既卒者で2024年4月1日の時点で23歳未満の者。

免除・減免

入学金を含む４年間の学生納付金全額免除（最長４年間。）
※　但し、毎年継続審査があります。 ①4年間

※但し、毎年継続審査があり
ます。

①年間20名程度（「他者と協働し
社会に貢献する意欲をもつ
ヒューマンケア専門家養成のた
めの奨学制度」と併せて）

地域の制限なし 入試事務局 条件有りで併用可 併用不可

文化学園大学
特待生　AO入試1期〔総合型選抜〕 その他

受験生からの申請不要。合格者の中から、受験結果と高等学校の成績
等を総合的に判定して「特待生合格者」を決定します。

特待生・成績優秀者
AO入試１期において、本学へ入学を強く希望し、優秀でほかの学生の模範となる学生と認められる者。

免除・減免
入学金半額を免除（2年次以降については、前年度の成績等に基づいて年間授業料を半額免
除とします。適用期間は入学年度から、連続して4年間を限度とします）

入学年度から、連続して4年
間（毎年継続審査がありま
す）

若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用不可 条件有りで併用可

文化学園大学
特待生　一般入試A日程〔一般選抜〕・共通テスト利用入試１期〔一般選抜〕 その他

受験生からの申請不要。合格者の中から、受験結果と高等学校の成績
等を総合的に判定して「特待生合格者」を決定します。

特待生・成績優秀者
一般入試A日程、または共通テスト利用入試１期において成績優秀で、ほかの学生の模範となる学生と認められる者。

免除・減免
初年度年間授業料半額を免除（2年次以降については、前年度の成績等に基づいて年間授業
料を半額免除とします。適用期間は入学年度から、連続して4年間を限度とします）

入学年度から、連続して4年
間（毎年継続審査がありま
す）

若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用不可 条件有りで併用可

文化学園大学
特待生　留学生入試１期 その他

受験生からの申請不要。合格者の中から、受験結果と高等学校の成績
等を総合的に判定して「特待生合格者」を決定します。

特待生・成績優秀者
留学生入試１期において成績優秀で、ほかの学生の模範となる学生と認められる者。

免除・減免
入学金半額を免除（２年次以降については、前年度の成績等に基づいて年間授業料を半額免
除とします。適用期間は入学年度から、連続して４年間を限度とします）

入学年度から、連続して4年
間（毎年継続審査がありま
す）

若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用不可 条件有りで併用可

文化学園大学
文化学園大学奨学金 在学中 全学年 入学金・授業料減免

人物・学業ともに優れ、かつ経済的理由により修学が困難な学生。
全学生が対象。ただし、大学院生および在留資格「留学」をもっている外国人留学生、他の奨学金や授業料減免等を受けている学生、特待生の資格を有している
学生を除く。

免除・減免

年間授業料の半額免除

1年間 15名程度 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

文化学園大学
文化学園大学紫友会奨学金 在学中 卒業年次生 入学金・授業料減免

人物・学業ともに優れ、かつ経済的理由により修学が困難な学生。
卒業年次生が対象。ただし、大学院生および文化学園大学奨学金や授業料減免等を受けている学生、特待生の資格を有している学生を除く。 免除・減免

100,000円
1年間 10名まで 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

文化学園大学
学修奨励金 在学中

申請不要
大学３年生対象

その他 学修奨励金を支給
前年度までの成績評価においてGPAポイントが各学科最上位の大学３年生

給付奨学金
奨励金の額は、年度ごとに学長が定める（2023年度実績 100,000円）

１回限り 該当者全員 地域の制限なし 大学事務局教務部教務課 併用可 併用可

文化学園大学
留学奨励金 在学中 2年生～3年生 留学費用支援制度

本学海外提携校とのプログラムによる留学をする学生
給付奨学金

１年間留学　100,000円
半年間留学　50,000円 １回限り 該当者全員 地域の制限なし 大学事務局教務部教務課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

法政大学

チャレンジ法政奨学金（入試出願前予約採用型給付奨学金） その他 入試出願前（11月） 用途を定めない経済的支援

以下の（1）～（7）の条件、すべてに該当する必要があります。
(1) 2023年度一般選抜（T日程入試、英語外部試験利用入試、A方式入試、大学入学共通テスト利用入試 B方式・C方式）を受験する者。
(2) 日本国籍を有する者、または永住者、定住者、日本人（永住者）の配偶者・子。
(3) 東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県以外の高等学校または中等教育学校の出身者（通信制を除く）。
(4) 上記の学校を2023年3月卒業見込みの者または2022年3月以降卒業した者。
(5) 上記の学校（中等教育学校の場合は後期課程）における全ての教科・科目を含む学習成績の状況（評定平均値）が「3.8以上」である者。卒業見込みの者は最終
学年1学期 （前期）までの成績で審査、卒業した者は最終学年3学期 （後期）までの成績で審査します。
(6) 父母が給与所得者の場合は収入金額、自営業等給与所得以外の場合は所得金額で見て、2021年父母合計の金額が600万円以下であること。（ただし、自営業
等給与所得以外の所得金額部分は197万円以下であること。）
　　※父母それぞれの所得証明書（課税･非課税証明書）の年収・所得を合算してください。
　　※所得証明書（課税･非課税証明書）は、申請時における最新のものを用いてください。
(7) 本学に入学を強く希望する者。

給付奨学金

文系学部入学時38万円（2年次以降20万円）（年額）　理系学部入学時43万円（2年次以降25万
円）（年額）

4年間（継続条件あり） 200名 地域の制限なし 併用可 併用可

法政大学 新・法政大学１００周年記念奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
1～4年生で、学業成績が優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
文系学部20万円(年額)　理工系学部25万円(年額)

1年間 170名程度 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 「開かれた法政２１」スポーツ奨励金 在学中 その他 各分野で優秀な学生を奨励する制度
1～4年生で、スポーツの分野において優秀な成績をおさめたと認められる者（原則として体育会に所属している者が対象）。すべてのスポーツが該当するとは限り
ません。

給付奨学金
年額20万円か40万円

1年間 採用条件を満たす者 地域の制限なし 保健体育センター 併用可 条件有りで併用可

法政大学 「開かれた法政２１」学術・文化奨励金 在学中 その他 各分野で優秀な学生を奨励する制度
1～4年生で、学術・研究・ボランティア活動・文化・芸術・芸能・スポーツ等の分野で秀でた業績をあげた者または団体。

給付奨学金
30万円を上限（年額）

1年間 20名（団体）以内 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 「開かれた法政２１」指定試験合格者奨励金 その他 指定試験に合格した年度 その他 各分野で優秀な学生を奨励する制度
司法試験予備試験・公認会計士試験・国家公務員採用総合職試験、税理士試験（全科目合格）、弁理士試験、司法書士試験に合格した者。

給付奨学金
40万円

1年間 採用条件を満たす者 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 「L・U奨学金」Ｌ・Ｕキャリア・アップ奨励金 その他 その他 各分野で優秀な学生を奨励する制度 給付奨学金
5万円(年額)

1年間 採用条件を満たす者 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学
「Ｌ・Ｕ奨学金」団体スポーツ奨励金 在学中 その他 各分野で優秀な学生を奨励する制度

【体育会対象】団体スポーツにおいて優れた成績をおさめた運動部等の団体　＊団体競技の場合　全日本学生（大学）選手権レベル以上の大会で優勝又は準優勝
又はベスト4の成績をおさめた団体　＊個人競技における団体戦及び団体戦で種目別の場合　全日本学生（大学）選手権レベル以上の大会で優勝した団体　(注)
すべてのスポーツが該当するとは限りません。

給付奨学金

25万円、50万円、100万円（年額）

1年間 採用条件を満たす団体 地域の制限なし 保健体育センター 併用可 条件有りで併用可

法政大学 派遣留学奨学金 在学中 留学費用支援制度
3・4年生で応募・採用条件を満たす者。

給付奨学金
派遣先により70万円または100万円。半期留学は半額

採用条件を満たす者 地域の制限なし グローバル教育センター 併用可 条件有りで併用可

法政大学 法政大学学友会奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
2～4年生で、学業成績が極めて優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
文系学部25万円を上限(年額)　理工系学部30万円を上限(年額)

1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 鈴木勝喜奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
2～4年生で、学業成績が極めて優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
50万円（年額）

1年間 30名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 「開かれた法政２１」成績最優秀者奨学金 入学後 特待生・成績優秀者
各学部の2～4年生の前年度成績上位者。指名制。

給付奨学金
30万円（年額）

1年間 300名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 「開かれた法政２１」認定海外留学奨学金 在学中 留学費用支援制度
本学認定海外留学制度による留学生として許可された者。

給付奨学金
30万円。半期留学は半額

1年間または半年 15名以内 地域の制限なし グローバル教育センター 併用可 条件有りで併用可

法政大学 法政大学グローバルキャリア支援基金による海外留学支援奨励金 在学中 留学費用支援制度
認定海外留学に決定した者のうち、海外一流大学の正規課程に入学許可・条件付入学許可を受けた者。

給付奨学金
50万円（条件付入学者は２５万円）、半期留学は半額。

1年間 若干名 地域の制限なし グローバル教育センター 併用可 条件有りで併用可

法政大学 法政大学吉田育英会奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
帰国生のための入試で入学した者のうち、学業成績が優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
文系学部20万円（年額）　理工系学部25万円（年額）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 ＳＡ（スタディ・アブロード）奨学金 入学後 留学費用支援制度
ＳＡ参加者（詳細は学部により異なる）

給付奨学金
学部及び留学先等により異なる

留学中1回 学部及び留学先等により異なる 地域の制限なし それぞれの学部事務担当 併用可 条件有りで併用可

法政大学 株式会社エイチ・ユー奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
2～4年生で、学業成績が極めて優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
文系学部20万円を上限（年額）　理工系学部25万円を上限（年額）

1年間 40名程度 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 福田明安奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
2～4年生で、学業成績が極めて優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
30万円を上限（年額）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 一般社団法人法政大学校友会奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
2～4年生で、学業成績が極めて優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
文系学部25万円を上限（年額）、理工系学部30万円を上限（年額）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 法政大学後援会クラブ奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
2～4年生で、学業成績が極めて優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
25万円を上限(年額)

1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 法政大学サポーターズ奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
2～4年生で、学業成績が優れ、経済的援助が必要な者。

給付奨学金
20万円を上限（年額）

1年間 50名程度 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 法政大学評議員・監事奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
1年次入学者で関東1都6県以外の出身の経済的援助が必要な自宅外通学生。

給付奨学金
25万円を上限（年額）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学
公益財団法人日本厚生文化振興財団記念奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

1年次入学者で経済的援助が必要な者。
給付奨学金

25万円を上限（年額）
1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

法政大学 桑田道子奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
2～4年生で、学業成績が極めて優れ、教育上経済的援助が必要な者。

給付奨学金
25万円を上限(年額)

1年間 若干名 地域の制限なし 学生センター厚生課 併用可 条件有りで併用可

星薬科大学
星薬科大学特別奨学生 在学中 2～最終学年 特待生・成績優秀者

2年生以上の学生のうち前年度の学業及び人物優秀な学生を表彰する制度です。
最終学年の学業については、1年生から最終学年までの成績に基づきます。
特待生には賞状を授与し、副賞としてその年度の授業料から最大25万円を減免します。

免除・減免

最大25万円

年1回
薬学科　各学年　原則10名以内
創薬科学科　2、3年　原則3名以
内、4年　原則2名以内

地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

星薬科大学
星薬科大学奨学金 在学中 1～最終学年 用途を定めない経済的支援

本学在籍者で
・人物、学業ともに優れている者
・経済的理由で修学が困難な者

貸与奨学金

自宅通学者は独立行政法人日本学生支援機構第一種奨学金の７割に相当する額　37,800円
自宅外通学者は 独立行政法人日本学生支援機構第一種奨学金の７割に相当する額　44,800
円

最短修業年限の終期まで 特に定めなし 地域の制限なし 学生支援部 併用不可 併用不可

星薬科大学
I&H株式会社（阪神調剤グループ）奨学金 在学中 3年次～5年次 入学金・授業料減免

①学業成績が優秀であり、かつ人物が優れていること。
②薬学科に在籍している学生で、３～５年生を対象とする。 免除・減免

25万円
在学中1回 毎年4名 地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用可

星薬科大学
入試成績優秀者の授業料一部免除 入学手続時 入学金・授業料減免

薬学部の薬学科・創薬科学科の受験生において、学校推薦型選抜B、一般選抜（A方式、B方式、S方式）の入学試験成績優秀者に対し、初年度の授業料を一部免
除する。

免除・減免

授業料　500,000円

入学時のみ

学校推薦型選抜B　5名
一般選抜（A方式）　10名
一般選抜（B方式）　30名
一般選抜（S方式）　10名

地域の制限なし アドミッションオフィス 併用可 併用可

星薬科大学 冠奨学金 在学中 1～最終学年 用途を定めない経済的支援
本学の伝統を未来に引き継ぎ、医療に貢献する意欲のある学生

給付奨学金
月3万円・年間36万円

採用年度1年間（年2回） 1名 地域の制限なし 学生支援部 併用可 併用不可

武蔵大学
武蔵大学特別奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

既定の修得単位を満たし、かつ成績・人物優秀の者
給付奨学金

年額12万円
1年間

学部・学年により採用人数が異
なる（年間55名）

地域の制限なし 学生支援センター　学生生活課 併用可 併用可

武蔵大学 武蔵大学給付奨学金 随時 学費支援
成績・人物優秀で経済的援助の必要な家計急変者

給付奨学金
年額20万円（春学期10万円、秋学期10万円）

1年間 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援センター　学生生活課 併用可 併用可

武蔵大学
武蔵大学提携教育ローン金利援助奨学金 在学中 学費支援

本学が指定する信販会社より、学費等の納付を目的として提携教育ローン利用し、当該年度中にそのローン金利を支払った者

給付奨学金

当該年度末残高に奨学金掛け率※を掛けた金額（千円未満切り捨て）
※募集期間最終日の提携教育ローン利子率から募集期間最終日の日本政策金融公庫の「国
の教育ローン」の利子率を引いたもの。

1年間 年間約50名 地域の制限なし 学生支援センター　学生生活課 併用可 併用可

武蔵大学

武蔵大学学生国外留学奨学金 在学中 2年生～4年生 留学費用支援制度

協定留学生

給付奨学金

①留学先大学の授業料が免除となる場合
・1年間留学：武蔵大学の年間授業料の1/2相当額を給付
・1学期留学：武蔵大学の1学期授業料の1/2相当額を給付
②留学先大学の授業料の支払い義務がある場合
・1年間留学：武蔵大学の年間授業料の1/2相当額を給付。また、留学先大学の年間授業料が
武蔵大学の年間授業料を超える場合、その差額分について武蔵大学の年間授業料の1/2相当
額を限度として奨学金を更に給付
・1学期留学：武蔵大学の1学期授業料の1/2相当額を給付。また、留学先大学の1学期授業料
が武蔵大学の1学期授業料を超える場合、その差額分について武蔵大学の1学期授業料の1/2
相当額を限度として奨学金を更に給付

1年間 年間30名程度 地域の制限なし 学生支援センター　学生生活課 併用可 条件有りで併用可

武蔵大学 武蔵大学学生海外研修奨学金 在学中 研修支援制度
学生海外研修生

給付奨学金
年額30万円（限度額）

1年間 年間5名程度 地域の制限なし 学生支援センター　学生生活課 併用可 条件有りで併用可

武蔵大学
武蔵大学地方学生奨励奨学金 在学中 2年生～4年生

学費支援
その他

経済的支援および地方との連携を強化し、優れた人
材の育成に資することを目的とする

地方出身で既定の修得単位を満たし、かつ成績・人物良好の者
給付奨学金

年額10万円
1年間

2年生以上の各学年15名（学部
別・ブロック別）

地域の制限なし 学生支援センター　学生生活課 併用可 併用可

武蔵大学
武蔵大学課外活動奨励奨学金 在学中 課外活動支援制度

①奨学金A：大学に公認されている課外活動団体の構成員であって、課外活動において国際的活躍・交流を企画し実践する者
②奨学金B：自主的な研究活動または社会貢献活動等を企画し実践する者
③奨学金C：大学に公認されている課外活動団体の構成員であって、課外活動において顕著な活躍が認められる者

給付奨学金

①奨学金A：年額20万円（限度額）
②奨学金B：年額5万円（限度額）
③奨学金C：年額5～30万円以内

1年間
①年間2件程度
②年間20件程度
③年間10件程度

地域の制限なし 学生支援センター　学生生活課 併用可 併用可

武蔵大学 武蔵大学白雉奨学金 在学中 2年生～4年生 学費支援
２年生以上のひとり親世帯等の学部学生で、成績良好な者

給付奨学金
年額20万円

1年間 年間10名以内 地域の制限なし 学生支援センター　学生生活課 併用可 併用可

東京都市大学
五島育英基金奨学金 在学中

在学中
学部2～4年生
4月締切

特待生・成績優秀者

2年次以上の学生で、学業成績・人物ともに優秀な学生（公募せず）

給付奨学金

100,000円

1回/年 各学科、各学年毎　1名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

東京都市大学
東京都市大学黒澤敦・淑子奨学金 在学中

学部　1年生～4年生
前学期4月締切
後学期9月締切

学費支援

在学中に授業料負担者が病気や災害等により死亡、あるいはその事が原因で著しい後遺障害により、授業料納付に十分な収入が得られず修学が困難な学生

給付奨学金

半期授業料全額または一部相当額 ①1回/半期
②申請は2回限り
③授業料へ充当するため本
人支給なし

若干名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

東京都市大学
東京都市大学海外研修支援会資金貸与制度 在学中

学部　1年生～4年生
1月締切

研修支援制度
海外での学会・研修等へ参加意欲は旺盛だが、経済的にその費用の捻出が困難で参加である学生

貸与奨学金
必要経費一部相当額。審査あり（上限30万円）

海外での学会・研修等参加
時

若干名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

東京都市大学
東京都市大学後援会緊急奨学金制度 在学中

学部　1年生～4年生
前学期6月締切,後学期11月締切

学費支援

後援会会員（家計支持者）の不慮の死亡等により家計が急変し、学業を継続することが困難な学生

貸与奨学金

半期授業料全額 ①1回/半期
②6月、10月(募集説明会出
席必須)

若干名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

東京都市大学
地震等災害における学費等減免 随時 入学金・授業料減免

授業料負担者が地震等の大規模自然災害を受け、学費等の納入が困難な学生
なお、事由発生から1年以内 免除・減免

授業料全額もしくは半額免除（被災状況による。期間は１年限り）
１年間 若干名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

東京都市大学 東京都市大学学部特待生 入学手続時 特待生・成績優秀者
一般入試（前期）の各学部の成績上位者

免除・減免
１年次から４年間の授業料を全額免除（入学金、後援会費および校友会終身会費分納金は除
く）

4年間（審査あり） 若干名 地域の制限なし 入試センター 条件有りで併用可 併用可

東京都市大学
東京都市大学桐華奨学基金奨学金 在学中

学部1年生～4年生
6月締切

学費支援
都市生活学部および人間科学部に在学する1年生～4年生のうち、勉学意欲があり、かつ経済的事由により修学が困難な学生

給付奨学金
授業料一部相当額

①1回/年
②申請は2回限り

若干名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

東京都市大学
東京都市大学オーストラリアプログラム（TAP）奨学生制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

一般入試（前期）の成績が極めて優秀で本学に入学し、かつ東京都市大学オーストラリアプログラム（TAP）に参加する学生。
給付奨学金

TAP参加費用（90万円）全額免除
１回限り(参加費用免除の扱
い)

年間 入学者のうち20名程度 地域の制限なし 国際支援センター 併用可 併用可

東京都市大学
五島育英会夢に翼を奨学金 在学中 入学後(TAP参加により対象者となる)

特待生・成績優秀者
その他

TAP参加者
TAP留学中の成績、英語能力テスト結果等による成績上位者

給付奨学金
30万円

1回限り 年間 最大20名 地域の制限なし 国際支援センター 併用可 併用可

武蔵野大学
武蔵野大学成績優秀奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援

2年生以上で前年度の成績が特に優秀な者
給付奨学金

年額200,000円
1年間 2023年度新設 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学沼田奨学金 入学後 学費支援
学業・人物ともに優秀で、仏教伝道を志す者

給付奨学金
年額500,000円以内

1年間 13名（2021年度実績） 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学高楠大蔵経記念奨学金 入学後 学費支援
学業・人物ともに優秀な者

給付奨学金
年額240,000円以内

1年間 1名（2021年度実績） 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学教育ローン利子補給奨学金 入学後 学費支援
本学指定の金融機関教育ローンを利用し、学費を完納した者

給付奨学金
利息分年額50,000円以内

1年間 1名（2021年度実績） 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学後援会家計急変奨学金 入学後 学費支援
在学中に後援会加入の保護者等の学費支弁者の死去等による家計事情の急変がある者

給付奨学金
半期授業料相当額の範囲内

1年間 45名（2021年度実績） 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学長期派遣留学奨学金 入学後 学費支援
協定留学生または認定留学生で、学業・語学レベルが特に優秀な者

給付奨学金
学費全額または半額

1年間 1名（2021年度実績） 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学課外活動等奨学金 入学後 学費支援
全国大会等で優秀な成績を残し、さらなる活躍が期待できる者

給付奨学金
年額100,000~300,000円

１年間 2023年度新設 地域の制限なし

武蔵野大学
武蔵野大学申謂型奨学金制度 学校出願時 学費支援

合格発表時にあわせて採否が決定。本学の指定した入試区分への出願時に、 申請型奨学金制度申込書を提出した者の中から入試成績等により審査

給付奨学金

最大で4年間（薬学部は最大6年間）の授業料全額 最大で4年間（薬学部は最大
6年間）
＊年度毎に継続審査あり

115名（2021年度実績） 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学予約型奨学金制度「2050年のあなたへ。奨学金」 その他 申請開始：9月頃（出願前） 学費支援
経済的理由により就学困難な一都三県以外の高校出身者

給付奨学金
年額500,000円以内

1年間 2023年度新設 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学家計奨学金 入学後 学費支援
優秀な学生で、経済上就学困難な者

給付奨学金
年額200,000円

1年間 2023年度新設 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学開学記念経済支援奨学金 入学後 学費支援
学業成績が優秀で急な経済的理由により修学困難な者

給付奨学金
120,000円

1年間 2023年度新設 地域の制限なし

武蔵野大学 即如門主伝灯奉告法要記念武蔵野大学奨学金 入学後 学費支援
学業・人物ともに優秀な者

給付奨学金
120,000円

1年間 2023年度新設 地域の制限なし

武蔵野大学 武蔵野大学災害給付奨学金 入学後 学費支援
災害等による家庭の経済状況急変で学費納入が著しく困難となった者

給付奨学金
年間の授業料を上限とする

1年間 2023年度新設 地域の制限なし
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

武蔵野美術大学
武蔵野美術大学奨学金 入学後 入学金・授業料減免

対象学年：学部、大学院（修士課程）　全学年
資格・条件：人物及び学力が優秀であり、かつ経済上の事情により修学することが困難であると認定された者 給付奨学金

学部：30万円または25万円
大学院（修士課程）：50万円 1年間

学部：30万円50名、25万円120名
大学院（修士課程）：50万円20名

地域の制限なし
学生支援グループ　学生生活チー
ム

条件有りで併用可 併用可

武蔵野美術大学
地方出身学生支援奨学金 入学後 入学金・授業料減免

対象学年・学部：全学
資格・条件：経済的理由により修学が困難で、かつ出願時点で保証人が過去3年以上継続して、島しょ部を除く東京都・千葉県・埼玉県・神奈川県以外の都道府県
に在住している者。

給付奨学金

30万円

1年間 10名 地域の制限なし
学生支援グループ　学生生活チー
ム

併用可 併用可

武蔵野美術大学
武蔵野美術大学校友会奨学金 在学中 学部4年生 その他 卒業制作支援

対象学年；学部4年生
資格・条件：勉学に熱意を持つ学部4年生卒業制作企画により選考 給付奨学金

10万円
1年間 16名 地域の制限なし 校友会事務局 併用可 併用可

明治学院大学

ヘボン給付奨学金 在学中 年2回、学期毎に申請。（新規募集は秋学期のみ。） 学費支援

毎年度秋学期に募集し、秋学期出願者については翌年度春学期の更新申請を受け付ける。
出願資格は以下の通り。
①経済的援助が必要であると認められる学生で、修学上支障のない健康状態を有する者。
②日本学生支援機構貸与型奨学金、その他の貸与型奨学金を受給している者。または、当該年度、日本学生支援機構奨学金（2年次生以上は第二種奨学金に出
願した者）、その他の貸与奨学金に出願したが採用とならなかった者。
③原則として在学年次の標準単位を取得している者。ただし、1年次生と編入生は、入学年度に限り標準単位にとらわれない。
④最短修業年限内の者。ただし、編入生は、入学後3年間は出願することができる。
⑤外国人留学生は出願できない。

給付奨学金

給付額は年度により変動。
※2022年度実績は290,000～110,000円

年2回、学期毎に一時金とし
て給付。

2022年度採用人数：601名（延べ
人数）

地域の制限なし 学生部学生課 条件有りで併用可 併用可

明治学院大学
認定留学（長期）奨学金 在学中 秋学期出発の場合は6月頃、春学期出発の場合は1月頃に申請受付。 留学費用支援制度

国外認定留学をする学部学生。
※ただし、短期留学（留学期間が2ヵ月未満）による者は除く。 給付奨学金

1学期につき25万円(ただし一部の留学プログラムについては金額が異なる)。 学期毎に支給（本学での学
籍が「留学」となる学期につ
いて給付）。

2022年度採用人数：163名（延べ
人数）

地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

明治学院大学
小野國嗣基金（奨学金） 在学中 対象は3年次以上、6月頃に申請受付。 その他 学業奨励

①将来、社会福祉または心理学関連領域の職業に従事することを志している3年次以上の者。
②キリスト者であることが望ましい。 給付奨学金

給付額は年度により変動。
※2022年度実績は90,000～100,000円

年に1回、一時金として給
付。

2022年度採用人数：6名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

明治学院大学
明治学院ぶどうの木奨学基金（奨学金） 在学中 1～4年次。4月上旬、10月中旬に申請受付。

学費支援
用途を定めない経済的支援

キリスト教会牧師（教会で牧会している現役の牧師や伝道師）が扶養する1年次以上、在学年次4年以内の者。
給付奨学金

春・秋各学期15万円（自宅通学でない者は25万円）を上限とする。
学期毎に一時金として給付。 2022年度採用人数：10名 地域の制限なし 学院長室企画課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

明治学院大学
学業優秀賞 在学中 6月上旬に対象者へ通知。 特待生・成績優秀者

①2年次以上、最短修業年限内の者。
②各学年学科成績上位者を指名。 給付奨学金

20万円、10万円または7万円を一括で給付。
年1回、一時金として給付。 2023年採用人数：112名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

明治学院大学

白金の丘奨学金 その他 受験前の11月に申請受付。 入学金・授業料減免

【以下は2024年度募集での申請資格】
次の①～⑥のすべての条件を満たしている者。
①2024年度一般入学試験（全学部日程・A日程・B日程）、大学入学共通テスト利用入学試験（前期・後期）で本学を受験する者。
②日本国籍を有する者、または永住者、定住者、日本人（永住者・定住者）の配偶者・子である者。
③東京都（島しょ部を除く ※）・神奈川県・埼玉県・千葉県以外の国内高等学校または中等教育学校等の出身者（通信制を除く）。
※ 東京都の島しょ部（伊豆諸島・小笠原諸島）に所在する該当学校の出身者は申請可能です。
④上記の学校を卒業（修了）した者または2024年3月に卒業（修了）見込みの者で、本学へ入学後は4年間自宅外から通学する予定の者。
⑤上記の学校（中等教育学校の場合は後期課程）での全体の評定平均値が、申請時に3.6以上である者。
⑥父母（※1）の年収について、市区町村が発行する「令和5年度（令和4年分）所得証明書」に記載された「所得金額」が、父母合計で600万円（※2）以下である者
（※3）。
※1　父母が共にいない場合は、父母に代わって家計を支えている方とします。
※2　ご参考までに、「所得金額」が父母合計で600万円は、父母共に収入が給与のみであれば、収入金額 （課税前）の父母合計では800万円～900 万円が目安と
なります。
※3　以下のア）またはイ）に該当する場合は申請前にご相談ください。
　ア）2022年1月から12月の間に単発的・例外的な収入があったことにより、2022年分の所得金額【令和5年度所得証明書に記載されている所得金額】が例年になく
高額となっている場合。（そのために上記⑥の所得基準を超えている場合も含みます。）
　イ）2022年1月以降に退職・廃業・転職・減給等により収入が減少しており、2023年分の所得金額が2022年分の所得金額【令和5年度所得証明書に記載されてい
る所得金額】よりも低額となることが確実である場合 。

給付奨学金
免除・減免

奨学金額：年額40万円
給付の方法：年2回、春学期と秋学期それぞれに20万円を授業料と相殺します。
※入学年度の春学期については、一旦通常の額を納入していただいた後、6月中旬（予定）に
本学から20万円を金融機関口座への振込にて返金します。
※入学年度の秋学期および2年目以降については、当該学期の学納金納入時に、通常の額か
ら奨学金額20万円を差し引いた額を納入していただきます。
※高等教育の修学支援新制度を受給中の場合は、文部科学省の授業料減免額と白金の丘奨
学金の合計額について、当該学期の授業料と施設費の合計額を超えないものとします。 原則として4年間、学期毎に

学納金から相殺にて支給。
ただし、2学期目以降につい
ては、学業成績・家計状況等
に基づいて継続の可否を審
査します。

2022年度採用人数：54名 地域の制限なし 学生部学生課 条件有りで併用可 併用可

明治学院大学 カリキュラム留学生奨学金 在学中 原則、2年次の春学期に申請受付。 留学費用支援制度
経済学部国際経営学科と法学部グローバル法学科において、学科の必修プログラムで国外に留学する学生。

給付奨学金
25万円を一括で給付。

年1回、一時金として給付。 2022年度採用人数：241名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

明治学院大学

被災者学費減免特別措置 在学中 災害救助法適用時に随時。 被災者資金支援

災害救助法適用被害地域またはその周辺地域において、父母または父母に代わって家計を支えている方が被災した学部学生。

免除・減免

審査の結果条件を満たした者について、被災の程度に応じて以下のいずれかを減免。
・学納金等の全額（入学金を含む）
・授業料の全額
・授業料と施設費についてそれぞれ半額
減免期間は原則2学期間。

学期毎に、学納金等を減免。
2022年度採用人数：30名（延べ
人数）

地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

明治学院大学

MG アクション・チャレンジ奨励金 タイプB（駆け出し支援） 在学中 原則、最短修業年限内（休学期間除く）であることが条件。 課外活動支援制度

＜対象者＞
□休学/停学中などの者は対象外。
□原則、最短修業年限内（休学期間除く）であることが条件。

＜対象とするもの＞
・活動を通じて実現したいことが明確であり、その目標を達成するうえで基盤となる活動
・「Do for Others(他者への貢献)」に基づいた社会貢献活動
・正課の範囲を超える活動（「卒業論文」を学術雑誌投稿や学会などの外部に発表する目標がある場合や「卒業研究」があくまで活動の1つであり、それ以外も含め
た自主活動である場合など）
　例）
　・〇〇展、コンテストなどへの出場および入賞を目指して活動を行っている
　・映画や楽曲、書籍等の芸術製作活動、学内外での発表を目指している
　・地域のまちおこし、まちづくり事業の企画・実施を検討している
　・「SDGs（持続可能な開発目標）」にまつわる活動
　・〇〇に関するフォーラム/研究に関する自主企画・開催を検討している　　　　　　等

＜対象としないもの（例）＞
・自身のキャリアアップのみを目的とした勉強や活動（資格取得など）
・正課の範囲内の活動（「卒業論文」「卒業研究」等、授業の一環に該当する活動）
・外部の団体に所属していて、その一環とみなされる活動
・営利目的とみなされる活動
※学内からの補助・助成（支援金/研究費）などの支援を受けている場合および学外の他団体等から助成等の支援を受けている場合も対象外。

給付奨学金

実施企画の内容により、決定。（年1回支給/上限あり）

年1回、一時金として給付。
個人・団体ともに実施企画の内
容により、決定。

地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

明治学院大学

MG アクション・チャレンジ奨励金 タイプ A（経済支援） 在学中 原則、最短修業年限内（休学期間除く）であること。
用途を定めない経済的支援
課外活動支援制度

＜対象者＞
□休学/停学/留学中などの者は対象外。
□原則、最短修業年限内（休学期間除く）であること。

また、以下の要件を全て満たしていること。

①本学学部生のうち、スポーツ・学術・文化系（ボランティア/国際交流等も含む）の活動において、すでに継続して取り組みを行っている、あるいはこれから継続して
取り組みたいと考えている者のうち、経済的援助が必要であると認められる者
※本学の公認団体の所属の有無は問わない
※所属するクラブ/サークル活動の範囲内の活動でも可
※本奨励金は個人を対象とし、団体での出願は不可

②優れた活動計画を立て、主体的に課外活動に取り組み、学内外で本学の教育理念「Do for Others(他者への貢献)」に基づいた活躍が期待できる者

③修学上支障のない健康状態を有する者

④「高等教育の修学支援新制度（日本学生支援機構給付奨学金・授業料減免）」を現在受給している者
または、現時点では上記制度の採否が未確定だが、本奨励金の募集締め切り日までに上記制度に出願している者
　※上記制度が不採用となった場合、本奨励金の採用者となった後でも、給付を取り消すことがあります。事前に了承の上、出願してください。

⑤2年次生以上については、在学年次の標準取得単位数（卒業単位数を最短修業学期数の8で割って、少数点を切り上げた数値×前学期終了時点の学期数）を取
得していること、1年次生については、今年度春学期終了時点で標準取得単位数以上の取得が確約できること
※今年度編入学した３年次生については、1年次生と同じ基準とする。

給付奨学金

 5万円　（注：採用者数により変動）

原則、年1回、一時金として
給付。
※1年次生のみ、8月初旬に
半額分支給し、春学期成績
発表後の9月に成績通知書
を基に継続審査を行う。その
結果、審査が通った学生の
み残額を支給予定。

若干名　※2022年度実績：7名  地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

明星大学

明星大学勤労奨学金 在学中
1～3年生 学費支援

その他
人材育成

以下を全て満たす者。

(1)以下のいずれかに該当する者
　　　①在学学部１～3年生
　　　②在学大学院修士課程・博士前期課程１年生
　　　③在学大学院博士後期課程１～2年生
　　　※卒業年次、修了年次、通信教育部の方は対象になりません。
(2)学内事務局の実務体験に対し、誠実に行うことができる者。

給付奨学金

年額36万円（月額3万円）

１年間（最長３年間継続可）
2023年度新規採用47名 （勤労
学生全体で100名程度）

地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星学苑災害被災学生等の特別支援措置 在学中

１～４年生
※事由となる災害が発生してから1年以内の者に対して適用
※在籍時に被災しその後卒業した学生等については、卒業の日から1ケ
月以内に申請を行うことを条件に適用

被災者資金支援

以下を全て満たす者
（1）在籍学部学生及び在籍大学院生
（2）災害救助法適用地域に学費支弁者が居住している者
（3）以下のいずれかを満たす者
　　（ア）学費支援者が災害で死亡した場合
　　（イ）学費支弁者の居住する家屋が、災害により全壊又は大規模半壊の損害を受けたと認定された者
　　（ウ）学費支弁者の居住する家屋が、災害により中規模半壊又は半壊の損害を受けたと認定された者
　　（エ）学費支弁者の居住する家屋が、災害により準半壊の損害を受けたと認定された者
　　（オ）学費支弁者の居住する家屋が、災害により準半壊に至らない損害（一部損壊）を受けたと認定
　　　　　された者

給付奨学金

授業料等学納金1年分相当の10分の1から1年分相当額(入学前に被災した場合は、入学金相
当額も給付）

申請資格(3)アからオに該当した場合
(ｱ) 入学金及び授業料等学納金1年分相当額
(ｲ) 入学金及び授業料等学納金1年分相当額
(ｳ) 入学金及び授業料等学納金1年分相当額の半額
(ｴ) 入学金及び授業料等学納金1年分相当額の5分の1。
(ｵ) 原則として入学金及び授業料等学納金1年分相当額の10分の1。

※入学金の給付は、既に学校に在籍している学生等には適用されない。

原則として単年度 若干名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学特待生奨学金(学部) 在学中 2～4年生
特待生・成績優秀者
学費支援

以下を全て満たす者。
(1) 2年生以上の在学学部学生。
(2）学業・人物ともに特に優れている者。
※公募はしません。成績等により審査し、対象者へ大学より通知します。 給付奨学金

50万円

単年度 40名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学スポーツ・文化活動特別推薦奨学金 その他
総合型選抜Ⅰ期スポーツ・文化活動優秀者枠に出願することで自動エン
トリー

学費支援
課外活動支援制度

以下を全て満たす者。
(1)在籍学部学生
(2)総合型選抜スポーツ文化活動優秀者枠による入学者
(3)大学の学友会の体育会又は文化会に所属する学友会団体のうち、学長が指定するクラブに所属する者で特に優れた能力を有し、将来の活躍が期待される者。

給付奨学金

20万円または50万円

①50万円　4年間（毎年審査
あり）
②20万円　単年度

若干名
地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学特別奨学生奨学金 その他 一般選抜Ⅰ期A方式又はⅡ期A方式に出願することで自動エントリー
特待生・成績優秀者
学費支援

以下を全て満たす者。

(1)在籍学部学生。
(2)一般選抜Ⅰ期A方式又はⅡ期A方式において成績上位で合格し、明星大学特待生奨学金制度の適用を受け、入学した者。

給付奨学金

①50万円
②20万円

単年度
最大90名程度

地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学修学支援緊急奨学金（4年生枠） 在学中 4年生 学費支援

以下を全て満たす者。

(1)在学学部４年生で、直近1年以内に以下の事由（※）が発生したことによって、家計の急激な変化（経済的困窮）を伴い、学費納入が困難となった者。
※学費支弁者が在学中に死亡、失業（倒産・廃業含む。ただし自らの意思によらない事由に限る）、破産、離婚（DVによる避難含む）により大幅な収入減が生じた場
合、または学費支弁者が病気・怪我・事故、障害により半年以上就労が困難となった場合

(2)その他大学が指定する条件を満たす者。

給付奨学金

50万円

単年度 若干名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学修学支援緊急奨学金（緊急対応枠） 在学中 1～4年生 学費支援

以下を全て満たす者。

(1)在学学部学生又は大学院生
(2)①②のいずれかの理由により家計が急変し、収入が減少した者。
　　　①学費支弁者が在学中に死亡した者。
　　　②学費支弁者が在学中に障害者手帳第１種若しくは障害者手帳第２種を取得し、就労が困難となった者。
(3)その他大学が指定する条件を満たす者。

給付奨学金

50万円

単年度 若干名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学石間奨学金 在学中
4年生

学費支援

以下を全て満たす者。

(1)在学学部4年生で、学業・人物ともに優秀な学生であって、かつ経済的支援を必要とする者。
(2)卒業後の就職先が決定している者。
(3)その他大学が指定する条件を満たす者。 給付奨学金

40万円

単年度 1名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学建築系小佐野奨学金 在学中
明星大学理工学部総合理工学科建築学系又は建築学部に在籍する4年
生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

以下を全て満たす者。

(1)本学大学院学内推薦入学試験合格者で2024年4月より本学大学院へ進学が決定している、本学理工学部建築学系又は建築学部に在学する4年生。
(2)学業・人物ともに優秀である者。
※公募はしません。成績等により審査し、対象者へ大学より通知します。

給付奨学金

20万円

単年度 2名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学
明星大学児童福祉奨学金 学校出願時

学費支援
入学金・授業料減免

以下を全て満たす者。
(1) 申請時に児童養護施設に在籍している者、又は里子で、学業、人物ともに優秀である者。
(2) 大学入学共通テスト利用選抜Ⅰ期の出願時に本奨学金に申請をし、本学より採用通知を受けた者。

免除・減免

入学金の免除及び年間学費の半額を減免

4年間（継続審査あり） 若干名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学
明星大学明星ファミリー奨学金 在学中 1年生～4年生

学費支援
用途を定めない経済的支援

以下を全て満たす者。
(1) 在学学部学生で、 兄弟姉妹が当該年度5月1日に明星大学学部又は明星中学校・高等学校に在籍（休学者は除く）する者。
(2) 現戸籍上その他方法で兄弟姉妹と証明でき、かつ学費支弁者が同一者である者。 給付奨学金

申請者を除く、兄弟姉妹1人につき20万円

単年度 若干名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学
明星大学特待生奨学金(内部進学) 在学中 4年生

特待生・成績優秀者
学費支援

以下を全て満たす者。
(1) 本学大学院学内推薦入学試験合格者で、2024年4月より本学大学院（博士前期課程及び修士課程）へ進学が決定している本学在籍学部4年生
　※非正規生（科目等履修生、研究生等）及び通信教育課程の学生は除く
(2) 学業・人物ともに特に優秀である者

給付奨学金

25万円

単年度 12名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星学苑スポーツ活動等特別奨学金 入学後 入学金・授業料減免

次の何れかに該当する者
(1)オリンピック又はパラリンピックで採用される競技において、世界大会レベルの競技会に日本代表として選出された者
(2)前号のほか、オリンピックの採用基準を満たしている競技及びその他の競技等のうち、次に定める競技において、世界大会レベルの競技会に日本代表として選
出された者
　ｱ.ラグビー
　ｲ.野球
　ｳ.ソフトボール
　ｴ.その他理事長が定める競技等

免除・減免

学費の全額(資格を満たした学年の年度の翌年度の学費)

単年度 若干名 地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学における海外留学の奨学金（長期留学（交換/認定留学）） 在学中 入学金・授業料減免

以下を全て満たす者。

【認定留学】
(1)在学学部学生及び在学大学院生
(2)本学の学生が、本学の学術交流提携校、又は、教授会ないし研究科委員会が留学先としてふさわしいと認めた国外の大学もしくはそれに相当する高等教育機
関において、学修又は研究すること
(3) その他大学が指定する条件を満たす者

【交換留学】
(1)在学学部学生及び在学大学院生本学の学部又は大学院の通学課程の学生である者
(2)本学に1年以上在学している者
(3)その他大学が指定する条件を満たす者

免除・減免

入学金及び施設維持費を除く学費

単年度
若干名

地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

明星大学

明星大学における海外留学の奨学金（短期留学） 在学中 留学費用支援制度

以下を全て満たす者。

(1)在学学部学生及び在学大学院生
(2)国際教育センター主催の短期留学に参加する者
(3)成績が累積GPA2.5以上及びTOEIC400以上の者
(4)学長の許可により短期留学候補生となった者
(5)その他大学が指定する条件を満たす者

給付奨学金

海外留学：最大20万円
国内留学：最大10万円

単年度
40名程度

地域の制限なし 学生サポートセンター 併用可 併用可

立教大学
自由の学府奨学金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

首都圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）以外に所在する高等学校等出身者で、経済的理由により本学への入学が困難な受験生に対し、入学後の経済支援を
行うことを目的とした奨学金。
特別入試受験生向けには９月中旬、一般入試受験生向けには１月上旬に申請を受け付け、本学入学前に採用候補者を発表する。採用候補者が当該入試に合格
して入学し、入学後に所定の手続きを行うことによって正式に採用される。

給付奨学金

文系学部　年額５０万円
理学部　　年額７０万円 原則として４年間給付。ただ

し、学業成績および収入基
準により継続審査を行う。

特別入試枠約１００名、一般入
試・大学入学共通テスト利用入
試枠４００名

地域の制限なし 学生部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

立教大学

GLAP奨学金 学校出願時 用途を定めない経済的支援

グローバル・リベラルアーツ・プログラム（GLAP）での学修を希望しながらも経済的理由により入学が困難な受験生に対し、入学後の経済支援を行うことを目的とし
た奨学金。
国際コース選抜入試（GLAP）の出願期間中に申請を受け付け、入試合格発表と同日に採用結果を通知し、入学後に所定の手続きを行うことによって正式に採用さ
れる。

給付奨学金

年額１２０万円
原則として４年間給付。ただ
し、学業成績および収入基
準により継続審査を行う。

若干名 地域の制限なし 学生部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

立教大学
学部給与奨学金 在学中 学部１～４年次 用途を定めない経済的支援

経済的理由により修学が困難な学部学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金

文系学部　　年額５０万円
理学部　　　年額７０万円
ＧＬＡＰ※　年額８０万円
※グローバル・リベラルアーツ・プログラム

単年度 ７０名 地域の制限なし 学生部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

立教大学 大柴利信記念奨学金 在学中 学部１～４年次 用途を定めない経済的支援
経済的理由により修学が困難な、関東地方以外の道府県出身で、出願時点で自宅外から通学している文系学部の学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額５０万円

単年度 ６名 地域の制限なし 学生部学生課 併用不可 条件有りで併用可

立教大学 学業奨励奨学金 在学中 学部２～４年次 特待生・成績優秀者
勉学意欲、人物ともに優れた学生（GLAP学生を除く）に対し、学業奨励を目的として支給する奨学金。

給付奨学金
年額２０万円

単年度 ６５名以内 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

立教大学 GLAP学業奨励奨学金 在学中 学部２～４年次 特待生・成績優秀者
勉学意欲、人物ともに優れたグローバル・リベラルアーツ・プログラム（GLAP）の学生に対し、学業奨励を目的として支給する奨学金。

給付奨学金
年額２０万円

単年度 各学年２名以内 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

立教大学
内藤昌尚奨学金 在学中 学部２～４年次 特待生・成績優秀者

勉学意欲、人物ともに優れた学生に対し、学業奨励を目的として支給する奨学金。
学業奨励奨学金およびGLAP学業奨励奨学金出願者のうち、学部ごとに最も優れている学生に支給する。 給付奨学金

年額５０万円
単年度 各学部１名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

立教大学 緊急給与奨学金 在学中 学部１～４年次 用途を定めない経済的支援
募集時期から遡って１年以内に生じた家計急変により、学業継続が困難になった学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額３０万円

単年度 受給資格を満たす学生全員 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

立教大学
被災地（災害救助法適用地域）の入学者に対する経済支援制度 在学中 学部１年次

入学金・授業料減免
被災者資金支援

災害救助法適用地域からの入学者に対して経済支援（入学金返還および学費減免）を行うことを目的とした制度。
入学日前日から遡って１年以内に発生した自然災害に係る災害救助法適用地域出身者が対象。 免除・減免

入学金の返還および入学年次の入学金を除く年間学費の２分の１を減免
単年度 受給資格を満たす学生全員 地域の制限なし 学生部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

立教大学 松崎半三郎記念奨学金 在学中 学部２～４年次 課外活動支援制度
見聞を広め、深い教養を身につけることを目的とした独創的な海外渡航の計画を持ち、学業、人物ともに優秀な学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額４０万円

単年度 １名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

立教大学 ポール・ラッシュ博士記念奨学金 在学中 学部１～４年次 課外活動支援制度
キリスト教に基づく奉仕活動に従事している、または従事しようとしている学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額７０万円以内

単年度 若干名 地域の制限なし ボランティアセンター 併用可 条件有りで併用可

立教大学 野口定男記念奨学金 在学中 学部１～４年次 課外活動支援制度
体育会に所属し、学業および体育会活動に強い意欲を持つ学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額５万円程度

単年度 若干名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

立教大学 吉原奨学金 在学中 学部１～４年次 課外活動支援制度
体育会に所属し、学業および体育会活動に強い意欲を持つ学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額５万円程度

単年度 若干名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

立教大学 大川又三郎記念奨学金 在学中 学部３年次 研究費支援
研究対象として広く金融に関わる内容を取り上げる学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額３０万円

単年度 若干名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学
ロザリー・レナード・ミッチェル奨学金 在学中 学部１～４年次 研究費支援

ジェンダーに関わる活動・研究をした、または計画している学生に対し支給する奨学金。
給付奨学金

ジェンダーフォーラム年報掲載論文対象　年額５万円または１０万円
活動・研究対象　年額２０万円以内 単年度 若干名 地域の制限なし ジェンダーフォーラム 併用可 併用可

立教大学 グローバル奨学金 在学中 学部１～４年次 留学費用支援制度
経済的な理由により立教大学が実施する海外留学プログラムへの参加費用および留学中の学費の納入が困難な学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
所定の支給基準により、年額１０万円～６０万円

単年度 基準を満たした学生全員 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学
校友会成績優秀者留学支援奨学金 在学中 学部２～４年次

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

立教大学が実施する海外留学プログラムに参加する学業成績優秀な学生を対象に、留学中の学業を奨励し、卒業後に立教大学校友会の発展に寄与する人材に
成長する一助とすることを目的として支給する奨学金。 給付奨学金

年額２０万円
単年度 ５０名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学 しょうがいしゃ学業奨励奨学金 在学中 学部１～４年次 用途を定めない経済的支援
しょうがい、傷病等のある学生に対し、学業奨励を目的として支給する奨学金。

給付奨学金
年額２０万円

単年度 受給資格を満たす学生全員 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学 竹田鐵三神父奨励金 在学中 学部１～３年次 用途を定めない経済的支援
立教学院各学校のしょうがいのある学生・生徒・児童を対象として、その学校生活奨励を目的として支給する奨励金。

給付奨学金
年額１０万円程度

単年度 若干名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学 高松孝治記念奨学金 在学中 学部３～４年次 特待生・成績優秀者
学業成績、人物共に優秀なキリスト教学科の学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額５万円

単年度 １名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学 経済学部開設１００周年記念奨学金 在学中 学部１～４年次 その他 優れた論文提出者に支給
将来性のある経済学部学生の研究奨励を目的として、優れた論文提出者に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額３０万円または２０万円

単年度 ３名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学 東京税理士会奨励金 在学中 学部１～４年次 資格取得支援制度
在学中に税理士試験の複数科目に合格した経済学部の学生に対し、学業奨励を目的として支給する奨学金。

給付奨学金
年額２０万円

単年度 受給資格を満たす学生全員 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学 理学部創立３０周年記念奨学金 在学中 学部１～４年次 その他 優れた論文提出者に支給
着想力、独創力豊かな論文提出者に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額３０万円、２０万円または１０万円

単年度 ３名以内 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学 鳥洞奨学金 在学中 学部３年次 特待生・成績優秀者
学業成績が特に優れ、勉学意欲の旺盛な法学部の学生に対し支給する奨学金。

給付奨学金
年額６０万円

２年間給付 若干名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学
櫛引賞 在学中 学部２年次

特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

学部３年次において立教大学派遣留学制度により協定校に留学する法学部２年次に対し、学業奨励を目的として支給する奨学金。
給付奨学金

年額１０万円
単年度 １名 地域の制限なし 法学部 併用可 併用可

立教大学
田中孝奨学金（震災） 在学中 学部１～４年次

用途を定めない経済的支援
被災者資金支援

東日本大震災で被災したコミュニティ福祉学部の学生に対し、経済援助を目的として支給する奨学金。日本学生支援機構奨学金を受給または出願している学生が
対象。 給付奨学金

年額６０万円
単年度 若干名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可

立教大学
田中孝奨学金（児童養護） 学校出願時

学費支援
用途を定めない経済的支援

自由選抜入試によってコミュニティ福祉学部への入学を希望しながらも経済的理由により入学が困難な受験生に対し、入学後の経済的支援を行うことを目的とした
奨学金。 給付奨学金

学費・その他の納入金相当額
選考において特に支援が必要と認められた場合は、別途、学修奨励金として年額８０万円を支
給

原則として４年間給付。ただ
し、学業成績および収入基
準により継続審査を行う。

若干名 地域の制限なし 学生部学生課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

立教大学
校友会奨学金 在学中 学部３年次 特待生・成績優秀者

卒業後の目覚ましい活躍が期待され、学業成績が優秀である学生、あるいは学業成績が良好かつ課外活動で顕著な成果を収めた学生に対し支給する奨学金。
学部３年次に出願し、４年次に支給する。 給付奨学金

年額５０万円
単年度 １０名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 併用可

立教大学
田中啓奨学金 在学中 学部２～３年次 課外活動支援制度

アジア諸国のボランティア組織やNPO／NGOを訪問し、活動または研究を通して見聞を広め深い教養を身につけることを目的とした海外渡航計画を持ち、かつ学
業、人物ともに優秀な学生に対し支給する奨学金。 給付奨学金

年額４０万円
単年度 １名 地域の制限なし 学生部学生課 併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

立正大学

立正大学学部橘経済支援奨学生 入学後 学費支援

経済的な理由により学費の支弁が困難である勤勉な学生に対して学費減免を図ることにより、その学修・研究活動を奨励し、有為な人材を育成することを目的とし
ています。
卒業後の返還義務はありません。
【対象】全学部

給付奨学金

年間授業料の全額・3/4・2/4・1/4相当額（経済状況に応じて変動）
※国の修学支援制度との併用は部分的に可

1年間に1度 人数制限なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

立正大学
立正大学校友会成績優秀奨学生 在学中 1年生～3年生 特待生・成績優秀者

勉学意欲に富み、かつ成績優秀な学生に対して、その学修・研究活動を奨励し、社会の発展に貢献する人材を育成することを目的としています。
当該年度末までに修得したGPAにおける成績上位者に対して審査します。
卒業後の返還義務はありません。
【対象】全学部

給付奨学金

各学科で、成績上位者に10万円

１年につき１回 学部学科により異なる 地域の制限なし 校友課 併用可 併用可

立正大学
立正大学学業継続支援奨学生 在学中 1年生～4年生 学費支援

在学中に発生した新たな経済的事由によって困窮し、学費の納入が困難になった勤勉な学生に対し学費減免を図ることにより、学業の継続機会を与えることを目的
としています。
卒業後の返還の義務はありません。
【対象】全学部

給付奨学金

1期または2期の授業料の半額相当額以内
※国の修学支援制度との併用は部分的に可

原則在籍期間中1回 指定なし 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

立正大学
立正大学特別奨学生 入学後 特待生・成績優秀者

勉学意欲に富み、かつ成績優秀な学生に対してその学修・研究活動を奨励し、有為な人材を育成することを目的としています。
卒業後の返還義務はありません。
【対象】所定の試験日に受験した者

給付奨学金

年40万円（学部1年次のみ）

１回限り 150名 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

立正大学

立正大学チャレンジ奨学生 学校出願時

研究費支援
学費支援
留学費用支援制度
課外活動支援制度
資格取得支援制度

毎年給付される学業奨励金と、奨学生が自ら計画する学業、研究、留学やフィールドワークなど、様々なチャレンジ活動に使用可能なチャレンジ奨学金の２つからな
る。学生のチャレンジとキャリアアップを支援することを目的とした奨学金制度。
【金額】学業奨励金：年間50万円を4年間　チャレンジ奨学金：4年間で合計120万円
【条件】全学部一般選抜〈R方式〉の試験終了後に行う選考に出席すること。＜R方式＞の成績と選考の評価に基づき奨学生として審査・採用する。
【対象】全学部

給付奨学金

学業奨励金：年間50万円を4年間
チャレンジ奨学金：4年間で合計120万円 学業奨励金：年間50万円を4

年間
チャレンジ奨学金：4年間で
合計120万円

最大30名を予定 地域の制限なし 入試センター 併用可 併用可

和光大学
特待生試験 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜前期（英・国方式）、一般選抜前期（２科目選択方式）、一般選抜後期（英・国方式）を利用して受験し、2科目合計で160点以上得点した者全員を特待生と
して選抜する。 免除・減免

初年度授業料と施設設備資金が全額免除されます。
単年度 人数制限なし 地域の制限なし 総務企画部　入試広報室 併用可 併用可

和光大学
輝け！未来の和光ルビー　和光大学給付奨学金＜入学前採用＞ その他 1～2月（入試への出願時でも申請可能）

特待生・成績優秀者
学費支援

和光大学に入学する者(外国人留学生を除く）で、学業成績が優秀であるにも関わらず、経済的理由で就学が困難な者

学力基準および家計基準
高校3年前期もしくは2学期までの成績の評定平均値が3.5以上

給付奨学金

授業料半額（後期分充当）

単年度 30人以内 地域の制限なし 教育支援部　学生支援室 併用不可 併用可

和光大学
輝け！未来の和光サファイア　和光大学給付奨学金（在学中） 在学中 2.3.4年

特待生・成績優秀者
学費支援

学力基準及び家計基準
給付奨学金

授業料半額（後期分充当）
単年度 70人 地域の制限なし 教育支援部　学生支援室 併用不可 併用可

和光大学
輝け！未来の和光ダイヤモンド　和光大学成績優秀者奨学金（給付制） 在学中 2.3.4年

特待生・成績優秀者
学費支援

学力基準
前年度の修得単位のうち「秀」の単位の合計が25単位以上であること（教職等諸資格科目を除く）。 給付奨学金

授業料半額（後期分充当）
単年度 8人以内 地域の制限なし 教育支援部　学生支援室 併用可 併用可

和光大学

授業料免除制度 随時
学費支援
入学金・授業料減免

以下の(1)および(2)の基準を満たす大学1～４年次生（留年中の者を含む）および大学院学生（3、4年課程生を含む）
(1) 次の事由のいずれかに該当する者
・生計維持者の死亡、事故または病気による半年以上の就労困難、失職（非自発的失業）または破産によって家計が急変し、急変前１２か月（急変した月を含まな
い）と急変以降１２か月（急変した月を含む）の世帯収入金額を比較したとき、その減少率が５０％（小数点以下切り捨て）以上であること。
・火災あるいは地震、台風等の自然災害により被害を受け、家計が急変した者
(2) 所定の成績基準を満たす者

免除・減免

授業料半額（申請学期充当）

単年度 人数制限なし 地域の制限なし 教育支援部　学生支援室 併用可 併用可

和光大学 学費延納制度 在学中 学費支援
やむを得ない事情により期限までに学費を納入できない全ての在学生

その他
学費納入期日の延長を認める制度

人数制限なし 地域の制限なし 教育支援部　学生支援室 併用可 併用可

早稲田大学

めざせ！都の西北奨学金 学校出願時
学費支援
用途を定めない経済的支援

以下の①～⑥の条件に全て該当すること。
①2023年度入学試験を次の入試形態で受験し、2023年4月に入学する者。
一般選抜・共通テスト利用入試、総合型選抜、学校推薦型選抜（指定校推薦入試を含む）、系属高推薦入試（摂陵・佐賀）
②日本国籍を有する者、特別永住者、または出入国管理及び難民認定法の別表第二に規定される在留資格（永住者、定住
者、日本人（永住者）の配偶者・子）を有する者。
③次のいずれかに該当する者
・首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外に設置された通信制を除く国内高等学校もしくは中等教育学校
の出身者、または首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外に居住する者で通信制高等学校の出身者。
（注）専修学校の高等課程修了者、高等専門学校3年次修了者を含む。
・高等学校卒業程度認定試験の合格者及び2023年3月31日までに合格見込の者で、高卒認定試験合格時に首都圏（東
京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外に居住する者。
④上記の学校を2023年3月卒業見込みの者または2022年3月以降に卒業した者。（通信制、定時制高等学校の出身者、
または高卒認定試験合格者は2003年4月2日以降生まれの者。）
⑤父母および本人の「最新の住民票の写し」記載の現住所が、首都圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）以外の国内
住所であり、父母および本人の居住地区が一都三県以外であることが確認できる者。
⑥父母の「令和4年度（令和3年中）の所得証明書」記載の収入・所得金額を合算した金額が以下の者。

複数種類の収入・所得がある場合、合算して総合的に判定します。
給与・年金収入金額（控除前） 　　その他、事業所得金額
　　　800万円未満 　　　　　　　　　350万円未満
※申請者の属する世帯の主たる家計支持者（父母のうち収入の最も多い者）が災害救助法適用地域において被災した場
合、収入・所得金額によらず、前項の①～⑤の条件を満たせば申請することができます。ただし、2021年4月1日
から申請期間最終日までの被災に限ります。また、毎年進級時の継続判定基準は、被災対象外の方と同基準となります。

給付奨学金
免除・減免

政治経済学部、法学部、文化構想学部、文学部、教育学部（文系）、商学部、社会科学部：年額
45万円（国による修学支援新制度との併給の場合は10万円）

人間科学部、スポーツ科学部、国際教養学部：年額65万円（国による修学支援新制度との併給
の場合は15万円）

教育学部（理系）、基幹理工学部、創造理工学部、先進理工学部：年額70万円（国による修学
支援新制度との併給の場合は20万円）

標準修業年限内（最大4年） 1200名程度 地域の制限なし 学生部奨学課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

早稲田大学 大隈記念奨学金 入学後 特待生・成績優秀者
奨学金の申請をしている者で、学業成績優秀者（104名以内）

給付奨学金
年額（原則）40万円

1年間 104名以内 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
小野梓記念奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、修学上特に経済的に困難な者（200名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 200名以内 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
校友会給付奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者かつ指定の願書を提出した者で、修学上特に経済的に困難な者（35名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 35名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
教職員給付奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、修学上特に経済的に困難な者（5名）
給付奨学金

年額30万円～36万円（所属学部により異なる）
1年間 最大5名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
早大生協給付奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、修学上特に経済的に困難な者（若干名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
津田左右吉奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、指定の学部（年により異なる）に在籍し、修学上特に経済的に困難な者（3名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 3名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
海老崎ツル奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、指定の学部（年により異なる）に在籍し、修学上特に経済的に困難な者（2名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
楠本英隆奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、指定の学部（年により異なる）に在籍し、成績優秀で、修学上経済的に困難な者（3名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 3名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
小池陽甫奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、指定の学部（年により異なる）に在籍し、修学上特に経済的に困難な者（2名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
大川功一般奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、指定の学部（年により異なる）に在籍し、学業成績優秀でかつ人物が優れている者（4名）

給付奨学金

年額25万円

1年間 4名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
大野高正奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金登録をしている者で、公認会計士を目指す者（2名）
給付奨学金

年額20万円
1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
サンゲツ奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、商学部、教育学部社会科社会科学専修、社会科学部に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（3名）

給付奨学金

年額23万円

1年間 3名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
商学部奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、商学部の1年次に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（2名）

給付奨学金

年額15万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
染谷恭次郎奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、商学部の2～4年次に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（3名）

給付奨学金

年額15万円

1年間 3名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
教育学部奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、教育学部に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（7名）

給付奨学金

年額25万円

1年間 7名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
横溝克己奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、創造理工学部経営システム工学科に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（2名）

給付奨学金

年額30万円

1年間 2名（学部・大学院あわせて） 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
環境資源工学会奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、創造理工学部環境資源工学科の4年次に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（2名）

給付奨学金

年額30万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
稲土奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、創造理工学部社会環境工学科の2～4年次に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（3名）

給付奨学金

年額37万円

1年間 3名（学部・大学院あわせて） 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
文学学術院学部奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、文学学術院に属する学部に在籍し、修学上特に経済的に困難な者（20名）
給付奨学金

年額20万円
1年間 20名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
社会科学部卒業生奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、社会科学部に在籍し、修学上特に経済的に困難でかつ人物も優れている者（4名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 4名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
浅井邦二奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、人間科学部に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（1名）

給付奨学金

年額23万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
人間科学部奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、人間科学部に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（4名）

給付奨学金

年額33万円

1年間 4名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
稲門女性ネットワーク奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、指定の学部（年により異なる）に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（1名）

給付奨学金

年額30万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用不可

早稲田大学
法学部横川敏雄記念奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、法学部に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（1名）

給付奨学金

年額20万円

1年間 １名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
宮下尚大奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、創造理工学部総合機械工学科の3～4年次に在籍している者か探検部所属の者で、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者
（1名） 給付奨学金

年額15万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
りそな稲門会奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、指定の学部（年により異なる）に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（1名）

給付奨学金

年額15万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 安部磯雄記念校友会奨学金 入学手続時 その他 スポーツ成績優秀者
高等学校でのスポーツ成績優秀者

給付奨学金
年額40万円

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
照田喜美枝大学院進学支援奨学金 その他 4年生

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

本学の指定の学部（年により異なる）に在籍し、本学大学院に進学するもののうち、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（7名）

給付奨学金

春学期分授業料相当額（入学年度限り）

1年間 7名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用不可

早稲田大学
酒井晨史奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、法学部に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（2名）

給付奨学金

年額20万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 法学部教育奨学金 入学後 特待生・成績優秀者
1年生時に奨学金の申請をしている者で、法学部の2年次に在籍し、自宅外通学者で学業成績優秀かつ人物が優れている者（若干名）

給付奨学金
年額40万円（3年間の継続支給）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
瓦葺利夫奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、商学部に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（2名）

給付奨学金

年額50万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 岡内貞夫奨学金 入学後 特待生・成績優秀者
奨学金の申請をしている者で、商学部の3～4年次に在籍し、マーケティング・広告を専門に学ぶ学業成績優秀な者（1名）

給付奨学金
年額13万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
山田泰吉・あさ奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

次のいずれにも該当する者。①学部第２学年以上で在学年数が所定の修業年限内である者②経済的に修学が困難な者③学業成績が優秀な者（2名）

給付奨学金

年額100万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用不可

早稲田大学
中村光男奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、法学部に在籍し、学業成績優秀で修学上特に経済的に困難な者（2名）

給付奨学金

年額50万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
新井祥夫奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、商学部に在籍し、修学上特に経済的に困難な者（3名）
給付奨学金

年額40万円
1年間 3名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
商学部創設100周年記念交換留学奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援

奨学金の申請をしている者で、商学部に在籍し、交換留学で留学をする者で、学業成績優秀な者（2名）

給付奨学金

年額40万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
政治経済学部グローバル・リーダー派遣留学生奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
その他

政治経済学部に在籍する学生のうち、学業成績優秀で大学のプログラムにより海外留学する者

給付奨学金

年額25万円または50万円（留学期間によって異なる）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

早稲田大学
青木茂男奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

商学部の3年次に在籍し、会計学を勉強する者及び公認会計士論文式試験合格者で学業成績優秀かつ修学上、経済的に困難な者（1名）

給付奨学金

年額15万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
新井清光奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

商学部の3年次に在籍し、会計学を勉強する者及び公認会計士論文式試験合格者で学業成績優秀かつ修学上、経済的に困難な者（1名）

給付奨学金

年額15万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 寺尾巖奨学金 その他 4年生以上 用途を定めない経済的支援
商学部に在籍し、引き続き大学院商学研究科修士課程に推薦によって入学する予定の者（1名）

給付奨学金
年額30万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 増山瑞比古ラグビー蹴球部奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
ラグビー蹴球部に所属し、修学上経済的に困難な者（若干名）

給付奨学金
年額40万円

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
田山輝明ゼミ稲門会奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

法学部の4年次に在籍または3年卒業対象者の内、本学の法学研究科修士課程民法専修または法務研究科進学予定の者で、学業成績優秀かつ人物が優れてい
る者（1名） 給付奨学金

年額40万円

1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
商学部寄附講座大学院進学奨学金 その他 4年生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

商学部に在籍し、本学商学研究科修士課程に推薦により入学予定の者（25名）
給付奨学金

年額20万円
1年間 25名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 稲龍会奨学金 入学後 留学費用支援制度
商学部に在籍する学生で大学のプログラムにより海外留学する学生

給付奨学金
年額20万円または年額40万円（留学期間によって異なる）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
本橋金男・登志奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

学業成績優秀で経済的に就学困難な者

給付奨学金

年額40万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
不二山謙一奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

法学部に所属する学生のうち、成績優秀者（2名）

給付奨学金

年額50万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 鈴木啓太企業支援奨学金 入学後 その他 在学中に企業を志す者、起業している者
在学中に企業を志す者で、1年以内に起業する予定のある者または既に起業している者。

給付奨学金
年額60万円

1年間 1～2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 上田稔奨学金 入学後 留学費用支援制度
教育学部英語英文学科に在籍し、正規留学プログラムで1年以上英語で教育を行う大学へ留学する者

給付奨学金
年額20万円

1年間 5名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
ウリ稲門会奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

在日コリアン学生
給付奨学金

年額40万円
1年間 5名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 国際教養学部AIMS参加学生修学支援奨学金 入学後 留学費用支援制度
成績の優秀な者であって、経済的理由により、本学AIMSプログラムへの参加が困難な者

給付奨学金
年額11万円、12万円、14万円、22万円のうちいずれか（留学地域によって異なる）

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
オリーブ・佐々木洋子奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

基幹理工学部機械科学・航空学科、創造理工学部総合機械工学科の学生で、学業成績が優秀な者

給付奨学金

年額30万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 校友会トップアスリート奨学金 入学手続時 その他 スポーツ成績優秀者
スポーツ科学部トップアスリート入試での入学者

給付奨学金
年間授業料相当額

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 条件有りで併用可

早稲田大学

紺碧の空奨学金 学校出願時
学費支援
入学金・授業料減免
用途を定めない経済的支援

次の1～3の条件に全て該当すること。
１．奨学金出願時に満20歳未満で2022年度または2023年度に本学の学部進学希望者。
２．奨学金出願時に次の①～③のいずれかの状況下にある者。
　①児童養護施設に入所している者、または退所して2年以内の者。
　②小規模居住型児童養育事業（ファミリーホーム）に入所している者、または退所して2年以内の者。
　③養育里親家庭への委託措置を受けている者、または委託措置が解除されて2年以内の者。
３．入学後、独立して生計を営む予定の者で、生活困窮のための経済的支援が必要な者。

給付奨学金

次の通りとする
①入学検定料および入学金免除（※1）
②授業料、実験実習料等、その他諸経費を免除
③月額9万円を給付（※2）
④②・③について原則として在学中4年間の継続支援
※1大学入試センター主催のセンター試験の検定料は対象外です。
※2他の外部機関等から経済支援を受けている場合は、内容に応じて奨学金額（授業料等およ
び月額）を減額することがあります。

1年間 若干名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 条件有りで併用可

早稲田大学
首都圏出身学生支援奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

首都圏（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）出身の学部2年生
給付奨学金

年額50万円　学部２年次に採用され引き続き３年次も受給することができます。
1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用不可

早稲田大学
松本陽一奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

先進理工学部物理学科または応用物理学科に在学し、学業成績が優秀な者で経済的に支援が必要と認められる者
給付奨学金

年額40万円
1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
横山宏・敏子奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

経済的に修学が困難な者
給付奨学金

年額50万円
1年間 10名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
岩田克弘奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

経済的に困難な学生
給付奨学金

年額40万円
1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 大学院修士課程奨学金 その他 4年生以上 学費支援
本学人間科学研究科修士課程に推薦入学試験により進学予定の人間科学部生(通信教育課程を除く）

給付奨学金
年額60万円

1年間 4～5名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
漕艇部学生支援奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

漕艇部に所属する学部学生
給付奨学金

年額40万円
1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
髙木啓行奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

教育学部数学科を卒業または卒業見込で、教育学研究科修士課程数学教育専攻へ進学する予定の学生
給付奨学金

年額40万円
1年間 1名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
会津地方出身学生修学支援奨学金 その他

学費支援
用途を定めない経済的支援

会津地方出身で成績優秀且つ経済的に就学困難な学生
給付奨学金

年額50万円
1年間 3名 福島県 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
照下忠・栄子奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

経済的に困難な学生
給付奨学金

年額40万円
1年間 5名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
長谷川茂奨学金 在学中 4年生

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

社会科学部から社会科学研究科へ進学する学生

給付奨学金

年額50万円

1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学
堺健・幸子奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

文化構想学部および文学部に在学する日本文芸（和歌、俳句、書および能楽等）の継承および発展に尽くす意欲のある学生
給付奨学金

年額40万円
1年間 2名 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

早稲田大学 軟式庭球部学生支援奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
軟式庭球部に所属し、修学上経済的に困難な者（若干名）

給付奨学金
年額40万円

1年間 年間2名程度 地域の制限なし 学生部奨学課 併用可 併用可

東京純心大学

看護学部　看護学科　特待生制度 その他
（申請不要）（1年次：一般選抜（第1回）合格者のうち成績が1・2・3位の者
が対象。2～4年次：前年度の成績が上位の在学生が対象。

特待生・成績優秀者

●当該年度における、一般選抜（第1回）合格者のうち、成績が第1・2・3位の者に対し、
・第1位の者については、授業料及び教育充実費を全額免除します。
・第2位及び3位の者については、授業料及び教育充実費の半額を免除します。
●2～4年次生については、それぞれ前年度の成績が上位の在学生に対し、特待生制度があります。 免除・減免

●当該年度における、一般選抜（第1回）合格者のうち、成績が第1・2・3位の者に対し、
・第1位の者にはついては、授業料及び教育充実費を全額免除します。
・第2位及び3位の者については、授業料及び教育充実費の半額を免除します。
●2～4年次生については、それぞれ前年度の成績が上位の在学生に対し、特待生制度があり
ます。

当該年度
任数制限あり 地域の制限なし

受験生：入試・広報課、在学生：学
務課

併用可 条件有りで併用可

東京純心大学

東京純心大学後援会奨学金 在学中 2年次以上 学費支援

・後援会費を納入している者
・2年次以上
・江角記念奨学生及び看護学部特待生を除く
・申請時において、日本学生支援機構 給付奨学金の給付を受けていない者
・奨学金の給付対象者は、在学中において本奨学金の受給を受けたことのない者

給付奨学金
免除・減免

後期の授業料のうち200,000円

当該年度 若干名
地域の制限なし 学生生活課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

学習院女子大学
学習院女子大学学費支援給付奨学金 その他 公表していない。 その他

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認くださ
い。

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認ください。
給付奨学金

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認ください。
詳細は学習院女子大学ホー
ムページをご確認ください。

詳細は学習院女子大学ホーム
ページをご確認ください。

地域の制限なし 学生部

学習院女子大学
学習院女子大学学業優秀者給付奨学金 その他 公表していない。 その他

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認くださ
い。

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認ください。
給付奨学金

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認ください。
詳細は学習院女子大学ホー
ムページをご確認ください。

詳細は学習院女子大学ホーム
ページをご確認ください。

地域の制限なし 学生部

学習院女子大学
安倍能成記念教育基金女子大学学部奨学金 その他 公表していない。 その他

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認くださ
い。

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認ください。
給付奨学金

詳細は学習院女子大学ホームページをご確認ください。
詳細は学習院女子大学ホー
ムページをご確認ください。

詳細は学習院女子大学ホーム
ページをご確認ください。

地域の制限なし 学生部

学習院女子大学

入学試験成績優秀者授業料減免制度 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜Ａ方式の全科目の合計点で高得点順に合格者を順位付けし，各合格学科において，第１位から
下記の順位までの方を対象者とします。
【各合格学科の対象人数】
日本文化学科 …第 4 位まで
国際コミュニケーション学科…第 6 位まで
英語コミュニケーション学科…第 2 位まで

免除・減免

入学初年度の授業料の全額

１回限り (4)のとおり 地域の制限なし 入試係

学習院女子大学

学習院女子大学入学前予約型給付奨学金「やわらぎ奨学金」 学校出願時
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

① 本学第1年次に入学を強く希望する者で、令和６（2024）年度本学一般選抜（A･B方式）に出願予定の者。
② 日本国籍を有する者、永住者、定住者、または日本人（永住者）の配偶者若しくは子である者。
③ 高等学校等において、卒業した者の場合は第１年次から第３年次まで、卒業見込みの者の場合は第１年次から第３年次第１学期又は前期までの「全体の学習
成績の状況」（従来の「評定平均値」）が3.5以上であること。
④ 日本国内（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県以外）の高等学校等（中等教育学校の後期課程を含み、通信制課程を除く）を卒業した者及び受験年度に卒業見
込みの者。
⑤父母の「令和５（2023）年度所得証明書（令和４（2022）年分の収入・所得証明）」記載の収入・所得金額の合計が、給与・年金収入金額※（課税前）800万円未
満、その他・事業所得金額350万円未満の者。なお、給与・年金収入とその他・事業所得双方の収入・所得がある場合には、合算し総合的に判断します。

給付奨学金

給付金額 100万円

入学年度に限り給付（入学
後、２回に分けて給付予定）

採用候補者数 20名 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

嘉悦大学

特待生奨学制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

大学入試時の成績により、奨学金給付基準に達し、特待生として入学を許可された学生は、授業料全額、半額相当額あるいは入学金の納付を免除されます。ただ
し、第2学年以降特待生としての資格を継続するためには、前年度の学業成績が春学期と秋学期を通算して、経営経済学部もしくはビジネス創造学部の学年上位
10分の1以内である必要があります。（入学金免除者は除く）

免除・減免

①総合型選抜（特待生チャレンジ）、（創立120周年記念・女子）…　900,000円
②一般選抜（独自試験型）1期・2期、一般選抜（共通テスト利用型）1期…900,000円、550,000
円、200,000円、100,000円
　

第2学年以降特待生としての
資格を継続するためには、前
年度の学業成績が春学期と
秋学期を通算して、経営経済
学部もしくはビジネス創造学
部の学年上位10分の1以内
である必要があります。（入
学金免除者は除く）

若干名 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用不可

嘉悦大学

資格優遇特待生制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

下記資格保有者で、本制度を申請する受験生は資格優遇特待生制度申請書（所定用紙）と取得資格合格証明書のコピーを出願時に提出する。
・簿記実務検定
・簿記能力検定
・簿記検定
・実用英語技能検定
・秘書検定
・情報処理技術者試験
・実用数学技能検定

免除・減免

①入学金全額免除および初年度の授業料半額免除（550,000円）
②入学金全額免除および初年度の授業料全額免除（900,000円）
③入学金 全額免除（200,000円）
④入学金 半額免除（100,000円） 免除対象年度は１年次となり

ます。年間の成績が上位
10％以内で次年度も継続で
きます。

若干名 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 条件有りで併用可

嘉悦大学
同窓会奨学金制度 学校出願時 入学金・授業料減免

二親等以内（祖父母、父母、兄弟姉妹、配偶者）の親族に嘉悦大学（短期大学を含む）および嘉悦大学大学院の卒業生または在学生、かえつ有明中学高等学校
（嘉悦女子中学・高等学校を含む）の卒業生・在学生の二親等以内の親族がいる受験生は、入学手続きの際、入学金が免除になります。
出願時に申請書と親族の卒業証明書コピーあるいは在学証明書を提出する

免除・減免

20万円

地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

嘉悦大学

修学支援授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

1年～4年生対象

経済的理由により就学が困難な学生は、本学で定めた学費負担者の所得基準、学業成績等により選考の上、学期毎に授業料の15％から30％の範囲で免除を受
けることができます。
本制度は、学期ごとに募集します。

免除・減免

総所得額により、年額175,000円、117,000円、88,000円、20,000～50,000円を免除

半年間 地域の制限なし 学生支援センター 併用不可 併用不可

嘉悦大学
報奨金制度 在学中 1年生～4年生 資格取得支援制度

1年～4年生対象

在籍する学生の各種資格等の取得を奨励するために、資格等を取得した学生に対し報奨金を支給する制度。日商簿記検定等本学が推奨する対象資格を取得した
学生に対し規定で定められた金額を支給する

給付奨学金

5千円～30万円

地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

嘉悦大学

後援会奨学金制度 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

2年～4年生の学生対象

人物良好および成績優秀で嘉悦大学に貢献した者
給付奨学金

年間授業料の2分の1相当額

年１回
原則各年次4名以内（1年生を除
く）

地域の制限なし 学生支援センター 併用不可 併用不可

嘉悦大学
後援会学修奨励費奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

2年生以上の学生で各学部・学年で最も成績優秀の者
給付奨学金

年間授業料の2分の1相当額
１回 各学部・学年1名（1年生除く） 地域の制限なし 学生支援センター 併用不可 併用不可

嘉悦大学
長期派遣留学生補助金制度 在学中 留学費用支援制度

長期留学する学生が、一層勉学に取り組めるよう、留学にかかわる費用の一部を補助金として支給します
給付奨学金

１５万円
年1回

10名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

嘉悦大学
短期派遣留学生補助金制度 在学中 留学費用支援制度

1年～4年生学生対象

短期留学する学生が一層勉学に取り組めるよう、留学にかかわる費用の一部を補助金として支給します。
大学の正課授業として実施される海外短期研修に参加する者を対象とします。

給付奨学金

10万

年1回 8名 地域の制限なし 学生支援センター 併用可 併用可

嘉悦大学
家計急変に伴う緊急奨学金制度 在学中 用途を定めない経済的支援

1年～4年生対象

家計急変により修学が困難である者が学業に専念できるよう、経済的援助を行うために給付します。 給付奨学金

年間授業料の2分の1以内とする

在学中１回限り 地域の制限なし 学生支援センター 併用不可 併用不可

東京富士大学

TFUスカラシップ制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

TFUスカラシップ制度で免除された学費は、一切返還する必要はありません。
A特待は、入学金以外の学費（授業料、施設費、教育充実費等）を全額免除（減免額424万円）、
また、B特待は国立大学並みの費用で学ぶことができます（減免額180万円）。
TFUスカラシップ制度における入学金以外の学費免除額は、継続条件を満たしている限り4年間変わりません。
特別待遇のランクと継続条件

A特待　毎年度の成績が上位10％以内

B特待　毎年度の成績が上位20％以内

C特待　毎年度の成績が上位40％以内

どれも原則として毎年度の取得単位数が30単位未満となったとき（4年次を除く）

免除・減免

A特待生　年間106万円免除　B特待生　年間45万円免除　C特待生　22.5万円免除

4年間継続
（継続条件あり）

若干名 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

東京聖栄大学
入試成績優秀特待生 学校出願時 特待生・成績優秀者

入学者選抜試験において特に優秀な成績で合格し入学した者（1年次生対象　5名以内）
給付奨学金

300,000円
①１年間
②１回限り

5名以内 地域の制限なし 併用可 併用可

東京聖栄大学 学業成績優秀奨学生 学校出願時 特待生・成績優秀者
前年度1年間における学業成績が特に優秀で、品行方正かつ心身ともに健全な者（2・3年次生対象　各学年6名以内）

給付奨学金
100,000円

年間で1回のみ支給 2.3年次生 各6名以内 地域の制限なし 併用可 併用可

東京聖栄大学
教育ローン利子補給奨学金 学校出願時 学費支援

保護者が学生納付金等相当額の国の教育ローンの融資を受けた者で、以下の選考基準を満たした者。①本学に在籍している者②経済的理由により、学費の納入
等が困難であると認められること③品行方正であること④学業を継続するという強い意志が認められること⑤学費支弁者の申請直近時の家計基準が別に定める基
準以下であること（全学生対象） 給付奨学金

在学期間中に金融機関等へ支払した学生納付金等相当額の借入金利子相当額 国の教育ローンの融資を受
けた年度分（入学前の場合
は、入学年度分）から本学に
在学する期間

人数制限なし 地域の制限なし 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

白梅学園大学
白梅学園大学・白梅学園短期大学 給付奨学金 その他

入学前採用と在学採用を行う。入学前採用は、入学試験要項に定めた募
集を行う。在学採用は4月に募集する。

学費支援

1年～4年生の全学科学生対象

【目的】学習意欲が高く経済的事由により修学に困難を抱えるものに対して、学納金の一部（施設費）を給付し、修学を援助することを目的とします
【条件】家計基準や学力基準の要件を満たしていること

給付奨学金

年額３０万円 1年間。
単年度採用のため、年度ご
とに申請が必要です。

30名 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

白梅学園大学
白梅学園大学・白梅学園短期大学 特待生奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

白梅特待生チャレンジ入試への出願をもって自動エントリーされます。
白梅特待生チャレンジ入試の合格者に対して成績順位により、授業料の全額相当額1名、半額相当額3名を最大4年間給付します。 給付奨学金

①授業料全額相当額　1名
②授業料半額相当額　3名 最大4年間

①授業料全額相当額　1名
②授業料半額相当額　3名

地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 併用可

東京未来大学
特待生制度 入学後

特待生・成績優秀者
寮制度
入学金・授業料減免

対象学部：こども心理学部、モチーべーション行動科学部
対象学年：入学時の新入生
出願資格：特待生対象の入試基準に準ずる

免除・減免

年額１０万円、３０万円、５０万円のいずれか
最長4年間（毎年度継続審査
あり）

若干名 地域の制限なし エンロールメントマネジメント局 併用可 併用可

東京未来大学
みらい奨学金 在学中 こども心理学部、モチベーション行動科学部に在学する2年生～4年生 学費支援

対象学年：こども心理学部、モチベーション行動科学部に在学する2年生～4年生
条件：学業優秀であるにも関わらず、経済的な理由により学費の支援が困難と認められた者

給付奨学金
免除・減免

年15万円の授業料減免
1年間（継続審査は実施せず
毎年度選抜）

若干名 地域の制限なし
エンロールメント・マネジメント局
奨学金担当

併用不可 併用不可

こども教育宝仙大学
こども教育宝仙大学奨学金 在学中

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

（１）学業成績が優秀で、将来教職・保育職につくことを志望する３・４年生
（２）大学の活動に積極的に参加し、学業および生活面において他の模範となる３・４年生
（３）経済的支援を必要とする１～４年生

給付奨学金

原則年間授業料の全額（80万）、1/2相当額（40万円）、1/4相当額（20万円）、1/8相当額（10万
円）のいずれか 1年間 若干名 地域の制限なし 学生厚生委員会 併用可 併用可

東京有明医療大学

東京有明医療大学授業料免除制度 在学中 1年生～4年生
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

①成績優秀者1年～4年生
・第1回一般選抜成績最優秀者
・前年度定期試験(前・後学期)必修修得科目の平均点優秀者
・必修科目に不合格科目がないこ

②学部生2年～4年生
経済的理由
・人物及び学業成績が良好な者
・前年度定期試験（前・後学期）の必修科目に不合格科目がないこと
・4 年以内の卒業が見込める者
・家庭事情並びに主たる家計支持者及び従たる家計支持者の所得状況を勘案する
《家計基準 》
ア給与所得 600 万円以下
イ給与所得者以外 197 万円以下
・給与所得以外の所得がある場合には上記に合算する
・その他、日本学生支援機構の定期採用（第二種奨学金）の基準を準用する

経済的理由（家計急変）
・学業成績良好者
・必修科目に不合格科目がないこと
・4 年以内の卒業が見込める者
・家計急変の事情並びに主たる家計支持者及び従たる家計支持者の所得状況を勘案する
《家計基準 》
ア給与所得 841 万円以下
イ給与所得者以外 355 万円以下
・給与所得以外の所得がある場合には上記に合算する
・所得について、緊急かつ、やむを得ない場合に限り、当該年の収入見込額を「家計基準」の金額とみなすことができる
・その他、日本学生支援機構の応急採用（第二種奨学金）の基準を準用する

免除・減免

①最優秀者40万、優秀者15万、奨励者5万
②経済的理由25万、家計急変40万

①年1回
②年1回

①学業成績優秀者（一般選抜成
績最優秀者含む）30名
②経済的理由による授業料免除
（家計急変含む）12名（経済的理
由9名、家計急変3名）

地域の制限なし 学務部学生課 併用可 併用可

東京医療学院大学 東京医療学院大学奨学金貸与制度 在学中 2年次、3年次および4年次 学費支援
2年次から4年次に在籍する東京医療学院大学の学生で、経済的理由により、授業料その他納付金の支弁が困難な学生。

貸与奨学金
学費の2分の1を限度とする。

1年間 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京医療学院大学
東京医療学院大学特待生制度 在学中 2年次、3年次および4年次 特待生・成績優秀者

1年次から3年次の各学年次終了時において、リハビリテーション学科理学療法学専攻及び看護学科の学生は各学年の学業成績が第1位、第2位の学生。リハビリ
テーション学科作業療法学専攻の学生は各学年の学業成績が第1位の学生。 免除・減免

年間授業料の2分の1
15名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京医療学院大学
東京医療学院大学卒業支援金給付制度 在学中 5年次以降 学費支援

本学に4年間在学した学生で、当該在学期間の授業料、実験実習費及び施設整備費を完納している者。ただし、その他の規程等により授業料の減免を受けている
者は卒業支援金の給付対象者にはなれない。 給付奨学金

年間授業料の2分の1
地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

情報経営イノベーショ
ン専門職大学

特待生制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
寮制度
入学金・授業料減免
学費支援

・４学年対象
・１学部のため全学対象
・入学時は、入学試験において優秀な成績を修めた者を対象
・２年時以降は、GPA・学内活動等の成果を評価して決定される。

給付奨学金
免除・減免

iU特待生制度
・給付型(２０万円・５０万円・１００万円)
※成績によって変更

学生寮特待生
・免除(寮費４０万円～７０万円)

原則１年間
※１年間ごとの選考を実施

２０名ほど 地域の制限なし イノベーションマネジメント局 併用可 併用可

東京保健医療専門
職大学

東京保健医療専門職大学学生支援基金奨学金 随時 学費支援
家計支持者の死亡など不測の事態により家計事情が急変し、就学が困難な学生に対する修学支援の一環としての本学独自奨学金制度

貸与奨学金
年間学納金を上限として貸与（最大4年分）

家計事情が回復すまでの在
学期間中

制限なし 地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

東京保健医療専門
職大学 東京保健医療専門職大学特待生 その他 申込不要【前年度の成績優秀者を対象とした制度（２年次以降が対象）】 特待生・成績優秀者

2年次以降の学生を対象とし、各学年各学科での成績最優秀者（GPA）

免除・減免

授業料の50％減免（450,000円）
1年間（年間成績優秀賞に選
出された当該年度）

最大6名（2年次以降の各学年各
学科で1名のため大学全体で最
大6名）

地域の制限なし 学生部 併用可 併用可

神奈川大学

米田吉盛教育奨学金神奈川大学給費生 学校出願時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免
用途を定めない経済的支援

【対象者】
給費生試験で給費生合格し、入学した者

給付奨学金

・入学金相当額給付
+
・法、経済、人間科学部　年額100万円給付
・経営、外国語、国際日本学部　年額110万円給付
・理、工学部　年額135万円給付
・建築学部　年額145万円給付
+
自宅外通学者には生活援助金70万円給付

原則として４年間給付（継続
審査あり）

地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用可

神奈川大学

米田吉盛教育奨学金神奈川大学修学支援奨学金 在学中 2-4年次生
学費支援
用途を定めない経済的支援

【出願資格】
① 学部2-4年次生
② 前年度までの修得単位数が、通算標準修得単位数以上
③ 前年度のGPAが2.0以上
④ 主たる家計支持者及び従たる家計支持者の収入の合計が700万円以下

給付奨学金

【給付額】
・法、経済、人間科学部　22万円給付
・経営、外国語、国際日本学部　25万円給付
・理、工学部　31万円給付
・建築学部　34万円給付

採用年度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用不可

神奈川大学

米田吉盛教育奨学金神奈川大学新入生奨学金 在学中 1年次生
学費支援
用途を定めない経済的支援

【出願資格】
① 学部1年次生
② 出身高校の評定平均が3.5以上であること
③ 主たる家計支持者及び従たる家計支持者の収入の合計が700万円以下

給付奨学金

【給付額】
・法、経済、人間科学部　21万円給付
・経営、外国語、国際日本学部　24万円給付
・理、工学部　30万円給付
・建築学部　33万円給付

入学年度一度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用不可

神奈川大学
米田吉盛教育奨学金神奈川大学地方出身学生支援奨学金 在学中 1年次生 用途を定めない経済的支援

【出願資格】
新入生奨学金の採用者のうち、東京都（伊豆・小笠原諸島を除く）・神奈川県を除く地方出身者で自宅外通学をしている者 給付奨学金

【給付額】
15万円 入学年度一度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用不可

神奈川大学

米田吉盛教育奨学金神奈川大学海外活動支援奨学金 在学中 1-4年次生 留学費用支援制度

【出願資格】
学部1-4年次生
（１）短期海外研修
本学が実施する海外研修プログラム等又は海外インターンシップに参加する者で学業成績、人物ともに優れた者
＊標準修得単位数以上であること

（２）派遣交換留学
本学の学部に在籍し、派遣交換留学生に決定した者

給付奨学金

【給付額】
（１）短期海外研修　： 5万円
（２）派遣交換留学　： 月額6～10万円（国と地域による）

（１）一度限り
（２）留学期間内

地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用可

神奈川大学

神奈川大学激励奨学金 在学中 1-4年次生
学費支援
用途を定めない経済的支援
課外活動支援制度

【出願資格】
学部1-4年次生

以下の種類について、寄付者の意向により募集対象が決定
①学業成績を含めて極めて優秀な学生
②学業成績が良好であるにもかかわらず、経済的理由により学業の継続が困難な学生
③ボランティア等各種社会活動や課外活動で活躍する学生

給付奨学金

【給付額】
10万円

採用年度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 条件有りで併用可

神奈川大学
村橋・フロンティア奨学金 在学中 1、2年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

【出願資格】
学部1、2年次生
日本学生支援機構の第一種選考基準を満たすこと
＊ただし、特に勉学意欲旺盛と認められる場合はその限りではない。

給付奨学金

【給付額】
文系40万円
理系50万円 採用年度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用不可

神奈川大学
神奈川大学後援会給付奨学金 在学中 1-4年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

【出願資格】
①学部1-4年次生
②過去に後援会給付奨学金および他の奨学金を受給していない者

給付奨学金

【給付額】
20万円 一度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用不可

神奈川大学
神奈川大学宮陵会給付奨学金 在学中 原則として卒業年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

【出願資格】
①原則として卒業年次生
②天災その他の災害または家計支持者の死亡等により家計が急変した者
③成績・人物ともに優秀で健康な者

給付奨学金

【給付額】
学費半期分の50％相当額

一度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用可

神奈川大学

米田吉盛教育奨学金神奈川大学指定資格取得・進路支援奨学金 在学中 1-4年次生 資格取得支援制度

【出願資格】
①学部1-4年次生
②修得単位が通算標準修得単位数以上であること
③以下のいずれかに該当していること

1.司法試験、公認会計士試験又は税理士試験に合格した者
2.税理士試験のうち会計学に属する科目の2科目又は税法に属する科目から3科目（所得税法又は法人税法のいずれか1科目を含む）に合格した者
3.2で奨学生に採用された者で、税理士試験に合格した者
4.国家公務員採用総合職試験、それと同等程度の公務員試験に合格した者
5.TOEFL iBTで96点以上又はTOEIC850点以上を取得した者

給付奨学金

【給付額】
10～30万円（資格・進路による）

採用年度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用可

神奈川大学
米田吉盛教育奨学金神奈川大学学業成績優秀者奨学金 その他 申請手続き不要

特待生・成績優秀者
学費支援

「神奈川大学学業成績優秀者表彰制度」により、成績優秀者として表彰された学生

給付奨学金

【給付額】
・最優秀者：40万円
・優秀者：20万円

採用年度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用可

神奈川大学

米田吉盛教育奨学金神奈川大学予約型奨学金 その他 出願前11月
特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

【出願資格】
入学前予約型
高校を卒業見込みの方で、高校の成績が一定の基準（評定平均4.0以上）を満たす学生
※主たる家計支持者及び従たる家計支持者（原則父母）の収入合計700万円以下 給付奨学金

【自宅所在地が神奈川県・東京都（伊豆・小笠原諸島を除く）以外の学生】
文系：年額40万円
理系：年額50万円

【自宅所在地が神奈川県・東京都の学生】
文系：年額20万円
理系：年額30万円

原則として4年間給付(継続
審査あり)

【自宅所在地が神奈川県・東京
都（伊豆・小笠原諸島を除く）以
外の学生】100名
【自宅所在地が神奈川県・東京
都の学生】100名

地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用可

神奈川大学
米田吉盛教育奨学金神奈川大学出身者支援奨学金 在学中 学部4年次

特待生・成績優秀者
学費支援

【出願資格】
学部4年次に在籍し、次年度本大学院への進学を希望する者。
（本大学院秋季入学試験または春季入学試験出願予定者）

給付奨学金

【給付額】
理・工学研究科：22万円
その他の研究科：15万円

入学年度一度限り 50名 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課

神奈川大学
米田吉盛教育奨学金神奈川大学学術研究活動支援奨学金 在学中 1-4年次生 研究費支援

【出願資格】
将来における明確な目標をもち、学業成績、人物ともに優れ、かつ学術研究分野において優れた実績をあげた学生 給付奨学金

【給付額】
2万円～（活動内容及び実績による） 採用年度限り 地域の制限なし 教育・学生支援部 学生課 併用可

鎌倉女子大学
フリージア奨学金 在学中 1年生～４年生 学費支援

対象学年：全学年（単年度限り）
学部：全学部
資格：経済的理由により修学が困難であると認められ、かつ本学の建学の精神に則り、他の学生の模範となる者。

給付奨学金

年間240,000円

１回限り 若干名 地域の制限なし 学生センター　学生課 併用可 条件有りで併用可

鎌倉女子大学
スペリオル奨学金 その他 ３・４年次の学生で、学科長から推薦された者。 特待生・成績優秀者

対象学年：3、4年次（単年度限り）
学部：全学部
資格：本学の建学の精神に則り、他の学生の模範となり、かつ優秀な成績を修めている学生を奨励します。

給付奨学金

年間240,000円

当該年度限り 若干名 地域の制限なし 学生センター　学生課 併用可 条件有りで併用可

鎌倉女子大学
特待生奨学金 総合型選抜（短大・併願制/特待生チャレンジ） 学校出願時 特待生・成績優秀者

対象学年：入学時のみ
学部：初等教育学科
資格：「総合型選抜（短大・併願制/特待生チャレンジ）」のすべての受験生が特待生の選考の対象。合格者の成績上位10名に給費。 免除・減免

入学金380,000円を免除

1回限り 10名 地域の制限なし 入試・広報センター　入試・広報課 併用可 条件有りで併用可

鎌倉女子大学

島っ子応援奨学金(予約型) 学校出願時 入学金・授業料減免

対象学年：入学時のみ
学部：全学部
資格：
（１）入学年度の前年度において、本人及び学費負担者（保証人）が沖縄県、奄美群島、小笠原諸島、または離島振興対策実施地域に居住し、奨学金申請時に居
住開始から3年以上経過しており、当該事実を証明する公的書類を提出できる者。

（２）主たる学費負担者（保証人）の申請前年における年間収入金額が下記の家計基準を満たしている者。
［家計基準］
・給与所得者　　　800万円以下
・給与所得者以外　300万円以下

（３）下記の入試に出願する者。
・一般選抜（学部／特待生チャレンジ）
・一般選抜（学部）前期A日程
・一般選抜（学部）前期B日程
・一般選抜（短大／特待生チャレンジ）
・一般選抜（短大／1教科）前期A日程
・一般選抜（短大／1教科）前期B日程
・一般選抜（共通テスト利用）前期
・一般選抜（共通テスト利用）後期
・学校推薦型選抜（指定校）
・学校推薦型選抜（学部・専願制／一般）
・学校推薦型選抜（短大・併願制／一般）
・総合型選抜（学部・専願制／課題探求）
・総合型選抜（短大・併願制／特待生チャレンジ）
・総合型選抜（短大・併願制）I期
・総合型選抜（短大・併願制）II期

免除・減免

入学手続時納入金から430,000円を学費減免

１回限り 10名 地域の制限なし 入試・広報センター　入試・広報課 併用可 条件有りで併用可

鎌倉女子大学

鎌倉女子大学　緊急支援学費減免措置 その他 公示されたら申請 被災者資金支援

在学生及び入学予定者で、自然災害その他の災害の突発的な理由により学費の納入が極めて困難になった者。

給付奨学金

①入学金380,000円（入学予定者）
②授業料640,000円（入学予定者・在学生）
③教育環境充実費196,000円（一部の学科は200,000円、206,000円）（入学予定者、在学生）
④実験実習費180,000円（一部の学科は186,000円、200,000円）（入学予定者、在学生）
それぞれの項目において甲種は全額、乙種は半額の免除。

当該年度限り 該当人数 地域の制限なし 学生センター　学生課 併用可 条件有りで併用可

鎌倉女子大学

特待生奨学金 一般選抜（特待生チャレンジ） 学校出願時 特待生・成績優秀者

対象学年：入学時、2年次以降は在学中のGPAにて判断。
学部：全学部
資格（1年次）：「一般選抜（学部／特待生チャレンジ）」・「一般選抜（短大／特待生チャレンジ）」のすべての受験生を対象として、成績優秀者（試験の成績及び「調
査書（主体性などの観点評価)」）に給費。
資格（2年次以降）：前年度の成績が基準値（GPA3.0）を上回った者。

免除・減免

1年次：640,000円
2年次以降：342,500円

１年以上４年以下
大学は合格枠50名
短大は合格枠10名

地域の制限なし 入試・広報センター　入試・広報課 併用可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

関東学院大学
関東学院大学スカラシップ制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜（前期日程：3科目（均等配点）型）試験合格者において成績上位者または、大学入学共通テスト利用選抜（後期日程5科目スカラシップ型）試験合格者、か
つ入学後学業成績が優秀である者（2年次以降の継続は、学年ごとに学業成績等の審査あり）。
修学支援制度入学金・授業料減免との併用不可。但し日本学生支援機構給付奨学金との併用は可。 免除・減免

入学初年度に入学金と初年度年間授業料を全額免除 最長4箇年。2年次以降の継
続は、学年ごとに学業成績
等の審査を行い、継続の可
否を決定する

100名以内 地域の制限なし アドミッションズセンター 併用可 併用可

関東学院大学
関東学院大学チャレンジ・スカラシップ制度 その他 入学手続き後

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

本学を専願とする総合型選抜、学校推薦型選抜等で、本選考試験の出願資格を認める入学試験を受けた者のうち、入学手続を完了した者。

免除・減免

入学金および授業料の免除 最長4箇年。2年次以降の継
続は、学年ごとに学業成績
等の審査を行い、継続の可
否を決定する

各学部若干名 地域の制限なし アドミッションズセンター 併用可 併用可

関東学院大学 関東学院大学特待生制度 在学中 3年次および4年次生 特待生・成績優秀者
3・4年次に在籍する大学入学後の成績が極めて優れた者

給付奨学金
年間授業料相当額（ただし、授業料減免措置を受けている者は減免後の授業料相当額）

1箇年 70名以内 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

関東学院大学
関東学院大学給付奨学金 在学中 学部2年次生以上

特待生・成績優秀者
学費支援

学部2年次生以上のうち、学業・人物ともに優秀で、経済的理由により修学困難な者で、日本学生支援機構奨学金受給者（ただし外国人留学生、特待生、各スカラ
シップ生は除く） 給付奨学金

年間20万円
1箇年。ただし、毎年度申請
することができる

50名以内 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

関東学院大学
関東学院大学スポーツスカラシップ制度 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学校推薦型選抜（スポーツ１期、２期）の出願者で、課外活動における実績が特に優れた者

免除・減免

入学金、学費・諸納金の一部、もしくは全額免除（免除額等の条件については別途基準・審査
あり）

1箇年。ただし、大学スポーツ
振興委員会で毎年審査を行
い、最長4箇年の継続を認め
る

11名以内とし、大学スポーツ振
興委員会が各クラブの配分を決
める

地域の制限なし スポーツ振興課 併用可 併用可

関東学院大学
関東学院大学外国留学に係る授業料免除 入学後 学費支援

以下のいずれかに該当し、学業・人物ともに優秀なもの（GPA基準あり）
・派遣留学生
・語学派遣留学生
・公費留学生として留学する学生

免除・減免

留学期間に該当する学期の本学授業料免除

1年間（2学期） 若干名 地域の制限なし 国際交流推進課 併用可 併用可

関東学院大学

関東学院大学国際交流奨学金 入学後 留学費用支援制度

以下のいずれかに該当し、学業・人物ともに優秀なもの（GPA基準あり）
・交換留学生
・派遣留学生
・語学派遣留学生
・本学の協定校からの交換留学生

給付奨学金

一律50,000円／セメスター

留学期間中 若干名 地域の制限なし 国際交流推進課 併用可 併用可

関東学院大学
斉藤小四郎奨学金 在学中 3・4年次生

学費支援
用途を定めない経済的支援

所属学部長の推薦するキリスト教に理解のある3・4年次生
給付奨学金

採用実施年度により異なる
1年間 10名以内 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

関東学院大学

関東学院大学学費教育ローン利息補給奨学金 在学中 各学年 学費支援

教育ローン利用者のうち人物・学業・経済状況を総合的に審査

給付奨学金

教育ローン年間利息相当額（限度額あり） 原則として1箇年。ただし、再
審査のうえ、1年次生は4年
間、2年次生は3年間、3年次
生は2年間、4年次生は1年
間の継続ができる

各学年25名以内 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

関東学院大学

関東学院大学兵藤奨学金 在学中 詳細は（３）対象学年・学部・資格・条件を確認ください

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
課外活動支援制度
資格取得支援制度
被災者資金支援
就職支援

１．第1種奨学金（学芸奨励）
対象学年：2年次から4年次及び大学院生
対象学部：国際文化学部・社会学部・文学研究科
採用人数：学部生12名以内、大学院生3名以内
資格・条件：次のいずれかに該当する者。ただし、申請事由は前年度又は当該年度に由来するものを選考対象とする。
①文芸・文化・芸術に優れた者で、社会的に高い評価を受けた者。
②成績優秀でかつ経済的理由により勉学の継続に支障のある者で、日本学生支援機構の奨学金の貸与を受けている者。ただし、原則として、日本学生支援機構の申請中及び給付型
受給者、関東学院大学冠奨学金受給者、関東学院大学給付奨学金受給者、特待生、スカラシップ生及びチャレンジ・スカラシップ生を除く。
GPA2.8以上（大学院1年次の申請は学部卒業時のGPAが2.8以上とする）の者。
【採用期間】1年とする。ただし、日本学生支援機構の奨学金を利用している者においてはその期間中であることとし、審査のうえ継続して支給することができる。採用された場合、同一
分野の応募は年度内1回に限る。

２．第1種奨学金（キャリア支援）
対象学年：1年次から4年次及び大学院生
対象学部：国際文化学部・社会学部・文学研究科
採用人数：審査により決定
資格・条件：次のいずれかに該当する者。ただし、申請事由は直近の１年以内の前年度又は当該年度に由来するものを選考対象とする。
①留学　本学が主催する留学制度により留学した者、且つGPA2.8以上の者。ただし、国際文化学部英語文化学科の留学支援奨学金又はGAP奨学金を受けた者を除く。
②資格取得　学部が指定する資格取得に関する有料講座を受講し、講座の70％以上に出席したことを証明する書類の提出が可能な者。ただし、大学内（就職支援課等の主催）で開催
される講座を除く。
③ボランティア　本学及び学外の活動団体が主催するボランティア活動に参加した者。ただし、授業関連（ゼミナール活動、単位取得に関連があるもの）のボランティアを除く。
【採用期間】1年とする。ただし、審査のうえ継続して支給することができる。採用された場合、同一分野への応募は年度内1回に限る。

３．第4種奨学金（緊急時対応給付型）
対象学年：1年次から4年次及び大学院生
対象学部：国際文化学部・社会学部・文学研究科
採用人数：20名
資格・条件：新型コロナウイルス感染症の影響を受け、家計の急変などにより、学業の継続に支障を生じた者（2021年度以前に兵藤奨学金（第4種）（緊急時対応給付型）を受給した者
が、再度受給申請をする場合は、修学意欲の確認のため直近セメスターの修得単位数を10単位以上修得していること）。ただし、以下の者は除く。
①本学の特待生、各スカラシップ生のうち、授業料全額免除が講じられている者
②大学院生のうち、関東学院大学博士前期課程奨学金受給者、関東学院大学後期課程特別奨学金受給者、関東学院大学博士後期課程研修生
③休学中又は留学中の者
④高等教育の修学支援新制度※の奨学金を受給している者
※高等教育の修学支援新制度（授業料等減免と給付型奨学金）及び日本学生支援機構による給付型奨学金（家計急変）を指す。
⑤「関東学院大学大学院海外指定校制推薦入学試験による留学生の入学金及び授業料免除規程」利用者
【採用期間】1年とする。ただし、審査のうえ継続して支給することができる。採用された場合、同一分野の応募は年度内1回に限る。

給付奨学金

第1種奨学金（学芸奨励）①文芸・文化・芸術：1件15万
第1種奨学金（学芸奨励）②経済的理由：1件15万
第1種奨学金（キャリア支援）①留学：基礎給付（短期留学3万、長期留学5万）と滞在月数に合
わせた月額加算給付
第1種奨学金（キャリア支援）②資格取得：講座料金の50％（上限5万）
第1種奨学金（キャリア支援）③ボランティア：旅費交通費の50％（上限5万）
第4種奨学金（緊急時対応給付型）：採用年度の授業料相当額の半額

1年とする。詳細は（３）対象
学年・学部・資格・条件を確
認ください

詳細は（３）対象学年・学部・資
格・条件を確認ください

地域の制限なし
学部庶務課（国際文化学部、社会
学部、経済学部）

条件有りで併用可 条件有りで併用可

関東学院大学

「関東学院女子短期大学記念」奨学金 その他 第１種奨学金は随時、第2・3種奨学金は4月又は9月
特待生・成績優秀者
学費支援

人間共生学部、栄養学部、教育学部生で以下の条件に合うもの
第１種奨学金：家計支持者の失職・死亡・災害等による家計急変で修学困難な者。
第２種奨学金：２年次生以上の外国人留学生であり、学業において優れた努力が認められた者。
第３種奨学金：２・３年次生であり、学業において優れた努力が認められた者。

給付奨学金

第１種奨学金：学費相当額の全額または半額（ただし授業料減免措置を受けている者は減免
後の授業料相当額）
第２種奨学金：授業料相当額の全額または半額（ただし授業料減免措置を受けている者は減
免後の授業料相当額）
第３種奨学金：100,000円

原則として対象年度限り 若干名 地域の制限なし 各学部庶務課 併用可 併用可

関東学院大学
関東学院大学冠奨学金 その他 9月下旬～10月上旬に公募

特待生・成績優秀者
学費支援
課外活動支援制度
その他

寄付者の申し出内容の条件にあった者

以下①～④のいずれかに該当し、かつ寄付者の申し出内容の条件にあった者（ただし、特待生およびスカラシップ生・休学・留年した者は除く）
①経済困窮者
②学業成績優秀者
③正規課外活動で活躍した者

給付奨学金

100,000円（年額）

当該年度に限る 30名 地域の制限なし 学生生活課 併用可 条件有りで併用可

関東学院大学
経済学部「資格取得支援制度」 随時 資格取得支援制度

経済学部および経済学研究科の学生で、該当の資格試験を取得した者
給付奨学金

検定料相当額
年度内 若干名 地域の制限なし

学部庶務課（国際文化学部、社会
学部、経済学部）

併用可 併用可

関東学院大学
経済学部・経営学部「国際交流助成制度」 随時 留学費用支援制度

経済学部および経営学部の学生で、本学国際センターが主催する海外留学・語学研修プログラムまたは、本学部グローバル人材育成プログラムの海外研修に参
加した者。

給付奨学金

長期研修：20万円以内
短期研修：5万円以内
海外ボランティア論：2万円以内

海外留学・語学研修プログラ
ムまたは、本学部グローバル
人材育成プログラムの海外
研修の期間

若干名 地域の制限なし 各学部庶務課 併用可 併用可

関東学院大学
法学部学生在外研修奨励基金 随時 留学費用支援制度

法学部学生で、外国の大学又はそれに相当する高等教育・研究機関等における、交換留学、研究、学会報告、資料収集および語学研修に参加したもの。

給付奨学金

在外研修期間によって異なる。（5万～30万円） 交換留学、研究、学会報告、
資料収集および語学研修の
期間中

若干名 地域の制限なし
学部庶務課（経営学部、法学部、
人間共生学部）

併用可 併用可

関東学院大学 関東学院大学兄弟姉妹給付奨学金制度 入学後 入学金・授業料減免
学部新入生で、兄弟姉妹が本学の学部または大学院に在籍している者。

免除・減免
入学金相当額

入学年度の6月に一括 若干名 地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

関東学院大学
予備校講座（資格）(公務員）助成金 随時 資格取得支援制度

法学部学生で、指定の予備校講座（資格）もしくは予備校講座（公務員）を受講し、かつ講座への出席率が70％を超える者。

給付奨学金

講座受講料の半額相当。ただし、支給上限は10万円とする。 指定の予備校講座（資格）も
しくは予備校講座（公務員）
の受講期間

若干名 地域の制限なし
学部庶務課（経営学部、法学部、
人間共生学部）

併用可 併用可

関東学院大学
関東学院大学スポーツ特待生制度 その他 大学スポーツ振興委員会が選考する 特待生・成績優秀者

学業・人物共に優秀で他の模範となり、かつ、全国規模の大会又は都道府県の大会において入賞するなど、特に優れた成績を修めた者
給付奨学金

授業料相当額又は授業料相当額の半額
1箇年。ただし、修業年限内
で再採用もある。

20名以内 地域の制限なし スポーツ振興課 併用可 併用可

相模女子大学

特別奨学生制度 入学後
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

大学全学部学科および短期大学部の学生

①一般選抜A日程および一般選抜B日程の成績優秀者
②大学の2年次以降、短期大学部の2年次については、成績が一定の水準を下回る場合を除き、継続して特別奨学生の扱いとし、授業料の全額を免除する。 免除・減免

入学年度の授業料725,000円～745,000円
大学の2年次以降、短期大学
部の2年次については、成績
が一定の水準を下回る場合
を除き、継続して特別奨学生
の扱いとし、授業料の全額を
免除する。

一般選抜A日程　25名
一般選抜B日程　15名

地域の制限なし 併用可 併用可

相模女子大学

地方学生支援特別奨学金制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

大学全学部学科および短期大学部の学生で以下の要件をすべて満たす者

要件１　神奈川県・東京都（島嶼 部を除く）以外の出身者
要件２　自宅からの通学が不可能であること
要件３　保護者と生計が別であること

その他

入学年度に限り、給付金年額300,000円を支給

入学年度に限る 年間上限30名 地域の制限なし 併用可 併用可

相模女子大学

相模女子大学奨学金 在学中 学費支援

能力があるにもかかわらず経済的理由によって修学が困難である者に対し、学資の貸与を行う制度です。貸与額は「授業料相当額」となりますが、卒業年次生につ
いては「学費相当額」を選択することもできます。

【選考基準】
学力：1年生は出身高校の調査書の評定平均値が3.2以上であること
      2年生以上は前年度の成績が上位1/2以内であること
家計：日本学生支援機構第一種奨学金の算定基準に準じる

貸与奨学金

①授業料相当額
②学費相当額（卒業年次生のみ）
春学期および秋学期の学費納入期間内で授業料（または学費相当額）に充当する

1年間（4月～翌年3月）ただ
し、厳正な審査により更新も
可

大学院・大学・短期大学部生あ
わせて25名程度

地域の制限なし 学修・生活支援課 併用不可 併用不可

相模女子大学

相模女子大学緊急給付奨学金 随時
学費支援
その他

家計急変等の経済的理由による緊急給付支援制度

全学年学科対象

【条件】
本学在籍者で、原則として最短修業年限で卒業 が見込める者とする。また、過去に本学授業料の減免、免除および給付を受けたことのない者とし、家計急変等の
事由発生が入学後で、かつ、出願まで概ね１年以内である者とする。

家計急変等の経済的理由とは、次のいずれかによるものとする。
（１）主たる家計支持者の死亡、疾病、事故、失職等
（２）地震、火災、風水害等の災害
（３）その他本学が認めた経済的理由

給付奨学金

春学期または秋学期のいずれかの授業料相当額

在学中1回限りとする 地域の制限なし 学修・生活支援課 併用可 併用可

相模女子大学 相模女子大学同窓会（翠葉会）卒業時緊急奨学金 その他 用途を定めない経済的支援
大学および短大の最終学年に在籍し、経済的理由により卒業が困難となる

貸与奨学金 地域の制限なし

産業能率大学
上野特別奨学金 その他 大学指名：5月中旬

特待生・成績優秀者
学費支援

2年次生～4年次生

経営学部、情報マネジメント学部両学部対象
学業・人物ともに極めて優れ、他の模範となり得る者

給付奨学金

300,000円

①１年間
②１回限り

経営学科・マーケティング学科・
現代マネジメント学科　各学年　1
名以内（計9人以内）

地域の制限なし
学生サービスセンター／湘南学生
サービスセンター

併用可 併用可

産業能率大学

上野学業奨学金 その他 大学指名：５月中旬
特待生・成績優秀者
学費支援

2年次生～4年次生

経営学部、情報マネジメント学部両学部対象
学業・人物ともに極めて優れ、他の模範となり得る者

給付奨学金

150,000円

①１年間
②１回限り

経営学科・現代マネジメント学科
各学年5名以内、マーケティング
学科　各学年3名以内（計39人以
内）

地域の制限なし
学生サービスセンター／湘南学生
サービスセンター

併用可 併用可

産業能率大学
修学支援奨学金 入学後 学費支援

1年次生～4年次生対象

経営学部、情報マネジメント学部両学部対象
所定の選考により学費支援が必要と判断出来る者

給付奨学金

150,000円

①１年間
②１回限り

経営学部・情報マネジメント学部
計55人以内

地域の制限なし
学生サービスセンター／湘南学生
サービスセンター

併用可 条件有りで併用可

産業能率大学
産業能率大学・富士通（株）育英基金奨学金 その他 大学指名：５月中旬

特待生・成績優秀者
学費支援

2年次生～4年次生対象

経営学部、情報マネジメント学部両学部対象
学業・人物ともに極めて優れ、他の模範となり得る者

給付奨学金

200,000円
経営学科・マーケティング学科・
現代マネジメント学科　各学年　1
名以内（計9人以内）

地域の制限なし
学生サービスセンター／湘南学生
サービスセンター

併用可 併用可

産業能率大学
産業能率大学奨学留学制度 入学後 留学費用支援制度

留学支援
給付奨学金

留学1年間　留学した年度の授業料半額相当額
留学半年間　留学した年度の授業料1/4相当額 地域の制限なし 教務課／湘南教務課 併用可 併用可

産業能率大学
産業能率大学後援会奨学金 随時

学費支援
被災者資金支援

1年次生～4年次生

経営学部、情報マネジメント学部両学部対象
修学意欲がありながら本学在学中の災害または主たる家計支持者の死亡等による家計急変のため、就学が困難な人

給付奨学金

授業料半額相当額以内

①１年間
②１回限り

原則として3名以内 地域の制限なし
学生サービスセンター／湘南学生
サービスセンター

併用可 併用可

湘南工科大学
一般選抜　Ｓ方式（3教科型）減免制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜　S方式（３教科型）学部ごとに合格者の成績上位40名を対象
＊原則4年間適用　但し、2年次以降の継続については成績により変動あり。 免除・減免

入学金（20万円）および授業料（年間20万円ずつ）を4年間継続で最大100万円サポート
※2年次以降継続審査あり

①１年間
※2年次以降継続審査あり

40名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

湘南工科大学
一般選抜大学入学共通テスト利用　成績上位者への減免 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜大学入学共通テスト利用（前期）学部ごとに前期合格者成績上位20名を対象
入学金の半額（10万円）をサポート 免除・減免

入学金の半額10万円サポート
１回限り 20名 地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

湘南工科大学
一般選抜Ｓ方式（２教科型）減免制度 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜　S方式（2教科型）学部ごとに合格者の成績上位10名を対象
＊原則4年間適用　但し、2年次以降の継続については成績により変動あり。 免除・減免

入学金（20万円）および授業料（年間20万円ずつ）を4年間継続で最大100万円サポート
※2年次以降継続審査あり

①１年間
※2年次以降継続審査あり

10名
地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

聖マリアンナ医科大
学

聖マリアンナ医科大学特待生 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

資　　格：合格者のうち、入学試験における成績・人物ともに優秀な者。
給付奨学金

給 付 額：初年度の授業料、教育維持費、教育充実費相当額（540万円）を免除する。
入学時のみ 若干名 地域の制限なし 教学部教育課 併用可 併用可

聖マリアンナ医科大
学

聖マリアンナ医科大学奨学基金 在学中 全学年 学費支援
資　　格：経済的理由により修学が困難な者で学業成績、健康状態および人物ともに良好であると認められる者。

給付奨学金
給 付 額：360万円を限度として給付する。　そ の 他：原則として、返還の義務はない。

年度内1回
採用基準を満たした人数に応じ、
約10名程度。（年度により変動あ
り。）

地域の制限なし 教学部学務課 併用可 併用可

聖マリアンナ医科大
学 聖マリアンナ医科大学奨学金 在学中 全学年 学費支援

資　　格：本学に在学中、家計の収入により授業料等学校納付金の支弁が困難で、かつ、健康、学業、人物ともに良好であると認められる者。

貸与奨学金

貸 与 額：月額 60,000円　貸与期間：最短修業年限（6年）以内。　返還方法：卒業後2年を経過
したその翌月から貸与を受けた期間の2倍の年月の範囲内で返還。ただし、将来、本学に一定
期間継続して勤務したときは、返還を免除する。

最短修業年限（6年）以内 新規採用者は3名 地域の制限なし 教学部学務課 併用可 併用可

聖マリアンナ医科大
学

学業成績等優秀学生奨学金 在学中 第5学年
特待生・成績優秀者
学費支援

資　　格：新5年生のうち、学業成績が特に優秀であり、かつ、人物的にも優れ、他の学生の模範になると認められる者。
給付奨学金

給 付 額：授業料等学校納付金を限度として給付する。
年度内1回 1名 地域の制限なし 教学部学務課 併用可 併用可

聖マリアンナ医科大
学

保護者会短期留学支援奨学金 在学中 全学年 留学費用支援制度
資　　格：短期留学（大学間協定に基づく短期留学あるいは英国大学医学部での臨床実習のための短期留学）をする者。

給付奨学金
給 付 額：在学中1回に限り、1人70,000円以内として給付する。

在学中1回 約8～10人 地域の制限なし 教学部学務課 併用可 併用可

聖マリアンナ医科大
学

明石嘉聞記念奨学金 在学中 全学年 学費支援
資　　格：医学部学生として優れた資質を有し、かつ、経済的事由により学業の継続が困難な者。

貸与奨学金
貸 与 額：月額 60,000円　貸与期間：最短修業年限（6年）以内。　返還方法：卒業後2年を経過
したその翌月から、貸与を受けた期間の2倍の年月の範囲内で返還。無利子。 最短就業年限（6年）以内 新規採用者は若干名 地域の制限なし 教学部学務課 併用可 併用可

聖マリアンナ医科大
学

保護者会奨学金 在学中 全学年 学費支援
資　　格：父兄等の保護者が不測の事態に遇った為、経済的に学業の継続が困難になった者およびやむを得ない事情があると認められた者。

貸与奨学金
貸 与 額：月額 70,000円以内。　貸与期間：最短修業年限（6年）以内。　返還方法：卒業後1年
を経過したその翌月から、貸与を受けた期間の2倍の年月の範囲内で返還。無利子。 最短修業年限（6年）以内

在学中の奨学生が10名を超過し
ない範囲内で新規採用者を決定

地域の制限なし 教学部学務課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

洗足学園音楽大学
前田記念奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

対象学年：2年～4年生
資格・条件：学業成績優秀かつ心身共に健康で他の学生の模範となり得る人物 給付奨学金

年額10万円
年1回 年間115名（2022年度実績） 地域の制限なし 教学センター　学生生活 併用可 併用可

洗足学園音楽大学
前田音楽奨励賞 在学中 1年生～4年生

特待生・成績優秀者
その他

対象学年：1年～4年生
資格・条件：
・学業成績優秀かつ心身共に健康で他の学生の模範となり得る人物
・学外の活動において音楽に関わる功績を残した者

給付奨学金

年額3万円

年1回 年間15名（2022年度実績） 地域の制限なし 教学センター　学生生活 併用可 併用可

洗足学園音楽大学

前田記念留学生奨学金 その他 本学を卒業又は修了後、１年以内。
特待生・成績優秀者
留学費用支援制度

対象学年：卒業生、修了生
資格・条件：
・学業成績優秀かつ心身共に健康で他の学生の模範となり得る人物。
・本学を卒業又は修了後、１年以内に音楽を学ぶため外国に留学する者。
・留学先での在留資格が「留学」である者。

給付奨学金

年額50万円

年1回 年間1名（2022年度実績） 地域の制限なし 教学センター　学生生活 併用可 併用可

洗足学園音楽大学

洗足学園音楽大学資格取得支援奨学金 在学中 1年生～4年生
特待生・成績優秀者
資格取得支援制度

対象学年：1年～4年生
資格・条件：
・成績が優秀で、心身健全であること。
・在学期間中に別表に定めた資格を取得、または試験に合格した者。

資格科目の例（2022年度実績）
①情報処理技術者試験ITパスポート試験
②マイクロソフト オフィス スペシャリスト（MOS）
③アドビ認定アソシエイト（ACA）/アドビ認定プロフェッショナル「Adobe Certified Professional」
④日商ＰＣ検定

給付奨学金

１資格科目あたり　1万5千円～3万円
①1資格科目　3万円
②～④１資格科目　1万5千円

年２回（半期毎に申請可能） 年間100名（2022年度実績） 地域の制限なし 教学センター　学生生活 併用可 併用可

鶴見大学
新入生特待奨学生制度（歯学部） 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

・新入生を対象に、試験入試の成績が優秀で、人物良好な者
免除・減免

・入学年度の授業料の全額又は一部の額を免除
入学年度のみ 30名 地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

鶴見大学

奨学特待生制度（文学部） 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

・文学部の入学試験の１つである奨学特待生選抜試験の成績が優秀な者
　（奨学特待生の資格は原則として４年間継続するが、２年次以降には一定の条件がある）

免除・減免

・入学金を除く学納金（授業料、施設維持費、実験実習費）の全額又は、半額を免除
入学時から４年間とする。た
だし、１年ごとに審査を行い、
文学部教授会の審議を経
て、学長が、継続を決定す
る。

定数は、各年度、日本文学科及
び英語英米文学科は奨学特待
生Ａ各３名、奨学特待生Ｂ各３
名、文化財学科及びドキュメン
テーション学科は奨学特待生Ａ
各２名、奨学特待生Ｂ各２名

地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

鶴見大学
特待生制度（歯学部） 在学中 第２学年から第６学年に在籍する学生

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

品行方正、学術優秀であり、他の模範となる者
免除・減免

当該年度の授業料の一部の額
毎年度ごとに選考、認定し、
その期間は当該年度

各学年10名（第２学年のみ30名） 地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

鶴見大学
歯学部後援会奨学生 在学中 第２学年から第６学年までに在籍する学生

特待生・成績優秀者
学費支援

・人格円満であって、経済的理由により修学に困難があり、かつ、学業優秀な者
給付奨学金

５０万円
当該年度 各学年２名 地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

鶴見大学
同窓会奨学生制度 在学中 １年～６年

特待生・成績優秀者
課外活動支援制度

・歯学部ー心身共に健全にして、課外活動等に積極的に参加している者

・文学部ー学業、人物共に優秀であり他の模範となる者、並びに課外活動等に積極的に参加し顕著な活躍をした者 給付奨学金

・歯学部ー２０万円
・文学部ー２０万円

当該年度

・歯学部ー５名
・文学部ー前期：４名以内
　　　　　後期：短期大学部と併せ
て６名以内

地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

鶴見大学
石間奨学生制度 在学中 卒業学年に在籍する学生

特待生・成績優秀者
学費支援

・卒業年次に在籍する者で、学費支弁者の失職、死亡又は災害等により、家計が急変、その他経済的理由に　より学費の納入が著しく困難である者
給付奨学金

３０万円
当該年度

文学部　１名
歯学部　１名

地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

鶴見大学
中根環堂奨学生制度 在学中 第２学年から最終学年 学費支援

・人格円満であって本学園の建学精神「大覚円成　報恩行持」の実践者でかつ、経済的理由によって学納金の納付が困難であると認められる者
給付奨学金

当該年度の授業料の全額又は一部の額
当該年度

歯学部　４名
文学部　１６名

地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

鶴見大学
氏家優子奨学金 在学中

研究費支援
留学費用支援制度

歯学部に在籍する者であり、指導教員などの推薦に基づき、研究発表あるいは国際的活動の為に海外渡航・留学を予定している者。
給付奨学金

海外渡航費の全額又は一部の額 歯学部及び歯学研究科在学
中のそれぞれにおいて1回限
り

若干名 地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

鶴見大学
学納金特別貸与奨学生制度 在学中

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

・歯学部ー学業、人物共に優秀であり、かつ経済的理由により学納金の納付が困難であると認められる者

・文学部ー学業継続に強い意志があり、かつ、学資支弁者が失職や不慮の事故、病気等により経済的に困窮し、学納金の納付が困難であると認められる者
貸与奨学金

当該年度の授業料の全額又は一部の額

当該年度 若干名 地域の制限なし 学生支援事務部学生支援課 併用可 併用可

東京工芸大学
野呂奨学金 その他 10月～11月 用途を定めない経済的支援

①学術優秀・品行方正及び身体強健であり、経済的理由により修学に困難があると認められる学部生。
②各学年の平均的な単位数を修得し、かつGPAが原則として２．５以上とする。
③在学中１回のみ採用。原則として、教育・留学生の各奨学金及び文部科学省外国人留学生学習奨励費との
　併用は制限される。

給付奨学金

①15万円

①在学中1回のみ ①若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

東京工芸大学

東京工芸大学大学院研究奨学金 その他 11月～1月 用途を定めない経済的支援

①本学大学院入試に合格し、入学予定である本学学部4年次生で、研究意欲が旺盛で、人物及び学業ともに
　優れ、経済的理由により修学に困難があると認められる者。
②願書、所属研究室教員の推薦書及び面接での評価。原則としてGPA2.5以上とする。
③大学院入学後の当該1年間（在院中1回）。
　ただし、原則として工学部同窓会・同窓会芸術学研究科の各奨学金との併用給付は制限される。
④工学研究科：4名以内、芸術学研究科：2名以内

給付奨学金

①30万円

①在院中1回
①工学研究科：4名以内、芸術学
研究科：2名以内

地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

東京工芸大学

工学部同窓会奨学金 その他 4月中旬 用途を定めない経済的支援

①東京工芸大学大学院工学研究科に在籍する者で、人物及び学業ともに特に優秀並びに健康であり、経済的
　理由により修学に困難があると認められ、かつ、終了後、同窓会役員として同窓会活動に積極的に参加す
　る意思のある者とする。
　ただし、本学の工学部の出身者以外の者は、出願時点で工学部同窓会に入会している者、または入会予定
　の者に限る。特待生制度による特待生との併用は制限しない。
②成績及び家計経済状況を考慮して審査するものとする。なお、成績は原則としてGPA2.5以上を応募条件
　とする。
③当該1年間（在院中1回）。
　ただし、原則として東京工芸大学大学院研究奨学金との併用給付は制限される。

給付奨学金

50万円

当該1年間（在院中1回） 工学研究科生5名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

東京工芸大学

後援会教育奨学金 その他
前期出願締切：6月
後期出願締切：11月 用途を定めない経済的支援

①学業成績が優秀で、かつ特に個性的な人物で経済的理由により修学に困難があると認められる2年以上の
　学部生。ただし、外国人留学生は除く。
②各学年の平均的な単位数を修得し、かつGPAが原則として2.5以上とする。
③当該1年間（在学中1回）。
　ただし、原則として野呂奨学金との併用給付は制限される。

給付奨学金

30万円

当該1年間（在学中1回） 30名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 条件有りで併用可

東京工芸大学

後援会留学生奨学金 その他 10月～11月 用途を定めない経済的支援

①人物及び学業ともに優秀であり、経済的理由により修学に困難があると認められる学部留学生及び大学院
　留学生。
②各学年の平均的な単位数を修得し、かつGPAが原則として2.1以上とする。
　仕送りが平均月額90，000円以下であること（入学料、授業料等は含まない）。または、在日している扶
　養者がいる場合は年収500万円未満であること。
③当該1年間（在学中1回）
　ただし、原則として野呂奨学金及び文部科学省外国人留学生学習奨励費との併用給付は制限される。

給付奨学金

30万円

当該1年間（在学中1回）
25名以内（大学院生5名、学部生
20名）

地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可

東京工芸大学

緊急支援奨学金 随時 用途を定めない経済的支援

①本学の学部及び大学院に在籍する正規生である者
②授業への出席が良好である者
③父母若しくはこれに代わって家計を支えている者が、会社の倒産又は解雇等により、無収入に近い状態と
　なり、修学の継続が困難になった者
④願書及び面接により判定する。また、必要に応じて関係書類を提出させる場合がある。
⑤家計急変の事由が発生した月から12ヶ月以内に出願
⑥当該1年間（在学・在院中1回）
　ただし、他の奨学金との併用は制限しない。

給付奨学金

30万円以内
※ただし、受給後に除籍・退学になった場合は、返納しなければならない。

当該1年間（在学・在院中1
回）

少額原資の限度内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京工芸大学

後援会共済奨学金 随時 用途を定めない経済的支援

①保証人の死亡による家計事情の急変で、修学に困難があると認められる学部生及び大学院生。
②願書及び面接により判定する。
　また、必要に応じて関係書類を提出させる場合がある。
③当該1年間（在学・在院中1回）
　ただし、他の奨学金との併用は制限しない。

給付奨学金

年間学納金の半額相当分

当該1年間（在学・在院中1
回）

応急奨学金基金の限度内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京工芸大学

後援会応急奨学金 随時 用途を定めない経済的支援

①保証人の病気療養等の理由により、修学に困難があると認められる学部生及び大学院生。
②願書及び面接により判定する。
　また、必要に応じて関係書類を提出させる場合がある。
③当該1年間
　ただし、再給付を希望する場合は、毎学年度の申し出により最短就業年度で進学している場合に限り再給付
　を認める場合がある。また、他の奨学金との併用は制限しない。

給付奨学金

50万円以内（金額は選考委員会において決定する。）

当該1年間（※原則） 応急奨学金基金の限度内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京工芸大学
えんのき奨学金 その他 前期・後期各1回 用途を定めない経済的支援

①大学に在学し、身体健康、勉学意欲旺盛かつ経済的事由により学業を継続することが困難であり、原則とし
　て当年度に卒業又は修了が見込まれる学生（外国人留学生等を除く）
②願書及び面接により判定する。

貸与奨学金

上限60万円で10万円単位で貸与する

当該1年間（在学中1回） 基金の限度内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京工芸大学
全学統一選抜特待生 入学手続時 特待生・成績優秀者

全学統一選抜合格者のうち、優秀な成績を修めた者
免除・減免

初年度納付金（入学金除く）から１００万円減免
①50名（予定）

地域の制限なし 入試課

東京工芸大学
一般選抜特待生（芸術学部対象） 入学手続時 特待生・成績優秀者

一般選抜Ⅰ期（Ａ方式・Ｂ方式・Ｃ方式）合格者のうち、優秀な成績を修めた者
免除・減免

毎年度納付金（入学金除く）から１００万円を最長４年間減免
※２年次以降は前年終了時の学業成績が所定の基準を満たした場合に、最長４年間継続可能 ３０名（予定） 地域の制限なし 入試課

東京工芸大学
表現力選抜特待生（芸術学部） 入学手続時 特待生・成績優秀者

表現力選抜合格者のうち、優秀な成績を修めた者
免除・減免

毎年度納付金（入学金除く）から５３万円を最長４年間減免
※２年次以降は前年終了時の学業成績が所定の基準を満たした場合に、最長４年間継続可能 ７名（予定） 地域の制限なし 入試課

東京工芸大学 総合型選抜（特待生）（工学部） 入学手続時 特待生・成績優秀者
総合型選抜（特待生）合格者のうち、優秀な成績を修めた者

免除・減免
初年度納付金（入学金除く）から50万円を減免

10名（予定） 地域の制限なし 入試課

東京工芸大学 工学部第１種特待生 入学手続時 特待生・成績優秀者
一般選抜Ⅰ期合格者のうち、優秀な成績を修めた者

免除・減免
初年度納付金（入学金除く）から50万円を減免

30名（予定） 地域の制限なし 入試課

東京工芸大学 工学部第２種特待生 入学手続時 特待生・成績優秀者
共通テスト利用選抜Ⅰ期合格者のうち、優秀な成績を修めた者

免除・減免
初年度納付金（入学金除く）から20万円を減免

50名（予定） 地域の制限なし 入試課

東洋英和女学院大
学

スカラシップ入学試験 入学手続時 入学金・授業料減免

受験生対象
スカラシップ入学試験において、スカラシップ生（成績優秀者）として合格すると、
2年間の授業料など214万円が免除される。
入学後も学業成績が一定の基準に達していれば、最長4年間の授業料など428万円が免除される。

免除・減免

2年間の授業料など214万円

①２年間
②入学後も成績が一定の基
準に達していれば最長4年間

募集人数
人間科学科：14人、保育子ども
学科：10人、国際社会学科：12
人、国際コミュニケーション学科：
12人

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

東洋英和女学院大
学

東洋英和女学院大学かえで給付奨学金 在学中 3年次
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

１・2年次において優秀な学業成績を修めた3年次の学生で、人物的に優れ、学内の公認団体で積極的に活動している学生15名
給付奨学金

年額24万円（返還不要）
1回限り 年間15名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学奨学会学業成績優秀者給付奨学金 その他 大学で選考（申請不要）

特待生・成績優秀者
学費支援

学部２年次生（２年次編入生除く。）：２年次前期時点で、45単位以上修得者。 学部４年次生：４年次後期時点で、卒業要件単位充足者。
給付奨学金

年額10万円
採用年度限り

24名（2年次：12名、4年次：12
名）

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学奨学会自己研鑚給付奨学金 在学中 １～４年次 その他

学内・学外の活動において、顕著な自己研鑽を行った
者への支援

学部１～４年次生：本学在学中における当該年度12月までの学内・学外の活動において、顕著な自己研鑽を行った者。
給付奨学金

レベルに応じて、5万円、10万円、20万円の上限額がある。
採用年度限り 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学経済支援給付奨学金 在学中 ２～４年次

特待生・成績優秀者
学費支援

学部２～４年次生（留学生は除く。２年次編入生は３年次より、３年次編入生は４年次より出願可。）日本学生支援機構奨学金第一種家計基準以内。累積ＧＰＡ 2.50
以上。標準修得単位修得者。 給付奨学金

年額10万円
採用年度限り ５名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学
音楽芸術部門賞 その他 大学で選考（申請不要） 特待生・成績優秀者

音楽学部音楽芸術学科卒業年次生または大学院音楽研究科音楽芸術専攻修了年次生より、プロジェクト研究のほか、学業・人物を総合的に判断して専攻分野の
最優秀学生と認定される者。大学が選考。 給付奨学金

上限3万円（詳細規程あり）
採用年度限り １名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学奨学金 在学中 １～４年次 学費支援

日本学生支援機構奨学金推薦基準に準じるが、日本学生支援機構奨学金の利用を優先し、それを利用できない場合及び利用してもなお経済的に困窮しているこ
とを条件とする。 貸与奨学金

第１種（年額授業料相当額）第２種（年額授業料相当額の半額）第３種（年額学納金相当額）
採用年度限り 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学
旧フェリス女学院短期大学家政科同窓会りべるて奨学金 在学中 １～４年次 学費支援

(1)本学に１セメスター以上在籍した者。　　(2)学納金遅延願提出者。　(3)日本学生支援機構奨学金第二種家計基準以内の者。　　(4)標準修得単位修得者。　　(5)
休学中でない者。　(6)休学期間を除き、標準修業年限を超過していない者。 貸与奨学金

１学期10万円

採用学期限り

毎年度５名。前期の採用者は最
大２名とし、後期の採用者は５名
から前期の採用者を減じた人
数。

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学

フェリス女学院大学江口奨学金 その他

第1種：随時
第2種：大学が選考（申請不要）
第4種：随時
第5種：随時
第6種：年２回（６月と12・1月）
第7種：大学が選考（申請不要）
第8種：大学が選考（申請不要）

特待生・成績優秀者
研修支援制度
留学費用支援制度
課外活動支援制度

第1種：音楽学部が定める学外公演等に参加する本学音楽学部生、本学大学院音楽研究科学生及び本学音楽学部副手。出願が必要。　第2種：音楽学部音楽芸
術学科2年次生以上及び大学院音楽研究科音楽芸術専攻2年次生。出願の必要はない。前年度に修得した成績で審査。　第4種：音楽学部音楽芸術学科2年次生
以上及び大学院音楽研究科音楽芸術専攻学生。出願が必要。出願書類に基づく審査。　第6種：海外のコンクール及び音楽研修活動に参加する音楽学部学生、大
学院音楽研究科学生。出願が必要。 出願書類に基づく審査。　第7種：卒業・修了時における成績優秀者。出願の必要はない。　第8種：入学年度の成績優秀者。
出願の必要はない。 給付奨学金

第1種：参加者1名につき上限5万円、第2種：音楽芸術学科2年次生　１名につき40万円、3年次
生及び4年次生　１名につき10万円、第4種：１名につき上限10万円（給付総額の上限は20万円
とする）、第５種：１名につき20万円、第6種：１名につき上限10万円、第7種：１名につき5万円、
第8種：１名につき20万円

第１種、第２種、第４種、第６
種、第７種：採用年度限り
第５種：入学年度限り
第８種：入学した年度の翌年
度限り

第1種：20名以内、第2種：音楽芸
術学科2年次生、3年次生、4年
次生　各2名以内、第4種：3名以
内、第6種：2名以内、第7種：演
奏学科（声楽）又は演奏専攻（声
楽）から1名以内、演奏学科（器
楽）又は演奏専攻（器楽）から1
名以内、音楽芸術学科又は音楽
芸術専攻から1名、第8種：7名以
内

地域の制限なし 総務課（山手キャンパス） 併用可 併用可

フェリス女学院大学

フェリス女学院大学榎本HY奨学金 その他 派遣留学決定後、本学が指定した期日
特待生・成績優秀者
学費支援

1.留学時の経費負担が大きい英語圏である次の国へ派遣される交換留学生。ーアメリカ、イギリス、オーストラリア、カナダ。
2.本学における累積GPAが3.00以上の者
3.TOEFL iBT 61点以上　または　IELTS 5.5以上の者
4.奨学生決定時及び留学終了後、寄付者に対して書面での挨拶及び成果報告を行うことに同意する者 給付奨学金

留学先授業料相当額（上限300万円）、諸経費（登録費用、送金手数料等）は含まない。

留学期間中

最大２名。ただし、TOEFL iBTス
コア又はIELTSのスコアによる。
TOEFL iBT79点以上又は
IELTS6.0以上：上限300万円、最
大1名
TOEFL iBT61点以上又は
IELTS5.5以上：上限150万円、最
大2名

地域の制限なし 国際課 併用不可 条件有りで併用可

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学派遣留学生奨学金Ⅰ その他 派遣決定後、本学が指定した期日 学費支援

1.授業料相互免除でない協定校への派遣留学生
2.派遣認定留学生
3.セメスター・アブロード派遣学生（TOEFL iBT 54以上またはIELS 4.5以上のみ）

給付奨学金

1．本学学納金の全額または一部を給付　最大130万円
2．本学学納金の一部を給付　最大43万円
3．本学学納金の一部を給付　最大20万円

留学開始前の一括支給、ま
たは派遣期間に分割支給

予算に計上された員数以内 地域の制限なし 国際課 併用可 併用可

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学派遣留学生奨学金Ⅱ その他 留学出願時に申請。 留学費用支援制度

派遣交換留学生
独立行政法人日本学生支援機構の海外留学支援制度(協定派遣)との重複受給は不可 給付奨学金

下記の形態及び派遣先（協定校）により支給額は異なる。
1．留学先の授業料を支払う場合　月額2万円～4万円
2．留学先の授業料が免除になる場合　4万円～8万円（留学開始前一括支給）

派遣期間 予算に計上された員数以内 地域の制限なし 国際課 併用不可 条件有りで併用可

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学海外留学奨学金 その他 留学、または研修参加決定後2か月以内 留学費用支援制度

派遣交換留学生、認定留学生、セメスターアブロード派遣学生、海外短期研修参加学生で、経済的理由により海外留学が困難な者

貸与奨学金

1口10万円。無利子。
派遣交換留学、認定留学は、5口（50万円）まで申し込み可能。
海外短期研修、セメスター・アブロードは、2口（20万円）まで申し込み可能。

志願者に応じて決定する。 地域の制限なし 国際課 併用可 併用可

フェリス女学院大学 フェリス女学院大学障がい学生奨学金 在学中 １～４年次 その他 障がいをもつ学生への経済的支援
各市区町村発行による障害者手帳に記載されている「身体障害者障害程度等級」が1級及び2級の者

給付奨学金
年額10万円

１年 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学

フェリス女学院大学石間奨学金 在学中 ４年次
特待生・成績優秀者
学費支援

卒業見込資格を取得した者とし、学業、人物ともに優れ、経済的に困窮している学生。次の各号に掲げる要件を満たす者。
(1) 日本学生支援機構奨学金の申込資格を有する者
(2) 日本学生支援機構第一種奨学金猶予年限特例家計基準該当者
(3) 標準修業年限を超過していない者
(4) ４年次前期までの累積ＧＰＡが2.50以上の者

給付奨学金

年額40万円

１年 １名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学入学者選抜成績優秀者奨学金 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援

全学部１年次。入試における成績上位者。次年度以降の継続条件あり。
給付奨学金

基本授業料相当額。修学支援新制度との併用は可能だが、授業料減免の適用を受ける場合
の給付金額は、基本授業料からその減免額を差し引いた金額とする。

休学期間を除く在学期間（最
大8セメスター）

66名 地域の制限なし
採用者の決定に関すること：入試
課、給付に関すること：学生課

併用可 条件有りで併用可

フェリス女学院大学

フェリスチャレンジ制度 在学中 1～4年次生 課外活動支援制度

次の条件を満たす企画であること
①採用決定後～2024年１月末までの期間で完了する企画であること
②グループでの活動とし、グループ構成員全員が本学学部生であること
③社会貢献、学生生活の向上を目指す企画であること。
④営利を目的としないこと。
⑤活動は国内で行うこと。

その他

１プロジェクトにつき上限25万円（採択プロジェクト数により、上限金額は変動の可能性あり）

報告（振返り）後、１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

フェリス女学院大学
フェリス女学院大学資格取得講座 在学中

1～4年次生
申請期間：2023年４月１日（土）～2024年３月31日（日）

資格取得支援制度
１～４年次の本学に在籍する学部生

その他
受講料の10％割引、入学金6,000円免除

受講料：受講申込時
入学金：資格の大原入学時

人数制限なし 地域の制限なし 教務課 併用可 併用可

横浜商科大学

学費免除奨学生制度 その他 学校出願時、及び入学時
入学金・授業料減免
その他

施設設備費全額免除

入学試験受験時に高等学校などに在籍していた者が対象で、本学への入学時までに日本商工会議所主催の簿記検定試験1級の資格又は税理士試験科目合格し
た者

免除・減免

(1) 入学金相当額を免除する。
(2) 入学から最大4年目までの授業料を免除する。
(3) 入学から2年目までの施設設備費を免除する

※(2)(3)については、3年次以降学業成績が一定以上であることを条件に授業料を免除します。
また、3年次又は4年次において、入学から当該年度までの間に税理士試験に新たに1科目以
上合格した場合は、当該年度の施設設備費を免除します。

（5）の金額欄に記載の内容
参照

人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・広報部 併用可 併用可

横浜商科大学

入学金給付奨学生制度 その他 学校出願時、及び入学時 その他 入学金給付

対象：本学入学者

条件
(1) 総合型選抜「特別」入試に合格した者
(2) 入学試験合格の時点で兄弟姉妹が本学に在籍する者
(3) 留学生入試合格者のうち、日本国際教育支援協会・国際交流基金主催の日本語能力試験Ｎ1取得者、又は日本学生支援機構主催の日本留学試験「日本語」
の合計得点が300点以上の者
(4)ヨーロッパ言語共通参照枠CEFR「B１」以上又は日本商工会議所主催簿記検定2級のいずれかを本学入学までに合格した者
(5)同窓生推薦入試に合格し、評定平均値が4.0以上の者

給付奨学金

入学金全額給付

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・広報部 併用可 併用可

横浜商科大学 横浜商科大学同窓会奨学金制度 その他 条件を満たす2年～4年次から各1名選出される。 特待生・成績優秀者
学業成績優秀者

給付奨学金
400,000円給付

1年間 3名 地域の制限なし アドミッション・広報部 併用可 併用可

横浜商科大学
横浜商科大学特待生 在学中 1年生～4年生 特待生・成績優秀者

特待生は、（1）～（2）のいずれかを満たす者。
（1） 2年次生、3年次生、又は4 年次生であって、学業成績優秀者9名（各学年各学科1名）
（2） 本学入学後に日本商工会議所主催簿記検定試験1 級を取得していること、又は税理士試験科目合格等の要件を満していること 免除・減免

授業料・施設設備費全額免除

1年間
（１）各学年各学科より各1名
（２）人数制限なし

地域の制限なし アドミッション・広報部 併用可 併用可

横浜商科大学
資格取得奨励奨学金 在学中 資格取得時、在学中に限る 資格取得支援制度

横浜商科大学指定の資格取得者

給付奨学金

資格に応じて30,000円から100,000円

１回限り。 人数制限なし 地域の制限なし アドミッション・広報部 併用可 併用可

横浜商科大学

授業料免除奨学生制度 その他 学校出願時、及び入学時 入学金・授業料減免

対象は本学入学者

入学時までに次の各号のいずれかに該当するものに対して、授業料全額免除する
(1) 総合型選抜「奨学生」入試合格者
(2) 一般選抜入試A日程または一般選抜「大学共通テスト試験利用選抜」入試A日程及び同B日程での合格者上位10%の者

免除・減免

授業料全額免除 最大４年間
※2年次以降は学業成績が
一定以上であることを条件に
1年ずつ延長し、最大4年間
免除します。

（３）参照 地域の制限なし アドミッション・広報部 併用可 併用可

松蔭大学
スカラシップ その他 合格時に通知

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜第1期において、優秀な成績をあげた受験生。
Aスカラシップ(入学金・授業料・実験実習費・学習費)免除。
Bスカラシップ(入学金)免除。

免除・減免

①初年度124万円
②入学金33万円 ①１年間

②１回限り
①若干名
②若干名

地域の制限なし 入試課 併用可 併用可

田園調布学園大学
調布学園西村一郎奨学金制度 在学中

①経済支援　1年生～4年生　6月上旬
②学業成績優秀　2年生～４年生　指名制のため本人申請なし

学費支援
①経済支援：1～４年生全学部対象。家庭の経済状況、学業、人物。②学業成績優秀：2～４年生全学部対象。１年間の成績において、特に優秀な成績を修め、か
つ人物的に優れた者。 免除・減免

当該年度の授業料の２分の１相当額
当該年度の後期

①経済支援：20名程度
②学業成績優秀：若干名

地域の制限なし 学生生活・進路支援課 併用不可 併用可

田園調布学園大学
学費減免チャレンジ入試制度 学校出願時 特待生・成績優秀者

2024年度総合型選抜〈特待生型〉〈課題提出型Ⅰ期(希望者)〉、一般選抜〈個別試験型A日程〉および〈大学入学共通テスト利用型Ⅰ期〉において成績上位者を「学
費減免生」とします。

免除・減免

減免SS　4年間授業料100%減免（計280万円）
減免S1　4年間授業料50%減免（計140万円）
減免S2　4年間授業料30%減免（計84万円）
減免S3　入学金相当額免除（計30万円）

減免SS　4年間
減免S1　4年間
減免S2　4年間
減免S3　入学時

実績
2022年　40名
2023年　42名

地域の制限なし 入試・広報課 併用可 併用可

横浜薬科大学

特待生・特別奨学生 制度 学校出願時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

【特待生・特別奨学生 制度】
本学で学びたいという強い意志を持った学生に対して、独自の奨学金制度を設定し、学生生活をより充実できるように様々な経済的支援を行っています。

特待生S・特待生A・特待生B・特待生（薬科）特別奨学生
1. 学業成績・人物ともに優秀な学生に対し、入学後の学業を奨励することを目的とするもの。
2. 昨今の経済情勢に鑑み、学業に専念できる環境を整えるよう経済面をサポートすることを目的とするもの。
3. 免除された学納金（授業料）の返還義務は一切ありません。
※２年次以降は前年度の学業成績、出席状況等の勉学状況を審査致しますが、特に問題ない限り、継続して適用されます。

1. 対 象 者 ：新入生
2. 減免期間：学年進行上問題がなければ6 年間あるいは4 年間継続
3. 採用条件：本学が実施する入学試験における成績優秀合格者の条件に適した者
4. 応募条件：本学の建学の精神及び教育理念を十分に理解して薬学を学び、将来、立派な薬剤師・研究者・技術者・教員になることを熱望する者、入学試験の出
願資格を満たす者

免除・減免

〇６年制（漢方薬学科・臨床薬学科・健康薬学科）
・特待生Ｓ：初年度学納金４５万円（授業料全額免除）
・特待生Ａ：　〃　　　１２５万円（　〃　１１０万円免除）
・特待生Ｂ：　〃　　　１５５万円（　〃　　８０万円免除）
・特別奨学生：　〃　　１８５万円（　〃　　５０万円免除）

〇４年制（薬科学科）
・特待生　　：初年度学納金　９５万円（授業料１００万円免除）
・特別奨学生：初年度学納金１５５万円（授業料４０万円免除）

学年進行上問題がなければ
６年制は6 年間、4年制は4 
年間継続

〇6年制学科入学定員に対する
募集人員（目安）
特待生Ｓ：５人
特待生Ａ：11人
特待生Ｂ：18人
特別奨学生：102人

〇4年制学科入学定員に対する
募集人員（目安）
特待生・特別奨学生：若干名

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

横浜薬科大学

浜薬修学支援貸与基金 在学中 1年生～6年生 学費支援

【浜薬修学支援貸与基金】
本学において、学習意欲をもった在学生に対して、修学継続に必要な学費の全部又は一部を貸与することにより当該学生を支援し、経済的負担の軽減を図ること
を目的とする。

1．対象者：在学生
2．貸与手続き：申込みは在学生本人とし、学費負担者の連帯保証が必要。
3．基金貸与：年間に納付すべき学納金総額から貸与額分を減額控除する方法による。（直接支給はしない）
4．貸与期間：当該年度の1ヶ年とする。（更新可）
5．利息：無利息貸与とする
6．貸与基金の返還方法：貸与総額を卒業年度の翌年度4月から本学指定の銀行口座に振り込み開始。（分割可）
7．基金に関する問い合わせ先：学生課 045-859-1325（直通）

貸与奨学金

当該年度の学納金の全額又は一部です。
日本学生支援機構から奨学金の貸与を受けることを優先し、その貸与額・学納金を限度として
申請できます。
奨学金が停止されている場合は、学納金を限度として必要額を申請できます。

当該年度の1ヶ年とする。（更
新可）

指定なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

横浜美術大学

横浜美術大学奨学生制度 在学中 ２～４ 入学金・授業料減免

入学年次を除く在学生を対象。
全学部対象。
①学習意欲が高く、経済的理由により修学が困難であると認められる者。
②災害等により学費の支弁が著しく困難となるような特別な事由が生じた者。
③家計が急変し、修学の継続が困難な者。

免除・減免

授業料の全額または２分の１または４分の１を免除。

１年間 地域の制限なし 学務課（学生担当） 併用不可 併用可

横浜美術大学
横浜美術大学特別給付等奨学生 在学中 1～4 入学金・授業料減免

日本学生支援機構給付奨学金に採用されていること。
免除・減免

日本学生支援機構給付奨学金の採用区分に応じて、授業料全額、２分の１、４分の１を免除
日本学生支援機構　給付奨
学生　採用中

地域の制限なし 学務課（学生担当） 併用可 併用可

横浜美術大学
横浜美術大学特待生制度（在学生選考） 在学中 ２～４ 特待生・成績優秀者

入学年次を除く在学生を対象。
全学部対象。
GPA制度による前年度の学業成績が3.3以上でかつ30単位以上修得した者。
（各学年上位5名を上限）

免除・減免

授業料の全額または２分の１または４分の１を免除。

1年間 各学年5名を上限として選考 地域の制限なし 学務課（学生担当） 条件有りで併用可 併用可

横浜美術大学

横浜美術大学特待生制度（入試選考） 学校出願時 入学金・授業料減免

入学時、全学部対象
①一般選抜試験A日程・B日程の合格者のうち、成績優秀者6名を上限として特待生を選抜
②学校推薦型選抜試験において特待生選抜（デッサン）を実施し（希望者）、成績優秀者10名を上限
③全入試区分入学者（既に特待生に選出された者、編入学合格者を除く）の１年次前期の学修成績上位12名を上限として特待生を選抜

免除・減免

授業料の全額または２分の１または４分の１を免除

１年間

①成績優秀者６名を上限として
選抜
②成績優秀者１０名を上限として
選抜
③成績優秀者１2名を上限として
選抜

地域の制限なし 学務課（入試係） 条件有りで併用可 併用可

横浜美術大学
横浜美術大学出品・発表支援制度 その他

前期：当該年度の８月下旬頃
後期：当該年度の３月下旬頃
※詳細な締切日程については、毎年５月頃に発表

課外活動支援制度

在学生及び卒業生が個展・グループ展・公募展等において出品や研究成果・論文等の発表を行う際にかかる経費を、１人当たり年間50，000円を上限として支援す
る制度です。（審査あり） その他

年間／50，000円

申請締め切り　／　年２回 地域の制限なし 学務課（学生担当） 併用可 併用可

日本映画大学

入学者選抜の成績優秀者に対する授業料減免 学校出願時 特待生・成績優秀者

一般選抜A日程における成績上位者

免除・減免

①年額100万円
②学費相当額を限度

①１年間 ①年間10名以内
地域の制限なし 入試・広報部 条件有りで併用可 条件有りで併用可

横浜創英大学
横浜創英大学奨学金 その他 学生からの申請ではない

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

看護師、保育士等の資格取得を目指す本学学生に対し、在学中の前年度学業成績が優秀で品行方正な学生に対し給付を行う。　１．対象者は、各学部の２～４年
次生　２．人数は、各学部各年次につき、２名以内。 給付奨学金

一人当たり年１８万円
１年（４月に全額支給） １２名 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

横浜創英大学
横浜創英大学後援会家計支援奨学金 在学中 修学継続困難時 学費支援

入学後において家計の事情が変わり、修学を継続することが困難と認められる学生の学納金を援助することを目的として給付を行う。
１．対象者は、各学部の１～４年次生　２．人数は、前期・後期４名以内。経済的事由を公的書類により証明することができること。 給付奨学金

一人当たり２５万円
在学中１回のみ ４名以内／年 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

湘南医療大学

特待生制度(薬学部) 学校出願時 特待生・成績優秀者

薬学部では、総合型選抜及び学校推薦型選抜Ⅰ期の合格者の中から成績上位者を特待生として選考し、授業料の全額または半額を免除します。
※詳細については2024大学入学者選抜学生募集要項をご確認ください。

免除・減免

・授業料全額免除(1,450,000円)　6年総額8,700,000円
・授業料半額免除(725,000円)　6年総額4,350,000円
※詳細については2024大学入学者選抜学生募集要項をご確認ください。

6年間
※入学後、各年度末の学業
成績が学年上位10％以内及
び必修科目全単位取得の方
に限り、次年度以降が継続と
なります。
※詳細については2024大学
入学者選抜学生募集要項を
ご確認ください。

計22名
※詳細については2024大学入学
者選抜学生募集要項をご確認く
ださい。

地域の制限なし 入試広報事務室 併用可 併用可

湘南医療大学
ふれあいグループ奨学金 入学後 学費支援

ふれあいグループの選考基準に基づき、本学生に学業継続の支援を目的として貸与します。
※詳細については2024大学入学者選抜学生募集要項をご確認ください。

貸与奨学金

50,000円または30,000円
最長4年(月額50,000円)貸与した場合は、総額2,400,000円
最長4年(月額30,000円)貸与した場合は、総額1,440,000円
※詳細については2024大学入学者選抜学生募集要項をご確認ください。

最長4年(休学・留年期間は
除く)
※詳細については2024大学
入学者選抜学生募集要項を
ご確認ください。

人数制限なし 地域の制限なし 学生支援 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

グローバルＢｉｚ専門
職大学

開学記念深堀特別奨学金 入学手続時 入学金・授業料減免

現在、高等学校最終学年に在学し2024年4月に本学への入学を希望する者の中で、経済的事由により高等教育機関への修学等が困難な学生を対象としていま
す。なお、この奨学金は本学の新入生奨学金との併用が可能
です。

いずれかの選抜にて合格し、出願時に開学記念深堀特別奨学金受給を希望し、世帯全員の課税証明書（所得証明書）を提出した者

奨学金 ：最大 100 万円
1 年次 40 万円（入学金 20 万円分および学費 20 万円）
2 年～4 年次 各年次 20 万円（前年度の GPA と出席率による継続審査有）

給付奨学金
免除・減免

奨学金 ：最大 100 万円
1 年次 40 万円（入学金 20 万円分および学費 20 万円）
2 年～4 年次 各年次 20 万円（前年度の GPA と出席率による継続審査有）

1 年次、2 年～4 年次（前年
度の GPA と出席率による継
続審査）

①人数制限なし 地域の制限なし 入試企画室 併用可 併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学 深堀学園優秀新入生奨学金 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

総合型選抜合格者、学校推薦型選抜合格者、一般選抜合格者で、出願時に深堀学園優秀新入生奨学金受給を希望し、期日までに入学手続きを済ませた者
給付奨学金
免除・減免

20万円～50万円

1 年次 ①６名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学

入学前資格奨学金 入学手続時
学費支援
資格取得支援制度

対象者：いずれかの選抜方法の合格者で、かつ出願時に入学前資格奨学金受給を希望し、資格の証明書のコピーを提出、期日までに入学手続きを済ませた者

対象資格：実用英語技能検定（英検）準 1 級、TOEFL(iBT)80 点、TOEIC800 点、日商簿記検定試験 1 級、日本語能力試験Ｎ1

選抜方法：選抜試験の成績並びに書類
給付奨学金
免除・減免

10万円

1 年次 ①15名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学

地方新入生奨学金 入学手続時 学費支援
対象者：総合型選抜合格者、学校推薦型選抜合格者、一般選抜合格者、社会人選抜合格者で、出願時に地方新入生奨学金を希望し、期日までに入学手続きを済
ませた者。関東圏（離島を除く東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・茨城県・栃木県・群馬県）以外の出身者

給付奨学金
免除・減免

10万円
1 年次 ①10名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学

優秀留学生奨学金 入学手続時
特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

対象者：私費外国人留学生選抜合格者で、出願時に優秀留学生奨学金受給を希望し、資格の証明書のコピーを提出、期日までに入学手続きを済ませた者

対象資格：日本語能力試験 N1 または日本留学試験の読解・聴解・聴読解の合計が 280 点以上の者

選抜方法：選抜試験の成績並びに書類

給付奨学金
免除・減免

20万円

1 年次 ①3名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学 留学生奨学金 入学手続時

学費支援
入学金・授業料減免

対象者：私費外国人留学生選抜合格者で、出願時に留学生奨学金受給を希望し、期日までに入学手続きを済ませた者

選抜方法：選抜試験の成績並びに書類

給付奨学金
免除・減免

10万円

1 年次 ①4名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学 深堀学園優秀者奨学金 在学中 2年生～4年生

特待生・成績優秀者
学費支援
入学金・授業料減免

前年度の出席率が 95％以上で、対象年度の成績が極めて優秀、または著しい成果を上げた学生
給付奨学金
免除・減免

20万円～50万円

2年生～4年生の各申請年 2年生～4年生の各学年６名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学 資格奨学金 入学後

学費支援
資格取得支援制度

対象者：在学中に対象資格を取得した、学業成績、人物共に優れた学生

対象資格と奨学金：通関士（20 万円）、TOEIC 860 点以上（15 万円）、基本情報技術者試験（5 万円）、日本語能力試験 N1（10 万円：留学生のみ）

給付奨学金
免除・減免

5万円～10万円

1年～4年、各学年次 各学年13名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学 経済支援奨学金 入学後

学費支援
入学金・授業料減免

1年～4年生対象

経済支援を必要とする、学業成績、人物共に優れた学生

給付奨学金
免除・減免

10万円

各学年次 各学年10名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

グローバルＢｉｚ専門
職大学 海外活動奨学金 入学後

学費支援
入学金・授業料減免

1年～4年生対象

対象年度に海外活動(インターンシップ)を終え、学業成績、人物共に優れた学生

給付奨学金
免除・減免

10万円

各学年次 各学年5名程度 地域の制限なし 入試企画室 併用可 条件有りで併用可

帝京科学大学
特待生制度 在学中 1年生～3年生 特待生・成績優秀者

1年～3年生の全学部生

基幹科目5科目の平均が80点以上かつ学科の推薦がある者
免除・減免

学生納付金のうち、授業料、実験実習費及び施設設備費の25％を減免

1年間 49名以内 地域の制限なし 教務課学生第１係 併用可 条件有りで併用可

帝京科学大学
帝京科学大学奨学金 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免

1年～4年生対象

①申請日以前1年以内に発生した家計急変により、学生納付金の納入が困難であると認められた者
②成績優秀者

免除・減免

学生納付金のうち、授業料の50％を減免

半期 人数制限なし 地域の制限なし 教務課学生第1係 併用可 条件有りで併用可
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